
研究調査報告書  

教科名㸦  国語  㸧  

項 目 ࠗ新編 新ࡋい国語࠘㸦東書࣭２㸧 

教育基本

法ࠊ学校

教育法ࡢ

下ࡢ中学

校学習指

ᑟ要領ࡢ

教 

科 ࡢ 目 標

 ࡢ  

わࡾ  

○各学年もࠊ本編ࠊ基礎編ࠊ資料編࡛構成さࠊࡾ࠾࡚ࢀ本編７ࡣ単元ࠋࡿ࡞ࡽ各単元ࡣ系

統性を持っ࡚配置さࠊࡾ࠾࡚ࢀᑠ学校ࡢࡽ学習を踏ࡲえࠊ学年ࡢ発達段階応࡚ࡌ学習ࡀ深

 ࠋࡿっ࡚い࡞うࡼࡿࡲ

○各単元࡛ࠊࡣ教材即࡚ࡋ多様࡞言語活動ࡀ設定さࠊࡾ࠾࡚ࢀ言語活動を࡚ࡋ࠾各領域ࡢ指

ᑟ事項をバランスࡼく身付けࠊ思考力や想像力を養いࠊ言語感覚を豊ࡼࡿࡍう࡞っ࡚

いࠋࡿ 

○古典ࡢ単元࠾けࡿ各学年折ࡾ込ࡢࡳカラ࣮印刷ࡢ写真等ࡢ掲載ࠊ近代文学ࠊ現代文学読

系ࡣ言語事項ࠊࡾあࡀ掲載ࡢ古典芸能࡞狂言ࠊ能ࡿけ࠾資料編ࠊ設定ࡢ作品ࡿあࡢ応えࡳ

統的整理さ࡚ࢀいࠋࡿ 

特
色 

内
容 

 ࠒ工夫ࡿ知識・技能を習得す࡞基礎的・基本的ࠑ

ࡅ付身ࠊࡶࡍ示学習活動を明確ࠊࡋ手順ࠖを示ࡢ学習ࠕやࠖࡁび࡚ࠕ○

たい知識や技能࣏ࡢイントࠕࡀ言葉ࡢ力࡚ࠖࡵࡲあࡲࠋࡿたࠕたࡋࠖࡅࡍ

力ࠖࡢ言葉ࡿ学びを支えࠕ扉ࠖࡢ学びࠕࠋࡿい࡚ࢀさࡀ支援ࡢへࡁ࡙ࡲࡘࠊ࡚

ࠋࡿい࡚ࢀ付くよう配慮さ身ࡀ内容࡞基礎的࣭基本的࡚ࡋ連携ࡀ  

 ࠒ工夫ࡿ思考力、判断力、表現力等を育成すࠑ

学習者相ࠊࡋ課題を示ࡢࡵたࠖࡿࡵ考えを深ࠕࠖࡁび࡚ࠕࠊࡣ࡛ࠖࡇࡴ読ࠕ○

互ࡢ考えを交流させ࡚深࡚ࡵいく言語活動を設定࡚ࡋいࠋࡿ詩࣭短歌࣭俳ྃを創

作ࡿࡍ学習を取ࡾ入ࠊࡶࡿࢀ資料編ࠕࡢ話ࡇࡍ聞くࠊࡣ࡛ࠖࡇ題材

例ࠊ発想࣭整理ࡢ方法ࠊ話ࡋ合いࡢ方法等を詳ࡋく紹介࡚ࡋいࠋࡿ  

 ࠒ態度を養う工夫ࡴ組ࡾ取学習主体的ࠑ

○巻頭領域別学習材一覧やࠕ学習ࡢ進ࡵ方࣭教科書ࡢ使い方ࠖを掲載ࡋたࠊࡾ

各教材目標を示ࡋた࡚ࡋࡾ見通ࡋを持࡚ࡿようࠕࠊࡶࡿࡍ話࣭ࡇࡍ

聞くࠕࠖࡇ書くࠊࡣ࡛ࠖࡇ複数ࡢテ࣮࣐を示࡚ࡋ選択࡛ࡿࡁようࡋたࠊࡾ

 ࠋࡿい࡚ࡋࡾたࡋを示ࠖࡾ返ࡾ振ࡢ学習ࠕ

 ࠒの工夫ࡵたࡿす言語感覚を豊かࠑ

○読ࡳ物教材ࠕࡣ広ࡿࡀ言葉ࠖࠊ資料編ࠕࡣ言葉を広ࡆようࠖを設定ࠊࡋ言葉

やࡁ表紙見開ࠋࡿい࡚ࡋ語ྃを掲載ࡢた多くࡋ関連学習ࡢ課題や本編ࡿࡍ関

各単元ࡢ扉詩や短歌ࠊ俳ྃࠕࠊ四季を味わう言葉ࠖ࡞を掲載࡚ࡋいࠋࡿ  

 ࠒの工夫ࡵたࡿ態度を育てࡿ国語を尊重す、ࡵ認識を深ࡿ対す国語ࠑ

○読書案内等࡛テ࣮࣐別多くࡢ本を紹介࡚ࡋいࠋࡿ様々ྂ࡞典作品やྂ典芸能ࠊ

ྂ典文法ࡢ資料ࡀ࡞掲載さࠊࢀ折込ࡳカラ࣮写真ࡶ含࡚ࡵ学年応࡚ࡌ伝統的

ࠋࡿい࡚ࢀよう配慮さࡿࡵࡋ親典作品ྂ࡞  

資
料 

○巻頭にࠕ領域別学習材一覧ࠖを掲載しࠊ目標及び言葉ࡢ力を示し࡚いࠕࠋࡿ学習ࡢ進め方࣭

教科書ࡢ使い方ࠖࠕこ１ࡽࢀ年間࡛学ぶこࠖを折ࡾ込ࡢࡳカラ࣮印刷࡛掲載し࡚いࠋࡿ 

○巻末ࡢ基礎編にࠕࡣ学びを支えࡿ言葉ࡢ力ࠖに他ࡢ教科ࡢ学習や実生活に生すためࡢ工夫

 ࠋࡿい࡚ࢀࡽめࡲ簡潔にࡀ題材や方法ࡢ言語活動ࡣ資料編にࠊࡾ࠾࡚ࢀ示さࡀ

表
記

・
表
現 

異ࠊ掲出ࡢ新出漢字ࡢ内ࢪペ࣮ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡅ設ࡃ広ࡀ欄ࠊࡣ脚注ࡢ学習材ࡢࠖࡇࡴ読ࠕ○

体字ࡢ併記ࠊ記号ࡢ色ࡢ区別等࡞ࡀさ࡚ࢀいࠋࡿ 

○文章ࡢイ࣓࣮ࢪを大切ࡓࡋイラࢫトや絵を多ࡃ配置࡚ࡋいࠋࡿ 

○巻ᮎࠕ学習用語一覧ࠖを索引࡚ࡋ掲載࡚ࡋいࠋࡿ 

総 括 ○ࡢࢀࡒࢀࡑ教材࡛身付ࡓࡅい知識࣭技能ࡢポイントをࠕ言葉ࡢ力࡛ࠖ示ࠊࡋ㸱年間࡛系統

的積ࡼࡿࢀࡽࡆୖࡳうࠊࡾ࠾࡚ࡋ他教科ࡢ学習ࡾࡀ࡞ࡘࡢや生活ࡾࡀ࡞ࡘࡢを意識

いうキャラクタ࣮を適所生徒やコトハࠋࡿい࡚ࢀ設定さࡀ力ࠖࡢ言葉ࡿ学びを支えࠕ࡚ࡋ

 ࠋࡿい࡚ࡋ言語活動を支援ࠊⓏ場させ

第㸰㸯採択地区教科用図書採択協議会 



研究調査報告書  

教科ྡ㸦  国語  㸧  

項 目 ࠗ中学校国語࠘㸦学図࣭㸯㸯㸧 

教育基ᮏ

法ࠊ学校

教育法ࡢ

ୗࡢ中学

校学習指

導要領ࡢ

教 

科 ࡢ 目 標

 ࡢ  

わࡾ  

○㸯年ࡽ㸱年ࡌྠ࡛ࡲ単元ྡ５ࡢ単元࡛構ᡂさࠊࢀⓎ達段階を踏ࡲえࡓ副題ࡢ設定ࠊ教材

冒頭ࡢ学習目標ࡢ提示ࡾࡼ学習ࡢ方向性ࡀ示さࠊࢀ繰ࡾ返ࡋ段階的各領域ࡢ学習ࡀ進

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࢀࡽࡵ

コラࡄ࡞ࡘ表現活動ࠊࡶࡿࡍう工夫ࡼࡿࢀࡽࡵ進学習を段階的ࡢࠖࡇࡴ読ࠕ○

思考力や想像力ࠊࡵ興味関心を高ࠊࡾࡼࡇࡿࡍを設定࣒コラࡿࡵい࡚深ࡘ言葉ࠊ࣒

を養いࠊ言語感覚を豊ࡢࡵࡓࡿࡍ工夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

○教材ࠕ言葉生活࣭言葉文化ࠖࠕ今伝わࡿ注意ࡓࡋいྂ語ࠖや巻ᮎ資料

࡞産業ࠊ伝統や文化ࡢ国ࡀᡃࠊ࡞ࠖࢀ流ࡢ日ᮏ文学ࠕ学習ࠖࡢ語 ࣭ྃ語彙ࠕ

を  

特
色 

内
容 

 ࠒ工夫ࡿ知識・技能を習得す࡞基礎的・基本的ࠑ

○各単元࡛段階的学習ࡀ進行すࡼࡿう教材ࢆ配置しࠊ習得ࠊ活用ࠊ探究的࡞学

習ࡀ段階ࢆ踏࡛ࢇ展開࡛ࡼࡿࡁう工夫さ࡚ࢀいࠕࠋࡿㄞࠕࡣ࡛ࠖࡇࡴ学びࡢ

窓ࠖ学習ࡢ仕方や学習ࡢ振ࡾ返ࢆࡾ設࡚ࡅいࠋࡿコラムࠕ活動ࢆ考えࠖࡿ

い࡚ࡆ࡞ࡘ活動ࡢࠖࡃ書ࠕࠖࡃ話す・聞ࠕࢆ学習内容ࡢࠖࡇࡴㄞࠕࡾࡼ

ࠋࡿ  

 ࠒ工夫ࡿ思考力、判断力、表現力等を育成すࠑ

う工ࡼࡿࡁ展開࡛ࡀ学習発展的ࠊࡂ࡞ࡘ表現活動ࠊࢆ学習ࡢࠖࡇࡴㄞࠕ○

夫さ࡚ࢀいࠕࠋࡿ情報表現ࠖࠕ表現向うㄞࠊࡣ࡛ࠖࡳ課題対し࡚自ࡽ

考え表現すࡿ力ࡼࡃࡘࡀう多様࡞言語活動ࡀ設定さ࡚ࢀいࠋࡿ  

 ࠒ態度を養う工夫ࡴ組ࡾ取学習主体的ࠑ

ࠊし三分野࡛明確ࡢ知識や技能ࠖࠕ力ࠖࡿ考えࠕ力ࠖࡢ言葉ࠕࢆたい力ࡅࡘ○

ࠊたࡲࠋࡿい࡚ࢀう工夫さࡼࡿࡁ自己評価࡛ࠊࡾ返ࡾ振ࢆ学習࡚ࡗ沿いࡽࡡ

示すࢆࢀ流ࡢ活動いࡽࡡࠊࡣ࡛ࠖࡇࡃ書ࠕࠊࠖࡇࡃ聞・ࡇ話すࠕ

ࠋࡿし࡚いうࡼࡿ選べࡀ生徒自身ࢆ話題や題材ࠊࡶ  

 ࠒの工夫ࡵたࡿす言語感覚を豊かࠑ

○単元ࡢ扉ࠊ࡞音ㄞや暗誦しやすい詩ࡢ一節ࡀ掲載さ࡚ࢀいࠕࠋࡿ漢字ࢆ見

抜ࠖࡃや巻末ࠕࡢ○年生ࡢ語ྃ・語彙ࡢ学習ࠖ࡞言語感覚ࢆ磨ࡇࡃ資

すࡿ教材ࡀ工夫さ࡚ࢀいࠋࡿ  

 ࠒの工夫ࡵたࡿ態度を育てࡿ国語を尊重す、ࡵ認識を深ࡿ対す国語ࠑ

○ྂ典ࡢ単元࡛ࠊࡣ導入し࡚学習ࡢ方向性ࢆ示す解ㄝ文やྂ典ࡢ世界ࡾࡼࢆ深

ࡿ伝わࡀ世界観ࡢ作品ࠊࡀ典作品ྂࠋࡿい࡚ࢀ設定さࡀコラムࡢࡵ味わうたࡃ

資
料 

○巻頭ࠕ言葉ࠖを題材した文章を掲載していࠋࡿ 

○各学年ࡶ巻末発展的࡞学習内容してྂࠕ典親しࡴたࡵ―ྂ典文法ࠖࠕ今伝わ

 ࠋࡿ語・文語活用対照表ࠖを掲載していཱྀࠕ注意したいྂ語ࠖࡿ

○図表ࠊ写真ࠊ挿絵ࡀ࡞大ࡁく見やすくࠊ配色ࡶ適切工夫さࢀていࠋࡿ 

表
記

・
表

現 

○脚問ࠊ語注ࠊ語ྃࠊ新出漢字ࠊ行番号等ࢀࡽࡅࡘた記号ࠊ文字ࡢ色や書体ࠊࡣ学習ࡀ進

めやࡍいࡼう工夫さ࡚ࢀいࠋࡿ 

○ྂ典ࡢ本文࡛ࠊࡣ傍注ཱྀࡾࡼ語訳ࡀ付さྂࠊࡾ࠾࡚ࢀ典併せ࡚内容ࡀ理解ࡋやࡍいࡼ

う工夫さ࡚ࢀいࠋࡿ 

総 括 ○国際関係ࠊ日本ࡢ社会や国家ࠊそࡢࡽࢀ歴史ࡘい࡚深く掘ࡾୗࡆた教材ࢆ多数掲載࡚ࡋ

いࠋࡿ各単元ࡢ教材ࡢ段階的࡞配置やࠊ学習ࡢめあ࡚ࠊ学習手㡰ࠊ学習課題ࠊ学習成果ࡢ

評価ࠊࡾࡼ࡞学習ࢆ進めやࡍい構成࡚ࡗ࡞いࠋࡿ学習者応ࡌた学習活動ࡿࡁ࡛ࡀ

 ࠋࡿい࡚ࡋ掲載ࢆう選択教材ࡼࡿ組めࡾ取࡛ࢇ選ࢆ教材や活動各単元ࠊうࡼ

第㸰㸯採択地区教科用図書採択協議会 



研究調査報告書  

教科名㸦  国語  㸧  

㡯 目 ࠗ現代ࡢ国語࠘㸦୕省堂࣭㸯５㸧 

教育基本

法ࠊ学校

教育法ࡢ

ୗࡢ中学

校学習指

導要領ࡢ

教 

科 ࡢ 目 標

 ࡢ  

わࡾ  

○本編資料編ࡢ二部構成ࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞関連ࡿࡍ本編ࡢ学習中や前後資料編ࢆ活用࡛ࡁ

ࢆ学習過程ࠊࡋえた単元構成ࡲ踏ࢆ発達段階等ࡢ生徒ࠊࡣ本編ࠋࡿい࡚ࢀう工夫さࡼࡿ

明確ࠊࡋ系統的学習࡛ࡼࡿࡁう工夫さ࡚ࢀいࠋࡿ 

ࡇ聞く࣭ࡇࡍ話ࠕ○ ࡋ形成ࢆ合意ࠊࡾたࡋ活用ࢆ資料や機器ࠊࡣ学習࡛ࡢࠖࡇ書くࠕࠖ

ࡽ見ࡀ工夫ࡢ養う教材ࢆ思考力や判断力ࠊ࡞ࡿࡍ設定ࢆ学習活動ࡿࡍ解決ࢆ課題ࡽࡀ࡞

 ࠋࡿࢀ

○ྂ典教材࡛折ࡾ込ࡢࡳペ࣮ジࢆ設࡚ࡅ資料や写真ࢆ充実させたࠊࡾ資料編࡛日本ྂࡢ典芸

能ࢆ取ࡆୖࡾたࠊ࡞ࡿࡍࡾ国語へࡢ認識ࢆ深めࠊ国語ࢆ尊重ࡿࡍ態度ࢆ育࡚ࡿ工夫ࡀ見

 ࠋࡿࢀࡽ

特
色 

内
容 

 ࠒ工夫ࡿ知識・技能を習得す࡞基礎的・基本的ࠑ

く整理ࡍやࡾ図表等࡛わࡀ知識࣭技能ࡁべࡍ習得ࠊࡣ学ぼうࠖࢆ方ࡳ読ࠕ○

さ࡚ࢀいࠕࠋࡿ学びࡢ道ࡿࡋべࠖࠊࡣ目標ࡢ確認ࠊ基本的࡞課題ࠊ考えࢆ深ࡵ

う工夫さࡼࡿࡁ習得࡛ࢆ技能࡚ࡋ返ࡾ繰段階的ࠊࡾ࠾࡚ࢀ課題等࡛構成さࡿ

ࠋࡿい࡚ࢀ  

 ࠒ工夫ࡿ思考力、判断力、表現力等を育成すࠑ

ࡁ活用࡛機会ࡢ࡞読書ࡢ学習や日常ࡢ教材ࡢ他ࠊࡣ学ぼうࠖࢆ方ࡳ読ࠕ○

ࠋࡿい࡚ࢀう工夫さࡼࡿࢀࡽࡵ高ࢆ表現力等ࠊ思考力ࠊࡾ࠾࡚ࢀ示さࡀ方法ࡿ  

応相手や目的ࠊ࡞意見文ࠊ創作文ࠊ手紙文ࠊࡆ上ࡾ取ࢆ文章࡞様々ࠊࡓࡲ

ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁ࡛ࡀ学習ࡢ表現ࡓࡌ  

 ࠒ態度を養う工夫ࡴ組ࡾ取学習主体的ࠑ

○各教材ࡢ初ࠕࡵ学びࡢ道ࡿࡋべࠖࡢ冒頭ࡣ学習目標ࠊࡀ最後ࡣ振ࡾ返ࡿ

活動ࡀ示さࠊࡾ࠾࡚ࢀ学習ࡢ見通ࡋ振ࡾ返ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡾう工夫さ࡚ࢀいࠋࡿ  

取࡚ࡋࡾࡔࢇ選ࢆ学習方法ࡾࡓࡋ設定ࢆ自分࡛題材ࠊࡣう࡛ࠖࡼࡆ広ࢆ学びࠕ

ࠋࡿい࡚ࢀ設定さࡀ学習ࡴ組ࡾ  

 ࠒの工夫ࡵたࡿす言語感覚を豊かࠑ

○即興劇や対話劇ࠊ句会ࠕࡢ࡞表現プࣛࡢࠖࢨ設定ࠊ生徒ࡀ慣ࢀ親࡛ࢇࡋいࡿ

歌ࡢ歌詞ࡢ掲載ࣝࠕࠊバムデクࢩョナ࣮ࣜࠖࡢ設定等ࡀあࡤࡇࠕࠋࡿ発

見ࠖやࠕ漢字ࢆ身ࡼࡅࡘう࡛ࠖࠊࡣ語句࣭語彙や表現技法ࡘい࡚ࡢ学習ࡀ

設定さ࡚ࢀいࠋࡿ  

 ࠒの工夫ࡵたࡿ態度を育てࡿ国語を尊重す、ࡵ認識を深ࡿ対す国語ࠑ

○資料編落語ࠊ歌舞伎ࠊ能࣭狂言ࡢ࡞日本ࡢ伝統芸能ࢆ取ࡾ上࡚ࡆいࠋࡿ言

語活動や日常ࡢ言語生活ࢆ高ࡢࡵࡓࡿࡵ内容やࠊ国語ࡢ学習活動役立ࡘ用語ࠊࢆ࡞豊

富掲載࡚ࡋいࠋࡿ 

資
料 

○各単元教材関連すࡿ書籍の紹介や巻末読書案内があࠊࡾ読書指導࡞ࡘげࡿࢀࡽ

 ࠋࡿい࡚ࢀう工夫さࡼ

○資料編がࠕ読書の広場ࠖࠕ考えࡿ広場ࠖࠕ参考資料ࠖの３部構成࡛ࠊ実践的࡞方法や知

識がまめ࡚ࢀࡽおࠊࡾ活用しやすく࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

表
記

・
表
現 

○脚注࡚ࡋࡾࡁࡗࡍࡣ見やࡍくࠊ明朝࣭ࢦシック࣭丸ࢦシックࠊ࡞書体ࡶ用途ࡿࡼ使い 

分ࡀࡅ工夫さ࡚ࢀいࠋࡿ 

○写真やラスࡀࢺ大ࡁくࠊ図表や記号等ࡣ淡く柔ࡽい配色ࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞見やࡍく工夫

さ࡚ࢀいࠋࡿ 

総 括 ○㸯ࠊ㸰年ࡣ㸵単元ࠊ㸱年ࡣ㸴単元ࠕࡢ本編ࠖࠕ資料編࡛ࠖ構成さ࡚ࢀいࠕࠋࡿ領域別教

材一覧ࠖࡅࡘたい力や言語活動ࡀ示さࠊࡾ࠾࡚ࢀ学習ࡵࡢあ࡚を把握ࡋやࡍく࡚ࡋい

紹介ࡀ方法࡞様々ࡿࡁ活用࡛ࡶ学習࡛࡞学習や自主的ࡢ他教科ࠊࡣ広場ࠖࡿ考えࠕࠋࡿ

さࠊࡾ࠾࡚ࢀ学びをࡾࡼ広ࡆたࡾ深ࡵたࡇࡿࡍࡾ活用࡛ࡼࡿࡁう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 
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研究調査報告書  

教科名㸦  国語  㸧  

項 目 ࠗ伝え合う言葉 中学国語࠘㸦教出࣭㸯㸵㸧 

教育基本

法ࠊ学校

教育法ࡢ

ୗࡢ中学

校学習指

ᑟ要領ࡢ

教 

科 ࡢ 目 標

 ࡢ  

わࡾ  

○㸯࣭㸰年㸶ࠊࡘ㸱年㸵ࡢࡘ単元࡛構成さ࡚ࢀいࠋࡿ㸯年࡛ࡣᑠ学校ࡢ振ࡾ返ࡾを

意識ࠊࡋ㸱年࡛ࠊࡣ高等学校࡛取ࡿࢀࡽࡆୖࡾ作家ࡢ作品ࡶ掲載ࠊ࡚ࡋ発達段階

ࠋࡿい࡚ࢀ設定さࡀう単元ࡼࡿࡍ深化段階的࡚ࡌ応  

ュニケ࣮ショ࣑ࢥ言語表現や対話࣭ࠊࡣ࡛ࠖࡇ聞く࣭ࡇࡍ話ࠕࠖࡇ書くࠕ○

ン能力ࡢ重要性を題材ࡋた教材を多く配置࡚ࡋいࠋࡿまたࢹ࣓ࠊ表現

ࠋࡿい࡚ࢀさࡀ工夫ࡿࡵ伝え合う力を高ࠊࡋ教材を設定ࡿࡁい࡚学習࡛ࡘ  

○古典教材をࠕ読ࠕࠖࡇࡴ伝統的࡞言語文化ࠖ系列化ࠊࡋ日本ࡢ代表的࡞古典作品を

取ࠊࡶࡿࡆୖࡾ視覚資料やࢥラ࣒教材を設定ࠊ࡞ࡿࡍ日本ࡢ伝統文化を継承ࡿࡍ

態度を育࡚ࡼࡿう配慮࡚ࡋいࠋࡿ 

特
色 

内
容 

 ࠒ工夫ࡿ知識・技能を習得す࡞基礎的・基本的ࠑ

うࠖࡼࡵ深ࠕうࠖࡼࡵ確ࠕし࡚ࠖࡿちしࡳࠕ各教材ࡣ࡛ࠖࡇࡴ読ࠕ○

躓いた課題ࠊࡾ࠾示し࡚ࢆ方や重点ࡵ進ࡢ部構成࡛学習୕ࡢ言葉࣭表現ࠖࠕ

生徒ࡢアドバイࡶࢫ掲載さ࡚ࢀいࠕࠋࡿ漢字ࡢ練習問題ࠖࡀチェック欄

ࠋࡿい࡚ࢀࡽࡅ設࡚ࡵࡲࡶ  

 ࠒ工夫ࡿ思考力、判断力、表現力等を育成すࠑ

題材ࡿ訴え視覚ࠊ芸術作品等ࠊ新聞ࠊ写真ࠊ四コマ漫画ࠊࡣ࡛ࠖࡇ書くࠕ○

ࡽࡅ設巻ᮎࠋࡿう配慮し࡚いࡼࡿࡀ࡞つ表現࡞豊ࠊࡵ高ࢆ関心ࠊ用いࢆ

具体ࡢ教材ࡢࠖࡇ書くࠕࠖࡇ聞く࣭ࡇ話すࠕ表現テ࣮マ例集ࠖࠕたࢀ

的࡞テ࣮マ例ࡀ示さ࡚ࢀいࠋࡿ  

 ࠒ態度を養う工夫ࡴ組ࡾ取学習主体的ࠑ

○各教材ࠕ目標振ࡾ返ࡀࠖࡾ示さ࡚ࢀいࠕࠋࡿ話す࣭ࡇ聞くࠕࠖࡇ書く

生日常ࠊࡶࡿすうࡼࡿࡁ提示し࡚選択࡛ࢆ課題ࡢ複数ࠊࡣ࡛ࠖࡇ

チャࡢ学びࠕ自習室ࠖࡢ言葉ࠕࠋࡿ示し࡚いࢆそうࠖ生ࢆ学びࠕうࡼࡿせ

レンࠊࡣࠖࢪ発展的࡞学習活用࡛ࡿࡁ資料ࡀ掲載さ࡚ࢀいࠋࡿ  

 ࠒの工夫ࡵたࡿす言語感覚を豊かࠑ

工夫ࡿࢀ触言葉ࡢ文や季節ྂࠊࢀ紹介さࡀ和歌や俳ྃ等࡛ࠖࡾࡼたࡢ四季ࠕ○

ࡀ学習ࡿ捉えࢆ言葉ࡽ視点࡞多様ࠊࡣ࡛ࠖࢪチャレンࡢ学びࠕࠋࡿし࡚いࢆ

設定さ࡚ࢀいࠋࡿ  

 ࠒの工夫ࡵたࡿ態度を育てࡿ国語を尊重す、ࡵ認識を深ࡿ対す国語ࠑ

ࡲࠋࡿい࡚ࢀ紹介さࡀ著作物࡞様々ࠊࡣう࡛ࠖࡼࡳ࡛ࢇ読ࠕやࠖ世界ࡢᮏࠕ○

たࠕ読書ࡢ招待࡛ࠖࠊࡣ文豪ࡢ作品ࢆ取ࠊࡆୖࡾ名作触ࡿࢀ機会ࢆ設定し

࡚いࠕࠋࡿ言葉仕事ࠖやࡢࡤࡇࠕ散歩道ࠖࠊ࡞言語関すࡿ教材ࢆ設定

し࡚いࠋࡿ  

資
料 

○巻頭に教材ࡈとࡢ言語活動や学習内容ࡢ重点ࠊ教科書ࡢ使い方等を示してい

 ࠋࡿ

○巻末ࠕࡢ言葉ࡢ自習室ࠖにࠊࡣ学習内容を広げࡿ作品や学習資料が掲載ࢀࡉて

いࠋࡿ巻末折込みにࠊࡣ古典作品やࠕ古典・近代文学史年表ࠖを掲載してい

表
記

・
表

 

○巻ᮎࠕ理解や表現役立ࡘ言葉ࠖࠕ学習必要࡞用語ࠖࡢ索引ࡀあࠋࡿ  

○挿絵ࠊ写真ࠊ図表ࡀ大ࡁく鮮明࡛あࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡾ学年基調ࡓࡋ色ࢆ設け

࡚いࠋࡿ脚注ࡢ学習活動ࢆ促ࡍ記号ࡀ分ࡾやࡍく示さࠊࡾ࠾࡚ࢀᮏ文ࡢ行数

ࠋࡿい࡚ࡗ࡞くࡍ数えやࡶ  

総 括 ○ࠕ書くこࠕࠖ話ࡍこ࣭聞くこࠕࠊࡣ࡛ࠖ学びࡢ重点ࠖࠊ࡚ࡋ学習指ᑟ要

領示さ࡚ࢀいࡿ学習事項ࢆࢀࡢ学習ࡀࡢࡿࡍ明確示さ࡚ࢀいࠕࠋࡿ読

ࡀ学習課題ࡍ促ࢆ交流ࡢ考えࡢ学習者相互ࠊࡵ進ࢆ学習段階的ࠊࡣ࡛ࠖこࡴ

設定さ࡚ࢀいࠋࡿ言語ࡢ学習࡛ࠊࡣ会話形式࡛話題ࢆ提供࡚ࡋいࠋࡿ  
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研究調査報告書  

教科名㸦  国語  㸧  

項 目 ࠗ国語࠘㸦光ᮧ࣭㸱㸶㸧 

教育基ᮏ

法ࠊ学校

教育法ࡢ

下ࡢ中学

校学習指

ᑟ要領ࡢ

教 

科 ࡢ 目 標

 ࡢ  

わࡾ  

○各領域ࡢ力ࡀ身付くࡼう㸵ࡢࡘ単元࡛系統的教ᮦࡀ配列さ࡚ࢀいࠋࡿ㸯年ࡢ冒頭ᑠ

学校ࡢࡽ滑࡞接続ࢆ図ࡿ教ᮦࠊࡀ㸰࣭㸱年ࡢ冒頭前学年ࡢ主࡞学習ෆ容ࡀ掲載さࢀ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞構成ࡓࡋ配慮連続性ࡢ学習ࡓࡋ生ࢆ既習事項ࠊࡾ࠾࡚

࡛ࠖこࡴ読ࠕ○ ࠖ聞くこ࣭こࡍ話ࠕࠊࢆ設問ࡿせࡓࡶࢆ考えࡢ自分ࡶࢆ教ᮦ理解ࠊࡣ

設ࢆ場ࡢ交流ࡿࡍࡾࡓࡗ述べ合ࢆ感想ࡾࡓࡗ合ࡋ助言相互ࡀ学習者ࠊࡣ࡛ࠖ書くこࠕ

定ࠊࡋ習得活用ࢆ繰ࡾ返ࡽࡀ࡞ࡋ学習ࢆ進ࠊࡵ思考力や想像力ࢆ養う工夫ࡀさ࡚ࢀいࠋࡿ 

○古典ࡢ表現ࢆ活用ࡿࡍ学習ࡢ設定やࠊ様々࡞古典作品࣭四季ࡔࢇ࡞ࡕ言葉ࡢ収録ࡼ

スピ࣮ࠊ面接ࠊ手紙や新聞ࠊࡓまࠋࡿい࡚ࡋうࡼࡿࢀࡽࡌ感身近ࡾࡼࢆ古典ࠊࡾ

チ࡞実生活ࡢ関連ࢆ図ࠊࡾ言語活動ࢆ通࡚ࡋ社会生活必要࡞言葉ࡢ力ࡀ

身付くࡼう࡚ࡋいࠋࡿ  

特
色 

内
容 

 ࠒ工夫ࡿ知識・技能を習得す࡞基礎的・基本的ࠑ

うࠖࡼࡵを深ࡳ読ࠕうࠖࡼࡵ確ࠕࠊࡣ学習ࠖࠕたࢀࡽࡅ設ࠖࡇࡴ読ࠕ○

上ࠕ窓ࠖࡢ学習ࠕࠋࡿい࡚ࢀ課題࡛構成さ࡞段階的うࠖࡶ考えをࡢ自分ࠕ

達࣏ࡢイントࠖࠊࡣ教材即した基礎的࣭基本的࡞知識࣭技能ࠊ学習者へࡢ

支援ࡀල体的࡚ࢀࡽࡵࡲいࠋࡿ  

 ࠒ工夫ࡿ思考力、判断力、表現力等を育成すࠑ

課題ࡿࡵを深ࡳ読確認をした後ࡢ基礎的࣭基本的内容ࠊࡣࠖࡇࡴ読ࠕ○

自分ࡢ考えを持つたࡢࡵ活用的࡞言語活動を重視した課題を設定し࡚いࠋࡿ

表ࡿࡁ活用࡛他教科や日常生活ࠊࡣࠖࡇ書くࠕࠖࡇ聞く࣭ࡇ話すࠕ

現活動や相手や目的を意識し࡚伝え合う力を育ࡴ言語活動を設定し࡚いࠋࡿ  

 ࠒ態度を養う工夫ࡴ組ࡾ取学習主体的ࠑ

○巻頭ࠕࡢ学習ࡢ見通しをࡶうࠖ学習࣏ࡢイントを示しࠊ各教材ࡣ学習ࡢ

ࠖࡇ聞く࣭ࡇ話すࠕࠋࡿい࡚ࢀ設定さࡀࠖࡿ返ࡾ学習を振ࠕ目標ࠖࠕࡢ

方法を多数示すࡢ例や学習࣐うテ࣮ࡼࡿࡁ選択࡛ࡀ生徒ࠊࡣࠖࡇ書くࠕ

ࠋࡿい࡚ࢀ示さࡀうࠖࡼࡆ࡞次へつࠕうࡼࡿせ生学習や日常ࡢ次ࠊࡶ  

 ࠒの工夫ࡵたࡿす言語感覚を豊かࠑ

࡞季節感を表す印象的ࠊࡣ言葉ࠖࡢࢁ色いࠕࡢや後見返しࠖࡾ࠾しࡢ季節ࠕ○

言葉や伝統的࡞色名ࡀ࡞取ࡾ上࡚ࢀࡽࡆいࠋࡿ読ࡢࡇࡴ教材ࡢ中ࡢ言葉ࡢ

遣わࢀ方着目した課題を示したࠕ言葉を広ࡀࠖࡿࡆ掲載さ࡚ࢀいࠋࡿ  

 ࠒの工夫ࡵたࡿ態度を育てࡿ国語を尊重す、ࡵ認識を深ࡿ対す国語ࠑ

○読書へࡢ興味関心を高ࡵ生徒ࡢ読書生活を豊すࡿたࠕࡵ読書案内ࠖやࠕ読書コラ

ムࠖࠊ教材関連ࡢあࡿ本ࡢ紹介を掲載し࡚いࠋࡿ資料編ࠊࡣ古落語ࠊ能࣭狂

言ࠊ歌舞伎ࡢ࡞日本ࡢ古芸能や伝統的࡞言語文化触ࡿࢀ資料を掲載し࡚

いࠋࡿ  

資
料 

○巻頭教科書ࡢ使い方や領域別教材一覧表が掲載さ࡚ࢀいࠋࡿ 

○巻末ࠊࡣインデックス࡛５つࡢ分野分類さࢀた資料が学年応じ࡚幅広く掲載さ࡚ࢀ

いࠋࡿ折ࡾ込࡛ࡳㄝ明的࡞文章文学的࡞文章ࡢㄞࡴたࡢࡵ学習用語をを࡚ࡵࡲいࠋࡿ 

表
記

・
表
現 

○自然ࡢ風景や生ࡢࡢࡶࡁ写真ࠊイラࢫト等ࡀ大ࡁく掲載さ࡚ࢀいࠋࡿ 

○脚注ᮏ文関連あࡿ事柄をࠊ地図や写真等࡛示すࠊࡶ類࣭対࣭意࣭文ࡢ࡞記号

࡛学習活動を示したࡾ矢印࡛関連すࡿ教ᮦや表現を示したࡾし࡚いࠋࡿ 

○巻ᮎࠕ学習ࡢたࡢࡵ用語一覧ࠖを索引し࡚示し࡚いࠋࡿ 

総 括 ○各学年７ࡢࡘ単元巻ᮎࡢ文法࣭漢字࣭資料࣭付録࡛構成さࠊࡾ࠾࡚ࢀ生徒࡚ࡗ親し

い࡚ࢀࡽ図ࡶ関連ࡢ道徳教育ࠊ多くࡀ高い教ᮦࡢ質ࡿ力を育࡚ࡢ言葉࡞確ࠊやすくࡳ 

感情を表す言ࠕ感想を表す言葉ࠖࠕ語彙を示した࡞う多様ࡼࡘ役立表現ࠋࡿ 

葉ࠖ や情報ࡘい࡚学ぶࠕ情報コラムࠖࡀ࡞設定さ࡚ࢀいࡲࠋࡿたࠊ身付

けた 言葉ࡢ力を生せࡼࡿうࠕ生活生すࠖࠕ他教科生すࠖを設定し࡚
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国語科調査資料２ 
 
○分量について 
 東書 学図 三省堂 教出 光ᮧ 
 㸯 総ペ࣮ࢪ数 
   ※教科書振ࢀࡽたペ࣮ࢪ数ࡢ合計 

 㸯年 328 326 320 336 330 
 㸰年 336 334 324 348 328 
 㸱年 336 319 308 348 310 

 㸰 単元数  㸯年 7 5 7 8 7 
 㸰年 7 5 7 8 7 
 㸱年 7 5 6 7 7 

 
 
○領域別教材数等について  ※䠄 䠅内䛿資料編䛾中䛾教材数 
 東書 学図 三省堂 教出 光ᮧ 
 㸯 教ᮦ数 
   ※扉ࡢ部分ࡢ詩等を含ࡴ 

 㸯年 56(28) 58(8) 53(28) 49(35) 56(20) 
 㸰年 54(30) 56(8) 48(30) 50(33) 57(16) 
 㸱年 54(31) 56(11) 45(29) 52(35) 51(20) 

 

㸰 
領 
域 
別 
教 
ᮦ 
数 

ձ 話すこ࣭聞くこ  㸯年 5(4) 4(0) 5(2) 5(5) 6(4) 
 㸰年 5(5) 4(0) 4(2) 5(3) 5(1) 
 㸱年 5(4) 4(0) 5(2) 5(4) 5(3) 

ղ 書くこ  㸯年 7(8) 4(0) 6(9) 6(7) 11(7) 
 㸰年 7(5) 5(0) 5(10) 5(6) 9(2) 
 㸱年 5(4) 5(0) 4(9) 5(5) 7(3) 

ճ ㄞࡴこ  㸯年 24(5) 31(0) 18(1) 20(9) 21(4) 
 㸰年 24(5) 33(0) 18(2) 19(9) 23(5) 
 㸱年 25(7) 32(1) 18(3) 21(11) 20(6) 

մ 伝統的࡞言語文化国語ࡢ特 
質関すࡿ事項 

 㸯年 17(11) 19(8) 24(11) 16(19) 16(9) 
 㸰年 15(16) 16(8) 21(11) 18(21) 18(9) 
 㸱年 15(17) 16(10) 19(11) 17(20) 15(11) 

 
 
○文種別教材数について  ※䠄 䠅内䛿資料編䛾中䛾教材数 
 東書 学図 三省堂 教出 光ᮧ 
 㸯 物語࣭ᑠㄝ࣭随筆 
   ※ྂ典ࡣ除く 

 㸯年 5(1) 14(0) 6(1) 7(2) 7(1) 
 㸰年 6(1) 16(0) 3(0) 6(1) 8(1) 
 㸱年 5(1) 13(0) 4(0) 8(3) 5(2) 

 㸰 詩࣭短歌࣭俳ྃ 
   ※巻頭詩等を含ࡴ 

 㸯年 11(0) 9(0) 3(0) 7(1) 8(0) 
 㸰年 11(0) 10(0) 4(0) 7(1) 9(0) 
 㸱年 12(0) 9(0) 4(0) 8(1) 10(0) 

 㸱 ㄝ明的文章 
   ※新聞記事等を含ࡴ 

 㸯年 5(1) 5(0) 4(0) 6(1) 6(1) 
 㸰年 4(1) 5(0) 5(1) 6(1) 6(1) 
 㸱年 6(1) 5(0) 5(2) 5(2) 7(1) 

 㸲 ྂ典 
   ※漢文࣭和歌࣭川柳等を含ࡴ 

 㸯年 4(1) 7(2) 5(3) 3(5) 4(1) 
 㸰年 3(3) 5(2) 4(4) 3(5) 5(2) 
 㸱年 4(3) 8(2) 4(3) 3(4) 9(2) 

 
 
○そ䛾他  ※䠄 䠅内䛿資料編䛾中䛾教材数 
 東書 学図 三省堂 教出 光ᮧ 
 学校図書館ࡢ活用やㄞ書指ᑟ関 
すࡿ教ᮦ数 
※ㄞ書案内࣭ㄞ書活動を含ࡴ 

 㸯年 6(1) 5(0) 1(3) 4(2) 4(0) 
 㸰年 6(1) 6(0) 2(3) 4(2) 6(0) 
 㸱年 6(2) 5(0) 1(3) 6(1) 6(0) 

 

 

 



研究調査報告書  

教科ྡ㸦  書写   㸧   

㡯 目 新ࡋい書写㸦 東京書籍 㸰 㸧  

教育基ᮏ法 

学校教育法

中学ࡢୗࡢ

校学習指ᑟ

要領ࡢ教科

ࡢ目標ࡢ

ࡾわ  

○㸯ᖺࡢ基礎ࡽ積࡚ࡆୖࡳいく形態ࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞㸱ᖺ࡛ࡲ多様࡞文字ࢆ効果的書く

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉうᕤ夫ࡼࡿ出来ࡀࡇ

○基ᮏ点画ࡀ身ࡘくࡼうࠕࠊ書く࣏ࡢࡁイントࠖࡢ中文字ࢆ整え࡚書くࡢࡵࡓ学習要

素ࡀ色ࡸ点線࡛示࡚ࢀࡉいࠋࡿ穂ඛࡢ向ࡀࡁわࡼࡿう所々写真࡛示࡚ࡋいࠋࡿ 

○学習ࢆ生活広ࡢࡵࡓࡿࡆ手㡰ࡀ明確࡛ࠊ自ศ࡛考えࡉせࠊࡾࡓ調ࠊࡾࡓ確ࡋࡾࡓࡵ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉᕤ夫うࡼࡿࡅ着ࡾࡓ目標ࡽࡀ࡞

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

容 

＜基礎的࣭基ᮏ的࡞知識࣭ᢏ能ࢆ習得ࡿࡍᕤ夫＞ 

○毛筆ࡢᢏ能ࢆ視覚的捉えࡵࡓࡿ㸰色ࡢ淡墨図ࢆ用い࡚穂ඛࡢ通ࡾ㐨ࢆ示ࠊࡾࡓࡋ始筆ࢆ

トン࣭送筆࣭࣮ࢫࢆ終筆ࢆピタッ擬音࡛表現࡚ࡋ基ᮏ点画ࢆイ࣓࣮ࡍࡸࡋࢪく࡚ࡋいࠋࡿ 

○穂ඛࡢ向ࢆࡁ筆ࡢ写真࡛示ࠊࡾࡓࡋ解ㄝ文࡛表࡚ࡋࡾࡓࡋいࠋࡿ 

＜思考力ุ࣭断力࣭表現力等ࢆ育ᡂࡿࡍᕤ夫＞ 

○生徒自身࡛課題ࢆ見ࡅࡘ解決࡛ࡼࡿࡁうࠊ目標→練習→振ࡾ返ࡾ→活用→発展いう系統

的࡞学習ࡢ進ࡵ方࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

イン࣏ࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡋ示ࢆ要素ࡢࡵࡓ整え࡚書くࢆ文字࡚ࡗࡼイント࣏ࠖࡢࡁ書くࠕ○

トࢆ確ࡽࡀ࡞ࡵ書くࡼうᕤ夫࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度ࢆ養うᕤ夫＞ 

ࡾ࠾࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁ考え࡚学習࡛ࢆぼ࡛ࠖ関連内容ࡘࡢࡷࡋࡻࡋࠕࠖࡡࡓࡢࡷࡋࡻࡋࠕ○

発展学習ࡿࡀ࡞ࡘᕤ夫࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

○身近あࡿ文字ࢆカラ࣮࡛紹介ࠊࡋ書ࡓࢀ目的ࡸ対象ࡸᕤ夫࡚ࢀࡉいࢆࡇࡿ考えࡿ教

ᮦࢆ通࡚ࡋ日常生活ࡢ中ࡢ文字興味࣭関心ࢆ抱せࡿᕤ夫࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

＜国語対ࡿࡍ認識ࢆ深ࠊࡵ国語ࢆ尊重ࡿࡍ態度ࢆ育࡚ࡢࡵࡓࡿᕤ夫＞ 

○国語࡛学ྂࡔࢇ作品࣭詩歌࣭手紙࣭ྡ言࣭二十四節気ࡢ言葉ࢆ様々࡞筆グ用ල࡛書く࡞

 ࠋࡿい࡚ࡋうࡼ伝えࢆ心ࡢ手ࡾ作者ࡿ見࡚ࡋク文字ࢆ言葉ࠊ

○漢字ࡢᡂࡾ立ࡕ移ࡾ変わࡢ࡞ࡀࡽࡦ࣭ࡾ変㑄ࡀわࡍࡸࡾく示࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

資 

料 

○筆グ用ල࣭姿勢࣭持ࡕ方࣭扱い方ࡀ巻頭わࡍࡸࡾく掲載࡚ࢀࡉいࠊࡶࡿ用紙࣭

用ලࡢ製作過程ࡀカラ࣮࡛紹介࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

○常用漢字表人ྡ用漢字表ࡀ五十音㡰楷書体行書体࡛示ࠊࢀࡉ作品作ࡾ役立ࡘᕤ夫

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ࡞ࡀ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ多数紹介ࡀ実例ࡢ書写ࡘ日常生活࡛役立࡞タ࣮࣭手紙࣭新聞࣭ノ࣮トࢫ࣏○

表  

グ 

࣭ 

表  

現 

目標ࠕ○ うࡼ調ࠕࠖ うࡼࡵ確ࠕࠖ うࡼࡆ広ࠕࠖ ࡀㄝ明ࡢいう学習過程ࠖࢪ参考ペ࣮ࠕࠖ

共通࣮࣐ࡢク࡚ࡗࡼ示࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

○筆グ用ලࢆ示ࡍグ号ࡶ使わࠊࢀ効果的表現ࡢࡵࡓࡿࡍᕤ夫࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

総 括 㸿㹀ุࠋ毛筆࡛ࠕࡣ書く࣏ࡢࡁイントࠖࡀ示ࢀࡉ確ࡽࡀ࡞ࡵ書ࡼࡿࡅう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ

私ࡢࡕࡓ身ࡢ回ࡾあࡿ文字興味࣭関心ࢆ高ࡼࡿࢀࡽࡵうࠊ文字関ࡿࡍ様々࡞情報ࡀ

豊富࡞写真࣭資料࡚ࡗࡼ効果的示࡚ࢀࡉいࠊࡓࡲࠋࡿ日常生活ࡢ中࡛生せࡿ書写ࡢ活

動ࡀ出来ࡼࡿう࡞教ᮦࡀ非常多くࠊ大人ࡶࡽ࡚ࡗ࡞役立ࡘ発展的࡞内容࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

第㸰㸯採択地区教科用図書採択協議会 



研究調査報告書  

教科ྡ㸦書写㸧  

㡯 目 中学校 書 写㸦学校図書࣭㸯㸯㸧 

教育基ᮏ法

学校教育法

中学ࡢୗࡢ

校学習指ᑟ

要領ࡢ教科

ࡢ目標ࡢ

ࡾわ  

○文字ࡢバランࡸࢫ配置ࡢ理解ࠊࡵࡓࡢ紙面ࢆ点線࡛区ษࠊࡾࡓࡗ運筆ࡢ理解ࡵࡓࡢ

筆㡰ࢆ赤࡛グࡋ矢印࡛筆ࡢ動ࢆࡁ示ࡿࡍࡾࡓࡋᕤ夫࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

○硬筆࡛ࠊࡣ㸯ࢆࢫ࣐㸲ࡢࡘ部屋ศࠊࡅ始筆ࡸ送筆ࠊ終筆ࢆ意識ࡉせ࡚いࠋࡿ 

○ᡃࡀ国࠾い࡚⥅ᢎࡓࡁ࡚ࢀࡉ言語文化親ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡴࡋうࠕ資料ࠖࠕࡸ硬筆

ࡸ興味ࡢ生徒ࠊࡾ࠾࡚ࢀ扱わࡾ取࡚ࡋ手ᮏࡀ文学作品ࡸྂࡢ日ᮏࠊう࡛ࠖࡑ生

関心ࢆ高ࡿࡵᕤ夫࡚ࢀࡉࡀいࠋࡿ 

特 内 

容 

＜基礎的࣭基ᮏ的࡞知識࣭ᢏ能ࢆ習得ࡿࡍᕤ夫＞ 

○毛筆ࡢ基ᮏࡢ筆使いࡀ墨ࡢ濃淡ࢆ使࡚ࡗ示ࠊࢀࡉ手ᮏ点線࣭矢印࣭筆㡰࣭中心ࢆ赤字

࡛書ࡁ加え࡚ࠊศࡍࡸࡾく解ㄝ࡚ࡋいࠋࡿ 

○点画ࡢ基礎࣭基ᮏࢆ身付ࠊࡵࡓࡿࡅうࡋࡘ書ࡸࡁ教科書直接書ࡁ込ࡴ欄ࢆ多く設ࡅ

࡚いࠋࡿ硬筆࡛ࡣ字形ࡸ漢字仮ྡࡢ調和ࠊ࡞段階的学習࡛ࡼࡿࡁう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

＜思考力ุࠊ断力ࠊ表現力等ࢆ育ᡂࡿࡍᕤ夫＞ 

○各学ᖺࡈ段階的学習࡛ࡼࡿࡁう構ᡂࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ課題ࢆ意識ࡽࡀ࡞ࡋ取ࡾ組ࡿࡵ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼ

○日常生活ࡸ学習活動࡛生せࡼࡿうࡢ࣓ࣔࠊ取ࡾ方ࡸ手紙࣭原稿用紙ࡢ書ࡁ方ࢆ࡞

取ࠊࡆୖࡾ様々࡞筆グ用ල࡛ࠊ表現効果ࢆ考え࡚書せࡿ教ᮦࢆ設定࡚ࡋいࠋࡿ 

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度ࢆ養うᕤ夫＞ 

○主体的取ࡾ組ࡼࡿࡵうキࣕラクタ࣮ࡢ吹ࡁ出ࡢࡋ言葉࡛学習ࡢヒントࢆ与えࠊࡾࡓ

自ศࡢ課題合わせ࡚練習࡛ࡼࡿࡁう練習用紙ࡢᕤ夫例ࢆ挙࡚ࡋࡾࡓࡆいࠋࡿ 

○発展ࠕ࡚ࡋ臨書ࢆ体験ࡼࡋうࠖࠕ篆刻ࢆ体験ࡼࡋうࠖࡢコ࣮ナ࣮ࡀ設ࠊࢀࡽࡅ芸術

書㐨ࡼࡿࢀࡽࡆ࡞ࡘう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

＜国語対ࡿࡍ関心ࢆ深ࡵ国語ࢆ尊重ࡿࡍ態度ࢆ育࡚ࡢࡵࡓࡿᕤ夫＞ 

○ᡃࡀ国࠾い࡚⥅ᢎࡓࡁ࡚ࢀࡉ言語文化親ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡴࡋうࠕࠊ竹取物語ࠖࡸ

 ࠋࡿい࡚ࡆୖࡾい࡚取ࡘ࡞ࡊわࡇ俳࣭ྃ短歌࣭ࠊࡸྂࡢ࡞枕草子ࠖࠕ

 ࠋࡿい࡚ࡋㄝ明ࡶい࡚ࡘࡕ立ࡾᡂࡢ仮ྡ∦ᖹ仮ྡࡸ字体࡞ࡲࡊࡲࡉࠊ窓࡛ࠖࡢ書写ࠕ○

 

 

 

 

色 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資 

料 

○巻ᮎࡢ漢字一覧表ࡀ行書࡛紹介ࠊࢀࡉ日常ࡶ応用࡛ࡼࡿࡁう配慮࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

○ㄞࡍࡸࡳくࡵࡓࡿࡍ書ࡁ文字ࡣ㐪う表ࡋ方࡚ࡋࢆいࡿ活字ࡘい࡚ㄝ明࡚ࡋいࠋࡿ 

○裏表紙ࠊ保護者向ࡢࡇࠕࡓࡅ教科書࡛ࢆࠖࡇࡍࡊࡵ載せ࡛ࡇࡿ家庭ࡢ連携ࢆ

図࡚ࡗいࠋࡿ 

  

表  

グ 

࣭ 

表  

現 

○学習ࡍࡸࡋいࡼうキࣕラクタ࣮ࡀ学習࣏ࡢイントࢆ示࣮࣐ࠊࡋク࣭吹ࡁ出ࢆࡋ効果的

 ࠋࡿい࡚ࡋࢆᕤ夫ࡿ࡞くࡍࡸ見ࠊ࡛ࡇࡿࡍレイアウト

○毛筆教ᮦ࡛ࠊࡣ㸰文字以ୖࡢ手ᮏࡣ原寸大ࠊࡋ大ࡸࡉࡁ位置ࢆ視覚的捉えࡀࡇࡿ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁ࡛

総 括 

 

 

 

 

 毛筆ࡢ後硬筆ࡀ設定࡚ࢀࡉいࠋࡿ硬筆ࡣ書ࡁ込ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡳう࡚ࡗ࡞い࡚ࠊ行書ࡢ

学習࡛ࠊࡣ毛筆࡛ࡢ学習ࡀ硬筆ࡢ学習発展࡛ࡼࡿࡁうᕤ夫࡚ࢀࡉいࠋࡿ楷書ࡢ基ᮏࡢ点

画ࢆศࡍࡸࡾく掲載࡚ࡋいࠋࡿ原寸大ࡢ手ᮏࡀ見ࡍࡸくࠊキࣕラクタ࣮ࡢ吹ࡁ出ࡼࡋ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁ࡛ࡀ学習主体的࡚ࡗぼࡋࢆイント࣏ࠊ࡚ࡗ

 第㸰㸯採択地区教科用図書採択協議会  



研究調査報告書  

教科ྡ㸦書写㸧  

㡯 目 現代ࡢ書写㸦୕省堂࣭㸯㸳㸧 

教育基ᮏ法

学校教育法

中学ࡢୗࡢ

校学習指ᑟ

要領ࡢ教科

ࡢ目標ࡢ

ࡾわ  

○基ᮏ的࡞点画ࡢ書ࡁ方ࡀ身付くࡼうࠊ朱墨薄墨࡛穂ඛࡢ動ࡀࡁศࡼࡿう示ࠊࡋ

穂ඛࡢ向ࡀࡁศࡼࡿう連⥆写真࡛示࡚ࡋいࠋࡿ 

○書写ࡢ関心ࢆ高ࡼࡿࡵうࠊ書ࡁ方࣏ࡢイントࢆ多く示࡚ࡋいࠋࡿ 

○国語ࡢ関心ࢆ高ࠊࡵ日常生活生せࡼࡿうࠕࠊ生活生ࡑうࠖࡢコ࣮ナ࣮ࢆ学ᖺ

紹ࢆ起源ࡢࡵ初ࡁ書ࡸᖺ賀状ࠊࡓࡲࠋࡿい࡚ࡆୖࡾ多く取ࢆ文字ࠖࡁ書ࠕࡋ設定ࡈ

介ࠊ࡛ࡇࡿࡍ暮ࡢࡋࡽ中ࡢ文化ࠕࡢ࡚ࡋ書くࠖࡇ関心ࢆ持ࡓせࡼࡿうᕤ夫ࡉ

 ࠋࡿい࡚ࢀ

特 内 

容 

＜基礎的࣭基ᮏ的࡞知識࣭ᢏ能ࢆ習得ࡿࡍᕤ夫＞ 

○毛筆硬筆ࠊ行書楷書ࢆ並࡚掲載࡚ࡋいࠊࡵࡓࡿ関連性ࡸ整合性ࡀศࡍࡸࡾいࠋ 

○学習ࢆࡇࡓࡋ書い࡚確ࠊࡾࡓࡵ振ࡾ返ࡼࡿࡁ࡛ࡾࡓࡗうࠊ硬筆࡛教科書書ࡁ込

 ࠋࡿい࡚ࡅ設ࢆ欄ࡿࡵ

＜思考力ุࠊ断力ࠊ表現力等ࢆ育ᡂࡿࡍᕤ夫＞ 

○基ᮏ点画ࡢ学習࡛ࠊࡣ書ࡁ方࣏ࡢイントࡀ大࡞ࡁ文字࡛書ࠊࡾ࠾࡚ࢀ課題ࢆ意識࡞ࡋ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ࡞ࡀᕤ夫ࡿせࡲ組ࡾ取ࡽࡀ

○思考力ࢆ高ࠕࠊࡵࡓࡿࡵ考えࡼうࠖࠕ話ࡋ合࠾うࠖࡢコ࣮ナ࣮ࡀ毎教ᮦࠊ設定࡚ࢀࡉ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡵ組ࡾ取ࡽࡀ࡞ࡋ意識ࢆ課題ࠊࡾ࠾

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度ࢆ養うᕤ夫＞ 

○巻頭ࠕࡢ自ศࡢ文字ࡸ書ࡁ方ࡼࡾࡼࢆくࠊ࡛ࠖࡵࡓࡿࡍ方法ࡀල体的示࡚ࢀࡉい

 ࠋࡿ

う࠾合ࡋう࣭話ࡼ考えࠕ○ うࡼࡵ書い࡚確ࠕࠖ うࢁ返ࡾ振ࠕࠖ ࠊうࠖࡑ生生活ࠕࠖ

学習ࡢ流ࡀࢀ明確࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

＜国語対ࡿࡍ関心ࢆ深ࡵ国語ࢆ尊重ࡿࡍ態度ࢆ育࡚ࡢࡵࡓࡿᕤ夫＞ 

○ᖹ仮ྡࡢ楷書ࠕࡣいࡣࢁ歌 ᖹ仮ྡࡀ漢字ࢀࡒࢀࡑࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ五十音図࡛示ࡣ行書ࠊࠖ

変化࡚ࡋいく過程ࡀ添え࡚ࢀࡽいࠊࡵࡓࡿ理解ࡍࡸࡋく࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

うࡑ生生活ࠕ○ 題ࢆ取組ࡢ࡞卒業グ念冊子ࡸ手紙ࠊࡣ単元࡛ࡢうࠖࡇ書効果的ࠕࠖ

ᮦࠊ生活書写ࡢ関連ࢆ図࡚ࡗいࠋࡿ 

 

 

 

 

色 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資 

料 

○筆ࡸ紙࣭硯ࡢ࡞製作過程ࢆ紹介ࠊࡋ歴ྐ的࡞知識ࢆ深ࡼࡿࡵうᕤ夫࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

○巻ᮎࡢ漢字一覧表ࠊࡣᑠ学校࡛学習ࡓࡋ漢字中学校࡛学習ࡓࡋ漢字ࠊࡀ楷書行書ࡢ

両方࡛示࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

○日常生活密着ࠕࡓࡋ書ࡁ文字ࠖࡀ多く掲載࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

  

表  

グ 

࣭ 

表  

現 

○見開ࡢࡁペ࣮ࡢࢪᕥ側࠾手ᮏྑࠊ側書く࣏ࡢࡁイント硬筆ࡢ書ࡁ込ࡳ欄ࡀ見ࡸ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉく設定ࡍ

○学習ࡢヒントࢆキࣕラクタ࣮ࡀ吹ࡁ出࡛ࡋ示࡚ࡋい࡚ࠊ課題ࡀ解決ࡍࡸࡋく࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

○用ලࡸ使用時ࡢ姿勢࣭持ࡕ方ࡀ࡞ල体的写真ࡸ図࡛示࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

総 括 

 

 

 

 

明確ࢆいう学習過程うࠖࢁ返ࡾ振ࠕうࠖࡼࡵ書い࡚確ࠕうࠖ࠾合ࡋう࣭話ࡼ考えࠕ

示࡚ࡋいࠕࠋࡿ生活生ࡑう࡛ࠖࠊࡣ日常生活࡛ࡶ活用࡛ࡼࡿࡁうࠊ手紙ࡢ書ࡁ方ࡸ

掲示物ࡢ書ࡁ方ࠊ࡞教ᮦࢆ多く提示࡚ࡋいࠋࡿ大࡞ࡁ文字ࡸキࣕラクタ࣮࡛ศࡍࡸࡾ

く主体的楽ࡋく学ࡼࡿうᕤ夫࡚ࢀࡉいࠋࡿ 
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研究調査報告書  

教科ྡ㸦  書写   㸧   

㡯 目 中学書写㸦教育出∧ 㸯㸵㸧  

教育基ᮏ法 

学校教育法

中学ࡢୗࡢ

校学習指ᑟ

要領ࡢ教科

ࡢ目標ࡢ

ࡾわ  

○各学ᖺࡈ学習目標ࢆ定ࠊࡵ様々࡞筆グ用ලࢆ使࡚ࡗ試ࡋ書ࡵࡲࡸࡁ書ࡽࡀ࡞ࡋࢆࡁ

課題解決ࡴいࠊ書く力ࢆ養ういう学習ࡢ進ࡵ方࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

○基ᮏ点画ࡀ身ࡘくࡼう淡墨朱墨ࡢ連⥆写真ࢆ使࡚ࡗㄝ明࡚ࡋいࠋࡿ筆圧ࡣ番号ࡑ

 ࠋࡿい࡚ࡋク࡛示࣮࣐穂ඛࡢ青ࡣࡁ向ࡢ穂ඛࠋࡿい࡚ࡋ示࡛ࡉࡁ大ࡢ

○文字ࢆ書くࡢࡇ目的ࡸ相手ࠊ表現効果ࢆ明確ࡿࡁ࡛筆グ用ලࡢ㑅ࡧ方ࡶ࡞示ࡀ࡞ࡋ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ࡞ࡀᕤ夫ࡿせࡓ持ࢆ関心文字ࡿあࡾ回ࡢ身ࠊࡽ

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

容 

＜基礎的࣭基ᮏ的࡞知識࣭ᢏ能ࢆ習得ࡿࡍᕤ夫＞ 

○毛筆ࡢᢏ能ࡀ視覚的捉えࡼࡿࢀࡽうࠊ㸰色ࡢ淡墨図ࢆ用い࡚穂ඛࡢ通ࡾ㐨ࢆ示࡚ࡋいࠋࡿ 

○筆圧ࡢ加え方ࢆ数字࡛表ࠊࡋ筆脈ࡀศࡼࡿう点線࡛示࡚ࡋいࠋࡿ 

＜思考力ุ࣭断力࣭表現力等ࢆ育ᡂࡿࡍᕤ夫＞ 

○生徒自身࡛課題ࢆ見ࡅࡘ解決࡛ࡼࡿࡁうࠊ試ࡋ書ࡁ→考えࡼう→ࡵࡲ書ࡁ→振ࡾ返ࢁうࠊ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞方ࡵ進ࡢ学習࡞いう系統的

○様々࡞筆グ用ලࢆ使ࠊ࡚ࡗ表現効果ࢆ考えࡽࡀ࡞書せࡿ教ᮦࢆ扱࡚ࡗいࠋࡿ 

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度ࢆ養うᕤ夫＞ 

○発展学習ࢆ取ࡾ入ྂࠊࢀ作品ࡸ有ྡ作家ࡢ直筆原稿ࠊ日常生活活せࡿ掲示物ࢆ࡞

カラ࣮࡛紹介ࠊࡋ興味࣭関心ࢆ抱せࡿᕤ夫࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

＜国語対ࡿࡍ認識ࢆ深ࠊࡵ国語ࢆ尊重ࡿࡍ態度ࢆ育࡚ࡢࡵࡓࡿᕤ夫＞ 

○書写学習ࡢ構図ࢆわࡍࡸࡾく木ࡢ図࡛示ࠊ࡛ࡇࡍ国語࡛学ࡔࢇ文章ࡸ語ྃࡀ効果的࡞

文字࡚ࡗࡼ人人࡞ࡘࢆい࡛いࢆࡇࡿ明࡚ࡋࡽいࠋࡿ 

○࣭ྂ詩歌࣭手紙࣭掲示物ࢆ࡞扱うࠊ࡛ࡇ国語࡛学ࡔࢇ様々࡞言葉ࢆ文字ク࡚ࡋ 

見ࡿ者作ࡾ手ࡢ心ࢆ伝えࡼう࡚ࡋいࠋࡿ 

資 

料 

○ᑠ学校࡛学習ࡓࡋ漢字ࡢ行書一覧表ࠊࡀ共通ࡿࡍ偏ࡸ旁ࡈ配列ࢀࡉ示࡚ࢀࡉい࡛ࡢࡿ

実用性ࡀ高く࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

○有ྡ作家ࡢ直筆作品ྂࡸ作品࣭日常生活生せࡿ掲示物࣭芸術ࡢ࡚ࡋ書㐨作品࡞

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉく紹介ࡍࡸࡾカラ࣮࡛わࡀ

表  

グ 

࣭ 

表  

現 

ᕤうࡼࡿせ生日常生活ࡽ目標㐩ᡂࢀࡽࡅ設ࡀいう自己評価欄うࠖࢁ返ࡾ振ࠕ○

夫࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

○穂ඛ࣮࣐クࠊ朱墨ࠊ淡墨ࢆ使いศࠊࡅ穂ඛࡢ通ࡾ㐨ࡀわࡼࡿう示࡚ࡋいࠋࡿ 

○筆グ用ලࢆ示ࡍグ号ࢆ使いࠊ文字ࢆ効果的表現࡛ࡼࡿࡁうᕤ夫࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

総 括 私ࡢࡕࡓ身ࡢ回ࡾあࡿ文字興味࣭関心ࢆ高ࡼࡿࢀࡽࡵうࠊ文字関ࡿࡍ様々࡞情報

書写ࡿせ中࡛生ࡢ日常生活ࠊࡓࡲࠋࡿい࡚ࢀࡉ示効果的࡚ࡗࡼ写真࣭資料࡞豊富ࡀ

ࡗ࡞うࡼࡿࢀࡽࡆ࡞ࡘ学習࡞発展的ࡢ芸術書㐨ࠊ多くࡶ教ᮦ࡞うࡼࡿ出来ࡀ活動ࡢ

࡚いࠋࡿ 
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研究調査報告書  

教科ྡ㸦書写㸧  

㡯 目 書 写㸦ගᮧ図書࣭㸱㸶㸧 

教育基ᮏ法

学校教育法

中学ࡢୗࡢ

校学習指ᑟ

要領ࡢ教科

ࡢ目標ࡢ

ࡾわ  

○基ᮏ的࡞点画ࡢ書ࡁ方ࠊࡣ筆使いࢆ理解ࠕࡵࡓࡿࡍ朱墨ࠖࠕ薄墨ࠖࢆ使いศࡅㄝ明

 ࠋࡿい࡚ࡋ図࡛示ࢆク࣮࣐ࡢ穂ඛࠊうࡼࡿศࡀࡁ向ࡢ穂ඛࠋࡿい࡚ࡋ

○国語ࢆ尊重ࡿࡍ態度ࢆ育࡚ࠊࡵࡓࡿ国語࡛学習ྂࡓࡋ作品ࡸ俳ྃࢆコラࡸ࣒例文࡛

用いࠊ࡞ࡿ国語教ᮦ関連ࡓࡋ学習内容ࢆ盛ࡾ込࡛ࢇいࠋࡿ 

目標ࠕ○ 窓ࡢ学習ࠕࠖ 筆ࡸ歴ྐࡢ文字ࠊࡾࡓࡋ示ࢆࢀ流ࡢいう学習ࠖࡿ返ࡾ振ࢆ学習ࠕࠖ

グලࡶ࡞触ࠊ࡚ࡋࡾࡓࢀ主体的学ࢆࡧ深ࡼࡿࢀࡽࡵう࡚ࡋいࠋࡿ 

特 内 

容 

＜基礎的࣭基ᮏ的࡞知識࣭ᢏ能ࢆ習得ࡿࡍᕤ夫＞ 

○毛筆硬筆ࠊ行書楷書ࢆ並࡚掲載࡚ࡋいࠊࡵࡓࡿ関連性ࡸ整合性ࡀศࡍࡸࡾいࠋ 

○毛筆ࢆ学習ࡓࡋ後ࡌྠࠊ文字ࢆ硬筆࡛書くࡼうࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞ᢏ能ࡢ習得ࡀ確実ࡢࡶ࡞

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞

＜思考力ุࠊ断力ࠊ表現力等ࢆ育ᡂࡿࡍᕤ夫＞ 

○思考力ุ࣭断力ࢆ高ࠕࠊࡵࡓࡿࡵ目標 窓ࡢ学習ࠕࠖ ࠊ࡛ࢀいう流ࠖࡿ返ࡾ振ࢆ学習ࠕࠖ

主体的学習ࢆ進ࡼࡿࢀࡽࡵう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

○発展教ᮦ࡚ࡋ書体࡛ࡲ紹介ࠊࡋ文字ࢆ効果的使うࡼうᕤ夫࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度ࢆ養うᕤ夫＞ 

○楷書ࠊ行書共豊富ࡾࡒ࡞࡞書ࢆࡁ中心ࠊ書ࡁ込ࡳ部ศࢆ多く設定ࠊࡋ見開ࡢࡁペ࣮

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁ࡛ࡀ学習ࡓࡗ持ࢆࡋ見通ࠊࡵࡓࡿࡁ࡛ࡀ練習ࡢ硬筆࣭毛筆࡛ࢪ

＜国語対ࡿࡍ関心ࢆ深ࡵ国語ࢆ尊重ࡿࡍ態度ࢆ育࡚ࡢࡵࡓࡿᕤ夫＞ 

○文字ࡢ歴ྐࡘい࡚篆書ࡽ楷書ࠊࢆ࡛ࡲᖹ仮ྡ࣭∦仮ྡ併せ࡚取ࠊࡆୖࡾ実物大ࡢ

手ᮏ࡛作品ࢆ作ࡿࡆୖࡾ意欲ࢆわせࡼࡿう࡚ࡋいࠋࡿ 

○俳࣭ྃ短歌㸦和歌㸧࣭ࠕᖹ家物語࣭ࠖࠕ枕草子࣭ࠖࠕ雪国ࠖ等ࠊ幅広い作品ࢆ扱いࠊ見ࡿ者

作ࡾ手ࡢ心ࢆ伝えࡼう࡚ࡋいࠋࡿ 

 

 

 

 

色 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資 

料 

○常用漢字ࢆ五十音㡰࡛楷書行書ࢆ並࡚提示࡚ࡋいࠊࡵࡓࡿ書ࡁ方ࡀศࡍࡸࡾくࠊ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞高くࡀ実用性࡚ࡗࡼ部首ู行書一覧ࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞

○手紙࣭原稿用紙࣭ࢫ࣏タ࣮࣭レ࣮࣏ト࣭新聞࣭黒板ࠊ࡞生活密着ࠕࡓࡋ書ࡁ文字ࠖ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁ㑅択࡛自由ࠊ࡛ࡢࡿい࡚ࢀࡉㄝ明࡛ࡾ多く写真入ࡀ

  

表  

グ 

࣭ 

表  

現 

○穂ඛ࣮࣐クࢆ付ࠊࡅ朱墨薄墨ࢆ使いศ࡛ࡇࡿࡅ穂ඛࡢ向ࠊࡁ筆圧ࠊ筆脈ࠊ穂ඛࡢ通

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞くࡍࡸࡾศࡀ㐨ࡾ

○字ࡸ行ࡢ中心ୖࠊࢆୗあࡿᑠ࡞ࡉ赤い୕角形࡛示࡚ࡋあࠋࡿ 

○各教ᮦࠕࠊࡈ学習ࢆ振ࡾ返ࠖࡿいう自己評価欄ࡀ設࡚ࢀࡽࡅいࠋࡿ 

総 括 

 

 

 

 教ᮦࡈ目標ࡀ示ࠊࢀࡉ学習活動ࢆ通࡚ࡋ自己評価ࡿࡀ࡞ࡘ学習ࡢ流ࡀࢀศࡼࡿ

う࡚ࡗ࡞いࠋࡿ楷書行書ࡢ使いศࡢࡅ単元࡛ࠊࡣ場面適ࡓࡋ書ࡁ方ࢆ考えࡉせࡇࡿ

楷書࣭部ศู行書一行書࡚ࡋ書写辞ࠋࡿあ࡚ࡋうࡼࡿせ生実生活ࡾࡼࠊ࡛

覧ࡀ設࡚ࢀࡽࡅいࠊ࡛ࡢࡿ行書ࢆ実用的伝えࡼࡿう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 
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研究調査報告書 
教科ྡ。 数 学 ) 

項 目 新ࡋい数学。東書࣭㸰) 
教育基ᮏ法ࠊ
学校教育法ࡢ
ୗࠊ中学校学
習指ᑟ要領ࡢ
教科ࡢ目標
 ࡾ関わࡢ

○題材ࡀ段㝵的示ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ学習ෆ容ࡀ定着ࡼࡿࡍう工ኵ࡚ࢀࡉい
基礎的࣭基ᮏ的ࠊ࡛ࡇࡿࡍ考察࡚ࡅࡘࡧ結事象࡞具体的ࠊࡓࡲࠋࡿ
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉう構成ࡼࡿࡍ習得ࢆ技能࡞

○題材ࡀ身近࡞事象関連ࠊ࡚ࡋ数量やᅗ家ࢆ࡞数理的考察ࡼࡿࡍう࡞題材ࡀ取ୖࡾ
 ࠋࡿい࡚ࢀࡽᅗࡀ育成ࡢ࡞断力ุࠊ表現力ࠊ思考力ࠊࢀࡽࡆ

○各章ࡢᑟ入課題࡛ࠊࡣ捜査活動ࢆ取ࡾ入ࡢࡑࠊࢀ活動ࡀᮏ文ࡼࡿࡀ࡞ࡘう構成ࡉ
実感࡛ࢆࡉࡋや楽ࡉ良ࡢ活動࡞数学的ࠊ中࡛ࡢࢀ流ࡢ࡛ࡲ解決ࡽᑟ入ࡢࡑࠋࡿい࡚ࢀ
 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁ

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

特 
 
 
 
 
 
 
 
 

色 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ෆ 容 

 ࠒ工夫ࡿ知識・技能を習得す࡞基礎的・基本的ࠑ
࡞ࣉッࢸࢫ࣮ࣝࣔࢫ問ࠖࠕ→ࠖࡵࡋࡓࠕ解く࡚ࡗࡽ࡞例ࠖ→例ࠕ○

構成࡚ࡗ࡞いࡗࡻࡕࠕࠊࡓࡲࠋࡿ確認ࠖ。㸯年た74)やࡀࡕࡲࠕい例ࠖ
。㸯年た91)ࢺ࣮ࣀࠕࠊ例ࠖ。た89)࡛事前ࢆࢫ࣑回避࡛ࡿࡁヒンࡀࢺ示ࡉ
問題ࡢ補充ࠊ確認ࡗࡻࡕやࡾ返ࡾ振ࡢ算数㝶所ࠊࡓࡲࠋࡿい࡚ࢀ
ࡀ学習ࡢෆ容࡞基礎的࣭基ᮏ的ࠊࡁ࡛ࡀ学習࡚ࡏ合わ技能ࡢ個々࡞
進ࡼࡿࢀࡽࡵう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

 
 ࠒ工夫ࡿ思考力、判断力、表現力等を育成すࠑ
うࠖ。㸰年た89ࡼࡵࡲࢺ࣮࣏ࣞࠕࠊ(࡞0「年た」。ࠖࢺ࣮ࣀイ࣐数学ࠕ○

思考力や表ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ示ࡀ例ࢺ࣮࣏例やࣞࢺ࣮ࣀ࡞模範的ࠊࡣ࡛(࡞
現力ࡢ࡞育成ࡀᅗࡼࡿࢀࡽう構成࡚ࢀࡉいࠊࡓࡲࠋࡿ多様考えࠊࡾࡓ友
㐩ࡢ考えࢆㄞࡳ取ࡿ場面࡛ࡣ㺀生徒キࣕࣛࢡタ࣮㺁ࢆ利用ࠊ࡚ࡋ解決ࡢ糸口ࢆ示ࡼࡍう
工ኵ࡚ࢀࡉいࠋࡿ。各学年㝶所)  

 
 ࠒ組む態度を養う工夫ࡾ取学習主体的ࠑ
○側注学習ෆ容ࢆ補足ࡼࡿࡍう࡞ෆ容ࡀ示ࠊࢀࡉ自主学習ࡋࡀやࡍくࠊ復習ࡶ活用ࡋ

やࡍく࡚ࡗ࡞いࠋࡿ巻ᮎࠕࡢ補充ࡢ問題࡛ࠖࠊࡣ問ࣜンࠊࡾ࠾࡚ࡋࢡ繰ࡾ
返ࡋ練習࡛問戻ࠊࡾࡓࡗ難易度ࡢ高い問題ࢆ解いࡾࡓ個応࡚ࡌ取ࡾ
組ࠕࠋࡿࡵ学ࡢࡧペ࣮ࠊࡣ࡛ࠖࢪ多様࡞考えࡀ出ࡋやࡍい問題࡛ࠊ自ࡽ
進࡛ࢇ考え仲間練ࡿࢀࡽࡆୖࡾ課題ࡀ用意࡚ࢀࡉいࠋࡿ  

 
 ࠒ工夫ࡿ態度を育てࡿしようとすࡾ判断したࡾ数学を活用して考えたࠑ
○章ࡢᑟ入࡚ࡋ部活動や遊園地࡞身近ࡼくあࡿ物事ࢆ扱いࠊ予想ࢆ

立࡚࡚考察࡛ࡿࡁ構成࡚ࡗ࡞いࠊࡓࡲࠋࡿほࡢࢇ章ࠕ利用ࠖࡢ節
࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁ表現࡛ࡋ断ุࠊ考え࡚ࡅ向解決ࡋ活用ࢆ数学課題࡞身近ࠊࡾあࡀ
いࠋࡿ巻ᮎࠕࡣ学ࢆࡧいࠊ࡞ࠖࡍ生活ࡢ中ࡽ数学的࡞課題ࢆ見ࡘ
 ࠋࡿあࡀ問題ࡢ活用ࡿࡍ解決ࢆ問題ࡢࡾわࡲࡢ身࡚ࡋ利用ࢆ数学ࠊࡅ

 
  

 
資 料 

○課題対࡚ࡋ具体的࡞場面や日常生活ࡢ関連気付くࡼう࡞イࣛࢺࢫ
や写真ࡀ用い࡚ࢀࡽいࠊࡓࡲࠋࡿ巻ᮎ付録࡛ࠊࡣษࡾ取࡚ࡗ操作活動ࡍ
 ࠋࡿい࡚いࡘࡀ資料ࡢࡵࡓࡿ

○統計資料ࠊࡣ࡞色調ࡢ工ኵࡀ࡞あࠊࡓࡲࠊࡾ複数ࡢ表ࡢ場合ࠊࡣ
相互比較࡛ࡼࡿࡁう配置࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

 
 
表記࣭ 

表現 

○㺀例㺁㺀問㺁ࡢあいࡀࠖࡵࡋࡓࠕࡔあࡾ㺂公式や定理ࡣ緑ࡢ枠࡛ᅖ࡚ࢀࡲいࡓࡲࠋࡿ㺂
例題ࡢ解答ࡣ途中ࡢ式ࡶ寧࡚ࢀࡽࡵࡲいࠋࡿ 

○新ࡋい用語࣭記号ࡣኴ字࡛示࡚ࢀࡉいࠋࡿ  
 

  
 

総 括 

○章ࡢᑟ入࡛ࠕࡢ疑問ࠖやࠕ生徒キࣕࣛࢡタ࣮ࠖࡢや࡛࡞ࡾࡾ㺂ෆ容ࢆ補助ࡶࡿࡍ
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ示うࡼࡍಁࢆ活動࡞数学的ࠊ

○ᮏ文࡛ࠊࡣ思考ࢆ補助ࡿࡍ課題や吹ࡁ出ࡀࡋ示ࠊࢀࡉ巻ᮎあࠕࡿ問題編ࠖࠕ課題編ࠖ
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ構成うࡼࡿࡁ࡛ࡀ指ᑟࡓࡌ応段㝵ࡢ習得࣭習熟ࠊࡣ࡛

○全体的淡い色ࢆ使用࡚ࡋあࠊࡾ目優ࡋい色使い࡛あࠋࡿ 
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研究調査報告書 
教科ྡ。 数 学 ) 

項 目 数学ࡢ世界。大日ᮏ࣭㸲) 
教育基ᮏ法ࠊ
学校教育法ࡢ
ୗࠊ中学校学
習指ᑟ要領ࡢ
教科ࡢ目標
 ࡾ関わࡢ

○章ࡢ扉ࡣ簡潔章ࡢ学習ෆ容ࡀ示ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ数学的࡞活動ࡀ取ࡾ入ࠊࢀࡽࢀ楽ࡳࡋ
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ工ኵうࡼࡿࡍ学習ࡽࡀ࡞

〇各章࡛ࠊࡣ既習事項ࡢ関連ࢆ踏ࡲえࡓ課題ࡀ設࡚ࢀࡽࡅあࠊࡽࡉࠋࡿ利用関連ࡋ
構成うࡼࡿࢀࡽᅗࡀ育成ࡢ力ࡿࡍ活用ࢆ中࡛㺂既習事項ࡢ㺂課題ࡾ࠾࡚ࢀࡽࡅ設ࡀ節ࡓ
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ

○側注ࢆ利用ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊ࡚ࡋ学ࢆࡧ振ࡾ返ࠊࡶࡿ繰ࡾ返ࡋ練習ࡿࡍ場面ࢆ設ࠊࡅ
基礎的㺃基ᮏ的࡞知識や技能ࢆ習得ࡼࡿࡍう࡞構成࡛ࠊ学習進࡛ࢇ取ࡾ組ࡼࡿࡵう࡞
 ࠋࡿい࡚ࡗ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特 
 
 
 
 
 
 
 
 

色 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ෆ 容 

 ࠒ工夫ࡿ知識・技能を習得す࡞基礎的・基本的ࠑ
○各節ࠊࡣ学習ࡿࡍෆ容ࡀ見開ࡁ㸰ペ࣮ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵࡲ࡛ࢪ学習ࡀ進ࢀࡽࡵやࡍいࠋ

理側柱ࠊࡶࡿい࡚ࡗ࡞ࢀいう流い→課題解決→練習問題ࡽࡡ→課題ࠊࡓࡲ
解度応ࡓࡌ問題ࢫࣛࣉࠕワンࠖ㸦各学年ࡶ㝶所㸧ࡀあࠊࡾ学習ࢸࢫࡀッࣉアッ࡛ࣉ
やࡋࡀࡾ返ࡾ振ࡾあࡀࢪ参照ペ࣮ࡢᮏ文中ࡣ練習ࠖࠕࡢ節ᮎࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁ
ࡀ生徒ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ記載ࡀいࡽࡡࡢ学習ୗࡢࣝࢺタイࡢ各ᑠ単元ࠋいࡍ
学習ࡢ見通ࡀࡋ立࡚ࡼࡿࢀࡽう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ。各ᑠ単元始ࡵ) 

 
 ࠒ工夫ࡿ思考力、判断力、表現力等を育成すࠑ
ࡍ示ࢆࣉッࢸࢫࡢ数学的活動，ࡅ設ࢆࢪペ࣮ࡢ方ࡵ進ࡢ学習࡚ࡋࠖࡑࡇうࡼ世界ࡢ数学ࠕ○

ࡿ調࡚ࡋ利用ࢆ࡞ࣇࣛࢢࠊ式や表ࠊ中࡛ࡢ各学年た7) 学習。ࠋࡿわࡀࢀ流ࡢ学習࡛ࡇ
࡞ᅗや式ࠊࡶい࡚࠾聞く活動ࠊࡿ伝えࢆ考え仲間ࠊ中࡛ࡢ合いࡧ学ࠋࡿあࡀ場面ࡿࡍㄝ明ࠊ
ࢡ࣮࣐ࢺ࣮ࣁ (࡞1年た151。ࠋࡿい࡚ࢀࡉ設定ࡀ養う場面ࢆ表現力ࠊࡁㄝ明࡛࡚ࡗ使ࢆ
 ࠋࡿあࡀ課題ࡢࡵࡓࡿࡵ高ࢆ言語力࡞数学的ࠊࡀ࡞課題ࡢࡈࢇࡾࡿあ問題ࡢ問題や章ࡢ

 
 ࠒ組む態度を養う工夫ࡾ取学習主体的ࠑ
○各学年ࡶ巻頭ࠊ࡛ࠖࡵࡌࡣࠕࡢ数学ࢆ学習ࠊࡇࡿࡍ考えࡿ力や伝

え合う力ࡢ重要性ࡀ示࡚ࢀࡉいࠋࡿ各章ࠕ利用ࠖࡢ節ࡀ設ࠊࢀࡽࡅ学
習ෆ容ࢆ具体的࡞場面࡛使えࡼࡿう工ኵ࡚ࢀࡉいࠋࡿ巻ᮎࠊࡣᑠ学
校ࠊࡵࡲࡢ当ヱ学年ࡢࡵࡲࡢ問題ࠊ࡞主体的学ࡼࡿう工ኵࡉ
 ࠋࡿあࡶࢪペ࣮ࡴ組ࡾ自ศ࡛取ࠊࡾあࡀ(使い方。各学年た6ࡢ教科書ࠋࡿい࡚ࢀ

 
 ࠒ工夫ࡿ態度を育てࡿしようとすࡾ判断したࡾ数学を活用して考えたࠑ
ࢫ࣭ࣛࣉࠕ○ ワン 問題࡞ࢁいࢁいࠕࠊࠖ 問題ࡢࡵࡲࠕࠊࠖ 主体的࡚ࡋ活用ࢆ教科書ࠊࡾあࡀࠖ

学習取ࡾ組ࡼࡿࡵう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ巻ᮎࠕࡢ㹋ａ㹲㹦ｆ㹳ｌ࡛ࠖ わࡲࡢ身ࡈ各章ࠊࡣ
各章ࠋࡿい࡚ࢀࡉう工ኵࡼࡿࡏ味わわࢆ等ࡉࡋ楽ࡢ数学ࠊࡋい࡚示ࡘ数学ࡴࡑࡦࡾ
࡛ࡀ学習ࡓࡋ活ࢆࡇࡔࢇ学ࠊࡾࡼうࠖࡼࡋ挑戦ࠕࡢࡑ問題ࠖや࡞ࢁいࢁいࠕࡢ
 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁ

 
  

 
資 料 

○日常生活࡛用いࠊࢀࡽ学習ෆ容関連ࡿࡍ具体的࡞場面や操作࡞気࡙ࡼࡿࡏう࡞
挿絵や写真ࡀ࡞用い࡚ࢀࡽいࠊࡓࡲࠋࡿ巻ᮎࡣ㺂ษࡾ取࡚ࡗ操作活動ࡢࡵࡓࡿࡍࢆ資
料ࡀ用意࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

○統計資料ࠊࡣ写真やイࣛࡘࡀࢺࢫい࡚ࠊࡾ࠾コン࣮ࣗࣆタࢆ使࡚ࡗ資料ࡢ整理ࡢ方
 ࠋࡿあࡀࢪペ࣮ࡪ学ࢆ

 
 
表記࣭ 

表現 

 ࠋࡿい࡚ࢀࡲ枠࡛ᅖࡢࢪンࣞ࢜ࡀࢺイン࣏学習ࡢࢀࡒࢀࡑ○
○㸯学年比㸰㺂㸱学年࡛文字࣏ࡢインࡀࢺᑠࡉく࡚ࡗ࡞いࠊࡓࡲࠋࡿ新ࡋい用語㺃記号
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉኴ字࡛示ࡣ

 
 
  

 
総 括 

○見開ࡁ構成࡛㺂数学的活動ࢆ通࡚ࡋ学ࡿ学習活動形式࡛わࡾやࡍいࠋ 
○書ࡁ込ࡢࡳ課題ࡀ㝶所࡛用意୍ࠊࡾ࠾ࢀࡉ人୍人ࡀ主体的学ࡼࡿう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ
練習問題数ࡶ多く㺂繰ࡾ返ࡋ学習ࡋやࡍくࠊ自主学習ࡋࡀやࡍく構成࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

○保護者向ࠊ࡚ࡅ家庭ࢆ巻ࡁ込࡛ࢇ数学ࡢ重要性や学習ࡢ大ษࢆࡉ呼ࡧ
 ࠋࡿい࡚ࡅ

 
 
 

第㸰㸯᥇択地区教科用ᅗ書選択協議会  



 

 

研究調査報告書 
教科ྡ。 数 学 ) 

項 目 中学校数学。学ᅗ࣭㸯㸯) 
教育基ᮏ法ࠊ
学校教育法ࡢ
ୗࠊ中学校学
習指ᑟ要領ࡢ
教科ࡢ目標
 ࡾ関わࡢ

○基礎的࣭基ᮏ的࡞知識や技能ࡢ定着ࡀᅗࡼࡿࢀう工ኵࡓࢀࡉ課題ࠊ観察や操作ࠊ実験
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ設定ࡀ課題ࡓࢀ入ࡾ取ࢆ操作活動ࡢ࡞

○日常ࡢ事象ࡓࡋࡶࢆ題材やヰ題ࠊ社会ࡢࡾࡀ࡞ࡘあࡿ事象ࡀ࡞多く取ࡽࡆୖࡾ
ࡿࢀࡽᅗࡀ育成ࡢ࡞思考力や表現力ࠊ࡞課題ࡿࡍㄝ明ࢆ理由ࡿ࡞根拠ࠊࡓࡲࠊࢀ
 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼ

○㸰色࡛࣮ࣛ࢝ࡢ各章ࡀ示ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ章ࡢ最終ペ࣮ࢪ数学的活動ࡢ課題࡛ࡢ࣮ࣛ࢝ࡣ
ᖏ࡛ᅖࠊࡾ࠾࡚ࢀࡲわࡾやࡍいࠋ数学的࡞考え方ࡢࢺ࣮࣏ࣞࠊ作成ࠊ発表ࡀࡓࡋࡢ
身ࡘくࡼう࡚ࡋあࠋࡿ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特 
 
 
 
 
 
 
 
 

色 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ෆ 容 

 ࠒ工夫ࡿ知識・技能を習得す࡞基礎的・基本的ࠑ
○解法例࡛ࡣ解答࡞࡛ࡅࡔくࠊ概念や原理ࡀ࡞理解࡛ࡼࡿࡁうࠊ重要

ࡢ章ࡢᅗ形ࠊ量ࠊ数ࠊࡓࡲ (࡞1年た104。ࠋࡿい࡚ࢀࡉ明記ࡀ考え方࡞
扉やᮏ文中ࡾࡩࠕえࡀࠖࡾあࠊࡾ復習や学ࡧ直ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡋう࡞構
成࡛あࠋࡿ各節ᮎࠕࡢ確ࡼࡵうࠖࡀ設࡚ࢀࡽࡅあࠊࡾᮏ文中ࡢ参照ペ
ࡣ問題࡛ࠖࡢࡵࡲࠕࡢ章ᮎࠊࡓࡲࠋࡿࡁ࡛ࡀࡾ返ࡾ振ࠊࢀࡉ示ࡀࢪ࣮
基礎的࣭基ᮏ的࡞力ࡼࡿࢀࡽࡅࡘࡀう工ኵ࡚ࡋあࠋࡿ 

 
 ࠒ工夫ࡿ思考力、判断力、表現力等を育成すࠑ
○ᮏ文中ࠊ生徒ࡢキࣕࣛࢡタ࣮ࡢコ࣓ンࢺいう形࡛思考力等ࡀ高ࢀࡽࡵ

思考ࠊࡣ࡛࡞うࠖࡼࡅࡘ見ࠕうࠖࡼ考えࠕࠋࡿい࡚ࢀࡉ工ኵうࡼࡿ
力ࠊ表現力等ࡢ育成ࡀᅗࡼࡿࢀࡽう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ数学的࡞考え方。類推
的ࠊᖐ納的ࠊ演繹的)ࡼࡢࡀう࡞考え方ࢆࡢ࡞各学年巻頭࡛示ࠊࡋᮏ
文中ࡢ考え方࡛あࡢࡿ注釈࡚ࡋあࠋࡿ。全学年た8，1年た「6࡞) 

 
 ࠒ組む態度を養う工夫ࡾ取学習主体的ࠑ
○章ࡢ扉࡛ࠊࡣ観察や操作等ࡢ活動ࡀあࡾ主体的学習࡛ࡼࡿࡁう࡞構成

࡛あࠋࡿᮏ文中ࠕࡢ問ࠖࡢ側注ࠕࡢやࡼࡳ࡚ࡗうࠖࠕ計算力ࢆ高ࡼࡵ
うࠖࣜࡀン࡚ࢀࡉࢡいࡋ࠾ࠕࡽࡉࠋࡿえ࡚！ࠖࡢ中࡛生徒ࡀ主体的
考えࢬ࣮ࣟࢡࠕࠊアッ࡛ࠖࣉ解決ࡼࡿࡍう࡚ࡗ࡞いࠊࡓࡲࠋࡿ既習事
項ࠊࡶࢆ数やᅗ形ࡢ新ࡋい性質ࢆ見付ࡅ出ࡍ場面ࢆ設定࡚ࡋあࠋࡿ 

 
 ࠒ工夫ࡿ態度を育てࡿしようとすࡾ判断したࡾ数学を活用して考えたࠑ
最後ࠊࡓࡲࠋࡿあ࡚ࡅศ基ᮏ࣭応用࣭活用ࠊࡣ問題࡛ࠖࡵࡲࡢ章ࠕ○

活用ࢆ数学ࠊࡵ組ࡾ取学習主体的ࠊࡾあࡀࢪペ࣮ࡢうࠖࡼࡵ深ࠕ
あࡀࠖࢪペ࣮ࡢ自由研究ࠕࠊࡓࡲࠋࡿ養えࡀ力ࡿࡍ断ุࠊࡾࡓ考え࡚ࡋ
気役割ࡢ数学ࡿࡅ࠾日常生活ࠊࡾࡼ課題ࡓࡋ関連日常生活ࠊࡾ
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉう構成ࡼࡿࡁ࡛ࡀ学習ࡿࡵ深ࠊࡋ活用ࢆෆ容ࡔࢇ学ࠊࡁ࡙

  
 

資 料 

○実際ࡢ建物や実物ࡢ写真ࠊ地ᅗや絵ࡀ࡞多く使わࠊࢀ興味࣭関心ࢆ持ࡕ学習取ࡾ組
  ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡵ

○巻ᮎ操作用ࡢ付録ࡘࡀい࡚ࠊࡾ࠾体験活動ࢆ通࡚ࡋ実感ࢆ伴ࡓࡗ学習
織ࡀ問題ࡓࡋ関連職業ࡢ将来㝶所ࠋࡿい࡚ࢀࡉ工ኵうࡼࡿࡁ࡛ࡀ
 ࠋࡿい࡚ࢀࡲ込ࡾ

 
 
表記࣭ 

表現 

○ᮏ文中ࢆ含ࡦࠊࡵえ࡞ࡵ色࡙い࡛重要࡞箇所等ࡶ見やࡍく࡚ࡗ࡞いࠋࡿᮏ文࡛ࡣ書
 ࠋいࡍやࡳ大変ࡾ࠾࡚ࡗࢁࡑࡀ列ࡢ縦࡞ࡋ出ࡁ

○キࣕࣛࢡタ࣮ࡀ様々࡞場面࡛適ษ࡞助言ࠊࡋࢆ学習ࡀ進ࡵやࡍいࠋ 
 

 
  

 
総 括 

○ᮏ文中ࠊ巻ᮎ多くࡢ数学的࡞ヰ題㸦身ࡢ回ࡢࡾ事象や社会ࡢ関連ࠊ数学関ࡿࡍ歴
史的࡞ヰ題࡞㸧ࡀ扱わ࡚ࢀいࠋࡿ 

○数学的࡞活動や数学的࡞討論ࡋࡀやࡍく工ኵ࡚ࢀࡉいࠊࡓࡲࠋࡿ書ࡁ込ࠊࡿࡏࡲ作ᅗࢆ
 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿ考えࡽ自ࡀ生徒ࠊ࡞ࡿ考えࢆ性質ࡽࡀ࡞ࡋ

○多様࡞考え方ࡢ重視ࠊ条件ࡀえ࡞数学的࡞発展配慮ࡓࢀࡉෆ容࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 
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研究調査報告書 
教科ྡ。 数 学 ) 
 項 目 中学数学。教出࣭㸯㸵) 
教育基ᮏ法ࠊ
学校教育法ࡢ
ୗࠊ中学校学
習指ᑟ要領ࡢ
教科ࡢ目標
 ࡾ関わࡢ

うࡼࡿࡁ定着࡛ࢆ基礎࣭基ᮏࠊࡽࡀ࡞ࡁい࡚ࡵ進ࢆ学習段㝵的࡞や問題ࡵࡋࡓ○
構成࡚ࢀࡉいࠊࡓࡲࠋࡿ既習事項ࡢ確認や基礎的࣭基ᮏ的࡞ෆ容ࢆ確認ࠕࡿࡍ復習ࡢペ
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ設定ࡀࠖࡵࡲࡢ学習ࠕやࠖࢪ࣮

○章ࡢᑟ入や章ᮎ࡛࡞身近࡞事象関ࡿࡍ題材ࢆ取ࡾ入ࠊࢀ根拠ࡿ࡞理由ࢆㄝ明ࡿࡍ
 ࠋࡿい࡚ࢀ扱わࡀ題材࡞うࡼࡿᅗࢆ育成ࡢ࡞思考力や表現力ࠊ࡚ࡋうࡼ

○観察ࠊ操作や実験ࡀ࡞取ࡾ入ࠊࢀࡽࢀ数学的࡞見方や考え方ࡉࡼࡢ気࡙くࡼう構
成࡚ࢀࡉいࠊࡓࡲࠋࡿ学習ෆ容ࢆࡽࢀࡑࠊࡈࡾࡲࡲࡢ利用ࡓࡋ学習取ࡾ組ࡼࡴ
う࡞課題ࡀ設定࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

特 
 
 
 
 
 
 
 
 

色 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ෆ 容 

 ࠒ工夫ࡿ知識・技能を習得す࡞基礎的・基本的ࠑ
○単元ࡵࡌࡣࡢ学習ࡽࡡࡢいࡀ示࡚ࢀࡉいࠊࡓࡲࠋࡿ例題ࡢあࡓࠕ

基礎的࣭ࠊࡾあࡀ(確認࡚ࡗࡶ。ࡾ返ࡾ振ࡢ既習事項ࠊࡾあࡀࠖࡵࡋ
基ᮏ的ෆ容ࡀ確認࡛ࠋࡿࡁ。㸯年た114ࠊࡓࡲ (࡞節ᮎࠕࡢ基ᮏࡋࡓࡢ
うࡼࡿࡁ࡛ࡀ学習ࡾ返ࡾ補充問題࡛ࠖ振ࡢࡵࡋࡓࠕࡢ巻ᮎࠊࠖࡵ
工ኵ࡚ࢀࡉいࠋࡿ更章ᮎࠕࡣ学習ࡶࠖࡵࡲࡢ配置ࠊࢀࡉ学ࡔࢇෆ
容ࡢ確認ࡼࡿࡁ࡛ࡀう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

 
 ࠒ工夫ࡿ思考力、判断力、表現力等を育成すࠑ
○複数ࡢ考えࢆ引ࡁ出ࡿࡏ課題ࡀ示࡚ࡋあࠊࡾ互いࡼࡾࡼい解決方法ࢆ

言い合うࠊ論理的ㄝ明࡛ࡿࡁ課題ࡀあࠋࡿ。㸯年た8「ࠊࡓࡲ (࡞新ࡋ
い学習ࡢ際ࠕࠊࡣＱࠖや࡛࡞ࢇࡳࠕ数学࡛ࠖ表現力ࢆ࡞養࠾う࡚ࡋ
いࠋࡿᮏ文中ࡢ側注ࡢキࣕࣛࢡタ࣮やࠕ噴ࡁ出ࡿࡼࠖࡋ解法ヒンࡀࢺ
あࠊࡾ間㐪えやࡍい箇所࡛ࡣ間㐪いࢆㄝ明࡞ࡿࡏࡉ工ኵ࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

 
 ࠒ組む態度を養う工夫ࡾ取学習主体的ࠑ
○生徒ࡀ課題取ࡾ組ࠊࡽࡀ࡞ࡳ数やᅗ形ࡢ性質ࢆ見出ࠊࡾࡓࡋ日常生活

や社会࡛数学ࢆ利用ࠊࡾࡓࡋ筋㐨ࢆ立࡚࡚ㄝ明ࡋ合えࡿ活動ࡀあ1。ࠋࡿ
年た181ࠊࡓࡲ (࡞章ࡢᑟ入࡛ࡣ章࡛学ࡪෆ容ࡀ簡潔書࡚ࢀあࠊࡾ
Let's Tryࠖࠕ ࡼタ࣮ࢡ生徒キࣕࣛࠋࡿᑟ入࡛あࡓࡋࡶࢆ具体例ࡣ
 ࠋࡿあ࡚ࡅ設ࡶ問題ࠖࣉ実力アッࠕ巻ᮎࠊࡁ学習࡛࡛ࢇ進࡛ࢺヒンࡿ

 
 ࠒ工夫ࡿ態度を育てࡿしようとすࡾ判断したࡾ数学を活用して考えたࠑ
チࣕࠕࡣ巻ᮎࠊࡾあࡈ単元ࡀ広場ࠖࡢ数学ࠕ数学ࠖや࡛࡞ࢇࡳࠕ○

ࣞンࢪコ࣮࣮ࠖࢼやࣕࢪࠕンࠊࡣ࡛ࠖࣉ学習ࡢ系統性ࢆ踏ࡲえࡢࡑࠊ学
年以降学習ࡿࡍෆ容ࡀ取ࠊࢀࡽࡆୖࡾ数学ࡢ楽ࢆࡉࡋ味わࠊࡾࡓࡗ活
用力ࢆ高ࡼࡿࢀࡽࡵう࡚ࡗ࡞い1。ࠋࡿ年た160ࠊࡓࡲ (࡞教科数
学ࡢ関連ࡀ示࡚ࡋあࠊࡾ意識ࡽࡀ࡞ࡋࢆ活用࡛1。ࠋࡿࡁ年た11࡞) 

 
  

 
資 料 

○ᮏ文ࡋࡉࡣ絵やࠊイࣛࡀࢺࢫ用いࠊࢀࡽ具体的࡞場面ࢆ想起ࡿࡏࡉ場合や日常生活ࡢ
関連ࢆ示ࡍ際ࡣ写真ࡀ用い࡚ࢀࡽいࠋࡿ巻ᮎࡢ付録ࡣษࡾ取࡚ࡗ立体ࢆ作成ࡿࡍ資
料ࡀ用意࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

○ᅗࠊ表ࡢ࡞ࣇࣛࢢࠊ資料ࡣ書ࡁ込ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡳう工ኵ࡚ࢀࡉいࠊࡓࡲࠋࡿ統計資料
 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞くࡍ見やࢀࡉ配色ࡣ項目ࡢ表ࠊࡣ

 
 
表記࣭ 

表現 

○単元ࡵࡌࡣࡢ目標ࡀ示࡚ࢀࡉい࡚ࠊ習得ࡁࡍෆ容ࡀ明記࡚ࢀࡉいࠋࡿ 
○数学用語ࢆㄝ明࡚ࡋいࡿ箇所ࡣ黄色࡛ࠊ重要事項や性質ࠊ定理ࡣ緑色࡛ᅖ࡚ࢀࡲいࠋࡿ
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉኴ字࡛示ࡣい࡚ࡘ公式ࠊ語句や記号ࡓࡲ

 
 
  

総 括 

○練習問題ࢆ精選ࠊࡋ発展ࡣ章ᮎࠊ深化࣭補充ࡣ巻ᮎ資料࡚ࡋ区ศࠊࢀࡉࡅ個応ࡌ
࡚学習ࢆ進ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ巻頭ࠕ学習ࢆ進ࡿࡵあࡀ࡚ࠖࡗࡓあࠊࡾ意識࡚ࡋほ
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ紹ࡀ例୍ࡢ方ࡾ取ࡢࢺ࣮ࣀࠊࡇࡿࡅࡀ授業࡛心ࡢ数学ࠊࡇいࡋ

○ᑠ࣭中学校ࡢ学習ࡀࡾࡀ࡞ࡘࡢ滑ࡼࡿ࡞うࠕᑠ学算数ࡀࠖࡵࡲࡢ巻ᮎあࠋࡿ 
○索引࡛࡞数式や数学用語ࡢ英訳ࡀあࠊࡾ文字࡛表ࡉࡼࡢࡇࡍや理由ࢆ学ࠋࡿ 
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研究調査報告書 
教科ྡ。 数 学 ) 

項 目 ᮍ来ࡿࡀࢁࡦ数学。啓林館࣭㸴㸯) 
教育基ᮏ法ࠊ
学校教育法ࡢ
ୗࠊ中学校学
習指ᑟ要領ࡢ
教科ࡢ目標
 ࡾ関わࡢ

○多種多様࡞題材ࡀ取ࢀࡽࡆୖࡾ幅広い知識教養ࢆ身ࡼࡿࢀࡽࡅࡘう
構成࡚ࢀࡉいࠋࡿ生徒ࡀ主体的真理ࢆ求ࡿࡵ態度ࡀ養えࡼࡿう࡞コ࣮
 ࠋࡿあ࡚ࡅ設ࢆ࣮ࢼ

○数学的࡞概念࣭原理࣭法則ࠊࢆ具体的࡞例ࢆ通࡚ࡋわࡼࡿう工ኵࡋ
࡚あࡢ～ࠕࠊࡾ意味㸦意義ࠊ必要性㸧ࢆ理解ࡶࠖࡇࡿࡍ充実ࡢࡑࠊࡋ
ୖ࡛身ࡼࡿࡅࡘう構成࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

○身ࡓࡅࡘ数学的࡞知識ࢆ総合的活用ࡿࡍ場面ࢆ設ࠊࡅ活用ࡼࡋう
 ࠋࡿあࡀ箇所ࡿࡣࢆ育成ࡢ態度ࡿࡍ

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

特 
 
 
 
 
 
 
 
 

色 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ෆ 容 

 ࠒ工夫ࡿ知識・技能を習得す࡞基礎的・基本的ࠑ
○基礎࣭基ᮏࡢ確実࡞定着ࢸࢫ࣮ࣝࣔࢫࠊࡵࡓࡿࡣࢆッ࡞ࣉ展開ࠊ解ㄝ

各ࠋࡿい࡚ࢀࡉ工ኵࡀ展開ࠊࡆあࡾ多く取ࡶ操作的活動ࠋࡿい࡚ࡗ࡞
章ᮎࠕࡢ基ᮏࠊࡣࠖࡵࡋࡓࡢᮏ文中ࡢ参照ペ࣮ࡀࢪあࠊࡾᮏ文中や
章ᮎࡢ問題ࠊ巻ᮎࠕࡢ力ࡼࡅࡘࢆうࠖ࡞基礎的࣭基ᮏ的࡞力ࡽࡅࡘࡀ
関࡛ࠖࡾえࡾࡩࠕࠊࡁࡿ入い学習ࡋ新ࠊࡓࡲࠋࡿ構成࡛あࡿࢀ
連ࡿࡍ既習ෆ容ࡀあࠊࡾ振ࡾ返ࡽࡀ࡞ࡾ学習ࡀ進ࠋࡿࢀࡽࡵ 

 
 ࠒ工夫ࡿ思考力、判断力、表現力等を育成すࠑ
あࡀ問題ࡢ千思万考ࠖࠕࡿࡍ考え࡚解決ࡾくࡗࡌ最後ࡢ章ᮎ問題ࠖࠕ○

必要問題解決や問題設定ࠊࡓࡲ (࡞1年た79。ࠋࡿࡵ育ࡀ思考力ࠊࡾ
うࡼࡌྠࠕ見方࣭考え方࡞数学的ࠊ࡚ࡋࡅࡗࡁࡢ断ุࠊ思考࡞
考えࠕࠖࡿ逆向࡛ࡍࠕࠖࡿࡳࡁ学ࡔࢇ形ࡢ࡞ࠖࡿࡍキ࣮ワ࣮ࢻ
 (࡞「「1年た。ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁ࡛ࡀ考え方࡞うࡼࡢࡑࡽ自ࡾあࡀ

 
 ࠒ組む態度を養う工夫ࡾ取学習主体的ࠑ
○節ࠕࡈ学習ࡀࠖࡽࡧࡢあࠊࡾ日常生活ࡢ事象関連付࠾࡚ࢀࡽࡅ

 ,1年た104。ࠋࡿい࡚ࢀࡉ設定うࡼࡿࡁ学習࡛࡚ࡗ持ࢆ興味࣭関心ࠊࡾ
105，「年た「5，」年た106ࠕࠊࡓࡲ (࡞㹋ａ㹲㹦㹌ａ㹴㹧ࣈッࠊࡣ࡛ࠖࢡ
ࡋಁࢆ学習࡞主体的ࠊ構成࡛࡞うࡼࡿࡁ࡛ࡀ学習事前࣭事後ࡢ章ࡢࡑ
࡚いࠋࡿ 

 
 ࠒ工夫ࡿ態度を育てࡿしようとすࡾ判断したࡾ数学を活用して考えたࠑ
○生活や社会ࡢ関連ࢆ重視ࠊࡋ生活ࡢ中ࡽ数学的࡞課題ࢆ見ࡾࡓࡅࡘ

ࡾわࡲࡢ身ࠕࡿࡁ࡛ࡾࡓࡋ解決ࢆ問題ࡢࡾわࡲࡢ身࡚ࡋ利用ࢆ数学ࠊ
ࡲࠋࡿあࡀ(࡞うࠖ。1年た.1」0-1」1，「年た.14」，」年た.148-149ࡼࡆࢁࡦ
用ࡀ課題ࡿࡵ組ࡾ取࡚ࡌ応数学広場࡛ࠖ興味࣭関心ࠕࡿあ巻ᮎࠊࡓ
意࡚ࢀࡉいࠋࡿ  

 
  

 
資 料 

○数学ࡀ使わ࡚ࢀいࡿ場面࡛ࠊ学習ෆ容関連࡚ࡏࡉᅗや写真ࡀ用いࢀࡽ
࡚いࠊࡓࡲࠋࡿㄝ明ࢆ補うࡢࡵࡓᅗや表ࢆ効果的使いࠊ学習ࡢ理解ࢆ
補助࡚ࡋいࠋࡿ 

○ᮏ編。必修学習ෆ容)ู冊。深化࣭補充࣭発展)ศࠊࡅ互いࣜンࡋࢡ
࡚学習ࡀ進ࡼࡿࢀࡽࡵう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

 
 

表記࣭ 
表現 

○文章表現ࠊࡣ簡潔明瞭࡛ㄞࡳやࡍいࠋ用語࣭記号ࡽࡀࡇࠊࡣや関ಀ࡞
ࠋࡿい࡚ࢀࡉ表わ明確࣭簡潔ࡀ  

○色使いࡇࡘࡋࡶく࡞く落ࡕ着いࡓ色調࡛あࠋࡿ  
 

  
 

総 括 

○学習ෆ容ࡢ系統性࣭関連性ࢆ重視ࠊࡋ素材や課題ࡀ以前ࠊ現在ࠊ後ࡢ
学習ෆ容ࢆࡾࡀ࡞ࡘࡢ踏ࡲえ࡚設定࡚ࢀࡉいࠋࡿ  

○ᑠ学校や高校ࡢ関連性ࡶ側注示࡚ࢀࡉいࠋࡿ 
○ᮏ編ࡿࡅ࠾練習課題ࢆ精選ࠊࡋ進化࣭補充࣭発展ࠊࡣ巻ᮎやู冊ࡢ資

料ࡀあࠊࡾ授業࡛扱うෆ容ࠊ家庭学習࡛扱えࡼࡤいෆ容ศ࡚ࡅあࠋࡿ  
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研究調査報告書 
教科ྡ。 数 学 ) 

項 目 中学校数学。数研࣭㸯㸮㸲) 
教育基ᮏ法ࠊ
学校教育法ࡢ
ୗࠊ中学校学
習指ᑟ要領ࡢ
教科ࡢ目標
 ࡾ関わࡢ

○基ᮏ的࡞知識や技能ࡢ定着ࢆᅗࡼࡿうࢇࡔࢇࡩ問題ࡀ用意ࡢࡑࠊࢀࡉ問題関連ࡿࡍ
既習事項ࡀ示ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ振ࡾ返ࡾや繰ࡾ返ࡋ学習ࢆ通ࠊ࡚ࡋ基礎的࣭基ᮏ的࡞知識や
技能ࡀ定着ࡼࡿࡍう構成࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

○日常生活関連ࡓࡋ題材ࡀ取ࠊࢀࡽࡆୖࡾ表やᅗࢆ用いࡿ学習活動ࠊࡾࡼ࡞思考力
や表現力ࡢ࡞育成ࡀᅗࡼࡿࢀࡽう構成࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

○各章ࡢᑟ入࡛興味㺃関心ࢆ高ࡼࡿࢀࡽࡵう課題ࡀ取ࡾ入ࡾ࠾࡚ࢀࡽࢀ㺂進࡛ࢇ取ࡾ組ࡼࡴ
う構成࡚ࢀࡉいࡓࡲࠋࡿ各章ࡢ中ㄝ明文や問い࡛࡞数学的活動ࡍಁࢆ場面ࡀ設定
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

特 
 
 
 
 
 
 
 
 

色 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ෆ 容 

 ࠒ工夫ࡿ知識・技能を習得す࡞基礎的・基本的ࠑ
○巻頭ࠕࡢ出発前ࢡࡢイッࢡチ࣮ࣕࠊ࡛ࠖࢪヱ当学年࡛ࡲ学習ࡓࡋ基ᮏ事項࡚ࡵࡲࡀ

示࡚ࢀࡉいࠋࡿᮏ文中ࠕࡢ問ࠖࠊ節ᮎࠕࡢ確ࡼࡵうࠖࠊ章ᮎࠕࡢ基ᮏࡢ問題࡛ࠖ࡞
繰ࡾ返ࡋ学習ࡼࡿࡁ࡛ࡀう構成࡚ࢀࡉいࠊࡓࡲࠋࡿ各ᑠ単元ࡢタイࡢࣝࢺୗࠕ
うࡼࡿ立࡚ࡀࡋ見通ࡢ学習ࡀ生徒ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ記載ࡀࠖࡇࡪ学࡛ࡇࡇ
取ࡳㄞࢆ数式ࠊࡿࡍ数式࡛表現ࠊࡓࡲ (ࡵ各ᑠ単元始。ࠋࡿい࡚ࡗ࡞
 (࡞1年た78。ࠋࡿ多くあࡀ場面ࡿࡍ表現数学的ࠊࡿࡍࡾࡓࡗ

 
 ࠒ工夫ࡿ思考力、判断力、表現力等を育成すࠑ
ࢆ数学的活動ࠊ࡞うࠖࡼࡋ活用ࠕうࠖࡼࡅࡘ見ࠕうࠖࡼ伝えࠕＱࠖࠕ○

数学ࡴࡑࡦࡾ回ࡢ身ࠊࡣ数学᥈検࡛ࠖࠕࡢ巻ᮎࠋࡿ多くあࡀ場面ࡍಁ
思考ࠊࡽࡀ࡞ࡌ感ࢆࡉや奥深ࡉࡋ楽ࡢ数学ࠊࡆୖࡾ取ࡶヰ題࡞歴史的ࡢ
力等ࡀ育成࡛ࠋࡿࡁ章ࡢ問題㸿ࠊ㹀࡛ࡣ標準的࡞問題ࠊࢆ巻ᮎチࣕࣞンࡢࢪ編ࠕࡢ
深ࡼࡵう！࡛ࠖ応用力ࢆ࡞高ࠕࠊࡿࡵ考えࡼう࡛ࠖࡣ興味ࢆ深ࡿࡵ問題ࡀあࠋࡿ 

 
 ࠒ組む態度を養う工夫ࡾ取学習主体的ࠑ
○ᑟ入࡛ࠊࡣ具体例ࡿࡼㄝ明既習事項ࡢ関連ࡀ示ࠊࢀࡉ例題࡛ࡣ模

範解答や例ࡢ表題࡛主体的࡞活動࡚ࡋಁࢆいࠋࡿ既習事項ࢆ利用࡚ࡋ考
えࠊࡿ身近࡞事象ࡽ数学ࢆ見出ࡍヰ題ࡀ多くࠊ興味࣭関心ࢆ高ࢀࡽࡵ
ࠋࡿᑟ入࡛あࡓࡋࡶࢆ簡潔࡛具体例ࡀ学習ෆ容ࡣ࡛ࡽࡧࡢ章ࠋࡿ
生徒キࣕࣛࢡタ࣮やࡢキࣕࣛࢡタ࣮ࡿࡼコ࣓ンࡀࢺ有効࡛あࠋࡿ 

 
 ࠒ工夫ࡿ態度を育てࡿしようとすࡾ判断したࡾ数学を活用して考えたࠑ
○各学年ࡶ学習事項関連ࡓࡋヰ題ࢆ扱ࠕࡓࡗ数学᥈検࡛ࠖࠊࡣ数学ࡢ

有用性ࢆ実感࡛ࡼࡿࡁうࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞数学ࢆ活用࡚ࡋ解ࡇう思うࡼ
う࡞構成࡚ࡗ࡞い1。ࠋࡿ年た「「5ࠊࡓࡲ (࡞巻ᮎあࠕࡿ知識ࢆ活用
ࡗ࡞課題ࡿࡵ組ࡾ取࡚ࡗ使総合的ࢆෆ容ࡢヱ当学年ࠊࡣう࡛ࠖࡼࡋ
࡚い1。ࠋࡿ年た「67࡞) 

 
  

 
資 料 

○ᮏ文ࡋࡉࡣ絵やࠊイࣛࡀࢺࢫ用いࠊࢀࡽ具体的࡞場面ࢆ想起ࡿࡏࡉ場合や日常生活ࡢ
関連ࢆ示ࡍ際ࡣ写真ࡀ用い࡚ࢀࡽいࠋࡿ巻ᮎ付録ࡣษࡾ取࡚ࡗᅗ形ࢆ作成ࡿࡍ資料
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ用意ࡀ

○ᅗࠊ表ࡢ࡞ࣇࣛࢢࠊ資料ࡅࡔࡿࡁ࡛ࡣ大ࡁく࡚ࡋあࠊࡾ書ࡁ込ࡋࡀࡳやࡍいࡼう工ኵ
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ

 
 
表記࣭ 

表現 

○単元ࡢ最初目標ࡀ示࡚ࢀࡉい࡚ࠊ習得ࡁࡍෆ容ࡀ明記࡚ࢀࡉいࠊࡓࡲࠋࡿ各項目ࡣ
ペ࣮ࡢࢪ最初ࡽ始࡚ࡗࡲいࠋࡿ 

○重要事項や性質ࠊ定理ࡣ黄色や赤色࡛ᅖ࡚ࢀࡲいࠋࡿ語句や記号ࠊ公式ࡣኴ字࡛あࠋࡿ 
 

 
  

 
総 括 

○問題量ࡀ多くࠊ基礎࣭基ᮏࡢ定着重点ࢆ置ࠊࡶࡘࡘࡁ応用ࠊ発展問題
 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡵ組ࡾ取学習主体的ࡀ生徒ࠊࢀࡉ多く᥇用ࡶ

ࡀࡇいࡓࡋ注意ࡶᮏ文中ࠊࡾあࡀࢪペ࣮ࡢ注意点ࡢ際ࡿࢆࢺ࣮ࣀ○
 ࠋいࡍやࡋ学習ࠊࡾあࡀࢡ࣮࣐㹌㹍ＴＥࡽ

○活字ࡣ大ࡁく見やࡍくࢨࢹࣝࢧ࣮ࣂࢽ࣮ࣘࣛ࢝ࠊインࢆ᥇用࡚ࡋあࠋࡿ 
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研究調査報告書 
教科ྡ。 数 学 ) 
 項 目 中学数学。日文࣭㸯㸯㸴) 
教育基ᮏ法ࠊ
学校教育法ࡢ
ୗࠊ中学校学
習指ᑟ要領ࡢ
教科ࡢ目標
 ࡾ関わࡢ

○数学的࡞知識や技能や数学的࡞見方や考え方ࢆ確実習得ࠊࡋ数学的࡞
真理ࢆ求ࡿࡵ態度ࢆ養いࠊ広い知識教養ࡀ身ࡘくࡼう࡞構成࡚ࢀࡉ
いࠋࡿ 

○個応ࡌ学力ࢆ伸ࠊࡋࡤ生活や社会ࡢ関わࢆࡾ知ࠊࡾ数学ࢆ利用ࡼࡋう
 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞構成ࡿࡅࡘ身ࢆ態度ࡿࡍ

○協ྠ࡚ࡋ取ࡾ組ࡴ活動ࡢ場面࡛ࠊ自ศࡢ考えࢆ伝えࠊࡿ者ࡢ考えࢆ認
 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࢀࡽࡅࡘ身ࢆ敬う態度ࢆ者ࠊࡿࡵ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特 
 
 
 
 
 
 
 
 

色 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ෆ 容 

 ࠒ工夫ࡿ知識・技能を習得す࡞基礎的・基本的ࠑ
○各章ࡢ扉ࡽࢀࡇࠊࡣ学ࡀࡅࡗࡁࡪあࡾ書ࡁ込ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡳう࡞

ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵࡲࡀ学習ෆ容࡚ࡋ㸯時間ࢪ㸰ペ࣮ࡁ見開ࠋࡿい࡚ࡗ
学習ࡽࡡࡢいࡀ★印࡛示࡚ࢀࡉいࠋࡿ節ᮎࠕࡢ基ᮏࡢ問題ࠖࠊ࡞ᮏ文
中࡛生徒ࡢ学習ࠋࡿࡁ࡛ࡀ学習ࡾ返ࡾ振ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ示ࡀࢪ参照ペ࣮ࡢ
い用語ࡋ新ࠊ寧࡛ࡀㄝ明ࡢい箇所ࡍやࡁࡎࡲࡘࠊい箇所ࡍ間㐪えやࡀ
ࠋࡿあࡀ具体例ࡢ使い方ࡢ (1年p982ࠊ年p1003ࠊ年p26࡞ ) 

 
 ࠒ工夫ࡿ思考力、判断力、表現力等を育成すࠑ
ࡋヰࠕࡿࡍ解決࡚ࡗ合ࡋヰࠖࡿࡍㄝ明࣭ࡿࡍ予想࣭ࡿ調࣭ࡿ考えࠕ○

合࠾うࠖࡢペ࣮ࡀࢪ設࡚ࡅあ1。ࠋࡿ年p185࡞) 結果࡞࡛ࡅࡔくࠊ思考
ࡢ方ࡾ取ࡢࢺ࣮ࣀ࡞うࡼࡿࡁ考察࡛ࡶ発言ࡢ友㐩ࠊࡾࡓࡋ表現ࢆ過程ࡢ
アࣂࢻイࡢࢫペ࣮ࡀࢪあࠋࡿ。全学年ࡶp8) ㄝ明ࡢ方ࡢ具体例ࣀࡀ
 (3年p119ࠊ2年p180ࠊ1年p225。ࠋࡿい࡚ࢀࡉ形࡛示ࡢࢺ࣮

 
 ࠒ組む態度を養う工夫ࡾ取学習主体的ࠑ
○数量ࡢ章ࠕ利用ࠖࡢ節ࡀ設࡚ࡅあࠊࡾ学習ෆ容ࢆ具体的࡞場面࡛活

ࡉう工ኵࡼࡿ学࡛ࢇ進ࠊ問題࡛ࠖࢪチࣕࣞンࠕࡢ側注ࡢᮏ文中ࠋࡿࡏ
習慣ࡢ予習࣭復習ࠊ࡛࡞や巻ᮎࠖ前ࡪ学ࢆ○○ࠕࡢ各章ࠋࡿい࡚ࢀ
ࢆ数学ࠊࡾࡔࢇࡋ楽ࢆ活動࡞数学的ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࢀࡽᅗࡀࡅ࡙
学習ࡿࡍ意義や必要性ࠊ有用性ࡀ実感࡛ࡼࡿࡁう࡞構成࡛あࠋࡿ 

 
 ࠒ工夫ࡿ態度を育てࡿしようとすࡾ判断したࡾ数学を活用して考えたࠑ
○巻ᮎࠕࡢ数学研究室࡛ࠖ数学的࡞見方や考え方ࢆ広ࡿࡆ問題やࠕ力ࡢࢆ

࡞数学的ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ示ࡀ問題ࡿࡅࡘࢆ力ࡿࡍ㹀問題࡛活用ࡢうࠖࡑࡤ
力ࡑࡤࡢࢆう工ኵ࡚ࢀࡉいࠋࡿ。各学年巻ᮎ) 数学ࡘࡲわࡿヰࠊ教
科ࢆ越え࡚取ࡾ組ࡿࡵ課題ࠕࡀ࡞数学研究室ࠖࡢ中࡛具体的示࡚ࡋ
あࠋࡿ。各学年巻ᮎ) 

 
  

 
資 料 

○数学ࢆ教科や総合的࡞学習関連࡙ࡓࡅෆ容ࡀ意ᅗ的取ࡾ入ࢀࡽࢀ
࡚いࠋࡿ 

○各章ࡢ扉࡛ࡣ操作活動や予想ࢆ立࡚学ࡧ合うࢆࡇ通ࠊ࡚ࡋ良ࡉや楽ࡋ
基礎ࠋࡿい࡚ࡗ࡞構成ࡿࡵ組ࡾ取࡚ࡗ持ࢆ興味࣭関心ࠊࡁ実感࡛ࡀࡉ
的࣭基ᮏ的࡞知識や技能ࡢ定着ࢆᅗࡼࡿう問題ࡀ用意࡚ࢀࡉいࠋࡿ  

 
 
表記࣭ 

表現 

○ㄝ明ࡢ文章ࡀ簡単࡛わࡾやࡍい表現࡚ࡗ࡞いࠊࡓࡲࠋࡿᅗや式ࢆ併記࡚ࡋあࠊࡾ理
解ࡋやࡍいࠋ 

○色使いࡇࡘࡋࡶく࡞く全体的落ࡕ着いࡓ色調࡛あࠋࡿ 
 

 
  

総 括 

○基礎的࣭基ᮏ的࡞学習ෆ容ࡾࡼࢆ深く理解ࡋ定着࡛ࡼࡿࡁう工ኵࢀࡉ
 ࠋࡿい࡚ࡗ使ࢆ素材ࡢう多くࡼࡿࡁ࡛ࡀ数学的活動ࠊࡾ࠾࡚

○生徒ࡢ主体性ࢆ引ࡁ出ࠊࡍ学習ෆ容ࢆ活用ࠊࡿࡍ思考力や表現力ࢆ࡞
࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡵ組ࡾ取学習ࡓࡌ応個ࠊࡽࡀ࡞ࡋ工ኵうࡼࡿࡅࡘ
いࠋࡿ 
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教科名㸦社会科࣭地理的ศ㔝㸧 

項  目 新編 新ࡋい社会 地理㸦東書࣭㸰㸧 

教育基本法ࠊ学校

教育法ࡢୗࡢ中学

校学習指導要領ࡢ

教科ࡢ目標ࡢ

 ࡾわ

࣭世界࣭日本ࡢ諸地域ࡢ学習࡛ࠊ各地域ࡢ最初ࡢペ࣮ࡢࡑࠊ࡛ࢪ地域ࡢ特色

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡏࡓࡶࢆࡋ見通ࡢ各地域学習ࠊࡋ掲載ࢆわす写真ࡽあࢆ

࣭見開ࡁ 1 時間ࡢ紙面ࠕࢆ興味࣭㛵心ࢆ引ࡁ出すࠗ導入資料࠘→1 時間ࡢ学

習ࢆ見通すࠗ学習課題࠘→寧࡛わࡾやすいࠗ本文࠘→1 時間ࡢ学習ࢆ

振ࡾ返ࠗࡿ 確認࠘ࠖ う工ࡼࡿࡁ定着࡛確実ࢆ学習内容ࠊࡋ構造࡛ࢀ流ࡢ

夫࡚ࡋいࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 

 

 

 

内   容 

＜ᇶ礎的・ᇶ本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞  

ࡢ方や調査ࡾ取ࡳㄞࡢ各資料ࠊ㐩人࡛ࠖࡢ調査ࠕキࣝアップࠖࢫ地理ࠕ࣭

方ࡵࡲࠊ方等ࡢ基礎的࣭基本的࡞技能ࢆ身࡚ࡏࡉࡅࡘいࠋࡿ 

＜思考力、判断力、表現力等を育ᡂすࡿ工夫＞  

࣭本時ࡢ学習ࡢ振ࡾ返ࠊ࡚ࡋࡾ見開ࡁペ࣮ྑࢪୗࠕࡢ確認࡛ࠖࠊ要約ࠊㄝ

明࡞言語活動ࢆ繰ࡾ返ࡋ取ࡾ組ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡴ 

＜主体的学習取ࡾ組む態度を養う工夫＞  

࣭本時ࡢ学習内容ࢆ象徴すࡿ資料ࠊࡀ見開ࡁ最初大ࡁく掲載ࠊࢀࡉ本時ࡢ

学習ࡢ興味㛵心ࢆ引ࡁ出す工夫࡚ࡋࢆいࠋࡿ 

＜地理的࡞見方や考え方のᇶ礎をᇵう工夫＞ 

࣭P「「ࠕ世界࡞ࡲࡊࡲࡉࡢ住居࡛ࠖࠊࡣ写真ࢆ比࡚㐪いや共通点ࢆ᥈す学習

 ࠋࡿい࡚ࡏࡉ考えࢆ見方ࡿࡅࡘ結び気候࡚ࡋ通ࢆ

ࠊࡋ概観ࢆ地域ࡢࢀࡒࢀࡑࡵ始ࡣ諸地域࡛ࠖࡢ日本ࠕ諸地域ࠖࡢ世界ࠕ࣭

～ࡐ࡞ࠕ 学ࠕࡢ最後࡚ࡋࡑࠋࡿい࡚ࡏࡉ追究ࠊࡋ設定ࢆ࣐࣮ࢸいう学習ࠖ

習ࡾࡩࢆ返ࢁう࡛ࠖ学習ࡘ࣐࣮ࢸい࡚ࡀࡵࡲࡢ提示ࠊࢀࡉ理解ࡋやす

い構成࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

＜ᡃが国の国土及び世界の諸地域関すࡿ地理的認識を養う工夫＞ 

諸地域ࡢ世界ࠕ࣭ アࠕ』』Ｐࡤ例えࡋ見出ࡢ各地域ࠊࡣ諸地域࡛ࠖࡢ日本ࠕࠖ

࣮ࢸࡿ追究すࢆ地域的特色࡞うࡼいう変ࠖ成長ࡴ進㏿ア州－急ࢪ

自然環境㸦地形࣭気候㸧ࡽ地図ࠊ写真資料࡞ࡁ大࡚ࡋ導入ࠊࡆあࢆ࣐

い࡚学ࡘ等ࡁࡘ結びࠊ産業ࠊ歴ྐや文ࠊ生活次ࠋࡿい࡚ࡆୖࡾ取ࢆ

習課題ࢆ設定࡚ࡋ地域的࡞特色ࢆあ࡚ࡆいࠋࡿ最後地域ࡢ課題ࢆあࠊࡆ

学習ࢆ振ࡾ返ࠊࡋࢆࡵࡲࡾ地域的特色ࢆ理解࡚ࡏࡉいࠋࡿ 

色 

 

 

 

 

資  料 

〇学習効果ࢆ高ࠊࡵࡓࡿࡵ資料ࡼࡢう࡞工夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

࣭地図࣭ࢢラフࡢ࡞図表ࠊࡣ見やすい配色࡛資料ࡢㄞࡳ取ࡋࡀࡾやすいࠋ

㸦㸰㸲年度ࡶࡾࡼ資料ࡢ掲載数ࡀ増加࡚ࡋいࡿ㸧ࠋ統計資料ࢆ掲載ࠊࡋ自主 

 学習࡛活用ࡋやすい工夫࡚ࡋࢆいࠋࡿศ布図㸦降水㔞࣭人口࣭産業㸧ࢆ見

比ࠊࡾࡓ共通点ࢆ見いࡔす基礎的基本的࡞知識ࢆ習得࡛ࡼࡿࡁう工夫ࡋ

࡚いࠋࡿ 

表記࣭表現 

○生徒ࡢ理解ࢆ高ࠊࡵࡓࡿࡵ言語や࣭用語࣭記号等ࡢ使い方ࡼࡢう࡞工

夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

࣭敬体࡛わࡾやすい表現ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉࡀ具体例ࢆ示ࡋㄞ࡛ࢇ理解ࡋやすいࠋ 

総   括 

㸦全体的࡞特徴ࡢࡑࠊ㸧 

࣭༢元ࡢ最初༢元ࢆ貫く学習追究ࢆ࣐࣮ࢸ決ࡿࡵ手立࡚ࡀ示ࠊࢀࡉ課題ࢆ

明確ࠊࡋ生徒ࡀ追究࡚ࡋいくࡼう工夫࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

࣭学習ࡾࡩࡢ返࡛ࡾ学習課題沿ࡀࡵࡲࡓࡗ例示࡚ࢀࡉいࠊ࡛ࡢࡿ地域的

特色ࢆ捉えやすくࡢࡵࡲࠊ方ࡀࣝࢹࣔࡢ示࡚ࢀࡉい࡚ࡼいࠋ 

࣭領土問題ࠊࡣ本文ࡢほࠕࠊ地理ア࡛ࠖࢫࢭࢡ補足㸦㸰ペ࣮ࢪ㸧 

࣭防災ࡣ本文ࡢほࠕࠊ深ࡼࡵうࠖ㸦震災防災࣭減災ࡢ取ࡾ組ࡳ㸧㸦㸰

ペ࣮ࢪ㸧 
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教科名㸦社会科࣭地理的ศ㔝㸧 

項  目 中学社会 地理 地域ࡪ࡞ࡲ  㸦教出࣭㸯㸵㸧 

教育基本法ࠊ学校

教育法ࡢୗࡢ中学

校学習指導要領ࡢ

教科ࡢ目標ࡢ

 ࡾわ

࣭世界ࡢ諸地域ࠊ日本ࡢ諸地域ࢆ࣐࣮ࢸࢀࡒࢀࡑ設定ࠊ࡚ࡋ各地域ࡢ地理的

特色ࢆ追究ࡋ理解ࢆ深ࡿࡵ構成࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

ࡢ資料ࠊࢀࡉ掲載鮮明ࠊくࡁ大ࡀ資料ࡢ࡞地形図࣭図表࡞必要ࠊࡓࡲ࣭

ㄞࡳ取ࡋࡀࡾやすいࠊࡓࡲࠋ資料ࢆㄞࡳ取ࡢࡵࡓࡿ解ㄝ㸦ࠕ地理アプࣟ

࣮チࠖ㸧ࠊࡾࡼ資料活用能力ࠊࡋࡤࡢࢆ地理的࡞見方࣭考え方ࢆ深ࡿࡵ

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 

 

 

 

内   容 

＜ᇶ礎的・ᇶ本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞  

࣭諸地域ࡢ学習ࡢ初ࡢࡵペ࣮ࠊࢪ地形図雨温図ࡀ掲載ࠊࢀࡉ地形気温

表ࡵࡲࡢ学習ࠕࠋࡿい࡚ࢀࡉࡀ工夫ࡿࡏࡉࡅࡘ身ࢆ㛵連性ࡢ特色ࡢ

現࡛ࠖ༢元ࡢ学習ࡾࡩࢆえࠊࡾ基礎基本ࡢ定着ࢆ図ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿう

配慮࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

＜思考力、判断力、表現力等を育ᡂすࡿ工夫＞  

ࡲࠕうࠖࡑ表ࡁ書ࠕࡶࢆ学習ࡢ本時ࠊ࡛࣮ࢼコ࣮ࡢࠖࡿえࡾࡩࠕ࣭

 ࠋࡿࡀ࡞ࡘ育成ࡢ表現力等ࠊࢀࡉ設定ࡀ課題ࡢ࡞うࠖࡼࡵ

自ศ࡛ࣞࠊ༢元࡛ࡢ調査ࠖࡢ地域࡞身近ࠕ調査ࠖࡢ地域࡞様々ࡢ世界ࠕ

合い࣭学びあࡋプ࡛話࣮ࣝࢢࢆ結果ࡢ࡞調査活動ࠊࡾࡓࡵࡲࢆࢺ࣮࣏

いࡢ活動ࢆ行いࠊ言語活動ࢆ育成すࡀࡇࡿ可能࡛あࠋࡿ 

＜主体的学習取ࡾ組む態度を養う工夫＞  

࣭生徒࡚ࡗ親ࡳࡋやすい中学生や教師ࡢキࣕラࢡタ࣮ࡀ登場ࠊࡋ気࡙ࡁ

や問いࠊ学習ࡢ手ࡀ࡞ࡾࡀ示࡚ࢀࡉいࠋࡿ学習者ࡢ視点ࢆ取ࡾ入ࡿࢀ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉう工夫ࡼࡿࡵ組ࡾ取学びࡽࡀ࡞ࡋ共感ࠊ࡛ࡇ

＜地理的࡞見方や考え方のᇶ礎をᇵう工夫＞ 

࣭各種ࡢ主題図ࢆ資料࡚ࡋ活用࡛ࡼࡿࡁうࠊ課題ࡶ付ࡅ加え࡚いࠋࡿP78 

࣭特設ペ࣮ࠕࢪ地域ࡽ世界ࢆ考えࡼうࠖࠕ現代日本ࡢ課題ࢆ考えࡼう࡛ࠖ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞ࢪペ࣮ࡿࡏࡉ考えࢆ課題࡚ࡋ通ࢆ課題࡞日的ࠊࡣ

＜ᡃが国の国土及び世界の諸地域関すࡿ地理的認識を養う工夫＞ 

࣭各地域ࡢ㸯時間毎学習課題ࢆ設定ࡾࡩࠕࠊࡋえ࡚ࡏࡉࡵࡲ࡛ࠖࡿい

ࡼえࡽࢆ～࡚ࡵ決ࢆ࣐࣮ࢸࠕࠊࡵࡓࡿࡏࡉ捉えࢆ特色ࡢ地域全体ࠋࡿ

うࠖいう学習課題ࢆ設定࡚ࡋいࠋࡿ 

色 

 

 

 

 

資  料 

〇学習効果ࢆ高ࠊࡵࡓࡿࡵ資料ࡼࡢう࡞工夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

入ࡽ写真ࠊい࡚࡚ࡗ入ࡽ雨温図地図ࠊࡣ導入࡛ࡢ諸地域ࠖࡢ世界ࠕ࣭

 ࠋ弱いࡀࡾく࡙ࢪイ࣓࣮࡞うࡼࡿ

表記࣭表現 

○生徒ࡢ理解ࢆ高ࠊࡵࡓࡿࡵ言語や࣭用語࣭記号等ࡢ使い方ࡼࡢう࡞工

夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

࣭学習ࡢ導入㸦本文冒頭ࠊ資料࡞㸧ࠊࡽ学習課題ࢆࢀࡑࠊ解決すࡿ文章ࠊ

確ࡢ学習事項ࠊやすくࡳ大変ㄞࠊࡾ࠾࡚ࡗ整ࡀ記述構成ࡿࡓいࡵࡲ

実࡞定着ࢆ図ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿう配慮࡚ࢀࡉいࠋࡿ本文資料ࢆ結びࡅࡘ

 ࠋࡿい࡚ࡋう工夫ࡼࡿࡏ促ࢆ自主学習ࠊࡾࡼ番号ࡿ

総   括 

㸦全体的࡞特徴ࡢࡑࠊ㸧 

ࠊࢀࡉ設定ࡀ貫く学習課題ࢆ༢元ࡣ諸地域࡛ࠖࡢ日本ࠕ諸地域ࠖࡢ世界ࠕ࣭

毎時間ࡀ⥅⥆性ࡢあࡿ学習ࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞地域的特色ࢆ捉えやすいࠋ 

࣭日本ࡢ領域P128ࠊ領土問題P130：㸱国ࡢ対立ࡢ歴ྐ的背景地図資料

࡛具体的明示࡚ࡋいࠋࡿ 

第㸰㸯᥇択地区教科用図書᥇択協議会  

 

 

 

 



教科名㸦社会科࣭地理的ศ㔝㸧 

項  目 社会科 中学生ࡢ地理 世界ࡢ姿日本ࡢ国土  㸦帝国࣭㸲㸴㸧 

教育基本法ࠊ学校

教育法ࡢୗࡢ中学

校学習指導要領ࡢ

教科ࡢ目標ࡢ

 ࡾわ

表現方ࠊ考え方ࠊ見方࡞具体的ࡢ資料ࠊࡾࡼ࣮ࢼくࠖコ࣮ࡀࡳࢆ技能ࠕ࣭

法࡞地理学習必要࡞技能ࢆ習得࡛ࡼࡿࡁう工夫࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

࣭世界ࡢ諸地域࣭日本ࡢ諸地域ࠊࡶ導入写真㸦㸰ペ࣮ࢪ㸧→自然環境→

生活࣭文࣭産業ࢆ࣐࣮ࢸࠊ設定ࡓࡋ学習ࡢ配列࡛ࠊ各地域的特色ࢆ追究

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞いく構成࡚ࡋ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 

 

 

 

内   容 

＜ᇶ礎的・ᇶ本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞  

学ࠊࡋ紹ࢆ࣒コラࡿࡅࡘ身ࢆ技能࡞基礎的ࡢく࡛ࠖ地理ࡀࡳࢆ技能ࠕ࣭

習ࢫキࣝࢆ学ࡪ学習活動ࡀ設定࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

＜思考力、判断力、表現力等を育ᡂすࡿ工夫＞  

࣭見開ྑࡁୗࠕㄝ明ࡼࡋうࠖࠕ確認ࡼࡋうࠖࡢコ࣮ࠊࡾࡼ࣮ࢼ本時ࡢ学習

行う場ࢆ言語活動ࠊ࡚ࡋ表現ࡾࡓࡵࡲ文章ࡾ࡞自ศࠊࡾえࡾࡩࢆ

面ࡀ設定࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

＜主体的学習取ࡾ組む態度を養う工夫＞  

࣭世界ࡢ諸地域ࠊ日本ࡢ諸地域ࠊࡶ各節ࡢ冒頭㸰ペ࣮ࡢࡑࢪ地域ࡢ地理

的特色ࢆあࡽわす写真ࡀ導入資料࡚ࡋ掲載ࠊࢀࡉ学習すࡿ地域興味㛵

心ࢆ引ࡁ出す工夫࡚ࢀࡉࡀいࠋࡿ 

＜地理的࡞見方や考え方のᇶ礎をᇵう工夫＞ 

࣭学習課題ࢆ毎時間設定すࠊࡶࡿ特色や変等着目࡚ࡏࡉ地理的࡞

見方ࢆ養う課題ࢆ設定ࠊࡋ学習ࢆ追究࡛ࡼࡿࡁう工夫࡚ࡋいࠋࡿ 

＜ᡃが国の国土及び世界の諸地域関すࡿ地理的認識を養う工夫＞ 

特色ࡢ地域ࡽ写真資料ࡵ始ࠊࡣ諸地域࡛ࠖࡢ日本ࠕ諸地域ࠖࡢ世界ࠕ࣭

理解ࢆ歴ྐ文等㸧ࠊ気候ࠊ自然環境㸦地形ࡿࡅ裏付ࢆࢀࡑ次ࠊ捉えࢆ

い࡚ࡋ提示ୗࢪペ࣮ྑࡁ見開ࢆ学習課題ࡿ捉えࢆ地域的特色࡛ࡇࡇࠊࡋ

学習ࠕ最後ࠋࡿい࡚ࡏࡉ追究ࡅ興味付ࡽ写真資料ࢆ特色ࡢ各地域ࠋࡿ

い࡚ࡵࡲい࡚表ࡘ࣐࣮ࢸう࡛ࠖ学習ࡼࡋㄝ明ࠕう࡛ࠖࢁえࡾࡩࢆ

 ࠋࡿ

色 

 

 

 

 

資  料 

〇学習効果ࢆ高ࠊࡵࡓࡿࡵ資料ࡼࡢう࡞工夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

࣭写真資料ࠊࡀ現地取材ࢆ行い世界࣭日本ࡢ人々ࡢ生活࣭営ࡀࡳわࡼࡿう

く見やすࡁ大࡞ラフࢢࠊ写真資料や地図ࡢ幅広ࠋࡿい࡚ࢀ使わࡀࡢࡶ࡞

く提示ࠊࢀࡉ興味㛵心ࡀ高ࡼࡿࡲう工夫࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

表記࣭表現 

○生徒ࡢ理解ࢆ高ࠊࡵࡓࡿࡵ言語や࣭用語࣭記号等ࡢ使い方ࡼࡢう࡞工

夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

࣭文章ࠊࡣ具体的࡞事例ࢆ交えࠊࡾࡓ地理的事象ࡢ背景ࡶ࡞解ㄝࡀあࠊࡾ

寧࡛理解ࡋやすいࡼう配慮࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

総   括 

㸦全体的࡞特徴ࡢࡑࠊ㸧 

࣭写真資料ࡀ多くࠊ生徒ࡢ興味や㛵心ࢆわࡽࡀ࡞ࡏ学習ࡀ進࡛ࢇいࠋࡿ 

࣭日本ࡢ領域P1「『ࠊ領土問題P1「6：方領土国境ࡢ変ࡢ地図ࢆ掲載࡚ࡋい

 ࠋࡿ

࣭自然災害P1『『 災害ࡢ備えP1『6 ハ࣐ࢻ࣮ࢨップP1『8㸦ࢺライアࣝ地理㸧 

第㸰㸯᥇択地区教科用図書᥇択協議会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科名㸦社会科࣭地理的ศ㔝㸧 

項  目 中学社会 地理的ศ㔝㸦日文࣭㸯㸯㸴㸧 

教育基本法ࠊ学校

教育法ࡢୗࡢ中学

校学習指導要領ࡢ

教科ࡢ目標ࡢ

 ࡾわ

࣭世界ࡢ諸地域࣭日本ࡢ諸地域ࠊࡶ各州࣭各地域ࡈ適ษࢆ࣐࣮ࢸ࡞

設定ࡶࢆࢀࡑࠊ࡚ࡋ地域的特色ࢆ追究࡚ࡋいく構成࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

自由ࠕࢪ特設ペ࣮ࡿࡆୗࡾ掘ࢆ学習ࡢ州࣭地方ࠊ࡛ࢪ㸰ペ࣮ࡢ最後ࠊࡓࡲ࣭

研究ࠖࠕ地域࣓ࡢࡽッࠕࠖࢪ࣮ࢭ学習ࠊࡾࡼࠖࡵࡲࡢ州࣭地方ࡢ地

域的特色ࡘࢆい࡚ࠊ理解ࢆ深ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵう工夫࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 

 

 

 

内   容 

＜ᇶ礎的・ᇶ本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞  

 ࠋࡿい࡚ࡋ紹ࢆ技能ࡪキࣝUP࡛ࠖ地理࡛学ࢫࠕ࣭

＜思考力、判断力、表現力等を育ᡂすࡿ工夫＞  

࣭言語活動コ࣮࣮ࢼ㸦考えࡼう࣭伝えࡼう࣭ㄞࡳ取ࢁう㸧ࠕࠊ学習ࡢ確認活

用ࠖࢺࠕࠊライࠖࢫࠕキࣝUPࠖࠕ学習ࠊ࡞ࠖࡵࡲࡢ毎時間ࠊ言語活動

 ࠋࡿい࡚ࡋ設定ࢆ

＜主体的学習取ࡾ組む態度を養う工夫＞  

࣭見開1࡛ࡁ時間ࢆ設定ࠊࡋ最初学習課題ࡿ࡞キࣕラࢡタ࣮ࡢ吹ࡁ出ࡀࡋ

あࢬ࣮࣒ࢫࠊࡾ学習入ࡿࢀ工夫ࡀあࠋࡿ 

＜地理的࡞見方や考え方のᇶ礎をᇵう工夫＞ 

࣭毎時間ࡢ始ࡵ学習課題ࢆ提示ࠊࡋ最後ࠕ確認ࠖࠕ活用࡛ࠖㄝ明やࡉ

 ࠋࡿい࡛ࢇ込ࡾ盛ࢆ内容ࡿ深く考えࡽ

＜ᡃが国の国土及び世界の諸地域関すࡿ地理的認識を養う工夫＞ 

入ࡽ気候地形図࡚ࡋ導入ࠊࡣ諸地域࡛ࠖࡢ日本ࠕ諸地域ࠖࡢ世界ࠕ࣭

事象ࡢ個々ࠋࡿい࡚ࡋ提示ࢆ学習課題࡞ࡁ大ࠊ࡛ୖࡓࡋ理解ࢆ自然環境ࡾ

学࡞ࡁ大ࠊ࡚ࡋࡵࡲࡢ学習最後ࠋࡿい࡚ࡆあࢆ地域的特色࡚ࡋ通ࢆ

習課題ࢆࡵࡲࡓࡗࡑ穴埋ࡵ文章࡛ࡿࡵࡲ課題ࢆ提示࡚ࡋいࠋࡿ 

色 

 

 

 

 

資  料 

〇学習効果ࢆ高ࠊࡵࡓࡿࡵ資料ࡼࡢう࡞工夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

࣭世界や日本ࡢ地理的特色ࢆイ࣓࣮ࡿࡁ࡛ࢪ写真ࠊ地図資料ࡀ豊富ࠋ地形図

やศ布図ࠊ雨温図ࢧࡀイࢬ配置ࡀ統୍ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ資料ࡢࡽㄞࡳ取ࡾ

 ࠋやや弱いࡀ強弱ࡢ方ࡏ見࡞ࡿ変えࢆࡉࡁ大ࡢ資料ࠋࡿい࡚ࡋ容易ࢆ

表記࣭表現 

○生徒ࡢ理解ࢆ高ࠊࡵࡓࡿࡵ言語や࣭用語࣭記号等ࡢ使い方ࡼࡢう࡞工

夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

࣭本文ࡢ文字㔞ࡀ適㔞࡛ࠊ具体例や地理的事象ࡢ㛵連性や結びࡶࡁࡘ踏ࡲえ

ࡿࡅࡘࢆ図番号ࠊい࡚࠾㛵連ࡢ資料ࠋࡿい࡚ࡋやすく解ㄝࡾわࠊ࡚

 ࠋࡿい࡚ࡋ明確ࠊ࡛ࡇ

総   括 

㸦全体的࡞特徴ࡢࡑࠊ㸧 

࣭見開1࡛ࡁ時間ࡢ中ࠊ学習課題や課題対すࢆࡵࡲࡿ言葉࡛ࡿࡵࡲ工

夫࡚ࢀࡉࡀいࠊࡓࡲࠋࡿコラ࣒や現地ࡢ人ࡢ声ࢆ載࡚ࡋࡾࡓࡏ学習ࢆ深ࡵ

 ࠋࡿあࡀ手立࡚ࡿ

࣭防災学習：P1『『～ ࠕ地域࣓ࡢࡽッࠖࢪ࣮ࢭP1『6～1『9 

          東日本大震災ࠊ༡海ࢺラフࠊハ࣐ࢻ࣮ࢨップ 

࣭日本ࡢ領域P116 領土問題P118  

方領土国境ࡢ変ࡢ地図ࢆ掲載࡚ࡋいࠋࡿ 

                方領土࣭竹島࣭尖㛶諸島ࡢ位置    

第㸰㸯᥇択地区教科用図書᥇択協議会  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

䠍　内容別ペ䞊䝆数
東京書籍 教育出版 帝国書院 日ᮏ文教出版

第䠍編　世界の䛥ま䛦まな地域
　第䠍章　世界の姿 㻝㻢 㻝㻞 㻝㻞 㻝㻞

　第䠎章　世界各地の人々の生活䛸環境 㻞㻞 㻝㻤 㻝㻥 㻝㻤

　第䠏章　世界の諸地域 㻣㻞 㻣㻜 㻣㻣 㻣㻜

　第䠐章　世界の䛥ま䛦まな地域の調査 㻝㻞 㻝㻞 㻥 㻥

第䠎編　日ᮏの䛥ま䛦まな地域
　第䠍章　日ᮏの姿 㻝㻠 㻝㻝 㻝㻞 㻝㻤

　第䠎章　世界䛸比べた日ᮏの地域的特色 㻟㻢 㻞㻟 㻟㻡 㻟㻤

　第䠏章　日ᮏの諸地域 㻤㻣 㻥㻜 㻥㻤 㻤㻢

　第䠐章　身近な地域の調査 㻝㻤 㻝㻠 㻝㻜 㻝㻟

   索引 㻠 㻠 㻠 㻠

   資料ペ䞊䝆䠄巻頭䞉巻ᮎ䠅 㻣 㻤 㻣 㻥

   総ペ䞊䝆数 㻞㻥㻡 㻞㻣㻥 㻞㻤㻜 㻞㻤㻝

䠎　取䜚上げ䛶い䜛地域
東京書籍 教育出版 帝国書院 日ᮏ文教出版

世界の䛥ま䛦まな地域の調査 韓国 インド 韓国 ロ䝅ア連邦

 䛂身近な地域䛃䛷取䜚上げ䛶い䜛市町村䠄区䠅名 静岡市 名古屋市 練馬区 愛知県小牧市

䠏　項目数
東京書籍 教育出版 帝国書院 日ᮏ文教出版

 発展的な学習䠄コラム䠅 㻡㻜 㻠㻟 㻞㻞 㻡㻡

 学び方䞉調べ方䠄䝇キル䞉技能䠅 㻝㻢 㻝㻢 㻞㻡 㻟㻞

䠐　項目別資料数
東京書籍 教育出版 帝国書院 日ᮏ文教出版

 統計資料 㻟 㻞 㻜 㻞

世界の農産物䠄写真資料䠅 あ䜚 あ䜚 あ䜚 な䛧

䠑　その他
写真の配列 東京書籍 教育出版 帝国書院 日ᮏ文教出版

左ペ䞊䝆上
の写真䛜大
䛝め

社会科≋地理的分野≌調査資料



教科名㸦社会科・地図帳㸧 

項  目 新編 新ࡋい社会 地ᅗ㸦東書࣭㸰㸧 

教育基本法ࠊ学校

教育法ࡢ下ࡢ中

学校学習指導要

領ࡢ教科ࡢ目標

 ࡾわࡢ

○日本や世界の地理的事象対すࡿ関心を高ࠊࡵ広い視野立ってᡃࡀ国の国土

及び世界の諸地域の地域的特色を考察しࠊ理解させࡿたࡵのࡼう࡞工夫ࡀ

見ࠋࡿࢀࡽ 

࣭資料ᅗやࣛࢢフ࣭写真を組ࡳ合わせࠊ多面的考えࡿ資料ࡀ豊富࡛あࠋࡿテ࣮

マ沿ࡓࡗ㸯ࡘ㸯ࡢࡘ地域的特色を理解ࡋやすいࠋ 

○地理的࡞見方や考え方のᇶ礎をᇵうたࠊࡵのࡼう࡞工夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

࣭注目ࡓࡋい記号視点を置い࡚いࠊࡀࡿわࡽ࡙ࡾいࡶࢁࡇあࡼࡢࠊࡾう

 ࠋいࡋほࡀ視点ࡢいࡼࡽࡓࡋをࡇ࡞

○ᡃࡀ国の国土及び世界の諸地域関すࡿ地理的認識を養うたࠊࡵのࡼう࡞

工夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

࣭地ᅗや写真を関連࡙けࡓ活用ࡢ仕方を࡚ࡋいࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 

 

 

 

内   容 

＜ᇶ礎的・ᇶ本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞  

࣭地ᅗを大ࡁくࠊࡋ各地方ࡢ学習࡛ࠊࡣ自然࣭産業࣭人口ࡢ࡞資料ࡢ読ࡳ取ࡾ

をࡋやすく࡚ࡋいࠋࡿ 

＜思考力ࠊ判断力ࠊ表現力等を育ᡂすࡿ工夫＞  

࣭地方ࡢࡈ基本資料テ࣮マ資料ࡀ豊富࡛ࠊ調べ学習࡛࡞ࡲࡊࡲࡉ考察をすࡿ

 ࠋࡿࡁ活用࡛ࡢ

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫＞  

࣭国旗調べࡋࡀやすくࠊ教科書を学習すࠊࡶࡢࡿ全般的資料を᥈ࡋやすくࡋ

࡚いࠋࡿ 

＜地理的࡞見方や考え方のᇶ礎をᇵう工夫＞ 

ࡀࡇ資料を引くࡿ関連すࠊ記号࡛ࡢャンプࠖࢪࠕࠋࡿ豊富࡛あࡶ࡞フࣛࢢ࣭

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ事象を関連࡙け࡚考えࡢ複数ࠋࡿࡁ࡛

＜ᡃࡀ国の国土及び世界の諸地域関すࡿ地理的認識を養う工夫＞ 

࣭領土ࡣ裏表紙ࠊ写真地ᅗを結びࡘけ࡚示࡚ࡋいࠋࡿ 

 

 

色 

 

 

 

 

資  料 

〇学習効果を高ࡿࡵたࠊࡵ資料のࡼう࡞工夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ  

࣭教科書ࡢテ࣮マ学習ࡢ関連ࡓࡋ資料を活用࡛ࡼࡿࡁう࡚ࡋいࠋࡿ 

࣭都道府県ࡢ産品名所マ࣮ࢡや有名ࡣࡢࡶ࡞日本地誌ࡢ学習いせࠋࡿ 

表記࣭表現 

○生徒の理解を高ࡿࡵたࠊࡵ言語や・用語・記号等の使い方のࡼう࡞工夫ࡀ

見ࠋࡿࢀࡽ 

࣭比較的大࡞ࡁ地ᅗを使いࡶ࡛ࢀࡔࠊ見やすくすࡼࡿう࡞工ኵࡀ見ࡲࠋࡿࢀࡽ

 ࠋࡿい࡚ࡋࡉࡁ見やすい大ࡶ࡞記号ࠊ地ᅗを使いࡢࡉࡁ大࡞ࡲࡊࡲࡉࠊࡓ

総   括 
࣭教科書ࡢ補助資料ࠊ࡚ࡋテ࣮マ沿ࡓࡗ学習すࡢࡿ使いやすいࠋ 

 ࠋ見やすいࡔ鮮明ࡀ関係ࡢ文字色や色ࡋう少ࡶ࣭

第㸰㸯᥇択地区教科用ᅗ書᥇択協議会  

 

 

 

 

 



教科名㸦社会科・地図帳㸧 

項  目 中学校社会科地ᅗ㸦帝国࣭㸲㸴㸧 

教育基本法ࠊ学校

教育法ࡢ下ࡢ中

学校学習指導要

領ࡢ教科ࡢ目標

 ࡾわࡢ

○日本や世界の地理的事象対すࡿ関心を高ࠊࡵ広い視野立ってᡃࡀ国の国土

及び世界の諸地域の地域的特色を考察しࠊ理解させࡿたࡵのࡼう࡞工夫ࡀ

見ࠋࡿࢀࡽ 

࣭資料ᅗࡔけ࡛࡞ࡲࡊࡲࡉࡶ種類ࡀ数多く載ࠊࡾ࠾࡚ࡗ読ࡳ取ࡽࡀ࡞ࡾ地域的特

色をࡳࡘやすいࠋ 

○地理的࡞見方や考え方のᇶ礎をᇵうたࠊࡵのࡼう࡞工夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

ࡇࡿけࡘ見方や考え方を身ࡢ地ᅗࠊ࡛ࢡいう鉛筆マ࣮うࠖࡼࡳ࡚ࡗやࠕ࣭

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀ

○ᡃࡀ国の国土及び世界の諸地域関すࡿ地理的認識を養うたࠊࡵのࡼう࡞

工夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

 ࠋࡿ適ษ࡛あࡶ縮尺ࠋࡿい࡚ࡋ活用࡚ࡋࡾࡓ地ᅗを関連࡙けࡢ種類࡞ࡲࡊࡲࡉ࣭

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 

 

 

 

内   容 

＜ᇶ礎的・ᇶ本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞  

ࡗ取ࡳ地ᅗや資料ᅗを読ࠊࢀࡉ示ࡀ仕方ࡢ活用ࡢ地ᅗࠊ࡞目ࠖࡿ地ᅗを見ࠕ࣭

 ࠋࡿい࡚ࡋうࡼࡿࢀࡽけࡘ技能を身ࡿすࡾࡓ

 

＜思考力ࠊ判断力ࠊ表現力等を育ᡂすࡿ工夫＞  

࣭降水量農作物ࡣࡓࡲࠊ気温農作物ࡢ関連ࠊ࡞いくࡢࡘ資料ᅗを関連ࡉ

せ࡚考察すࡿ力を身ࡘけࡼࡿࢀࡽう࡚ࡋいࠋࡿ 

 

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫＞  

࣭地ᅗࡶ࡚ࡀ鮮明࡛見やすくࠊイメ࣮ࢪをࡼࡿࡵࡘうイࣛࡶࢺࢫ添え࡚い

࡚わࡾやすくࠕࠊやࡼࡳ࡚ࡗうࠖいう具体的࡞課題ࡀ設けࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽ生

徒自ࡀࡽ学習ࡋやすく࡚ࡋいࡿ 

 

＜地理的࡞見方や考え方のᇶ礎をᇵう工夫＞ 

࣭地ᅗを平面的見࡞ࡣ࡛ࡢࡿくࠊ山脈や河ᕝ࡞を意識࡚ࡋ地域をࡽえࡼࡿ

う࡞配色や表現をࠊࡾࡓࡋ地域ࡀࡾࡀ࡞ࡘࡢわࡿ地ᅗを新ࡓ載せ࡚ࡋࡾࡓ

いࠋࡿ 

 

＜ᡃࡀ国の国土及び世界の諸地域関すࡿ地理的認識を養う工夫＞ 

࣭領土ࡣ裏表紙ࠊ写真そࡢ写真ࡢ範ᅖを示ࡓࡋ地ᅗࠊ模式ᅗを組ࡳ合わせ࡚

示࡚ࡋいࠋࡿ 

 

 

色 

 

 

 

 

資  料 

〇学習効果を高ࡿࡵたࠊࡵ資料のࡼう࡞工夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ  

࣭地ᅗやࣛࢢフࡔけ࡛࡞くࠊ写真やイࣛࢺࢫを多用ࠊࡋ地ᅗを読ࡀࡇࡴ楽ࡋく

 ࠋࡿࢀࡽ見随所ࡀ工ኵ࡞うࡼࡿ࡞

表記࣭表現 

○生徒の理解を高ࡿࡵたࠊࡵ言語や・用語・記号等の使い方のࡼう࡞工夫ࡀ

見ࠋࡿࢀࡽ 

࣭国名㸦都道府県名㸧や地形࣭地形ࡢ様子ࠊ文字名ࠊ࡞印刷ࢀࡁࡶ࡚ࡀい࡛

目立ࡼࡘう表記࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

࣭色ࡢ強弱ࠊࡾ࠾࡚ࡋࡾࡁࡗࡣࡀ地名等を᥈ࡋやすいࠋ 

総   括 

࣭色や文字ࢀࡁࡀい࡛見やすいࠋ 

࣭地ᅗを見ࡿ視点ࡀศࡾやすくࠊ自主的調べࠋࡿࢀࡽ 

࣭地ᅗ遊びࡢ要素ࡀ含ࠊࢀࡲ見࡚い࡚楽ࡋくࡿ࡞工ኵࡀ施࡚ࢀࡉいࠋࡿ  

第㸰㸯᥇択地区教科用ᅗ書᥇択協議会  



 

社会科䠄地図䠅調査資料 
 

䠍 内容別ペ䞊䝆数䞉地図数   

 内    容 
 ペ࣮ࢪ数㸦％㸧  資料地ᅗࡢ数 

  東東  帝国   東書   帝国 
  世界全ᅗ 㸱 㸱   
   ࣭全体 㸯㸰 㸯㸮 㸯㸯 㸷 
   ࣭アࢪア 㸯㸶 㸰㸰，㸳 㸰㸱 㸱㸮 
  ࣭アフࣜ࢝ 㸴 㸱，㸳 㸷 㸯㸮 
  ࣭࣮ࣚロッパ࣭ロࢩア 㸯㸰 㸯㸰 㸯㸱 㸰㸱 
  ࣭南アメࣜ࢝ 㸯㸰 㸯㸰 㸰㸰 㸰㸱 
 セアニア 㸴 㸱 㸵 㸲࣭࢜  
  ࣭大西洋࣭ኴ平洋࣭インࢻ洋  㸱   
   ࣭日本全体 㸱 㸴   
   ࣭九ᕞ地方 㸵 㸴 㸷 㸯㸮 
  ࣭中国࣭四国地方 㸶 㸴 㸵 㸶 
   ࣭近畿地方 㸶 㸯㸮 㸯㸮 㸯㸯 
  ࣭中部地方 㸶 㸯㸰 㸯㸰 㸯㸲 
  ࣭関東地方 㸯㸮 㸯㸰 㸯㸲 㸯㸳 
  ࣭東地方 㸳 㸳 㸷 㸷 
  ࣭海道地方 㸷 㸵 㸷 㸵 
  ࣭自然環境㸦地形࣭気候㸧 㸲 㸲 㸷 㸯㸮 
   ࣭自然環境㸦災害࣭環境㸧 㸰 㸰 㸴 㸴 
  ࣭人口 㸰 㸰 㸴 㸴 
   ࣭資源や産業 㸯㸯 㸴 㸰㸶 㸰㸮 
  ࣭生活࣭文 㸰 㸯 㸲 㸱 
  ࣭地域間ࡢ結びࡁࡘ 㸲 㸰 㸶 㸵 
  統計資料 㸯㸮 㸷   
  索引 㸯㸱 㸷   
  総ペ࣮ࢪ数 㸯㸶㸲 㸯㸵㸴 㸰㸯㸴 㸰㸰㸳 

 

䠎 教科書会社䛾地図䛾特色 

＜東京書籍＞ 

䞉州䛾初䜑䛻地形䛾様子䠄山や海底䠅を表䛧た鳥

瞰図を載せ䛶い䜛䚹地形䛾特色䛿わ䛛䜚やす

い䚹ｐ䠎䠍䚸䠎䠎                                                            

䞉世界䛾州や日本䛾地方䛾基本図䛾他䛻䚸䛂基

本資料䛃䛸䛂テ䞊マ資料䛃䛻分け䛶地図や資料

を載せ䛶い䜛䚹䚸教科書䛾テ䞊マ学習䛾補助

的䛺資料䛸䛧䛶活用䛧やすい䚹 

䞉東京書籍䛷䛿䚸地図を大䛝く䛧䛶見やすく䛧た

䜚䚸地図記号䛻注目䛥せ䛶い䜛䚹 

䞉地図䛾色合いや䚸文字䛺䛹読䜏取䜚䛻くい部分

䛜あ䜛䚹紙面䛾䛦䜙䛦䜙感䛜あ䜛䚹 

䞉ｐ䠎䠎䛾都市䛾変遷䛷䛿䚸都市䛻人口䛜集中す

䜛様子を読䜏取䜚やすい䚹 

 

＜帝国書院＞                              

䞉帝国書院䛷䜒䚸鳥瞰図を載せ䛶い䜛䛜䚸地図䜒

大䛝く䚸地域䛾様子䛜イラ䝇ト䛺䛹を用い䛶わ

䛛䜚やすく䚸生徒䛜活用䛧やすい䚹ｐ䠎䠑䚸䠎䠒 

䞉色合いや文字䛜䛝䜜い䛷見やすい䚹 

䞉䛂やっ䛶䜏䜘う䛃䛸いう学習課題䛜設け䜙䜜䛶䛚

䜚䚸資料を比較䛧た䜚䚸関連䛵けた䜚䛧䛶䚸地

図帳単体䛷課題䛻せ䜎䜜䜛䜘う䛻工夫䛧䛶い

䜛䚹 

䞉帝国書院䛷䛿䚸䛂地図を見䜛目䛃䛸いう視点を設

け䚸特色䛻気䛵䛛せ䜛䜘う䛻䛧䛶い䜛䚹 

䞉帝国書院䛾䛂本州中央部䛃䠄ｐ䠍䠌䠏，䠍䠌䠐䠅䛿䛸

䛶䜒見やすく䚸歴史学習や修学旅行䛺䛹䛾校

外行事䛾事前学習䛸䛧䛶䜒活用䛧やすい䚹 

 

 



研究調査報告書  

教科ྡ㸦社会科࣭歴ྐ的ศ㔝㸧  

項 目 新ࡋい社会 歴ྐ㸦東書࣭㸰㸧 

教育基ᮏ

法ࠊ学校教

育法ࡢୗࡢ

中学校学習

指ᑟ要領ࡢ

教 

科ࡢ目標

࣭各章ࡢ終わࡾ次ࡢ章ࡢ初ࡢࡵ見開ࡁ㸰ࠊ࡛ࢪ࣮࣌時代ࢆ貫ࡃᖺ表ࡀ掲載ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ

時代ࡢ大࡞ࡁ流ࢀ㸦ྂ代࣭中世࣭近世等㸧やᑠ学校ࡢ既習事項ࢆ確認ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

ࠊࡋ紹ࢆ活動ࡪい࡚学ࡘ歴ྐࡢ地域࡞身近ࠊ࡛࣮ࢼコ࣮ࡢ歴ྐ᥈検隊ࠖࡢࡕࡓ私ࠕ࣭

郷土ࢆ愛ࡿࡍ態度ࢆ育࡚ࡿᕤኵࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

࣭ᡃࡀ国ࡢ歴ྐࡢ中࡛残ࡓࡁ࡚ࢀࡉ文化遺産ࢆ豊富取ࠊࡆୖࡾ国宝や㔜要文化財ࠊ世界

遺産ࡣマ࣮ࢆࢡ付ࠊࡋᡃࡀ国ࡢ伝統文化目ࢆ向ࠊࡅ尊㔜ࡿࡍ態度ࢆ育ᡂࡼࡿࡍう

 ࠋࡿい࡚ࡋ

 

 

特 

 

 

 

色 

内 

 

容 

＜基礎的・基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞ 

࣭見開ࡁ㸰࡛ࢪ࣮࣌㸯単位時間ࠊࡋᑟ入資料→ࠕ学習課題ࠖ→ᮏ文→ࠕ確認ࠖࡢ流࡛ࢀ

構造化ࠊࡋ学習内容ࡀ確実定着ࡼࡿࡍう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

࣭各章ࡢ最後ࠕ基礎基ᮏࡀࢪ࣮࣌ࡢࠖࡵࡲࡢあࠊࡾ㔜要語ྃࡢ確認ࠊ穴埋ࡵ問題࡞ 

基ᮏ事項ࡢ確認ࠋࡿࡁ࡛ࡀ 

＜思考力・判断力・表現力等を育ᡂすࡿ工夫＞ 

࣭各見開ྑࡢࡁୗࠕ確認ࠖやࡢࡇࠕ時代ࡢ特色ࡽࢆえࡼうࠖࠕ歴ྐ学習ࡼࡋࢆࡵࡲࡢ

うࠖࢆ設ࠊࡅ多様࡞言語活動࡚ࡗࡼ時代ࡢ特色ࢆ捉えࡼࡿࢀࡽう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う＞ 

࣭見開ࡁᕥୖ学習課題や資料ࡢ問いࡀ設定ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ㸯単位時間ࡈ主体的考え

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉᕤኵࡀ場面ࡢᑟ入ࡿࡏࡉ

＜ᡃࡀ国の歴史対すࡿ理解と愛情を深ࡵさせࡿ工夫＞ 

࣭巻頭ᡃࡀ国ࡢ国宝や㔜要文化財ࠊ世界遺産ࢆ紹ࠊࡶࡿࡍ文化ྐ十ศ࡞紙面

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉう配慮ࡼࡿࡁ育ᡂ࡛ࢆ資質࣭能力ࡿࡍ尊㔜ࢆ伝統や文化ࠊࡁ割ࢆ

＜ᡃࡀ国の歴史の大࡞ࡁ流ࢀを理解させࡿ工夫＞ 

࣭各章ࡢ終わࡾ次ࡢ章ࡢ初ࡢࡵ見開ࡁ㸰ࠊ࡛ࢪ࣮࣌時代ࢆ貫ࡃᖺ表ࡀ掲載ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ 

時代ࡢ流࡚ࡋࢪ࣮࣓ࢆࢀ確実捉えࡿᕤኵ࡚ࢀࡉࡀいࠋࡿ 

資 

料 

࣭復元写真や想像図ࠊ࡞歴ྐࢆ実感࡛ࡿࡁ資料ࡀ豊富࡛あࠋࡿᑠ࡞ࡉ資料ࡣ

実物大࡛掲載࡚ࡋあࠊࡾ大࡞ࡁ資料ࡣサࢆࢬ付ࠊ࡚ࡋ生徒ࢆࢪ࣮࣓ࡀ

持࡚ࡗ学習࡛ࡿࡁᕤኵ࡚ࢀࡉࡀいࠋࡿ地図࣭ࣛࢢフ等ࡢ図表ࡶ見やࡍい配色

ࠋࡿい࡚ࢀ使わࡀ  

表記  

࣭ 

表現 

࣭ᮏ文ࡢ語ྃࠊࡣ関ಀࡢあࡿ資料結ࡢࡵࡓࡿࡅࡘࡧ図番号ࡀ付࡚ࡋあࠊࡾ

学習内容ࢆ理解ࡋや࡚ࡋࡃࡍいࠋࡿ  

࣭敬体ࡢ文章࡛ࠊ寧࡛わࡾやࡍいᮏ文୍ࠊࡾࡼㄞ࡚ࡋ学習内容ࢆ理解࡛

ࠋࡿい࡚ࡋうࡼࡿࡁ  

総 括 資料ࢆ豊富掲載࡚ࡋ視覚的効果ࢆ高࡚ࡵいࠋࡿ絵画࣭写真࣭図表ࡢ࡞資料ࡀ鮮明

ୖࡢ基礎ࡢ学習ࡢᑠ学校ࠊࡣᑟ入部࡛ࡢ各時代ࠋいࡍやࡋࡀࡾ取ࡳㄞࡢࡽ各資料ࠊ࡛

ࠋࡿい࡚ࢀࡉうᕤኵࡼࡿࡁ࡛ࡀ活動࡞うࡼࡿࢀࡽࡆୖࡳ積系統的ࢆ学習ࡢ中学校ࠊ

 ࠋいࡍやࡋ把握ࢆࢀ流࡞ࡁ大ࡢᖺ表等࡛歴ྐࡢࡾ入ࢺࢫࣛ
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研究調査報告書  

教科ྡ㸦社会科࣭歴ྐ的ศ㔝㸧  

項 目 中学社会 歴ྐ ᮍ来ࡃࡽࡦࢆ㸦教出࣭㸯㸵㸧 

教育基ᮏ

法ࠊ学校教

育法ࡢୗࡢ

中学校学習

指ᑟ要領ࡢ

教科ࡢ目標

わࡢ

 ࡾ

࣭各時代ࡢ最初ࠊ日ᮏ࣭中国࣭朝鮮ࡢᖺ表ࡀ掲載ࠕࠊࢀࡉ時代ࡢ変化着目ࡋ

時ࡔࢇ学࡛ࡲࢀ表現࡛ࠖそࡵࡲࡢ学習ࠕࠊࡏࡉ意識ࢆ転換ࡢう࡛ࠖ時代ࡼ

代ࢆ大観ࠊࡏࡉ歴ྐࡢ大࡞ࡁ流ࢆࢀ理解ࡼࡿࡏࡉう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ  

࣭各時代ࡢ最後ࠕ学習ࡵࡲࡢ表現ࠖࢪ࣮࣌ࡢ掲載ࡓࢀࡉᖺ表࡛ࠊ中国࣭朝

鮮࣭世界ᡃࡀ国ࡢ関ಀࢆ矢印࡛࡚ࡆ࡞ࡘ示ࠊ࡛ࡇࡍ世界ࡢ歴ྐࢆ背景

ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁ理解࡛ࢆࢀ流ࡢ歴ྐࡢ日ᮏ  

࣭各時代文化遺産ࡢ写真ࢆ掲載ࠊࡋ国宝マ࣮ࢆࢡ付ࠊ࡚ࡋ文化ࡢ特色ࢆ考えࡿ

ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼ  

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

容 

＜基礎的・基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞ 

࣭巻頭ࠕ歴ྐࡢプ࣮ࣟチࠖࠊ࡛ࢪ࣮࣌ࡢ歴ྐ学習必要࡞絵画資料や系図ࡢ見方ࡢ࡞

ㄝ明ࡀあࠊࡾ生徒主体的学ࡽࡶ࡛ࢇうᕤኵ࡚ࢀࡉࡀいࠋࡿ 

＜思考力・判断力・表現力等を育ᡂすࡿ工夫＞ 

࣭見開ࡁ㸰ྑࡢࢪ࣮࣌ୗࡾࡩࠕえࠕࠖࡿㄞࡳ解ࡇうࠖࡢコ࣮ࠊ࡛࣮ࢼᮏ時࡛学習ࡓࡋ内

容ࢆ要約ࠊࡾࡓࡋㄝ明ࡿࡍࡾࡓࡋ活動ࡀ設置ࠊࢀࡉ言語活動ࡢ取ࡾ組ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡳう

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫＞ 

࣭学習課題ࡢ明示ࠊࡾࡼ課題意識ࢆ明確ࡾࡩࠕࠊࡁ࡛えࢁうࠖࠕㄞࡳ解ࡇうࠖࡢコ

ࡀ学習࡞主体的ࡢ生徒ࠊ࡚ࡋ通ࢆࡳ組ࡾ取ࡢ課題ࡢ表現࡛ࠖࡵࡲࡢ学習ࠕや࣮ࢼ࣮

 ࠋࡿい࡚ࡋうࡼࡿࡁ࡛

＜ᡃࡀ国の歴史対すࡿ理解と愛情を深ࡵさせࡿ工夫＞ 

࣭身近࡞地域ࡢ歴ྐࢆ調ࡿ学習ࠕ郷土ࡢ歴ྐࢆ᥈ࢁうࠖࠊࡀ各時代ࡈ設定ࠊࢀࡉ郷

土ࡢ伝統文化ࡢ関心ࢆ高ࡿࡵ学習࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

＜ᡃࡀ国の歴史の大࡞ࡁ流ࢀを理解させࡿ工夫＞ 

人ࡢ歴ྐୖࡓࡋᑠ学校࡛学習ࠊ࡛ࢪ࣮࣌ࡢうࠖࡼ考えࢆࡾ変わࡾ移ࡢ歴ྐࠕ࣭

物ࢆ振ࡾ返ࠊࡾ時代区ศやᖺ表ࡢ見方ࢆ࡞学ࡪ活動ࡀ設定࡚ࢀࡉいࠋࡿ  

資 

料 

࣭地図࣭ࣛࢢフࡢ資料ࡢ彩色ࡀ明ࠊࡃࡿ見やࡍいࠋ 

࣭写真ࡶ鮮明࡛ࠊ特白黒写真ࠊࡾ࠾࡚ࡋࡾࡁࡗࡣࡀ写真資料ࡢࡽㄞࡳ取ࡋࡀࡾやࡍいࠋ 

表記  

࣭ 

表現 

 ࠋࡿࢀࡉ軽減ࡀࡁࡎࡲࡘࡢࡳㄞࠊࡾあ࡚ࡗࡵ広ࡀ行間ࠋ適ษࡀࡉࡁ大ࡢ࡞ࡀࡾࡩ࣭

࣭ᮏ文ࡢ意味ࡢわࡃࡾい語ྃࡘい࡚ࠊ番号ࠊ࡚ࡅࡘࢆ欄外ㄝ明ࡀ表記࡚ࡋあࠊࡾ

生徒ࡢ自主学習ࡋࡀやࡍい表記࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

総 括 地図やࣛࢢフࡢ資料ࡢ配色ࡀᕤኵࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ資料ࡢࡽㄞࡳ取ࡋࡀࡾやࡍいࠊࡓࡲࠋ

巻ᮎࡢᖺ表ࠊࡣ全時代୍ࢆ覧࡛ࡿࡁ両開ࡢࡁ折ࡾ込ࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞ࢪ࣮࣌ࡳ時代ࡢ流ࢆࢀ

ࢺンࣄࡢ学習ࠊや問いࡁ気࡙ࠊ用い࡚ࢆタ࣮ࢡいキャࣛࡍやࡳࡋ親生徒ࠋいࡍやࡳࡘ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉᕤኵうࡼࡿࡵ組ࡾ取学習ࡽࡀ࡞ࡋ共感ࠊࢀࡉ示ࡀ࡞
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研究調査報告書  

教科ྡ㸦社会科࣭歴ྐ的ศ㔝㸧  

項 目 歴ྐ 日ᮏࡢ歴ྐ世界㸦清水࣭㸱㸳㸧 

教育基ᮏ

法ࠊ学校教

育法ࡢୗࡢ

中学校学習

指ᑟ要領ࡢ

教科ࡢ目標

わࡢ

ࡾ  

࣭各章ࡢ最後ࡼࡳ࡚ࡵࡲࠕうࠖࡢコ࣮ࠊࡾࡼ࣮ࢼ日ᮏࡢ歴ྐࡢ動ࢆࡁ世界ࡢ

動ࢆࡁ背景理解ࡿࡏࡉ学習ࢆ設࡚ࡅいࠋࡿ  

࣭日ᮏྐࢆ理解࡛ୖࡿࡍ必要࡞世界ྐ的࡞背景ࡘい࡚ࠊ地図資料ࢆ効果的掲

載࡚ࡋ寧記述࡚ࢀࡉいࠋࡿ  

࣭仮ྡ文字ࠊ絵画資料ࡢ見方ࠊ郷土資料館ࡢ活用法ࠊフࢻ࣮ࣝワ࣮ࡢ࡞ࢡテ

࣮マ࡛特設ࡀࢪ࣮࣌設ࠊࢀࡽࡅ文化遺産ࢆ尊㔜ࡿࡍ態度ࡢ育ᡂࡀ図࡚ࢀࡽい

ࠋࡿ  

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

容 

＜基礎的・基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞ 

࣭見開ࡁ㸰ࡢࢪ࣮࣌㸯時間ࡼࡳ࡚ࡵࡲࠕࡈうࠖࡢコ࣮ࠊ࡛࣮ࢼ授業ࡢ学習内容ࢆ文章

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤኵࡿࡏࡉ整理ࠊࡾࡓࡵࡲ࡛

＜思考力・判断力・表現力等を育ᡂすࡿ工夫＞ 

࣭見開ࡁ㸰ྑࡢࢪ࣮࣌ୗࡼࡳ࡚ࡵࡲࠕう࡛ࠖࠊල体的課題ࡀ提示ࠊࢀࡉᮏ時ࡢ学習ࢆ振ࡾ

返ࠊࡾ自ศࡢ言葉࡛表現ࠊ࡛ࡇࡿࡵࡲࡾࡓࡋ思考࣭判断࣭表現力ࡢ育ᡂࡼࡿࡁ࡛ࡀう

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫＞ 

歴࣭ྐୖࡢ事件や人物ࢆ取ࡓࡆୖࡾコ࣒ࣛや資料ࡀ随所掲載ࠊࢀࡉ生徒ࡢ興味関心ࢆ引ࡁ

出ࠊࡋ多面的歴ྐࢆ考察࡛ࡼࡿࡁう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

＜ᡃࡀ国の歴史対すࡿ理解と愛情を深ࡵさせࡿ工夫＞ 

ࠊࡆୖࡾ取ࢆ࡞留学生ࠊ人物伝ࠊ仮ྡ文字ࠊ伝ᢎ神話ࠊ࡛ࢪ࣮࣌ࡢいࠖࡓࡾ知ࡗࡶࠕ࣭

ᡃࡀ国ࡢ伝統や文化ࡧࡼ࠾世界与えࡓ影響ࢆ࡞提示ࠊࡋ歴ྐࡢ愛情国民࡚ࡋ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁ育ᡂ࡛ࡀ自覚ࡢ

＜ᡃࡀ国の歴史の大࡞ࡁ流ࢀを理解させࡿ工夫＞ 

࣭各章ᮎᖺ表や写真ࡽ࡞各時代ࢆ振ࡾ返ࠕࡿ〇〇ࡢ時代ࡼࡳ࡚ࡵࡲࢆう ࢪ࣮࣌ࡢࠖ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࢀࡽ考えࢆ歴ྐ的意義ࡢや出来事࣭事象ࡾ変わࡾ移ࡢ歴ྐࠊࡾࡼ

資 

料 

࣭歴ྐ地図や写真࣭文字資料࡞配色ࡀ豊ࠊ࡛豊富掲載ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ視覚的࡞効果ࢆ高

ࠊྠࡋ掲載ࡃࡁ大ࢆ世界地図࡞㔜要ࠋࡿい࡚ࡵ 時期ࡢ日ᮏࡢ歴ྐࢆ学ࠊ࡛ୖࡪ効果的࡛あ

 ࠋࡿ

表記  

࣭ 

表現 

࣭文章表現ࡣ寧࡛易ࠊࡃࡋㄞࡳやࡍいࠋ  

࣭各ࢪ࣮࣌半ศࡢ幅資料ࢆ掲載࡚ࡋいࠊ࡛ࡢࡿᮏ文ࡢ掲載幅ࡀ狭ࡃややㄞࡳ

ࠋいࡃ  

総 括 資料ࡀ豊富࡛生徒ࡢ興味関心ࢆ高ࠊࡵ各章ࠊ࡛ࢪ࣮࣌ࡢࡵࡲࡢ世界ࡢ動ࡶࡁ日

ᮏࡢ歴ྐࡢ動ࢆࡁ確認ࡿࡍᕤኵ࡚ࢀࡉࡀいࠋࡿ資料ࡀ豊富掲載࡚ࢀࡉいࠊࡀࡿᮏ文ࡢ㔞

 ࠋい࡞やや少ࡀ情報㔞ࠊࡣ࡚ࡋ教科書ࡢࡵࡓࡢ自主学習ࡢ歴ྐࠊ࡛ࡵ࡞少ࡀ

第㸰㸯᥇択地区教科用図書᥇択協議会  



研究調査報告書  

教科ྡ㸦社会科࣭歴ྐ的ศ㔝㸧  

項 目 中学生ࡢ歴ྐ 日ᮏࡢ歩ࡳ世界ࡢ動ࡁ㸦帝国࣭㸲㸴㸧 

教育基ᮏ

法ࠊ学校教

育法ࡢୗࡢ

中学校学習

指ᑟ要領ࡢ

教科ࡢ目標

わࡢ

࣭各章ࡢ初ࠕࡵタࠊ࡛ࢪ࣮࣌ࡢࠖࣝ࣋ࣛࢺ࣒各時代ࡢ想像図ࢆࢪ࣮࣓ࡽ大ࡘࡃࡁ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞ࡾ土台作ࡿࡍ大観ࢆ時代ࠊࡁ࡛ࡀࡇࡴ

࣭文化ྐࡀࢪ࣮࣌ࡢ充実ࡾ࠾࡚ࡋ㸦㸲࣭ࢪ࣮࣌豊富࡞資料㸧ࠊ伝統や文化ࡢ教養ࢆ深ࠊࡵ

ᡃࡀ国ࡢ郷土ࢆ愛ࡿࡍ心ࢆ養うࡼう配慮࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

࣭ྂ代ࡢ日ᮏ形ᡂࡘい࡚ࠊࡣ東ࢪ諸国ࡢわࢆࡾ㔜視ࡓࡋ記述࡚ࢀࡉࡀいࠋࡿ

日ᮏࠊࡾ࠾࡚ࡋ充実ࡀ記述ࡢࡁࡘࡧ結ࡢࣃッ࣮ࣟࣚࡢ近世ࠊ代文明や宗教ྂࠊࡓࡲ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉうᕤኵࡼࡿࡁ理解࡛ࡀ影響ࡢ

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

容 

＜基礎的・基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞ 

࣭見開ࡁ㸯時間ࠊ࡛ࢪ࣮࣌ࡢᑟ入資料→ࠕ学習課題ࠖ→ᮏ文→ࠕ確認ࡼࡋうࠖࠕㄝ明ࡼࡋ

うࠖࡢ流࡛ࢀ構造化࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

＜思考力・判断力・表現力等を育ᡂすࡿ工夫＞ 

࣭各部ᮎࠕࡢ学習ࢆ振ࡾ返ࢁう࡛ࠖࠕࠊࡣㄝ明ࡼࡋうࠖࡢ課題ࡀ設定ࠊࢀࡉ学習ࡓࡋ内容

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁ࡛ࡀ育ᡂࡢ表現力ࡿࡍࡾࡓࡋ表現ࡾࡓࡵࡲ言葉࡛ࡢ自ศࢆ

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫＞ 

࣭生徒࡚ࡗ親ࡳࡋやࡍいキャࣛࢡタ࣮ࢆ配置ࠊࡋ発問や気࡙ࠊࡁ学習ࡢ手࡞ࡾࡀ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉうᕤኵࡼࡿࡵ組ࡾ取学習主体的ࠊ࡚ࡋ提示ࢆ

＜ᡃࡀ国の歴史対すࡿ理解と愛情を深ࡵさせࡿ工夫＞ 

࣭文化ྐࠊࡣ࡛ࢪ࣮࣌ࡢ文化ࢆ形ᡂࡓࡋ人々ࡢ活動ࠊ人々ࡢດ力やᕤኵࡿࡍ姿

伝ࡢ日ᮏࠊࡋ掲載࡚ࡋ事例ࢆや伝統行事ࡾ祭随所ࠊࡾࡓࢀ触ࡶ࡞

統࣭文化ࡢ理解ࠊࡋಁࢆ尊㔜ࡿࡍ心ࢆ養えࡼࡿう࡚ࡋいࠋࡿ  

࣭領土ࡿࡄࡵࢆ問題ࡘい࡚特設ࢆࢪ࣮࣌設ࠊ࡚ࡅ現在至ࡢ࡛ࡲࡿ歴ྐ的経

緯ࢆ寧解ㄝ࡚ࡋいࠋࡿ  

＜ᡃࡀ国の歴史の大࡞ࡁ流ࢀを理解させࡿ工夫＞ 

࣭各章ᮎࠕࡢ時代ࢆ振ࡾ返ࢁう࡛ࠖࠊᖺ表࣭地図࣭資料ࡽ学習内容ࢆ振ࡾ返

ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍࢆ学習ࡿࡍ大観ࢆ時代ࠊࡋ整理ࢆ知識時間的࣭空間的ࠊࡾ

ࠋࡿ  

資 

料 

࣭写真࣭図࣭地図資料ࡀ豊富盛ࡾ込ࠊ࡚ࢀࡲ鮮明࡛ࠊ大ࠊࡃࡁ彩色ࡶ明ࠊࡃࡿ資料ࡢㄞ

ࡣ࣒ࠖ人物コࣛࠕࠋࡿࡵ高ࢆ興味関心ࠊࢀࡉ大判࡛掲載ࡣᑟ入資料ࠋいࡍやࡋࡀࡾ取ࡳ

日ᮏࡢ歴ྐ足跡ࢆ残ࡓࡋ人物ࢆ紹ࠊࡋ歴ྐ親ࡼࡿ࡚ࡶࡀࡳࡋうᕤኵ࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

表記  

表現 

࣭各見開ࠊࡣࡁᮏ文࣭資料࣭側注ࣞࡢ࡞ウࡀࢺ統୍ࠊࢀࡉ授業࣭学習ࡀ

進ࡵやࠊࡃࡍ知識ࡢ定着ࡍಁࢆ構ᡂ࡚ࡗ࡞いࠋࡿ  

総 括 各ࣞࠊࡶࢪ࣮࣌ウࡀࢺ統୍ࠊࢀࡉᮏ文資料ࣛࣂࡢン࡚ࢀࡀࢫいࠕࠋࡿᢏ能

うࡼࡿࡁ習得࡛ࡀᢏ能࡞基礎的࣭基ᮏ的ࡢ歴ྐ学習ࠊࡾ࠾࡚ࡋ充実ࡀ࣮ࢼコ࣮ࠖࡃࡀࡳࢆ

ᕤኵ࡚ࢀࡉいࠋࡿ人権ࡢコࣛࡀ࣒各単元盛ࡾ込ࠊࢀࡲ人権教育ࡢ推進ࢆ図ࡿᕤኵࡀ盛ࡾ

込࡚ࢀࡲい࡛ࢺࢫࣛࠋࡿ各時代ࡢ様子ࡋࢪ࣮࣓ࢆやࡍいᕤኵ࡚ࢀࡉ࡞ࡀいྂࠊࡀࡿ

代࣭中世等ࠊ歴ྐࡢ大࡞ࡁ流ࢆࢀ把握ࡿࡍᖺ表࡞ࢀࡽࡳࡣいࠋ 
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研究調査報告書  

教科ྡ㸦社会科࣭歴ྐ的ศ㔝㸧 

項 目 中学社会 歴ྐ的ศ㔝㸦日文 㸯㸯㸴㸧 

教育基ᮏ

法ࠊ学校教

育法ࡢୗࡢ

中学校学習

指ᑟ要領ࡢ

教 

科ࡢ目標

࣭各章ࡢ初ࠕࠊࡵ地図࡛見ࡿ世界ࡢ動ࡀࢪ࣮࣌ࡢࠖࡁあࠊࡾ世界地図࣭ᖺ表あわ࡚ࡏ

諸外国ࡢ歴ྐ日ᮏࡢ関わࢆࡾ関連付࡚ࡅ捉えࡼࡏࡉう࡚ࡋいࠋࡿ 

環境ࠊ防災ࠊ生活ࠊ文化ࡢ各時代ࠊ࡛ࢪ࣮࣌ࡢうࠖࡼࡆୗࡾ掘ࢆ歴ྐࠕࠖࡪ学先人ࠕ࣭

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤኵࡿࡵ高ࢆ興味関心ࠊࡋ補強ࢆ歴ྐ学習ࡽ視点࡞様々࡞

࣭世界ྂࡢ代文明や宗教ࠊ࡞ࡾࡇ࠾ࡢ世界ྐࡢ教材ࡀ充実࡚ࡋいࠊࡓࡲࠋࡿ全単元ࢆ通

国際的視ࡃ広ࠊ࡚ࡋ日ᮏྐࡢ中ࡢ世界ྐࠊࡋ掲載ࢆ地図や世界地図ࡢࢪ東ࠊ࡚ࡌ

㔝立࡚ࡗ理解࡛ࡼࡿࡁう࡚ࡋいࠋࡿ 

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

容 

＜基礎的・基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞ 

࣭見開ࡁ㸰ࢆࢪ࣮࣌㸯時間授業࡚ࡋいࠋࡿ何ࢆ学ࠕࢆࡪ学習課題࡛ࠖ明確示ࠊࢀࡉ

ᮏ文ࡢ記述資料୍ࡀ体化࡚ࡋ学習内容ࢆ捉えやࡍいࠋ 

＜思考力・判断力・表現力等を育ᡂすࡿ工夫＞ 

࣭各時代ࠕ学習ࡢ活用࣭ࡽえࡼう！〇〇時代ࡢ特色ࠖࡽࠕえࡼう！〇〇時代ࡢ転

換ࠖࡀ設定࡚ࡋあࠊࡾ資料ࡶࢆ調ࡾࡓ考えࠊ࡚ࡋࡾࡓわࢆࡇࡓࡗ自ศࡢ言葉

࡛表現ࡿࡍ学習活動ࡼࡿࡁ࡛ࡀう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫＞ 

主࡚ࡗࡶࢆ興味࣭関心ࡀ生徒ࠊ࡚ࡅ設ࢆࢪ࣮࣌ࡢࠖࡪ学先人ࠕࠖࡿࡆୗࡾ掘ࢆ歴ྐࠕ࣭

体的学習取ࡾ組ࡴᕤኵ࡚ࢀࡉࡀいࠋࡿ 

＜ᡃࡀ国の歴史対すࡿ理解と愛情を深ࡵさせࡿ工夫＞ 

࣭ᡃࡀ国ࡢ国宝や世界遺産ࢆ࡞豊富掲載࡚ࡋいࠊࡓࡲࠋࡿ文化財ࡢ保護࣭継ᢎ大ࡁ

養ࢆ態度ࡿࡍ大ษࢆ伝統や文化ࠊ࡚ࡋ紹ࡶࡳ組ࡾ取ࡢ先人や現在ࡓࡋࡓ果ࢆ役割࡞

 ࠋࡿい࡚ࡋう࠾

＜ᡃࡀ国の歴史の大࡞ࡁ流ࢀを理解させࡿ工夫＞ 

࣭各時代ࡢ前半ࠕ時代ࡢ転換ࠖࢆ捉えࡿ学習活動ࡀ展開࡛ࠖࡵࡲࠕࠊࡓࡲࠊࡋ習得ࡋ

 ࠋࡿい࡚ࡋ設定ࢆ学習活動ࡿ捉えࡃࡁ大ࢆ特色ࡢ時代࡚ࡋ活用ࢆ知識ࡓ

資 

料 

࣭写真資料࣭地図ࡀ大ࠊࡃࡁ鮮明掲載ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ生徒ࡢ資料ࢆㄞࡳ取ࡿ意

欲ࢆ喚起ࠊࡋ資料活用能力ࡢ向ୖࢆ図ࡼࡿう࡚ࡋいࠋࡿ  

࣭適所文化財ࡢ拡大図ࢆ示ࠊ࡚ࡋ仏像ࡢ表情や文化財ࡢ質感や色ࡀ࡞伝わ

ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿ  

表記 

࣭ 

表現 

࣭ᕥࡢࢪ࣮࣌ᕥ端ࠊ縦長ࡢᖺ表ࡀ示ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉࡢ時代ࡢ学習࡚ࡋࢆい

ࠋいࡍやࡋࡀ把握ࡢ時代ࠊࡢࡿ  

࣭ᖹ易࡞表現࡛ࠊ歴ྐࡢ流ࢀや因果関ಀ࡚ࢆいࡡい解ㄝ࡚ࡋいࠋࡿ  

総 括 見開ࢪ࣮࣌ྑࡁୗࠕ学習ࡢ確認活用ࠖࠊࡾࡼᮏ時ࡢ学習ࢆ振ࡾ返ࡿ学習

活動やࠊ自ศࡢ考えࢆㄝ明ࡍಁࢆࡇࡿࡍ問いࡀࡅ提示࡚ࢀࡉいࠊࡓࡲࠋࡿ

ࡓࡋ思考࣭判断࣭表現ࠊࡾࡓࡗ取ࡳㄞࢆ内容ࡢ図版ࠊ࡛࣮ࠖࢼ言語活動コ࣮ࠕ

ࠋࡿい࡚ࡗ࡞構ᡂࡓࡋ㔜視ࢆࢀ流ࡢ思考ࡢ授業や生徒ࠊࡋ示ࢆ活動ࡿࡍࡾ  
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研究調査報告書  

教科ྡ㸦社会科࣭歴ྐ的ศ㔝㸧  

項 目 新ࡋい歴ྐ教科書㸦自由社࣭㸰㸰㸳㸧 

教育基ᮏ

法ࠊ学校教

育法ࡢୗࡢ

中学校学習

指ᑟ要領ࡢ

教科ࡢ目標

わࡢ

ࢀࡉ解ㄝࡃࡍやࡾわࡀ解ㄝࡢ時代区ศ方ࡋ表ࡢᖺ代ࠊࡣえ方࡛ࠖࡽࡢ序章歴ྐࠕ࣭

࡚いࠋࡿ 

࣭各章ࡢ始࡛ࡵ歴ྐࡢ移ࡾ変わࡾや時代ࡢ大࡞ࡁ流ࢆࢀ理解ࡣࢪ࣮࣌ࡿࡏࡉ見࡞ࢀࡽいࠋ 

࣭世界࡞ࡶ࠾ࡢ歴ྐࠊ出来事࣮࣭ࣟࣚࢪࠊッࣃ情勢ࢆ取ࠊࡽࡀ࡞ࡆୖࡾ日ᮏࡢ出来事

 ࠋࡿい࡚述詳細ࢆ

ࠊい࡚ࡘ文化ྐや文化人ࠊ࡛࣮ࢼコ࣮ࡢいࠖࡓࡾ知ࡗࡶࠕップࠖやࢬ࣮ࣟࢡ人物ࠕ࣭

日ᮏࡢ文化ࢆ広い視㔝立࡚ࡗ紹ࠊࡋ歴ྐ対ࡿࡍ愛情ࢆ高ࡿࡵᕤኵࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

容 

＜基礎的・基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞ 

ࢆᮏ文ࡽ面ࡢ࡞社会ࠊ人物ࠊ文化ࠊࡾ࠾࡚ࡋ充実ࡀ࣮ࢼコ࣮ࡢいࠖࡓࡾ知ࡗࡶࠕ࣭

補足ࠊ࡚ࡋ歴ྐࡢ興味関心ࢆ高ࠊࡵ理解ࢆ深ࡿࡵᕤኵࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

基ᮏࠊࡾ࠾࡚ࡋ掲載࡚ࡋࡵࡲࡢ各章ࡀ用語解ㄝࡢ㸯㸮㸮字程度ࠊ歴ྐ豆辞࡛ࠖࠕ࣭

事項ࡢ理解୍ࡢຓ࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

＜思考力・判断力・表現力等を育ᡂすࡿ工夫＞ 

うࡼࡳ࡚ࡋう࣭ㄝ明ࡼࡳ࡚ࡵࡲࠊࡾ返ࡾ振ࢆ学習ࡢᮏ時ࠊ࡛ࠖࢪチャࣞンࡵࡲࠕ࣭

 ࠋࡿい࡚ࡋࢆᕤኵࡿࡵ高ࢆ思考࣭判断࣭表現力ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ設定ࡀ課題ࡢ࡞

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫＞ 

࣭各章ࡢ最後ࠕ各章ࠊ࡛ࠖࡵࡲࡢ時代比較࣭人物比較࣭ࡇࡦ作文ࡢ࡞課題ࡀ設定

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡵ深ࢆ学習課題࡛理解࡞発展的ࠊࢀࡉ

＜ᡃࡀ国の歴史対すࡿ理解と愛情を深ࡵさせࡿ工夫＞ 

࣭序章࡛地域ࡢ歴ྐࡢ調方ࢆල体的例示࡚ࡋいࠊࡓࡲࠋࡿ神話や国ྡࡢ由来ࠊ仏像ࡢ

見方ࠊ日ᮏࡢኳ皇ࠊ武士道忠義ࢆ࡞コ࡛ࣛࢪ࣮࣌ࡢ࣒解ㄝࠊࡋ幅広い知識教養ࠊ

日ᮏ人ࡢ道徳心や勤勉ࢆ࡞ࡉ考えࡿ機会ࡿࡏࡓࡶࢆᕤኵ࡚ࢀࡉࡀいࠋࡿ 

＜ᡃࡀ国の歴史の大࡞ࡁ流ࢀを理解させࡿ工夫＞ 

࣭巻ᮎ掲載࡚ࢀࡉいࡿ歴ྐᖺ表ࠊࡀ縦長表ࠊࡓࡲࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉᖺ号西暦ࡢ対照表ࡶ

掲載ࠊࢀࡉ出来事࣭事象ࡢ時代把握ࡋࢆやࡿࡍࡃࡍᕤኵ࡚ࢀࡉࡀいࠋࡿ 

資 

料 

࣭各ࡶࢪ࣮࣌ᮏ時ࡢ学習関連ࡿࡍ写真や図表ࢆ大ࡃࡁ掲載ࠊࡋ視覚的わࡾやࡃࡍ

学習࡛ࡼࡿࡁうᕤኵ࡚ࢀࡉࡀいࠋࡿ近現代ྐ࡛ࠊ全体的人物写真୍ࡀ部ぼやࡅ

࡚いࠋࡿ  

表記  

࣭ 

表現 

୍࣭文ࡀ短ࠊࡃ簡潔࡛ㄞࡳやࡍいࡶ࡞ࡀࡾࡩࠋ寧࡚ࢀࡽࡩいࠋࡿ常体࡛書࡚ࢀいࠋࡿ 

࣭㔜要語ྃࢆኴ字࡛あࡽわࠊࡶࡍ見開ࡈࢪ࣮࣌ࡁ学習課題ࢆ設ࠊࡅ課題意識ࢆ

 ࠋࡿい࡚ࡋࢆᕤኵࡿࡵ臨学習࡚ࡗࡶ

࣭他社比ࠊ࡚難解࡞語ྃ㸦高校ࡢ教科書࡛使わࡼࡿࢀう࡞語ྃ㸧ࡀ多ࡃ見ࠋࡿࢀࡽ 

総 括 ᮏ文ࡢ記述豊富࡞ㄞࡳ物資料ࠊ࡚ࡗࡼᡃࡀ国ࡢ歴ྐࡢ流ࢀや文化ࡢ特色ࢆල体的

学ࡼࡿう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ中学生ࡣ࡚ࡗ難解࡞語ྃࡀ随所使わࠊࡾ࠾࡚ࢀ資料ࡽ

考えࡿࡏࡉ場面ࡀ少࡞いࠋ主体的࡞学習活動ࡍಁࢆ例示ࡀやや少࡞いࠋ 
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研究調査報告書  

教科ྡ㸦社会科࣭歴ྐ的ศ㔝㸧  

項 目 新ࡋい日ᮏࡢ歴ྐ㸦育鵬社࣭㸰㸰㸵㸧 

教育基ᮏ

法ࠊ学校教

育法ࡢୗࡢ

中学校学習

指ᑟ要領ࡢ

教科ࡢ目標

わࡢ

ࡾ  

࣭各章ࡢ初ࠕࡵ歴ྐ絵巻ࠖࡢ○○ࠕ時代ࡼうࡇそࠖいうࢆࢪ࣮࣌設ࠊࡅ時代ࢆ大観

 ࠋࡿい࡚ࡋࢆᕤኵࡿࡏࡉえࡽࢆや特色ࢀ流࡞ࡁ大ࡢ時代ࠊࡋ

࣭各時代ࢆ代表ࡿࡍ日ᮏࡢ文化遺産や修学旅行࡛訪ࡿࢀ京都࣭奈良ࡢ代表的࡞建築物や彫

刻ࠊ日ᮏ࡞ࡶ࠾ࡢ遺跡࣭ྐ跡ࢆ࡞美ࡋいࢪࣅュ࡛ࣝ紹ࠊࡋ伝統や文化ࢆ尊㔜ࡿࡍ

態度ࢆ育ᡂࡿࡍᕤኵ࡚ࢀࡉࡀいࠋࡿ 

࣭ᡃࡀ国諸外国ࡢ歴ྐや文化ࡀ相互深ࡃ関わ࡚ࡗいࡘࡇࡿい࡚ࠊ各章ࢁࡇࡢࡇࠕ

世界ࠊ࡛ࢪ࣮࣌ࡢࠖࡣ日ᮏྠ時代ࡢ世界ࡢ視点࡛わࡾやࡃࡍ解ㄝ࡚ࡋいࠋࡿ 

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

容 

＜基礎的・基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞ 

࣭見開ࡁ㸰ࢪ࣮࣌㸦㸯授業時間㸧࡛ࠊ学習課題ࢆ明確ࠊࡋ㔜要語࣭ྃ㔜要人物ࡣ

ᮏ文࣭ࡃࡉいࡶࢇኴ字࡛表記ࠊࡋわࡾやࡍい構ᡂ࡚ࡗ࡞いࠋࡿ   

＜思考力・判断力・表現力等を育ᡂすࡿ工夫＞ 

࣭見開ྑࡁୗࠕ学習ࠖࡵࡲࡢや各章ᮎࠕ歴ྐ学習ࠖࡵࡲࡢ取ࡾ組ࠊ࡛ࡇࡴ学習ࡋ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉࡀᕤኵࡿ図ࢆ充実ࡢ言語活動࡞ࡿࡍ言葉࡛表現ࡢ自ศࠊ࡚ࡋ活用ࢆ内容ࡓ

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫＞ 

ࡾ取ࡁ聞࡞うࠖࡼࡳ࡚調ࢆ文化遺産ࡢ京都࣭奈良ࠕうࠖࡼࡳ࡚ࡅ出地域調査ࠕ࣭

調査࣭࣮ࣝࢢプ学習ࡢ࡞方法࣭事例ࢆ掲載ࠊࡋ作業的࣭体験的࡞学習ࡾࡼ歴ྐࡢ

理解ࢆ深ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

＜ᡃࡀ国の歴史対すࡿ理解と愛情を深ࡵさせࡿ工夫＞ 

࣭巻頭カ࣮࡛ࣛࢪ࣮࣌各時代ࢆ代表ࡿࡍ芸術や文化遺産ࢆ取ࠊࡾࡓࡆୖࡾ国家࣭社会࣭文

化ࡢ発展࡞尽ࡓࡋࡃ歴ྐୖࡢコࣛࡀࢪ࣮࣌ࡢ࣒充実ࠊࡾ࠾࡚ࡋᡃࡀ国ࡢ歴ྐ対ࡍ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉࡀᕤኵࡿ育࡚ࢆ愛情ࡿ

＜ᡃࡀ国の歴史の大࡞ࡁ流ࢀを理解させࡿ工夫＞ 

࣭各章冒頭ࠕࡢ歴ྐ絵巻࡛ࠖࠕࡣ鳥ࡢ目࡛ࠖ歴ྐࡢ流ࢆࢀ大観ࠕࠊࡋ〇〇ࡢ時代ࡼうࡇ

そ！࡛ࠖࠕࡣ虫ࡢ目࡛ࠖそࡢ時代ࡢ特色ࠊࡳࡘࢆ時代ࡢ大࡞ࡁ流ࢀ特色ࢆ理解࡛ࡁ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉう配慮ࡼࡿ

資 

料 

࣭各ୖࠊࡶࢪ࣮࣌㸱ศࡢ㸯ࢆࢫ࣮࣌ࢫࡢ使ࠊ࡚ࡗ関連ࡿࡍ資料ࢆ大ࡃࡁ載ࠊࡏ生徒ࡀ視

覚的興味࡚ࡗࡶࢆ取ࡾ組ࡼࡿࡵうᕤኵ࡚ࢀࡉࡀいࠊࡃࠋࡿ写真࣭絵画資料ࡢ注目

 ࠋࡿい࡚ࡋࢆ配慮ࡾ取ࡳㄞࡢ資料ࠊࡋ掲載࡚ࡋップࢬ࣮ࣟࢡࡽࡉࢆ箇所ࡁࡍ

表記  

࣭ 

表現 

࣭ᮏ文ࡣᖹ易࡞言葉࡛ࠊ様々࡞歴ྐ事象ࡢ意味や意義ࠊ事象間࡞ࡾࡀ࡞ࡘࡢ

ࡿࡅຓࢆ理解ࠊࡅࡘࢆ補足欄外ࠊࡣ用語࡞難解ࠋࡿい࡚ࡋㄝ明寧ࢆ

ᕤኵ࡚ࡋࢆいࠋࡿ  

総 括 写真や図表ࡢ࡞資料ࢆ効果的配置ࠊ࡚ࡋᮏ文ࡢ理解ࡀ深ࡼࡿࡲう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ

ࢬ࣮ࣟࢡ人物ࠕ日ᮏྐࠖࡇࡋ࡛࡞ࠕ場面ࠖྡࡢ歴ྐࠕン࣒࣮ࠖࢬ歴ྐࠕュ࣮ࠖࣅ歴ྐࠕ

養ࢆ表現力࡞適ษࠊ判断࡞公正ࠊ多面的࣭多角的考察ࡢ生徒ࡀ࣒コࣛ࡞多彩࡞ップࠖ

うࠊࡔࡓࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ全体的ࡢࡽࢀࡇㄞࡳ物資料ࡀ多ࡃ内容ࡶやや難ࡋい所ࡶあࠋࡿ 
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社会科䠄歴史的分野䠅調査資料 

   

䠍 内容別ペ䞊ジ数 

 東書 教出 清水 帝国 日文 自由社 育鵬社 

 (1)歴ྐࡢ流ࢀ地域ࡢ歴  ྐ  㸯㸲 㸷   㸰 㸯㸯 㸯㸲  㸯㸱   㸳 

 (2)ྂ代ࡢ࡛ࡲ日ᮏ  㸲㸲 㸱㸶 㸳㸰  㸱㸶  㸲㸲  㸳㸴  㸳㸯 

 (3)中世ࡢ日ᮏ  㸱㸲 㸱㸲  㸱㸰  㸱㸴  㸱㸶  㸰㸶  㸱㸯 

 (4)近世ࡢ日ᮏ  㸲㸲 㸲㸰  㸳㸴  㸳㸰  㸳㸮  㸲㸲  㸳㸲 

(5)近代ࡢ日ᮏ世界  㸷㸶 㸯㸮㸱 㸯㸮㸯  㸷㸵  㸷㸶  㸷㸵  㸷㸶 

 (6)現代ࡢ日ᮏ世界  㸱㸵  㸱㸯  㸰㸵 㸰㸶  㸱㸴  㸲㸲  㸰㸴 

   索引  㸯㸮  㸶  㸯㸰   㸳   㸶   㸷   㸶 

   資料ࢪ࣮࣌㸦巻頭࣭巻ᮎ㸧   㸷 㸯㸲   㸶   㸶  㸯㸱   㸷  㸯㸮 

   総ࢪ࣮࣌数 㸰㸶㸵 㸰㸵㸲 㸰㸶㸵㸰㸴㸶 㸰㸷㸳 㸰㸶㸶 㸰㸷㸮 

 

䠎 取䜚上げてい䜛人物䞉文化遺産 

  㻔㻝㻕 取䜚上げてい䜛歴史上の人物䠄数䠅 

 東書 教出 清水 帝国 日文 自由社 育鵬社 

 原始࣭ྂ代   㸰㸯   㸯㸴   㸰㸮   㸯㸷   㸯㸳   㸰㸮   㸰㸱 

 中世   㸰㸵   㸰㸱   㸰㸴   㸰㸱   㸯㸷   㸰㸱   㸰㸳 

 近世   㸱㸯   㸰㸵   㸲㸮   㸰㸶   㸰㸶   㸱㸱   㸲㸲 

 近代   㸳㸰   㸳㸳   㸲㸲   㸳㸲   㸲㸵   㸲㸷   㸵㸰 

 現代    㸴    㸲    㸳    㸵   㸱    㸴    㸶 

 合計 㸯㸱㸵 㸯㸰㸳  㸯㸱㸳  㸯㸱㸯 㸯㸯㸰  㸯㸱㸮  㸯㸵㸰 

 

 㻔㻞㻕 取䜚上げてい䜛文化遺産䠄数䠅 

 東書 教出 清水 帝国 日文 自由社 育鵬社 

 原始࣭ྂ代   㸯㸴   㸯㸴   㸰㸯   㸯㸳   㸯㸱   㸯㸶   㸯㸷 

 中世    㸷    㸷   㸯㸮    㸷    㸴    㸵    㸳 

 近世   㸯㸮   㸯㸯    㸶    㸵    㸵    㸱    㸴 

 近代    㸵    㸰    㸱    㸲    㸲    㸰    㸲 

 現代    㸮    㸯    㸮    㸮   㸮    㸮    㸮 

 合計   㸲㸰   㸱㸷   㸲㸰   㸱㸲   㸱㸮   㸱㸮   㸱㸲 

 

  㻔㻟㻕 取䜚上げてい䜛国際関係䞉文化交流䠄箇所数䠅 

 東書 教出 清水 帝国 日文 自由社 育鵬社 

 原始࣭ྂ代    㸴    㸵    㸳   㸷    㸷   㸯㸮    㸷 

 中世    㸳    㸳    㸲    㸲    㸳    㸳    㸲 

 近世   㸯㸮    㸷   㸯㸮    㸷   㸯㸮    㸶    㸷 

 近代   㸯㸶   㸯㸷   㸯㸴   㸯㸶   㸰㸮   㸰㸳  㸰㸰 



 現代    㸳   㸵    㸲    㸴    㸵   㸯㸮    㸵 

 合計   㸲㸲   㸲㸵 㸱㸷   㸲㸴   㸳㸯   㸳㸶   㸳㸯 

 

 



研究調査報告書  

教科名㸦社会科࣭公民的ศ㔝㸧  

項 目 新編 新ࡋい社会 公民㸦東書࣭２㸧 

教育基本

法ࠊ学校教

育法ࡢୗ

中学校ࡢ

学習指導

要領ࡢ教 

科 ࡢ 目 標

 ࡢ  

わࡾ  

࣭基本的人権ࡘい࡚ࠊᕥࢪ࣮࣌条文ࢆ掲載ࠊࡋ資料ࡽ理解࡛ࡼࡿࡁう࡚ࡋい

ࡗ自ศたちࡢ今࡞権利ࠖࡢࡶ子ࠕࠊࡽࡀ࡞ࡋ中核ࢆ学習ࡢ日本国憲法ࠋࡿ

࡚大ษ࡞権利ࡶ学࡛ࢇいࠋࡿ 

ࠋࡿい࡚ࡋ示ࢆࡉ大ษࡢ民主主義ࠊࡾあࡀ箇所ࡿい࡚ࢀࡉ付ࡀࠖࢡ࣮࣐効率࣭公正ࠕ࣭

活動ࡢ中࡛࡞ࡲࡊࡲࡉࠊ単元࡛効率公正ࢆ㔜視࡚ࡋいࠋࡿ 

࣭政治ࡢ単元࡛ࡣ最新ࡢ写真࣭新聞記事ࢆ取ࠊ࡚ࡆୖࡾᡃࡀ国ࡢ政治ࡢ仕組

࡚ࡋࢆ深化ࡢ学習࡛ࠖࢫセࢡ公民ࠕࠋࡿい࡚ࡋうࡼࡿࡁ理解࡛ࢆࡳ

いࠋࡿ  

࣭身近࡛楽ࡋい活動ࡀ豊富࡛あࠋࡿ㸦市長選立候補やコンビニࡢ経営者㸧 

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

容 

＜ᇶ礎的・ᇶ本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞  

知識整理ࡢ中࡛ࡢ図ࠊㄝ明問題ࠊ確認࣭空欄補充ࡢ用語ࠊう࡛ࠖࡼࡋ確認ࢆ学習ࡢ章ࡢࡇࠕ࣭

 ࠋࡿい࡚ࡋࡵࡋࢆ主要用語ࡿ学習す最初ࡢ章࣭ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡅࡘ身ࢆ知識࡚ࡋ通ࢆ

＜思考力ࠊ判断力ࠊ表現力等を育成すࡿ工夫＞  

ࠋࡿあࡀ活動ࡿい࡚考えࡘ࣐࣮ࢸࡵたࡿ達ᡂすࢆいࡽࡡࡢ学習ࠊ࡛ࠖࢡ࣮࣐ࡘぴࢇえࠕ࣭

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ図ࢆ充実ࡢ合い活動࡛言語活動ࡋ史料活用や話࡛ࠖࢪチャレン公民ࠕ

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫＞  

ࡢ自ศ࡚ࡋ通ࢆラフࢢやࢺࢫラࠊ中࡛ࡿ学習すࡽࢀࡇࢆ人権ࠊ࡞いࠖࡀちࡢいࡀちࠕ࣭

意見ࢆ考えࠊ࡚ࡁ࡛ࡀࡇࡿ身近ࡽࡢࡶ࡞意欲的学習すࢺ࣮࣋ࢹࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ活

動や話ࡋ合い活動ࢆ多く取ࡾ入࡚ࢀいࠋࡿ資料ࡀ大ࡁくࠊ生徒ࡢ興味関心ࢆ高ࡿࡵᕤ夫ࡀあ

 ࠋࡿ

＜民主主義対すࡿ理解を深ࡵさせࡿ工夫＞ 

知ࡿ関す民主主義ࠊࡾ࠾࡚ࡆୖࡾ取ࢆ࡞ョンࢩュレ࣮࣑ࢩ選挙࡛ࠖࢪチャレン公民ࠕ࣭

識ࢆ深ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ効率公正࡛ࠕࠊ体育館ࡢ使用࣐ࠖࠕンࢩョンࡢ駐輪場駐車場

 ࠋࡿࡁ体験࡛ࢆࡇいく࡚ࡋ形ᡂࢆ合意ࡽ対立ࠊ࡚ࡆୖࡾ取࡚ࡋ事例ࢆࠖࢫ࣮࣌ࢫࡢ

＜国民主権を担う公民として必要࡞ᇶ礎的教養をᇵう工夫＞ 

社ࠊ࡞防災復興ࡢࡽ市長選࣭国民投票法࣭選挙権年齢࣭震災ࠊ࡛ࠖࢫセࢡ公民ࠕ࣭

会参画関すࡿ活動ࡀ充実࡚ࡋいࠋࡿ新聞ࢆㄞࡳ取ࡿ活動やࠊネッࡿࡼࢺ選挙運動ࡶ触

 ࠋࡿていࢀ

資 

料 

࣭資料ࡀ大ࡁいࠋᕥୖࡢ写真ࡣ࡞授業ࡢ導入࡛活用࡛ࡀࡢࡶࡿࡁ多いࠋそࡢ

資料ࡀわࡾやすいࠋ模式図࣭ラ࣭ࢺࢫ新聞記事ࡢ活用࡛学習意欲ࢆ高ࡵ

࡚いࠋࡿ 

表
記

・
表
現 

࣭書体ࡢ大ࡁさࡀ適ษ࡛ࠊ文章表現ࡀ簡潔࡛ㄞࡳやすいࠋ巻ᮎ用語解ㄝࡀあ

 ࠋࡿあ࡛ࡵࡲࡇࡶ࡞ࡀࡾふࠋࡿい࡚ࢀ詳しくㄝ明さࡀ㔜要語句ࠊࡾ

総 括 模擬裁ุࡀ取ࡾ入࡚ࢀࡽࢀいࢁࡇࡿᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ話し合う活動ࡀ多く取ࡾ入ࢀ

思考力ุ࣭断力࣭表現力ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ基礎を養うࡢ⏬社会参ࡽࡀ࡞キࣝを学びࢫࠊࢀࡽ

を高ࡿࡵᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ地方自治関すࡿ記述ࡀ詳細࡛あࠋࡿ 

第㸰㸯採択地区教科用図書採択協議会  

 



研究調査報告書  

教科名㸦社会科࣭公民的ศ㔝㸧  

項 目 中学社会 公民 ࡶ生ࡿࡁ㸦教出࣭㸯７㸧 

教 育 基 ᮏ

法ࠊ学校教

育 法 ࡢ ୗ

ࡢ 中 学 校

学 習 指 導

要領ࡢ教 

科 ࡢ 目 標

 ࡢ  

わࡾ  

࣭基ᮏ的人権ࡘいุ࡚ࠊ例を掲載しࡽࡀ࡞学習を進࡚ࡵいࠋࡿ差ูࡔࡲࡀあࡇࡿ

自由や権利を守ࠋࡿい࡚ࡆୖࡾを合わせ࡚取ࡇࡿい࡚ࡁ࡚ࡗࡀ広ࡀ人権尊㔜ࠊ

 ࠋࡿい࡚ࡵ学習を進࡛ࢀいう流ࡿあࡀ義務ࡵࡓࡿ

࣭民主主義ࡢ理解を深ࠊࡵࡓࡿࡵ生徒会活動ࡢ討論会を例挙ࠊࡾ࠾࡚ࡆ身近࡛ศ

㔜要性ࡿ意思を反映すࡢ国民ࠊ中࡛ࡢࡳしくࡢ選挙制度࣭国会ࡢ日ᮏࠋやすいࡾ

を示し࡚いࠋࡿ 

࣭新しく導入さࡓࢀ裁ุ員制度ࡢ中ࠕࡢ評議評決ࠖをࢩミュ࣮ࣞࢩョン࡛ࡁ

主ࠊࡆୖࡾ活動を取ࡢ中学生ࡿ関連す学習内容ࠋࡿい࡚ࡅを設ࢪ࣮࣌ࡿ

権者し࡚ࡢ意識をࡓࡶせࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ  

 
特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

容 

＜ᇶ礎的・ᇶ本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞  

࣭各章ࡢ最後ࠕ学習ࡵࡲࡢ表現ࠖࡀあࠊࡾㄝ明すࡿ活動࣭話し合い活動をすࠊ࡛ࡇࡿ

知識ࡢ確実࡞定着を図࡚ࡗいࠕࠋࡿふࡾえ࡛ࠖࡿ語句ࡢ意味を確認࡛ࠋࡿࡁ 

＜思考力ࠊ判断力ࠊ表現力等を育成すࡿ工夫＞  

࣭各ࠕࢪ࣮࣌見࡚ࡼࡳうࠖࠕㄞࡳ解ࡇうࠖࡀあࠊࡾ資料ࡽ考えࡾࡓㄞࡳ取ุ࡚ࡗ断し࡚ㄝ

明しࡾࡓすࡿ活動ࡀあࡿ㸦88㸧ࠋ学習を深ࢹࡵࡓࡿࡵィࢺ࣮࣋を取࡚ࡆୖࡾいࡿ㸦58㸧 

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫＞  

ᕥࠋࡿい࡚ࡆ࡞ࡘ充実ࡢ言語活動ࡽࡾ取ࡳㄞࡢ資料ࠊࡣ࡛ࠖࡿ返ࡾ振ࠕうࠖࡇ解ࡳㄞࠕ࣭

意ࡽࡇそࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽ添えࡀࢺコメンࡢしࠖࡔࡁふࠕࡣ資料࡞そうࡁ活用࡛導入ࡢୖ

欲的学習を進ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ 

＜民主主義対すࡿ理解を深ࡵさせࡿ工夫＞ 

࣭民主主義を実現させ࡚いくࠊࡵࡓ政治ࡀあࠊࡾ選挙権ࡀあࡿいうࡢをࠊ章ࡢ最初࡛明示

し࡚いࠋࡿ図やㄞࡳ物資料を活用しࠊࡽࡀ࡞我ࡀ国ࡢ政治ࡘい࡚学習を深化࡛ࠋࡿࡁ 

＜国民主権を担う公民として必要࡞ᇶ礎的教養をᇵう工夫＞ 

࣭子ࡶ議会࣭生徒会選挙ࠊ࡞身近࡞政治参加を示し࡚いࠋࡿ選挙ࡢ問題点ࠊ選挙権を保

障すࡿ制度を詳しく書い࡚いࠋࡿ裁ุ員裁ุࢩࡢミュ࣮ࣞࢩョン࣭⏫࡙くࡾプࣞゼンࢩ࣮ࢸ

ョンࡢ活動࡛社会参⏬ࡢ具体例を示し࡚いࠋࡿ 

資 

料 

࣭見開ࡁᕥୖࠊ大ࡁく資料を掲載しࠊ興味࣭関心を高ࡵ学習を進ࡀࡇࡿࡵ

 ࠋࡿࡁ資料庫࡛ࠖ学習を深化࡛ࠕࠊ豊富࡛ࡶ資料ࠊࡓࡲࠋࡿࡁ࡛

࣭学習ࡢࡵࡲࡢୗࠕࡣ資料庫ࠖࡀあࡾࡼࠊࡾ深ࡿࡵ資料等ࡀ示さ࡚ࢀいࠋࡿ 

表
記

・
表
現 

࣭文章表現ࡀ簡潔࡛ㄞࡳやすいࠋ本文資料ࢆ関連付ࡵࡓࡿࡅ番号ࢆ付しࠊ

学習しやすࡃし࡚いࠋࡿ 

総 括 点字࡞視覚以外ࡢ教材ࡶあ࡚ࡗᕤ夫さ࡚ࢀいࠋࡿ見開ࡁ「ペ࣮ࡢࢪ中࡛ࠊ学習課題࡛学

習ࡢ見通しࠕࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡘࡶࢆふࡾえ࡛ࠖࡿ学習内容ࡢ振ࡾ返ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡾ授業ࡀ

しやすいࡼうᕤ夫さ࡚ࢀいࠋࡿ企業ࡢ社会的責任ࡶ詳細取࡚ࢀࡽࡆୖࡾいࠋࡿメࢹ

 ࠋࡿい࡛あࡡい࡚ࡀ扱いࡢ࣮ࢩࣛࢸࣜ

第㸰㸯採択地区教科用図書採択協議会  

 



研究調査報告書  

教科名㸦社会科࣭公民的ศ㔝㸧  

項 目 中学 公民 日本ࡢ社会世界㸦清水࣭㸱５㸧 

教 育 基 本

法ࠊ学校教

育 法 ࡢ ୗ

ࡢ 中 学 校

学 習 指 導

要領ࡢ教 

科 ࡢ 目 標

 ࡢ  

わࡾ  

࣭日本国憲法ࡢ学習ࢆ中᰾しࠊえࢇ罪࣭平等権࣭社会権ࡘい࡚ࠕࡣ深ࡿࡵ公民ࠖ

࡛掘ࡾୗࠊࡾ࠾࡚ࡆそࢆࡽࢀ保障すࡿ制度や国民ࡢ義務ࢆࢺࢫࣛࡶ用い࡚具体的

 ࠋࡿㄝ明し࡚い

考えࢆ大ษさࡢ選挙生徒ࡘ持ࢆ将来選挙権ࠊ問題࡛ࡿࡄࡵࢆ選挙ࡢ公民ࠖࡿࡵ深ࠕ࣭

させ࡚いࠋࡿ民主政治ࡣ人権ࢆ守ࡵࡓࡿ㔜要ࡔࡇ࡞章ࡢ最初ㄝ明しࠊそࡢ

中࡛ࡶ間接民主制焦点化し࡚いࠋࡿ 

࣭選挙࣭クレࢪッࢺカ࣮࣭ࢻTPPࠊ࡞公民し࡚大ษ࡞知識ࡗࡶࠕࡣ知

ᕤ夫し࡚いࢆ理解࡞写真や図表࡛視覚的ࠋࡿい࡚ࡆୖࡾい公民࡛ࠖ取ࡓࡾ

ࠋࡿ  

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

容 

＜ᇶ礎的・ᇶ本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞  

ࠊࡅࡘ身ࢆ知識࡛ࡇࡿㄝ明すࢆࢀい࡚そ࡚ࢀࡽࡵࡲࡀ㔜要語句ࠊࡣ࡛ࠖࡵࡲࡢ学習ࠕ࣭

最後ࡣ穴埋ࡵ形式࡛知識ࢆ整理すࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ基礎的基本的࡞知識ࡢ定着ࠋࡿࡀ࡞ࡘ 

＜思考力ࠊ判断力ࠊ表現力等を育成すࡿ工夫＞  

卒業論文作ࠋࡿい࡚ࢀ入ࡾ取ࢆ活動ࡿい࡚思考すࡘ学習課題ࡢ時間ࡢ風船マ࣮ク࡛ࠖそࠕ࣭

成ࡢ活動ࡀあࠕࠋࡿ深ࡿࡵ公民࡛ࠖ思考力ࢆ高ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ言語活動ࡀ充実し࡚いࠋࡿ 

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫＞  

࣭見開ࡁペ࣮ࢪキャࣛクタ࣮ࡀⓏ場しクࡼࡢࢬう࡞コメンࢆࢺⓎしࠊそࡽࡇ意欲的学

習ࢆ進ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵᕥୖࡢ大࡞ࡁ資料ࡽ興味関心ࢆ高࡚ࡵ学習ࠋࡿࡁ࡛ࡀ 

＜民主主義対すࡿ理解を深ࡵさせࡿ工夫＞ 

࣭身近ࠕ࡞体育館ࠖࢆศࡅ合࡚ࡗ使う内容ࡾࢆあࠊࡆ様々࡞対立ࡽ合意ࢆ形成し࡚共生社

会ࢆ築い࡚いࡃ過程ࢆ学習࡛ࡼࡿࡁう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ人権関すࡿ事例や判例ࡀ多ࠊࡃ人権

尊㔜ࡢ意識࡚ࡗࡶࢆ民主主義ࡘい࡚学習ࢆ深ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ 

＜国民主権を担う公民として必要࡞ᇶ礎的教養をᇵう工夫＞ 

い事柄やࡓい࡚ࡗし࡚知国民ࠊ࡞᰾兵器᰿絶ࠖࠕ裁判員制度ࠖやࠕ憲法改正ࠖやࠕ࣭

持࡚ࡗいࡓい価値観ࡀ示さ࡚ࢀいࠋࡿ復興や地域活性化࡛社会参画ࡘい࡚示し࡚いࠋࡿ 

資 

料 

࣭写真や図表ࡀ見やすࠊࡃ配色ࡀᕤ夫さ࡚ࢀいࠋࡿそࡢ図やࡣࢺࢫࣛ大ࡃࡁ

掲載さ࡚ࢀい࡚ࠊ学習意欲ࢆ高ࡵ学習ࢆ進ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ 

表
記

・
表
現 

࣭本文中ࡢ語句ࡢㄝ明ࡀ脚注細く載ࠊࡾ࠾࡚ࡗ理解ࢆ高ࡿࡵᕤ夫ࡀあࠋࡿ

資料や図表ࡶࡾࡼ文章ㄝ明࡛知識࣭理解ࢆ深ࡼࡿࡵう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

総 括 ࣝバࡶࢺ含ࡵ労働者ࡢ権利ࡗࡶࠕࢆ知ࡓࡾい公民࡛ࠖ扱࡚ࡗいࠋࡿ学ࡔࢇ内容ࢆ

図࡚ࡋศࡾやࡍく࡚ࡵࡲいࠋࡿ消費者問題ࡶ詳ࡋい࡞ࡲࡊࡲࡉࠋ学習活動ࢆ提供ࡍ

やや情報ࠊࡀいࡍやࡾศ࡛ࢇㄞ࡚ࡋ教科書ࠋࡿ豊富࡛あࡶ࡚ࡀ物資料ࡳㄞࡶࡾࡼࡿ

㔞ࡀ少࡞くࠊ深く広く学࡛ࢇいく内容ࡀ少࡞いࠋ 

第㸰㸯採択地区教科用図書採択協議会  

 

 



研究調査報告書  

教科名㸦社会科࣭公民的ศ㔝㸧  

項 目 社会科 中学生ࡢ公民 ࡾࡼ良い社会࡚ࡋࡊࡵࢆ㸦帝国࣭４６㸧 

教 育 基 本

法ࠊ学校教

育 法 ࡢ ୗ

ࡢ 中 学 校

学 習 指 導

要領ࡢ教 

科 ࡢ 目 標

 ࡢ  

わࡾ  

࣭基本的人権ࡢ学習࡛ࠊࡣ関連条文ࢆ載せ࡚ࠊࡾ࠾人権ࡢ理解ࢆ深ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ

日本国憲法ࡢ学習ࢆ中核ࠊ࡚ࡋ天皇ࡶ含࡚ࡍࡵ平等いうࠕ平等権ࠖࡽ始ࡲ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉㄝ明ࡶ࡞法ᚊࡿ守ࢆࢀそ権利ࠊࡆୖࡾ取ࡶ差ู問題ࡾ

い࡚ࡋ形成ࢆ合意࡚ࡗࡶࢆ福祉ࡢ公共ࠊࡽ対立ࡢ権利公民࡛ࠖ権利ࣝࣛࢺࠕ࣭

く過程ࢆ考えࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ第 1 章࡛民主主義ࡣ何ࢆ学習ࠊࡋそࡽࡇ人権࣭

政治ࡢ学習࡚ࡆ࡞ࡘいࠋࡿ 

࣭各所ࠕ地理࣭歴ྐࢆふࡾえࡢࠖࡿ欄ࡀあࠊࡾ各ศ㔝ࢆ統合ࡓࡋ知識ࢆ

持࡞ࡲࡊࡲࡉ࡚ࡗ思考ࡋ行動࡛ࡼࡿࡁう࡚ࡋいࢩࠋࡿミュ࣮ࣞࢩョン࡞

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ進ࢆ学習࡞主体的ࠊࡾ࠾࡚ࡋ充実ࡀ  

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

容 

＜ᇶ礎的・ᇶ本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞  

࣭見開ྑࡢࢪ࣮࣌ࡁୗࠕ確認ࡼࡋうࠖࠕㄝ明ࡼࡋう࡛ࠖࠊ基礎的知識ࡢ意味ࢆ書ࡁ出ࡾࡓࡋ

ㄝ明ࠊ࡛ࡇࡿࡍࡾࡓࡋ知識ࡢ定着ࢆ図࡚ࡗいࠋࡿ各章ࡢ最ᚋࠕࡢ学習ࢆふࡾえࢁう࡛ࠖ

 ࠋ多いࡀᕤ夫定着࡞確実ࡢ知識ࠋࡿࡁ࡛ࡀ確認ࡢ一問一答形式࡛語句ࠊࡣ

＜思考力ࠊ判断力ࠊ表現力等を育成すࡿ工夫＞  

ࠊ活動やࡿࡍ思考ࢆ事案ࡓࡋ関連内容ࡢそࡣ最ᚋࡢ単元ࠊ豊富࡛ࡀ公民ࠖࣝࣛࢺࠕ࣭

発展ࢺ࣮࣋ࢹ࡚ࡋや㹉㹈法࡛ࡢ࡞ࡿࡵࡲ活動ࡀあࠕࠋࡿ確認ࡼࡋう うࠖࡼࡋㄝ明ࠕࠖ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡽ図ࡀ充実ࡢ言語活動࡞ࡿ返ࡾ振࡚ࡋ文章࡛表現ࢆ学習ࠊ࡛

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫＞  

࣭表紙ࡢ裏ࠕ私ࡕࡓ公民的ศ㔝ࡢ学習࡛ࠖࠊ一生通࡚ࡌ公民係ࢆࡇࡿ認識࡛ࠊ࡛ࡢࡿࡁ

いࢁいࢁ学࡛ࢇいࡇういう意欲ࢆ高ࠕࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵク࣮ࣟࢬップࠖࡢ資料ࡀ大ࡁ

く掲載ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ興味࣭関心ࢆ高ࡵ学習ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍࢆ 

࣭各章ࡢ最初ࠕ学習ࡢ前ࡀࠖあࡽࢀࡇࠊࡾ学習ࡿࡍ内容ࢆ見開ࡽࢺࢫࣛࡢࡁ発見ࡋ

 㸦104㸧ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡴࡘ࡚

＜民主主義対すࡿ理解を深ࡵさせࡿ工夫＞ 

ࠊࡾࡲ深ࡶ理解ࠊ࡛ࡢࡿい࡚ࡵ進ࢆ学習ࡢ民主主義ࠊ例ࢆࠖࡓࡋ動ࢆ社会ࡀ中学生ࠕ࣭

 ࠋࡿࡁ意識࡛ࡶࡉ大ษࡢ⏬く社会参࡞࡛ࡅࡔ意識ࡢ࡚ࡋ主権者ࡢ将来ࡘ

＜国民主権を担う公民として必要࡞ᇶ礎的教養をᇵう工夫＞ 

࣭導入ࡓࢀࡉ裁ุ員制度ࡢ理解ࢆ図ࠊࡵࡓࡿ実際ࡢ事件ࢆ題材ุ࡚ࡋ決ࢆ考えࡿ活動ࡀあ

いࡘや防災ࡾく࡙⏫ࠋࡿい࡚ࢀࡽࡆୖࡾ取ࡶ࣮ࢩࣛࢸࣜࢹメ࡞ࡿ取ࡳㄞࢆ新聞ࠋࡿ

࡚取ࠊࡆୖࡾ社会参⏬࡚ࡆ࡞ࡘいࠋࡿ 

資 

料 

ࡁ大ࡀ資料ࡿࡁ活用࡛導入ࡢ㸯時間ศࢪ࣮࣌ࡁップ࡛ࠖ見開ࢬク࣮ࣟࠕ࣭

くᕥୖ載࡚ࡗい࡚ࠊ意欲的学習ࢆ進ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ記事ࡶ最新ࠋ 

表
記

・
表
現 

࣭索引ࡢ用語ࢆ調べࡿ際わࡾやすいࡼう࣓ンࡀࢪ࣮࣌ኴ字数字࡚ࡗ࡞

いࠋࡿ実際ࡢ場面ࢆㄞ࡛ࢇ社会ࡋࡢくࢆࡳ理解࡛ࡼࡿࡁう࡚ࡋいࠋࡿ 

総 ᣓ 独占や寡占ࡢ状態ࢆㄝ明すࡿ図ࡀわࡾやすいࠋ難ࡋい内容ࡶࢺࢫࣛࠊࡣ添え࡚ㄝ明

やࡋ構築ࢆ授業ࠊࢀࡉ網羅ࡀい資料࡞うえ࡛外せࡿ学習すࠋやすいࡾわࡶ࡚い࡚࡚ࡋ

すいࡲࠋた文章表現ࡀやࡋࡉく寧࡛安心࡚ࡋ学習ࢆ進ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ 

第㸰㸯᥇択地区教科用図書᥇択協議会  



研究調査報告書  

教科名㸦社会科࣭公民的ศ㔝㸧  

項 目 中学社会 公民的ศ㔝㸦日文࣭㸯㸯６㸧 

教 育 基 本

法ࠊ学校教

育 法 ࡢ ୗ

ࡢ 中 学 校

学 習 指 導

要領ࡢ教 

科 ࡢ 目 標

 ࡢ  

わࡾ  

࣭基本的人権や国民ࡢ義務関すࡿ記述ࡶࡣちࠊࢇࢁ裁判や刑事事件関すࡿ人権

関連条ࡣ基本的人権ࠋࡿㄝい࡚いࢆ意義ࡢ尊㔜ࠊ࡚ࡆୖࡾ取࡛࡞࣒コࣛࡶい࡚ࡘ

文ࢆ載せࠊ࡛ࡇࡿ理解ࢆ深ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ 

チャレンࠕࢆ格差ࡢ票୍ࠊ加えࡇ多いࡀ扱いࡢ合意ࠖ対立ࠕ章࡛࡞ࡲࡊࡲࡉ࣭

た学習ࡋ即実生活ࠋࡿい࡚ࡋ深化ࢆ学習ࡢ民主主義ࠊい࡚࡚ࡆୖࡾ公民࡛ࠖ取ࢪ

 ࠋࡿい࡚ࡵ進࡚ࡋ活用ࢆࢺࢫࣛ図解やࢆ

࣭ワ࣮࢟ン࡞ࣉࢢ将来大人࡚ࡋ関わࡿ主要࡞問題ࠕࢆ明日向࡚ࠖࡗ

やࠕ公民＋＠࡛ࠖ取࡚ࡆୖࡾい࣑ࢩࠋࡿュレ࣮ࢩョンや࡞ࢺ࣮࣋ࢹ主

体的࡞活動ࢆ通࡚ࡋ主権者ࡢ࡚ࡋ意識ࢆ持ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡘ  

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

容 

＜ᇶ礎的・ᇶ本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞  

࣭見開ࡢࢪ࣮࣌ࡁᕥ側ࡢࡇ時間ࡢ㔜要語句ࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵࡲࡀ学習࣏ࡢンࠋࡿࡵࡘࡀࢺ

ࡅࡘ身確実ࢆ知識ࠊ࡛ࡇ行うࢆㄝ明ࡿࡼ空欄補充࣭文章ࠊ活用࡛ࠖ確認ࡢ学習ࠕ

 ࠋࡿい࡚ࡵ高ࢆ技能ࠊࡋࢆ活動ࡾ取ࡳㄞࡢや図ࣇࣛࢢࠊう࡛ࠖࢁ取ࡳㄞࠕࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ

＜思考力ࠊ判断力ࠊ表現力等を育成すࡿ工夫＞  

表ࡢࡵたࡿ考え論理的ࢆࢀそࠊ活動ࡿい࡚思考すࡘ自由ࠖࠕࠊ公民࡛ࠖࢪチャレンࠕ࣭

現ࣈ࡚ࡋレ࣮ン࣑࣮ࢺࢫンࢢや図解化ࢆ取ࡾ入࡚ࢀ学習ࢆ深化࡚ࡋいࠋࡿ言語活動ࡢ充実

࡛思考࣭判断࣭表現力ࢆ高ࡿࡵᕤኵ࡚ࢀࡉࡀいࠋࡿ 

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫＞  

入ࡾ取ࢆ合い活動ࡋ考察や話ࡢい࡚個人や集団࡛ࡘ各課題ࠊう࡛ࠖࡼ伝えࠕうࠖࡼ考えࠕ࣭

や写真࢞ン࣐やࢺࢫࣛࡣ導入ࡢ図解ナビ࡛ࠖ各章ࠕࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ学習す主体的ࠊࢀ

 ࠋࡿࢀ࡞意欲的ࡾ࠾࡚ࡗ࡞出す活動ࡋ᥈ࢆ内容ࡢ学習ࠊࡽ

＜民主主義対すࡿ理解を深ࡵさせࡿ工夫＞ 

࣭いࢁい࡞ࢁ章࡛ࠕࠊ対立合意ࠖࢆ扱うࡀࡇ多くࠊ実社会ࡀすべ࡚民主主義基࡙い࡚い

ࡢ政治ナビ࡛ࠖ人権ࠕࠖࢸビࢸࢡࠕ公民ࠖࢪチャレンࠕࠋやすいࡋ理解ࢆࡇࡿ

 ࠋࡿい࡚ࡋ㔜視ࢆ考え方࡞や論理的ࡾわ

＜国民主権を担う公民として必要࡞ᇶ礎的教養をᇵう工夫＞ 

࡚ࡋ深化ࢆい࡚学習ࡘ18歳選挙権ࠖࠕࡿい࡚ࡗ࡞現在話題ࠊ࡛࡚ࠖࡗ向明日ࠕ࣭

いࡲࠋࡿたࠕバࣜࢆ࣮ࣜࣇ目指ࠊ࡛࡚ࠖࡋ社会参画ࡢ大ษࢆࡉ理解࡛ࠋࡿࡁ 

資 

料 

࣭用語解ㄝࡀࢪ࣮࣌ࡢ索引ࡢ前設置࡚ࢀࡉいࠋࡿ幅広ࡢ図面࡛図表ࡶ配色ࡀ

鮮明࡛大ࡁく見やすいࠋ公民ࠕࡢ難ࡋいࠖࢆࢪ࣮࣓払ᣔすࡼࡿうࢫࣛ

 ࠋࡿ豊富࡛あࡀࢺ

表
記

・
表
現 

࣭索引ࠊ࡛ࢪ࣮࣌メンࡣࢪ࣮࣌ࡿ࡞赤࡛示࡚ࢀࡉいࠋࡿ本文ࡢ㔜要語句

資料番号ࢆ付࡚ࡋ関連付ࠊࡅ理解ࡀ深ࡼࡿࡲう࡚ࡋいࠋࡿ脚注ࡣ語句ࡢ

ㄝ明ࡎࡽࡲࡅࡔ資料ࡀ豊富࡛あࠋࡿ 

総 括 点字࡞視覚以外ࡢ教材ࡀあ࡞ࡿ工夫࡚ࢀࡉいࠊࡓࡲࠋࡿ株式投資や金利ࡢ解ㄝࡀ詳ࡋいࠋ

消費税関ࡿࡍㄞࡳ取ࡾ資料ࡶศࡾやࡍく詳ࡋいࠋ経済ࡢ導入ࠕࡢラフプランࢆ作ࢁうࠖ

ࡵ深ࢆ㸦理解ࠖࢸビࢸࢡࠕ㸦社会参画㸧࡚ࠖࡗ向明日ࠕࠋࡿ活動࡛あ࡞ࢡ࣮ࢽࣘࡶ

 ࠋࡿい࡚ࡵ深࡚ࡗ࡞主体ࡢ経済活動ࡀ豊富࡛学習者ࡀ࣮ࢼコ࣮ࡢ࡞作業学習㸧ࡿ

第㸰㸯᥇択地区教科用図書᥇択協議会  



研究調査報告書  

教科ྡ㸦社会科࣭公民的ศ㔝㸧  

項 目 中学社会 新ࡋい公民教科書㸦自由社࣭㸰㸰５㸧 

教 育 基 本

法ࠊ学校教

育 法 ࡢ ୗ

ࡢ 中 学 校

学 習 指 導

要領ࡢ教 

科 ࡢ 目 標

 ࡢ  

わࡾ  

࣭憲法関࡚ࡋ非常多くࢆࢪ࣮࣌ࡢ割い࡚ㄝ明࡚ࡋいࠋࡿ日本国憲法ࡢ中ࡢ基本的

人権ࡢ尊㔜ࢆ中心ࠊ新ࡋい権利ࡶ言及ࠊࡾ࠾࡚ࡋ自ศࡢࡕࡓ権利ࢆ主張ࡿࡍ

 ࠋࡿ詳細࡛あࡶ憲法改正ࠋࡿい࡚ࡋㄝ明ࢆ㔜要性ࡢ行使ࡢ参政権ࡣ

ࡊࡲࡉࠊࡘࡘࡋ大ษࢆ効率や公正ࠊࡾ࠾࡚ࡆୖࡾ取ࢆࢺ࣮࣋ࢹ᥈求࡛ࠖࡢ課題ࠕ࣭

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ学ぶࢆいく࡚ࡋ形成ࢆ合意うࡼࡢࡽ対立࡞ࡲ

領土ࠕ年金制度ࠖࠕ裁判員制度ࠖࠕ選挙制度ࠖࠕࠊい࡛ࠖࡓࡾ知ࡗࡶࠕ࣭

問題ࠖࠕ拉致問題ࠖ࡞日本࡚ࡋ㔜要࡞課題ࢆ取࡚ࡆୖࡾいࠋࡿ  

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

容 

＜ᇶ礎的・ᇶ本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞  

ㄝࢆ最㔜要語句ࠊ࡛ࠖࡵࡲࡢ学習ࠕࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡴࡘࢆ要点ࠊ࡛ࠖࢺンポࡀࡇࡇࠕ࣭

明ࡿࡏࡉ活動ࡀあࠋࡿ要点整理知識ࡢ確認࡚ࡶ࡚ࡀいࡡい࡛あࠋࡿ 

＜思考力ࠊ判断力ࠊ表現力等を育成すࡿ工夫＞  

ࠋࡿい࡚ࢀࡉ示ࡀ活動ࡿࡍㄝ明ࡽࡀ࡞ࡋ明確ࢆ根拠や視点ࠊࡣ発展࡛ࠖࡵࡲࡢ学習ࠕ࣭

年金や安全保㞀ࡢ࡞現実ࡢ日本社会ࡢ問題ࢆ考察ࡿࡍ活動ࡀあ400ࠋࡿ字࡛ࡿࡵࡲ課題

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ工夫うえ࡛非常ࡿࡍ育成ࢆ表現力ࠊࡣ

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫＞  

コ࣮ࡢ知識ࠖࢽミࠕࠋࡿࡀ࡞ࡘ調べ学習ࠊ豊富࡛ࡀ物資料ࡳいうㄞいࠖࡓࡾ知ࡗࡶࠕ࣭

 ࠋࡿࡀ࡞ࡘࡶࢫ࣮ࣗࢽࡢ政治や経済ࡢ前ࡢ目ࠊࡾあࡀ࣮ࢼ

＜民主主義対すࡿ理解を深ࡵさせࡿ工夫＞ 

࣭日本国民ࢢࠊࢇࢁࡕࡶࡣ࡚ࡋロ࣮バル社会ࠕࠊ࡛࡞ࡢ世界ࡢ公民ࠖࡢ࡚ࡋ在ࡾ方や

 ࠋࡿあࡀ学習ࡿࡏࡉ考えࢆࡢ築くࢆい社会ࡼࡾࡼ࡚ࡋ形成ࢆ合意うࡼࡢ

＜国民主権を担う公民として必要࡞ᇶ礎的教養をᇵう工夫＞ 

࣭権利や義務ࠊ政治ࡢ仕組ࡳや経済ࡢ理論ࠊ国㝿社会࡛ࡢ日本ࡢ在ࡾ方ࠊ࡞㔜要ࡣࡢࡶ࡞図

男女共ྠ参画社会࣭選挙制度࣭ࠋࡿあࡀ工夫࡞ࡾࡓࡋࡵ多ࢆㄝ明ࡿࡼ言葉ࡾࡓ用いࢆ

年金࣭企業࣭領土問題ࢆ詳細取ࠊࡆୖࡾ公民ࡢ࡚ࡋ必要࡞知識ࢆ身ࡿࡅࡘ工夫ࢀࡉࡀ

࡚いࠋࡿ 

資 

料 

࣭人物ࢡロ࣮ࢬップ࡚ࡋ学習内容ࡿࡲࡏいう工夫࡚ࢀࡉࡀいࠋࡿチャ

 ࠋࡿ豊富࡛あࡀ資料࡞大ษࡀ技能ࡾ取ࡳㄞࠊ࡞ラフ化ࢢ式やࢺ࣮

表
記

・
表
現 

࣭㔜要語句ࢆኴ字ࢩࢦッࢡしࡶ࡞ࡀࡾࡩࠊ添えࠊࢀࡽ脚注ࡶわࡾやࡍいࠋ

文章ࠋい࡞少ࡣࡁࡎࡲࡘࡢ࡞くい見ࡀࡾ目盛ࠋいࡍやࡾ取ࡳㄞࡀフࣛࢢ

 ࠋいࡍやࡳㄞࡀ

総 括 民法家族࡛ࠊ親等図ࡀ取ࡿࡆୖࡾ工ኵࡀあࠋࡿኳ皇ࡢ国事行為㛵し࡚詳細載࡚ࡏ

いࠋࡿ領土問題㛵ࡿࡍ記述ࡀ非常詳細࡛ࠊ再度ࠊ裏表紙ࠕ日本ࡢ領土ࠖࢆ載࡚ࡏい

学習ࠊ多くࡀ物資料ࡳㄞࠋࡿ詳細࡛あࡶㄝ明ࡢᖺ金問題ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ深ࢆ知識ࠊ࡚

少ࡀ事例ࡢ社会参画ࡿࡅ࠾地方自治特ࠋい࡞少ࡀ紹介ࡢ活動࡞た主体的ࡗ使ࢆキࣝࢫ

 ࠋい࡞

第㸰㸯採択地区教科用図書採択協議会  

 



研究調査報告書  

教科名㸦社会科࣭公民的ศ㔝㸧  

項 目 新編 新しいࡢ࡞ࢇࡳ公民㸦育鵬社࣭㸰㸰７㸧 

教 育 ᇶ 本

法ࠊ学校教

育 法 ࡢ ୗ

ࡢ 中 学 校

学 習 指 導

要領ࡢ教 

科 ࡢ 目 標

 ࡢ  

わࡾ  

憲法࡛保㞀さ࡞自由࣭少ᖺ法ࡢ人種差ู࣭共生社会࣭信教ࠊう࡛ࠖࡼࡵ深ࢆ理解ࠕ࣭

ᖹࡢୗࡢ法ࠊ中心ࢆ学習ࡢ日本国憲法ࠋࡿい࡚ࡵ深ࢆ学習ࡢᇶ本的人権ࡿい࡚ࢀ

等や男女ᖹ等ࡽ始ࠊࡾࡲ人権ࡘい࡚幅広く学習しࠊそࡢ後義務ࢆ学習ࡿࡍ流

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞ࢀ

࣭憲法改正ࡢしくࡣ࡛ࡳ国民投票ࢆ取ࠊࡆୖࡾ選挙ࡢ仕組ࡶࡳ投票ࡿࡍ側ࡽㄝ明し

࡚いࠋࡿ単元ࡢ中ࡢ構成ࠊࡀ政党ࡣࡢた࣭ࡁࡽ国会࣭内㛶ࡢ学習工ኵさࠊࡾ࠾࡚ࢀ

民主主義ࡢ学習ࢆ進ࡵやࡍくし࡚いࠋࡿ 

行うࢆ評議評決ࠊ方やࡾ㛵わࡢ裁ุࡢし࡚裁ุ員ࡣう࡛ࠖࡼࡳ࡚ࡗやࠕ࣭

活動ࢆ࡞行うࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ領土問題ࡘい࡚ࠊ政府ࡢ見解ᇶ࡙ࡁ詳

細ㄝ明し࡚ࠊࡾ࠾教養ࢆᇵうࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ  

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

容 

＜ᇶ礎的・ᇶ本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞  

ࡿࡁ࡛ࡀ確認ࡢᇶ礎的知識ࡢ中࡛ࡢ図ࠊ確認やࡢ㔜要語句࡛ࢪ࣮࣌㸯ࠊ࡛ࠖࡵࡲࡢ学習ࠕ࣭

 ࠋࡿい࡚ࡗ図ࢆ充実ࡢ言語活動ࠊ中࡛ࡢㄝ明問題ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼ

＜思考力ࠊ判断力ࠊ表現力等を育成すࡿ工夫＞  

入ࡾ取ࢆ活動ࡿࡍ比較ࢆ社ㄝࠖࡢ新聞ࠕࡿ出ࡀ違い࡞ࡁ大ࠊ中࡞大ษࡀ࣮ࢩࣛࢸࣜࢹ࣓࣭

思考力ุ࣭断ࠊ࡛ࡇࡿ調べࡾ言葉࡛ㄝ明したࡢ自ศࢆ内容ࠊ࡛ࡾ返ࡾ振ࡢ学習ࠋࡿい࡚ࢀ

力࣭表現力ࢆ育成࡛ࠋࡿࡁ 

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫＞  

࣭各章ࡢ最初ࡢ○○ࠕࡢ入ࡾ口࡛ࠖࠊ政党ࢆ選ࡿࡳ࡛ࢇ体験やࠊ外交官࡚ࡗ࡞国㝿社会ࡢ課

題ࢆ解決ࡿࡍ体験ࡿࡍࢆ活動ࡀあࠋࡿ人権㛵ࡿࡍㄞࡳ物教材ࡀ豊富࡛ࠊ興味࡚ࡗࡶࢆ学習

 ࠋࡿ豊富࡛あࡀ活動࡞ࢺ࣮࣋ࢹ話し合い࣭ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ進ࢆ

࣭人生ࡢࡶさし࡛ࠊ公民人生ࡢ㛵わࢆࡾ理解ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

＜民主主義対すࡿ理解を深ࡵさせࡿ工夫＞ 

࣭直接民主制間接民主制ࢆ比較࡛ࡼࡿࡁうし࡚いࠋࡿ憲法改正࡛ࡶ民主主義ࢆ扱࡚ࡗいࠋࡿ

最新ࡢ資料࡛政治学習ࢆ行うࠊ࡛ࡇ国民ࡢ立場ࡽ政治ࡢ仕組ࢆࡳ学ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡪ 

＜国民主権を担う公民として必要࡞ᇶ礎的教養をᇵう工夫＞ 

࣭日本ࡢ防衛ࡢ課題ࢆศࡾやࡍく取࡚ࡆୖࡾいࠕࠋࡿ理解ࢆ深ࡼࡵう࡛ࠖࠊ公民し࡚知ࡗ

ࡿࡍ学習ࡁᇶ࡙入口࡛ࠖ事例ࡢ政治ࠕうࠖࡼࡳ࡚ࡗやࠕࠋࡿ補充し࡚いࢆ知識ࡁくべ࠾࡚

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡘ持ࢆ意識ࡢし࡚主権者ࠊ࡛ࡇ

資 

料 

࣭㔜要事項㛵ࡿࡍ図ࡶ࡚ࡣ大ࡁく示し࡚いࠋࡿ学習役立࣮࣍ࡢࢺࢧࡘ

 ࡿ鮮明࡛あࡶ配色ࡢ図表ࠋࡿい࡚ࡗ載ࡀࢫࣞࢻࢪ࣮࣒࣌

表
記

・
表
現 

࣭法௧集ࡢ語句࡛難しいࡣࡢࡶ赤太字つ右側ㄝ明ࡀ添え࡚ࢀࡽいࠋࡿふࡾ

 ࠋやすく理解しやすいࡳ易しくㄞࡶ文章ࠋࡿい࡚ࢀࡽふࡶ࡞ࡀ

総 括 一票ࡢ格差選挙制度ࡢ図ࡶ࡚ࡀわࡾやすいࠋ各章࡛取ࡾ上࡚ࡆいࡿ人物ࡶ࡚ࡀ

豊富࡛興味を持つࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ平等権関し࡚多くࡢペ࣮ジを割い࡚ㄝ明し࡚ࠊࡾ࠾人

権ࡢ中࡛ࡶ大切࡞平等権を詳しく学習すࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ導入教材࡛身近ࡢࡶ࡞を取ࡾ上

 ࠋい࡞やや少ࡀ事例ࡢ社会参画ࠋࡿやすくし࡚いࡵ学習を進ࠊࡾ࠾࡚ࡆ

第㸰㸯採択地区教科用図書採択協議会 



社会科䠄公民的分野䠅調査資料 

 

䠍 内容別ページ数   

 東書 教出 清水 帝国 日文 自由 育鵬 

 (1)現௦社会私たちࡢ生活        

  ア 現௦日ᮏࡢ歩ࡳ私たちࡢ生活  㸯㸶  㸯㸱  㸯㸰  㸯㸵  㸰㸮  㸯㸵  㸰㸰 

  イ 個人社会生活   㸷  㸯㸮   㸲  㸯㸮   㸷  㸯㸵  㸯㸮 

 (2)国民生活経済        

  ア 私たちࡢ生活経済  㸰㸷  㸲㸳  㸲㸮  㸳㸲  㸲㸲  㸰㸰  㸲㸯 

  イ 国民生活福祉  㸰㸮  㸯㸳  㸰㸯   㸶  㸯㸯  㸯㸱   㸶 

 (3)現௦ࡢ民主政治ࡢࡽࢀࡇ社会        

  ア 人間ࡢ尊重日ᮏ国憲法ࡢ基ᮏ的原則  㸱㸳  㸲㸮  㸱㸲  㸱㸮  㸲㸲  㸯㸶  㸱㸷 

   イ 民主政治政治参加  㸲㸶  㸲㸲  㸱㸰  㸲㸯  㸲㸴  㸱㸯  㸲㸳 

  ウ 世界平和人類ࡢ福祉ࡢ増大  㸱㸶  㸱㸳  㸱㸰  㸱㸲  㸱㸮  㸲㸮  㸱㸵 

   索引   㸵   㸷   㸱   㸲   㸶   㸴   㸱 

   資料ペ࣮ジ㸦巻頭࣭巻ᮎ㸧  㸱㸮  㸰㸳  㸱㸯  㸰㸲  㸰㸱  㸱㸱  㸰㸷 

   総ペ࣮ジ数 㸰㸲㸶 㸰㸲㸶 㸰㸰㸱 㸰㸱㸰 㸰㸲㸷 㸰㸱㸰 㸰㸲㸶 

 

䠎 取䜚上げてい䜛具体的事例䠄箇所数䠅  

 東書 教出 清水 帝国 日文 自由 育鵬 

 (1)現௦社会私たちࡢ生活        

  ア 現௦日ᮏࡢ歩ࡳ私たちࡢ生活 㸵㸲 㸱㸴 㸱㸳 㸲㸯 㸴㸰 㸰㸲 㸯㸯㸯 

  イ 個人社会生活   㸷 㸯㸱 㸯㸳 㸳㸱 㸯㸳 㸯㸶   㸵 

 (2)国民生活経済        

  ア 私たちࡢ生活経済 㸶㸯 㸵㸮 㸳㸱 㸵㸵 㸲㸶 㸱㸷 㸯㸰㸶 

  イ 国民生活福祉 㸱㸵 㸱㸲 㸱㸯 㸯㸲 㸱㸮 㸰㸯 㸰㸰 

 (3)現௦ࡢ民主政治ࡢࡽࢀࡇ社会        

  ア 人間尊重日ᮏ国憲法ࡢ基ᮏ的原則  㸷㸳 㸶㸱 㸳㸶 㸲㸵 㸵㸰 㸰㸷 㸴㸵 

   イ 民主政治政治参加 㸷㸰 㸶㸰 㸱㸱 㸯㸮㸵 㸵㸱 㸳㸷 㸴㸱 

  ウ 世界平和人類ࡢ福祉ࡢ増大 㸷㸰 㸵㸯 㸲㸱 㸵㸳 㸴㸵 㸳㸲 㸳㸶 

 



 

䠏 項目別ページ数 

 東書 教出 清水 帝国 日文 自由 育鵬 

 発展的࡞学習 㸰㸰 㸰㸮 㸲㸲 㸰㸮 㸱㸲 㸲㸰 㸰㸲 

 学び方࣭調べ方    㸷    㸴    㸰 㸳 㸯㸯 㸯㸮 㸯㸴 

 

 

䠐 項目別資料数 

 東書 教出 清水 帝国 日文 自由 育鵬 

 地図 㸰㸯 㸯㸳 㸯㸯 㸰㸱 㸯㸶 㸰㸯 㸯㸱 

 さし絵 㸯㸳㸱 㸶㸵 㸱㸱 㸯㸴㸯 㸵㸰 㸲㸶 㸴㸵 

 写真 㸲㸰㸳 㸰㸴㸱 㸰㸯㸯 㸲㸴㸯 㸱㸰㸯 㸰㸮㸶 㸲㸰㸯 

 統計資料 㸯㸱㸱 㸯㸰㸯 㸯㸮㸴 㸯㸳㸰 㸯㸯㸮 㸴㸱 㸶㸲 

 ㄞࡳ物資料 㸯㸯㸲 㸳㸰 㸱㸲 㸯㸮㸶 㸴㸰 㸲㸴 㸳㸴 

 学習ࡵࡲࡢ 㸳 㸳 㸳 㸯㸴 㸳 㸴 㸳 

 折ࡾ込ࡳ図版 㸮 㸮 㸮 㸮 㸮 㸮 㸯 

 注記ࡢ数 㸰㸷㸰 㸯㸷㸱 㸰㸮㸵 㸱㸮㸯 㸯㸵㸰 㸯㸶㸴 㸲㸴 

 索引ࡢ項目 㸳㸶㸯 㸲㸶㸯 㸲㸴㸲 㸵㸮㸲 㸴㸲㸮 㸳㸲㸲 㸳㸱㸴 

  

 

䠑 テーマ別一覧 

  

 東書 教出 清水 帝国 日文 自由 育鵬 

 平等権࣭差別㸦ペ࣮ジ数㸧 㸶 㸴 㸴 㸴 㸴 㸰 㸯㸮 

 地方自治㸦ペ࣮ジ数㸧 㸯㸲 㸯㸮 㸴 㸯㸰 㸯㸮 㸲 㸶 

 悪徳商法ࡢ種類㸦事例数㸧 㸴 㸮 㸱 㸮 㸲 㸱 㸲 

 需要供給 図࣭特設 

ペ࣮ジ 

図࣭特設

ペ࣮ジ 

図 図 特設作業 図 図 

 領土問題㸦ペ࣮ジ数㸧 㸲 㸰 㸯 㸰 㸯 㸳 㸲 

 防災㸦ペ࣮ジ数㸧 㸲 㸲 㸰    㸱 㸱 㸮 㸳 

持続可能社会㸦ペ࣮ジ数㸧 㸳 㸶 㸱 㸰 㸲 㸴 㸴 

 

 

 



研究調査報告書  

教科ྡ㸦 理  科 㸧  

項 目 新編 新ࡋい科学 㸦東京書籍࣭㸰㸧 

教育基ᮏ法ࠊ学校

教育法ࡢୗࡢ中

学校学習指導要

領ࡢ教科ࡢ目標

ࡾわࡢ  

〇観察࣭実験࠾࡞い࡚ࠊ᥈究的࡞学習過程ࢆ設定ࠊࡋ科学関ࡿࡍ知識࣭能力

 ࠋࡿい࡚ࡗ図ࢆ育ᡂࡢ態度ࡿࡍうࡼࡋ追究ࢆ真理ࠊけࡘ身ࢆ

○科学的視点基࡙ࠊࡁ持続可能࡞社会構築配慮ࡓࡋ態度ࡢ育ᡂࢆ図࡚ࡗいࠋࡿ 

○学習指導要領等基࡙ࠊࡁ道徳ࡢ関連ࡘい࡚ࠊ生命尊㔜ࠊ自然愛護࡞理科

配ࡶ尊㔜等ࡢ真理や他者意見ࠊࡓࡲࠋࡿい࡚ࡗ図ࢆ態度育ᡂࡓࡋ配意特質ࡢ

慮࡚ࡋいࠋࡿ 

○ᡃࡀ国ࡢ伝統的産業ࠊ文化ࠊ科学史ࡢ関連配意࡚ࡋいࠋࡿ 

○キャࣜ教育ࡢ視点ࠊࡽ学習内容職業ࡢ関連等ࢆ位置付け࡚いࠋࡿ 

特 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

 

 

 

 

 

 

容 

＜基礎的・基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞  

課題対ࡿࡍ結論࡚ࡋࠖࡵࡲࠕࢆ明示ࠋ復習等ࡢ自学自習配慮࡚ࡋ

いࠋࡿ要点ࡣ別欄࣏ࡀࡇࡇࠕント࡛ࠖ明示ࠊࡽࡉࠋ例題࣭練習࣭確認ࠊ

考え方等ࢆࡁࡎࡲࡘࠊ克服ࠊࡋ思考ࢆ補助ࡿࡍ配慮ࠋࡿࢀࡽࡳࡀ 

＜思考力、判断力、表現力等を育成すࡿ工夫＞  

充ࡀ支援ࡢࡵࡓࡿࡍ表現ࢆ実験࣭観察結果ࠊࡵࡌࡣࢆ方ࠖࡁ書ࡢト࣮࣏レࠕ 

実࡚ࡋいࠕࠊࡓࡲࠋࡿ予想ࡼࡋうࠖࠕ推測ࡼࡋうࠖ等ࠊ活動ࡽࡡࡢいࡀ明確

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ設定ࡀࡋ見出ࡿ࡞

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫＞  

 学習前学習後ࡌྠ内容ࢆ問うࠕb探さor探&aさ下探r࡛ࠖࠊ生徒ࡀ自ࡢࡽ学習ࡢ

ᡂ果ࢆ実感࡛ࡼࡿࡁう࡞配慮࡚ࡋࢆいࠊࡾࡼࢀࡇࠋࡿ理科ࢆ学ࡢ࡛ୖࡪ学習

意欲向ୖࢆ意図࡚ࡋいࠋࡿ 

＜実社会・実生活との関連を図ࡿ工夫＞  

 導入ࠊ身近࡞事象ࠊ生物ࡢ観察ࢆ多く取ࡾ入࡚ࢀいࠋࡿコࣛࠕ࣒科学࡛Ｇ

Ｏ!ࠖࢽࠕッ࣏ンࡢ科学ࠖ等࡛ࠊ日常や社会ࡢ関連ࢆ振ࡾ返ࡼࡿࢀう工夫ࡋ

࡚いࠋࡿ 

＜科学的࡞見方や考え方を育成すࡿたࡵの工夫＞ 

 ᥈究活動ࡢ過程直結ࡓࡋ言語活動ࢆ配置ࠋ学習後ࠕ学びࢆ活࡚ࡋ考え

い࡚ࡗ図ࢆ深化ࡢ内容理解ࠊࡋ設定ࢆࠖ!科学࡛ＧＯࠕ科学ࠖࡶ࡛ࡇࠕうࠖࡼ

 ࠋ対応ࡶPISA型࣭活用型問題ࡣࡵ確ࡢ単元ᮎࠋࡿ

＜安全・環境保全の重要性を認識すࡿたࡵの工夫＞ 

 理科室ࡢ決ࡾࡲ応急処置ࢆ全学年掲載ࠋ実験中ࡢ地震発生対応ࡿࡍ記

述ࠋ観察࣭実験ࠊࡈ観点類型ࢆコン化ࡓࡋ注意ࠋࢡ࣮࣐㔝外観察ࢆ通

持続ࡢ科学࡛ＧＯ!ࠖ等࡛ࠕࠋ気࡙く支援ࡉ大ษࡢ自然環境ࠊ生命尊㔜ࠊࡓࡋ

可能࡞社会ࡢ意識醸ᡂࠋ 

資 

料 

 随所配置ࡓࢀࡉダ࣑ࢼッ࡞ࢡ構図ࡢ写真ࣛࠊストࡣンパࢡトࡀあࠊࡾ生

徒ࡢ興味࣭関心ࢆ高ࠊࡵ内容ࡢ理解深化ࢆ意図࡚ࡋいࠋࡿ付録ࡢペ࣮パ࣮ࣇࣛࢡ

トࠊࡣ立体化ࡿࡼ内容理解ࡢ深化ࢆサ࣮࣏トࠋ他教科ࡢ関連ࠕࢆ○○科࡛学ࢇ

 ࠋࡿい࡚ࡗ図ࢆ定着ࡢ知識ࡪ学ࠊࡋ提示࡛ࠖࡇࡪ科࡛学○○ࠕࠖࡇࡔ

表記࣭表

現 

 全体ࠊ࡚ࡋ文章ࡀ短文࡛簡潔ࠊ明快࡛あࠋࡿ難ࡋい漢字ࡀ࡞ࡀࡾࡩࡣあ࡞ࡿ

学術用ࠊࡾࡼࡶࡣ学習指導要領ࠊࡣ用語࣭記号ࡿࡍ関理科ࠋࡿࢀࡽࡳࡀ工夫

語集等基࡙く適ษ࡞記載࡛あࠋࡿ 

総 括 

 生徒ࡢ科学的概念形ᡂࢆ配慮ࠊࡓࡋ系統的࡞編集構ᡂ࡛あࢡࠋࡿテ࣮࣭ࣛࣈ

ࡁࡎࡲࡘࠊࢀࡉ明示ࡀࢀ流ࡢ᥈究ࠋࡿࡍ全編࡛展開ࢆ᥈究学習ࠊࡋ意図ࢆࢢンࢽ

対応ࡓࡋ支援ࡶ考慮ࠊࡋ生徒ࡀ安心࡚ࡋ科学親ࡳࡋ学ࡿ工夫࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

第㸰㸯᥇択地区教科用図書᥇択協議会 

 



研究調査報告書 

教科ྡ㸦 理 科 㸧 

項   目 理科ࡢ世界㸦大日ᮏ図書࣭４㸧 

教育基ᮏ法ࠊ学

校教育法ࡢୗࡢ

中学校学習指導

要領ࡢ教科ࡢ目

標ࡢわࡾ 

○既習事項ࢆ振ࡾ返ࡢࡇࠊࡶࡿ単元࡛学習ࡿࡍ内容ࡢ見通ࠊࡏࡓࡶࢆࡋ学習

課題ࡾࡼࡇࡿࡏࡲࡘࢆ目的意識ࡓࡗࡶࢆ観察ࠊ実験ࢆ行わࡼࡏうࡿࡍ工

夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

○全単元ࢆ通࡚ࡋ学習課題ࢆ把握ࡽ࡚ࡋ観察ࠊ実験ࢆ行いࠊ結果ࢆ考察ࡿࡍ科学

的࡞᥈求ࡢ過程ࢆ基ᮏࡓࡋ内容構ᡂ工夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

○ศࡾやࡍい流ࡢࢀ課題解決学習࡚ࡗࡼ科学的࡞見方ࢆ養࠾うࡿࡍ工夫ࡀ

見ࠋࡿࢀࡽ 

特 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 
 

 
 

 
 

 
 

容 

＜基礎的･基本的࡞知識･技能を習得すࡿ工夫＞ 

単元࠘ࡵࡲࠗࡢを２ペ࣮࡛ࢪ掲載しࠊキ࣮ワ࣮ࢻを確認ࡿࡍ形式や詳しい図

解࡛ࡁࡎࡲࡘࠊࡵࡲやࡍい計算ࡣ例題解答例を示ࡍ工夫ࡀ見ࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡽ

ࠗ基本操作୍࠘覧を目次見やࡍく記載し࡚いࠋࡿ 

＜思考力、判断力、表現力等を育成すࡿ工夫＞ 

分ࡾやࡍい流ࡢࢀ課題解決学習ࠗࠊࡓࡲࠊ࡚ࡗࡼ結果ࡢ整理࠘整理しࡓ

結果ࡽ考察ࠗࡿࡍ考え࡚ࡼࡳう࠘を分ࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡅ活動を明確ࡇࡿࡍ

 ࠋࡿし࡚いう࠾思考力࣭判断力࣭表現力ࠖを養ࠕࠊ࡛

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫＞ 

目次ࡢ次ࠗ教科書ࡢ使い方࠘ࡢペ࣮ࢪを新設しࠊ科学的࡞探求ࡢ過

程を寧示ࠊࡓࡲࠊࡇࡍ観察ࠊ実験ࡢタイࢺル目的を分࡚ࡅ記載しࠊ目

的意識を高ࡵさࡼࡏうࡿࡍ工夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

＜実社会･実生活との関連を図ࡿ工夫＞ 

ࠗやࡼࡳ࡚ࡗう࠘ࠗࠊくࡽしࡢ中ࡢ理科࡛࠘ࡣ学習内容ࡀ日常生活や社会࡛活

用さ࡚ࢀいࡿ話題を取ࡾ上ࠗࠊࡆプロフェッࢩョࢼル࡛࠘ࠊࡣ理科ࡢ内容職業

 ࠋࡿい࡚ࡆ上ࡾ話題を取ࡿあࡀ関連ࡢ

＜科学的࡞見方や考え方を育成すࡿたࡵの工夫＞ 

 結果を予想ࡿࡍ場面を新しく取ࡾ入ࠊ࡛ࡇࡓࢀ従来以上目的意識を࡚ࡗࡶ

観察ࠊ実験取ࡾ組ࠊࡳ科学的࡞思考力࣭判断力を身ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡅࡘう

 ࠋࡿし࡚い

＜安全・環境保全の重要性を認識すࡿたࡵの工夫＞ 

防災࣭安全教育ࡢ指導関わࡿ内容ࠗ安全࠘マ࣮クࠊ自然環境ࡢ保全関わ

 ࠋࡿ工夫し࡚いうࡼࡿࡲ高ࡀ意識ࠊ࡚ࡅࡘ環境࠘マ࣮クをࠗ資料ࡿ

資 

料 

○生ᚐࡀ感心࣭意欲ࡼࡿ࡚ࡶࢆうࠊᮏ文ࣞࡢイア࢘トࢆ工ኵ࡚ࡋいࠋࡿ資料や

ᅗ表ࠊ写真ࢆศࡾやࡍく掲載ࠊࡋᮏ文ࡢ関連ࢆ考え࡚配置࡚ࡋいࠋࡿ 

○ㄞࡳ物資料ࡣｉＰＳ細胞や東地方ኴᖹ洋沖地震ࡢ࡞内容ࡶ加え࠾࡚ࢀࡽ

 ࠋࡿ豊富࡛あࡀ資料ࡿࡵ高ࢆ学習効果ࠊࡾ

表記･表現 

○重要語句ࡣ書体ࢩࢦࢆッࢡ体ࡢኴ字変え࡚表記ࡾࡩࠊࡋ仮ྡࡅࡘࢆ基礎࣭基

ᮏࡢ定着ࢆᅗ࡚ࡗいࠋࡿ 

○用語や数値ࠊ単位ࠊࡣ࡞学術用語集ࠊ学習指ᑟ要領ࠊ理科ᖺ表ࠊ学便覧࡞

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ表記正確࡚ࡗᚑ

総  括 

○ࠗ教科書ࡢ使い方࠘ࡢ新設やศࡾやࡍい課題解決学習࡛目的意識ࡗࡶࢆた学

習活動ࡀ期待࡛ࡲࠋࡿࡁたࠊ自学自習配慮ࠊࡋ基礎࣭基ᮏࡢ定着ࠊ学力向ୖࢆ

目指ࡋたࠗ࠘ࡵࡲや練習問題ࡀ充実࡚ࡋいࠋࡿそࠊ࡚ࡋᑠ学校ࡾࡀ࡞ࡘࡢや

自然環境ࡢ保全ࠊ防災࣭安全教育ࠊキャࣜア教育ࡢ関連へ学ࡢࡧ広ࢆࡾࡀ意

識ࡋた構成࡛あࠋࡿ 

第㸰㸯᥇択地区教科用ᅗ書᥇択協議会 



研究調査報告書  

教科ྡ㸦 理 科 㸧  

㡯 目 中学校 科学㸦学ᅗ࣭㸯㸯㸧 

教育基ᮏ法ࠊ学校

教育法ࡢୗࡢ中学

校学習指ᑟ要領ࡢ

教科ࡢ目標ࡢ

ࡾわ  

○単元ࡢ初ࡵᑠ࣭中ࡢ関連࣭既習事㡯ࡀ示ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ日常生活ࡢ中ࡢ現象関連
付ࡅたᑟ入ࡢ工ኵ࡚ࢀࡉࡀいࠋࡿ観察࣭実験ࡢ目的ࡶ簡潔示ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ学習へ
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ多く掲載ࡶ資料࡞うࡼࡿࡵ高ࢆ興味࣭関心ࡢ

○観察や実験ࡢ内容ࡣ基ᮏ的ࡀࡢࡶ࡞多くࠊ生ᚐࡀ主体的取ࡾ組ࡿࡵ内容࡚ࡗ࡞
いࠋࡿ観察࣭実験ࠕࡢ基ᮏ操作ࠖࡘい࡚ࠊࡶ手㡰ࡀわࡾやࡍく示࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

○学習内容あわ࡚ࡏ写真やᅗࡀ盛ࡾ込ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡲศࡾやࡍく学習内容ࡀㄝ明ࡉ
示ࡶ࡞イント࣏ࡢࡵたࡿࡍ活用ࢆイントや学習内容࣏ࡿ考えࠊࡽࡉࠋࡿい࡚ࢀ
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ࡞ࡀ工ኵࡢࡵ養うたࢆ見方࡞科学的ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

 
 
 
 

容 

＜基礎的・基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞ 
 ᅗや写真ࡀ豊富あࠊࡾ学習内容ࡀศࡾやࡍくㄝ明࡚ࢀࡉいࠕࠋࡿ学習ࡢ確認 やࠖ
基ᮏࡢ観察࣭実験ࠊたࡲࠋいࡍやࡋ確認ࢆ学習内容ࠊࡾ࠾࡚ࡅ設ࢆࠖࡵࡲࡢ学習ࠕ
操作ࡘい࡚ࡶ写真ࢆ用い࡚細い手㡰ࡀㄝ明࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

＜思考力、判断力、表現力等を育成すࡿ工夫＞ 
 観察࣭実験࡛ࠕࡣ結果ࠖࠕ考察ࠖࡀศ࡚ࡅ示ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ結果ࢆศ析࡚ࡋ解釈ࡍ
い࡚ࡘ方ࡁࡢフࣛࢢ方やࡁࡢト࣮࣏ࣞࠊたࡲࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡅࡘࢆ力ࡿ
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉくㄝ明ࡋ詳ࡶ

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫＞ 
 単元ࡢ初ࠕࡵ思い出ࡼࡳ࡚ࡋうࠖ等࡛既習内容ࡢ関連ࢆ示࡚ࡋあࠊࡾ
魅力的࡞写真合わ࡚ࡏ興味ࡼࡿ࡚ࡶࢆう工ኵ࡚ࢀࡉいࠋࡿ単元ᮎ問題
ࡶ࡞計算問題࡞ちࡀࡁࡎࡲࡘࠊࡁ࡛ࡀࡇࡿ返ࡾ振ࢆ学習内容ࡣ࡛࡞
詳ࡋくㄝ明࡚ࢀࡉいࠋࡿ  

＜実社会・実生活との関連を図ࡿ工夫＞ 
 欄外ࠕ日常生活ࢆࠖࡾࡀ࡞ࡘࡢ設࡚ࡅㄝ明࡚ࡋいࠕࠋࡿ科学ࡢ窓ࠖや
ࡍ生仕事ࠕ 取ࡀࡢࡶたࡋ関連日常や社会ࠊࡾ多くあࡶ物ࡳㄞࡢ࡞ࠖ
ࠋࡿ大変興味深い内容࡛あࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡆୖࡾ  

＜科学的࡞見方や考え方を育成すࡿたࡵの工夫＞ 
ࡶうࠖࡼࡋ活用ࠕ加え࡚単元ᮎ࡞うࠖࡼࡳ࡚ࡗ合ࡋ話ࠕ活用ࠖやࠕ

あࠊࡾ科学的࡞見方や考え方ࢆ育成ࡿࡍたࡢࡵ工ኵ࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ  

＜安全・環境保全の重要性を認識すࡿたࡵの工夫＞ 
 生命ࡢ尊重や自然環境ࡢ保全ࡘい࡚わࡾやࡍい事例ࢆ用い࡚ㄝ明ࡉ
ࡏ合わ単元ࠋࡿい࡚ࢀ 窓ࡢ科学ࠕ࡚  ࠋࡿあࡶ内容ࡿࡍ関防災࣭減災ࡣࠖ

資 

料 

○単元ᮎࠕ学習ࠖࡵࡲࡢやࠕ科学ࢆ仕事活ࠕࠊࠖࡍ活用ࡼࡋうࠖいࡗた資
料ࡀあࠊࡾ単元ࢆࡵࡲࡢ自ศ࡛振ࡾ返ࠊࡾ学習ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍう࡚ࡗ࡞い
 ࠋࡿ

○器具ࡢ使い方࣮࣏ࣞࠊトやࣛࢢフࡁࡢ方ࠊ࡞観察࣭実験関ࡿࡍ資料ࡢࡀ学
ᖺࡶ巻ᮎ࡚ࢀࡽࡵࡲあࠊࡾ手㡰ࡢ確認ࡋࡀやࡍく工ኵ࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

表記࣭表現 

○重要語句ࢆኴ字࡛示࡚ࡋあࠊࡾ特重要࡞式ࡣ࡞薄黄色ࡢ枠࡛ᅖ࡚ࡗあࠕࠋࡿ活
用ࠖࠕ表現ࠖࠖࡤࡇࠕ等ࡢ色ศࢀࡉࡅたࡀࢡ࣮࣐多くあࠊࡾ見やࡍく工ኵ࡚ࢀࡉ
いࠋࡿ 

○実験࣭観察࡛ࡣ課題ࡀ目立ࡼࡘう示ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ結果ࠊ考察ࡶࡵࡲ区ู࡚ࡋ
表示࡚ࢀࡉいࠋࡿ実験ࡢ注意点ࡣ薄黄色ࡢ枠赤字࡛示ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ目立ࡼࡘう
工ኵ࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

総 括 

 実際あࡿ場面ࢆ捉えた具体的࡞写真ࡀ多く用いࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽᅗ合わ࡚ࡏ学習内
容ࢆ視覚的捉えやࡍく࡚ࡗ࡞いࠋ࡚ࡿ いࡡい࡞文章࡛ㄝ明ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ࡞ࡀ補充的࣭
発展的࡞内容ࡶ欄外多く掲載࡚ࢀࡉいࡿたࠊࡵ生ᚐࡢ興味ࢆ高ࡵたࠊࡾ学習ࢆ補ࡗ
たࡼࡿࡍࡾう࡞工ኵ࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ科学的࡞見方や考え方ࢆ高ࡿࡵたࡢࡵ要素ࡶ各
所盛ࡾ込࡚ࢀࡲいࠋࡿ授業ࡶࡣちࠊࢇࢁ生ᚐࡢ自主学習ࡶ用いࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ
う࡚ࡗ࡞ࡢࡶ࡞いࠋࡿ 

第㸰㸯᥇択地区教科用ᅗ書᥇択協議会  



研究調査報告書  

教科ྡ㸦 理 科 㸧  

㡯 目 自然ࡢ᥈求 中学校理科㸦教出࣭㸯㸵㸧 

教育基ᮏ法ࠊ

学校教育法ࡢ

ୗࡢ中学校学

習指ᑟ要領ࡢ

教 

科 ࡢ 目 標  ࡢ

ࡾわ  

ࡣ中学校࡛ࡽࢀࡇࡾ返ࡾ振ࢆ学習活動ࡢᑠ学校࡛ࡋ掲載ࢆ方ࠖࡵ進ࡢ理科学習ࠕ○

᥈求活動ࡼࡢࢆう進࡚ࡵいࡼࡤࡅいࢆ提示࡚ࡋいࠋࡿ 

○科学日常生活や社会ࡢ関連ࡽࢆえࠊ美ࡋい自然ࡢ景観ࢆ࡞取ࡇࡿࡆୖࡾ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼ養うࢆ態度ࡿࡍ寄与保全ࡢ環境ࠊࡋ大ษࢆ自然ࠊࡾࡼ

○ᮏ文展開関連ࡋた話題ࢆ数多く掲載ࠊࡋ科学ࡀ日常やࡲࡊࡲࡉ  

意義ࡪ学ࢆ科学ࠊࡋ意識ࢆࡇࡿい࡚ࡗ深く関わ事物･現象࡞  

や有用性ࢆ実感࡛ࡼࡿࡁう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ  

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

 

 

 

 

 

 

容 

＜基礎的･基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞ 

重要用語ࡀኴ字ࡘ朱文字࡚ࡗ࡞いࠋࡿ章ࠕࡈ要点ࢆチ࢙ッࢡ ࠊ࡞ࡿࡅ設ࠖࢆ

学習ࢆ整理࡛ࡼࡿࡁう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

＜思考力、判断力、表現力等を育成すࡿ工夫＞ 

単元ࡢ終ᮎࠊ基礎･基ᮏࡉ࠾ࢆえࡽࡉࠊ思考力や表現力ࢆ問うࠕ活用･応

用問題ࠖࡀ掲載࡚ࢀࡉいࠋࡿ  

＜主体的取ࡾ組ࡴ工夫＞ 

用ࢆᅗ解や写真࡞豊富記述࡞寧ࡀ既習内容࡚ࡗ銘打思い出そうࠖࠕ

い࡚取࡚ࢀࡽࡆୖࡾいࠋࡿ  

＜実社会・実生活との関連を図ࡿ工夫＞ 

日常生活ࡢ関連ࠊ࡞学習ࡋたࡀࡇ活ࡁた知識࡚ࡋ使えࡼࡿうࠕ考

えࡼう 関わࡈࡢࡶ࡞身近ࠋࡿい࡚ࢀࡉ掲載積極的ࡀうࠖࡼࡋ活用ࠕࠖ

ࠋࡿい࡚ࢀࡉ掲載ࡀࢡ࣮࣐生活ࠖࠕ内容ࡿ  

＜科学的࡞見方や考え方を育成すࡿたࡵの工夫＞ 

観察࣭実験ࡢ過程ࢆ明確ࠕ方法ࠊ結果ࠊ考察ࠖศ࡚ࡅ示࡚ࡋいࡲࠋࡿたࠊ

ศ析･解釈ࡿࡍ場面やࠕわた࣮࣏ࣞࡢࡋトࠖࡀ多数掲載࡚ࢀࡉいࠋࡿ  

＜安全・環境保全の重要性を認識すࡿたࡵの工夫＞ 

安全関わࡿ内容ࠕ安全ࠖࠊࢡ࣮࣐環境関わࡿ内容ࠕ環境ࠖࡀࢡ࣮࣐掲載ࠊࢀࡉ

生ᚐࡢ意識ࡀ高ࡿࢀࡽࡵ工ኵ࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 

資 

料 

ᮏ文ࠊキャࣛࢡタ࣮ࡢ吹ࡁ出ࠊࡋ課題いう୍連ࡢ᥈求ࡢ過程ࡀศࡾやࡍいࠋ

そࠊ࡚ࡋ思考ࡢ流ࢀや学習ࡢ展開関連付ࠊ࡚ࡅ整然配置࡚ࡋいࠋࡿ東日ᮏ大震

災関ࡿࡍ資料ࡀ見開1ࡁペ࣮࡛ࢪ掲載࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

表記 

࣭ 

表現 

色覚等ࡢ特性ࡲࡩࢆえたุࠊㄞࡋやࡍい配色やࣞイア࢘トࠊ表現方法ࠊ文字࡞

使ࢆ書体ࣝࢧ高いユニバ࣮ࡢ可ㄞ性ࠊࡣ文字ࡢᮏ文や側注等ࠋࡿࢀࡽ見ࡀ工ኵࡢ

用࡚ࡋいࠋࡿ特ู支援教育へࡢ配慮ࡀあࠋࡿ 

総 括 

第1学ᖺࡢ巻頭 方ࡵ進ࡢ理科学習ࠕ࡛ やࡾ方ศࡵ進ࡢ理科学習ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ示ࡀࠖ

ࡋわたࠕ࡛ࢪᮏ文ペ࣮ࡵたࡿࡅ付身ࢆ方ࡁ書ࡢト࣮࣏ࣞࠊたࡲࠋࡿあࡀく୍貫性ࡍ

教養幅広い知識ࠊ࡛࡞ࡢ᥈求活動ࡢ連୍ࠋࡿい࡚ࢀࡉ数多く掲載ࡀト࣮࣏ࠖࣞࡢ

 ࠋࡿࢀࡽࡵ求ࢆ真理ࡽࡀ࡞ࡅ付身ࢆ

第㸰㸯᥇択地区教科用ᅗ書᥇択協議会  

 



研究調査報告書  

教科ྡ㸦 理 科 㸧  

㡯  目 ᮍ来へࢧࡿࡀࢁࡦイ࢚ンࢫ  啓林館 㸴㸯 

教育基ᮏ法ࠊ学校教

育法ࡢୗࡢ中学校学

習指ᑟ要領ࡢ教科ࡢ

目標ࡢわࡾ 

○実社会や実生活ࡢ関連ࢆᅗࡗた情報ࡀ積極的取ࡾ込ࠊࢀࡲ生ᚐ୍ࡾࡼࡀ層ࡢ

興味ࢆ持࡚ࡗ理科ࢆ学ࡪ動機ࢆ与え࡚いࠋࡿ 

○理科室や授業ࡢ状況応࡚ࡌ実験ࢆ増やࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡍうࠊ実験方法ࡀ段階ู

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ数多く提示

○ᮏ冊ู冊ྠࢆ時活用ࡋ計画࣭ศ析࣭解釈࣭表現ࠊ࡛ࡇࡿࡍ論理的考え記

述ࡿࡍ科学的思考力ࡢ育成ࡀᅗ࡚ࢀࡽいࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 

 

 

 

内 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

容 

＜基礎的・基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞  

ᮏ冊別冊ࡢ相乗効果ࠊࡾࡼ実際手ࢆ動し࡚書ࡁ込ࠊ࡛ࡇࡴぼࢇやࡾ

ࡼࡴ進段階的ࡀ定着ࡢᇶ礎学力ࠊࡾ変わ理解ࡓࡗ伴ࢆ実感ࡀ知識理解ࡓし

う࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

＜思考力、判断力、表現力等を育成すࡿ工夫＞  

㺀予想し࡚ࡼࡳう㺁㺀考え࡚ࡼࡳう㺁㺀話し合ࡼࡳ࡚ࡗう㺁いう場面ࡀ適所設定

い࡚ࡗ࡞構成ࡿࢀᇵわࡀᇶ礎ࡢ提案力ࠊࡶࡾࡲや深ࡾࡀ広ࡢ思考ࠊࢀࡉ

 ࠋࡿ

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫＞  

単元導入ࡽ観察･実験ࠊ読ࡳ物至ࠊ࡛ࡲࡿ科学へࡢ関心ࢆ高ࠊࡵ理科ࢆ学ぶ

 ࠋࡿ数多く掲載し࡚いࢆ場面や資料ࡿࡁ実感࡛ࢆや意義࣭有用性ࡉ楽しࡢࡇ

＜実社会・実生活との関連を図ࡿ工夫＞  

巻ᮎ資料ࡢ㺀ｻｲｴ㺻ｽﾄﾗ㺫㺼ﾗｰ㺁࡛地域ࡢࡈ自然や伝統産業科学ࡢ関連ࠊ㺀部活ﾗ

㺬㺼㺁࡛部活動ࡢ中࡛ࡢ科学ࡢ話題ࠊ各単元ᮎ࡛ࡣ最新ࡢ科学技術や環境࣭ｴﾈﾙｷ㺼ｰ࣭

防災等ࡢ単元ࡢ学習ࡽ広ࡿࡀ世界ࢆ紹介し࡚いࠋࡿ 

＜科学的࡞見方や考え方を育成すࡿたࡵの工夫＞ 

実験࣭観察࠾い࡚ࠊ目的意識見通し࡚ࡗࡶࢆ取ࡾ組ࡼࡿࡵうࠊレイアウ

トࡀ工夫࡚ࢀࡉいࠊࡽࡉࠋࡿ発展的࡞実験࣭観察法2ࡀ段階分࡚ࡅ紹介ࠊࢀࡉ

学校ࡢ実態合わせࡓ取ࡾ組ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡳ 

＜安全・環境保全の重要性を認識すࡿたࡵの工夫＞ 

実験･観察ࢆ安全行うࠊࡵࡓ特注意すࢆࡇࡿ分ࡾやすく目ࡁࡘやす

いマ࣮ク࡛示し࡚あࠊࡓࡲࠋࡿメ࣮カ࣮や種類ࡀ異ࡿ࡞装置ࡢ操作ࢆ複数紹介

しࡢࢀࡒࢀࡑࠊ注意点ࡀ挙࡚ࢀࡽࡆいࠋࡿ 

色 

 

資 

料 

○日本各地ࡢ地域性を考慮した資料ࠊ日本ࡢ伝統技術や最新技術を紹介すࡿ資

料ࠊ学校外ࡢ施設ࡢ利用関すࡿ資料ࠊ環境問題関連すࡿ資料ࠊICT活用関

すࡿ資料等ࠊ生徒ࡢ興味࣭関心をࡁ立࡚ࡿ数多くࡢ資料を掲載し࡚いࠋࡿ 

表記࣭表現 

○目的や内容合わせ࡚ࠊ印象的࡛生徒ࡢ目を引く多種多様࡞マ࣮クࡀ使わ࡚ࢀ

いࠋࡿ巻頭資料࡛ࡣそࡢマ࣮クࡢ意味学習ࡢ流ࡘࢀい࡚ࡢㄝ明ࡀさ࡚ࢀい

 ࠋࡿ

○可ㄞ性࣭視認性を意識した特別支援教育ࡢ観点よࢹࠊ࡚ࡗザイン࣭レイアウ

 ࠋࡿい࡚ࢀ構成さࡀࢺ

総   括 

 本冊ࡣ各学年㺀マイノ࣮ࢺ㺁いうࠊ多色刷ࡢࡾ補助教材ࡀ別冊し࡚附属し

࡚いࠋࡿ本冊合わせ࡚書ࡁ込む作業をすࡿうちࠊ科学的思考力表現力ࡀ育成

さࠊࢀすべ࡚ࡢ生徒ࡢ学力ࡢ底上げࡀ期待࡛ࠋࡿࡁ 

第㸰㸯採択地区教科用図書採択協議会  

 



研究調査報告書  

教 科名（ 音 楽 ）  

項 目  書名 中学音楽 音楽のおくりもの（発行者略号 教出・番号 １７）  

教育基本

法、学校

教育法の

下の中学

校学習指

導要領の

教科の目

標とのか

かわり 

○音楽を愛好する心情を育て、音楽に対する感性を豊かにするために、どのような工夫が

見られるか。 

 学習指導要領に基づいた３つの柱を設定し、共通事項を窓口に音楽を捉えて各教材が示

されている。また、音楽を愛好する心情を育て、音楽に対する感性を豊かにするための

教材や解説が示されている。 

○音楽文化についての理解を深めるために、どのような工夫が見られるか。 

 我が国や諸外国の音楽文化について理解できるよう、幅広い分野から教材を取り上げ、 

 日本と他国の音楽文化の共通点や相違点を探る教材を取り上げるとともに、体験を重視

した学習活動が取り入れられている。 

特  

 

 

 

 

 

 

 

色  

内  

容  

＜基礎的・基本的な知識・技能を習得させる工夫＞ 

○各学年に「指揮をしてみよう」のコーナーを設定し、表現の基礎的な技能の習得や創意

工夫して表現するための解説が示され、発達の段階に応じて習得できるように工夫され

ている。 

＜思考力、判断力、表現力等を育成する工夫＞ 

○表現したいイメージのヒントとなる吹き出しには、思考力、判断力、表現力につながる

質問や助言が示されており、知覚・感受したことを直接書き込める部分もある。 

＜主体的に学習に取り組む態度を養う工夫＞ 

○各教材には、目標とする学習内容が示されており、「Let’s Try!」「伝えてみよう」

「音のスケッチ」のコーナーでは主体的に学習を進める構成になっている。 

＜音楽活動の基礎的な能力を伸ばすための工夫＞ 

○共通事項を窓口に捉えた学習の目標が３つの柱に分類されており、教材ごとに共通事項

を示し、系統的・発展的に学習する構成になっている。 

＜音楽文化について理解を深めるための工夫＞ 

○「日本の歌みんなの歌」「歌のアルバム」では、既習曲を中学生にふさわしい混成合唱

 に編曲したもの、同一曲を学年に応じて編曲したもの、世代間や他の国との交流を意識

 した歌唱教材として選択されている。 

 資  

料  

○日本や諸外国の音楽文化や舞台に関わる情報、「音楽著作権とインターネット」を掲載

し、音楽を多面的な角度から学習する工夫がされている。 

○教材の特徴が捉えやすくなるように文章や資料の配置が工夫されている。 

表記 

表現 

 

○歌唱の共通教材では、楽譜・縦書きの歌詞・ピアノ伴奏譜・写真が掲載されている。 

○教材に関連する音楽用語や記号が該当ページに示され、巻末の「楽典」では、掲載ペー

ジも示し、発展として「音ってなあに」「音の三要素」が掲載されている。 

総 括  我が国の伝統的な音楽を鑑賞し体験する資料が充実しておりページ数も多い構成になって

いる。見開きの写真も充実している。資料集なみの構成となっている。歌唱教材について

は、新曲も多数取り上げた構成になっている。 

第 ２ １ 採 択 地 区 教 科 用 図 書 採 択 協 議 会  



研究調査報告書  

教 科名（ 音 楽 ）  

項 目  書名 中学生の音楽（発行者略号 教芸・番号 ２７）  

教育基本

法、学校

教育法の

下の中学

校学習指

導要領の

教科の目

標とのか

かわり 

○音楽を愛好する心情を育て、音楽に対する感性を豊かにするために、どのような工夫が

見られるか。 

 『音楽学習ＭＡＰ』において、学習指導要領に示された学習内容と各教材との関係や、

歌唱・創作・鑑賞といった分野を横断した関連図が示されている。また、音楽を愛好す

る心情を育て、音楽に対する感性を豊かにするための教材や解説が示されている。 

○音楽文化についての理解を深めるために、どのような工夫が見られるか。 

 我が国や諸外国の音楽文化について理解できるよう、幅広い分野から教材を取り上げ、

音楽とその背景や生活とのかかわりに関する資料を掲載するとともに、体験を重視した

学習活動が取り入れられている。 

特  

 

 

 

 

 

 

 

色  

内  

容  

＜基礎的・基本的な知識・技能を習得させる工夫＞ 

○各学年に『確認しよう』を設け、ビンゴゲームやリズムゲームを通して、基礎的・基本 

 的な共通事項である音符や休符や様々な記号について、くり返し確認、学習する構成に 

 なっている。 

＜思考力、判断力、表現力等を育成する工夫＞ 

○ここが分かればGrade up!では曲の構成をパートの役割、共通事項と関連させながら思

考・判断する場面を設け、表現方法を工夫する構成になっている。 

＜主体的に学習に取り組む態度を養う工夫＞ 

○各教材には、学習目標と学習目標に迫る具体的な学習活動の手順、学習の窓口、吹き出

しなど、学習に必要な情報が示され主体的に学習を進められる構成になっている。 

＜音楽活動の基礎的な能力を伸ばすための工夫＞ 

○各学年に学習の目標と学習指導要領に示された共通事項を学習の窓口としてマークで示

し、共通事項を学習の支えとしながら、全学年を通して教材が系統的・発展的に組織さ

れている。 

＜音楽文化について理解を深めるための工夫＞ 

○我が国や世界の音楽文化について、音楽の特徴やよさ及び多様性を感じとるために西洋

音楽史を日本の歴史から捉えるコーナー、聴くポイント、写真が掲載されている。 

資  

料  

○日本の伝統芸能のコーナーでは、場面の様子と写真が一致している。 

○日本や諸外国の音楽文化や舞台に関わる情報を掲載し、音楽を多面的な角度から学習で

きるように工夫されている。 

表

記・

表現 

○歌唱の共通教材では、楽譜・縦書きの歌詞・ピアノ伴奏譜・写真が掲載されている。 

○教材に関連する音楽用語や記号が該当するページに示されており、巻末に『音楽の約

束』として発達段階に応じた楽典のまとめが掲載されている。 

総 括  我が国の伝統的な音楽の扱いとして、1年がソーラン節、2年が長唄「勧進帳」3年が能

「羽衣」を取り上げ学年の発達段階を考えられた構成になっている。題材も歌おう→唄お

う→謡おうという表記になっていて3年間を見通したものになっている。昔から歌い継が

れてきた定番の歌唱教材を大切に扱っている。 

第 ２ １ 採 択 地 区 教 科 用 図 書 採 択 協 議 会  



研究調査報告書  

教科名㸦 音楽 㸧  

項 目 書名 中学器楽 音楽࠾ࡢくࡢࡶࡾ㸦発行者略号 教出࣭番号 㸯７㸧 

教育基ᮏ

法ࠊ学校

教育法ࡢ

ୗࡢ中学

校学習指

導要領ࡢ

教科ࡢ目

標ࡢ

ࡾわ  

○音楽を愛好すࡿ心情を育てࠊ音楽対すࡿ感性を豊すࡿためࠊのࡼう࡞工夫ࡀ

見ࠋࡿࢀࡽ 

 各楽器ࡢ基礎を身着ࠕࡿࡅ演奏ࡢ仕方を身着ࡼࡅうࠖアンࢧンブࣝを中心ࡓࡋ 

基礎ࡢ音楽活動ࠊ心情を育࡚ࡿࡍ音楽を愛好ࠊࡶࡍうࠖを示ࡼࡋ演奏࡚ࡏ合わࠕ 

的࡞能力を伸ࠊࡵࡓࡍࡤ様々࡞奏法ࡘい࡚具体的࡞資料ࡀ示さ࡚ࢀいࠋࡿ 

○音楽文化ついての理解を深めࡿためࠊのࡼう࡞工夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

 ࣜコ࣮５ࠊ࣮ࢱࢠ࣮ࢲ種類ࡢ和楽器を取ࠊࡆୖࡾアンࢧンブࣝࡢ中和楽器を用いࡓ教

材ࡶ掲載ࠊࡋᡃࡀ国や諸外国ࡢ様々࡞音楽ふࡼࡿࢀう構ᡂさ࡚ࢀいࠋࡿ 

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

容 

＜基礎的࣭基ᮏ的࡞知識࣭技能を習得さࡿࡏ工ኵ＞ 

○各楽器ࡢ構造や各部ࡢ名称ࡀ写真やイ࡛ࣛࢺࢫ示さࠊࡶࡿࢀ楽器ࡢ構え方ࡘい

 ࠋࡿい࡚ࢀさࡀ説明ࡢ࡞奏法ࠊࢀ掲載さࡀ写真ࡽ角度ࡢ複数ࠊࡣ࡚

＜思考力ࠊ判断力ࠊ表現力等を育ᡂࡿࡍ工ኵ＞ 

○各楽曲ࠕࡣ演奏࣏ࡢインࠖࢺ等ࠊ表現を工ኵ࡚ࡋ演奏ࡢࡵࡓࡿࡍ具体的࡞問いࡅや

アࢻバイࡀࢫ示さ࡚ࢀいࠋࡿ 

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工ኵ＞ 

○各教材ࠊࡣ目標ࡿࡍ学習内容ࠊ楽器ࡢ奏法ࡀわࡿ写真ࡀ示さࠊࡾ࠾࡚ࢀ生徒ࡀ主

体的学習࡛ࡿࡁ構ᡂ࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

＜音楽活動ࡢ基礎的࡞能力を伸ࡢࡵࡓࡍࡤ工ኵ＞ 

○教材ࠊࡣ共通事項を踏まえࡓ学習課題㸦ࡽࡡい㸧ࡀ示さࠕࠊࡾ࠾࡚ࢀ音ࢫࡢケッࠖࢳ

 ࠋࡿい࡚ࢀ配置さࡀう教材ࡼࡿࡵ組ࡾ取創作活動ࠊࡣ࡛࣮ࢼコ࣮ࡢ

＜音楽文化ࡘい࡚理解を深ࡢࡵࡓࡿࡵ工ኵ＞ 

○筝୕ࠊ味線ࠊ篠笛ࠊኴ鼓ࠊ尺八ࡀ取ࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡆୖࡾ楽器ࡢ名手ࡽ中学

生へ࣓ࡢッセ࣮ࡀࢪ掲載さ࡚ࢀいࠋࡿまࠊࡓ和楽器を扱ࡓࡗアンࢧンブࣝࡶ掲載さ࡚ࢀ

いࠋࡿ 

資 

料 

○演奏家ࡢ演奏場面ࡢ写真࣓ッセ࣮ࠊࢪ音楽制作現場ࡢ写真ࡀ掲載さ࡚ࢀいࠋࡿ巻ᮎ

写真ࠊࡾあࡀ表ࢻ࣮࣮࣎࢟＆࣮ࢱࢠࠊ用語࣭記号࡞ࢁいࢁいࠊ運指表ࡢ࣮ࢲコ࣮ࣜࠊࡣ

 ࠋࡿい࡚ࢀ掲載さࡀ

表記 

表現 

○和楽器࠾い࡚ࠊࡣ五線譜和楽器固有ࡢ奏法譜ࡀ示さ࡚ࢀいࠋࡿ 

○楽器ࡢ基ᮏ的࡞奏法ࡀ写真やイࣛࢺࢫを使࡚ࡗ説明さ࡚ࢀいࠋࡿ 

総 括 ○ࠕ名曲旋律集࡛ࠖࠊࡣ名曲ࡢ解説ࣜコ࣮࡛࣮ࢲ演奏ࡿࡍ編曲ࡀ掲載さ࡚ࢀいࠋࡿ 

○ࣜコ࣮ࠊ࣮ࢲ筝୕ࠊ味線を学習ࡿࡍコ࣮ࠊࡣ࣮ࢼ関連ࡿࡍ鑑賞教材ࡀ掲載さ࠾࡚ࢀ

発展ࡾࡼ࡛ Let’s tryࠊࡓまࠋࡿい࡚ࢀ示さࡀ教材ࡿࡍ領域を横断ࡢ鑑賞表現ࠊࡾ

的࡞教材㸦和楽器ࣜコ࣮ࡢ࣮ࢲ合奏࡞㸧ࡀ取࡚ࢀࡽࡆୖࡾいࠋࡿ 
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研究調査報告書  

教科名㸦 音楽 㸧  

項 目 書名 中学生ࡢ器楽 㸦発行者略号 教芸࣭番号 㸰７㸧 

教育基ᮏ

法ࠊ学校

教育法ࡢ

ୗࡢ中学

校学習指

導要領ࡢ

教科ࡢ目

標ࡢ

ࡾわ  

○音楽を愛好すࡿ心情を育てࠊ音楽対すࡿ感性を豊すࡿためࠊのࡼう࡞工夫ࡀ

見ࠋࡿࢀࡽ 

 学習指導要領ࡢ内容示さࡓࢀ指導事項及び共通事項ࡢ関連ࡀ分ࡼࡿうࠗ音楽学

習ＭＡＰ࠘を示ࠊࡶࡍ音楽を愛好ࡿࡍ心情を育࡚ࠊ音楽活動ࡢ基礎的࡞能力を伸

 ࠋࡿい࡚ࢀ示さࡀ資料࡞い࡚具体的ࡘ奏法࡞様々ࠊࡵࡓࡍࡤ

○音楽文化ついての理解を深めࡿためࠊのࡼう࡞工夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

 ࣜコ࣮５ࠊ࣮ࢱࢠ࣮ࢲ種類ࡢ和楽器㸯㸰種類ࡢ打楽器を取ࠊࡆୖࡾアンࢨンブࣝࡢ

中和楽器を用いࡓ教材を掲載ࠊࡋアンࢨンブࣝを通࡚ࡋᡃࡀ国や諸外国ࡢ様々࡞音楽

 ࠋࡿい࡚ࢀ構ᡂさうࡼࡿࢀ触

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

容 

＜基礎的࣭基ᮏ的࡞知識࣭技能を習得さࡿࡏ工ኵ＞ 

○各楽器ࡢ構造や各部ࡢ名称ࡀ写真や図ࠊイ࡛ࣛࢺࢫ示さࠊࡶࡿࢀ楽器ࡢ構え方

 ࠋࡿい࡚ࢀさࡀ説明ࡢ࡞奏法ࠊࢀ掲載さࡀ写真ࡢࡽ角度ࡢ複数ࠊࡣい࡚ࡘ

＜思考力ࠊ判断力ࠊ表現力を育ᡂࡿࡍ工ኵ＞ 

○活動ࡢヒンࠕࡿ࡞ࢺ演奏࣏ࡢインࡀࡇࡇࠕࠖࢺわࡤࢀGrade up！ࠖࠊࡣ思考力ࠊ

判断力ࠊ表現力ࡿࡀ࡞ࡘ助言ࡀ示さ࡚ࢀいࠋࡿ 

＜主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工ኵ＞ 

○各教材ࠊࡣ目標ࡿࡍ学習内容やࡢࡑ方法ࡀ吹ࡁ出࡞ࡋ示さࠊࡾ࠾࡚ࢀ生徒ࡀ主

体的学習取ࡾ組ࡴ構ᡂ࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

＜音楽活動ࡢ基礎的࡞能力を伸ࡢࡵࡓࡍࡤ工ኵ＞ 

○教材応ࠊ࡚ࡌ学習目標ࠊ共通事項をࠕ学習ࡢ窓口࡛ࠖࢡ࣮࣐࡚ࡋ示ࠕࠊࡋMy Mel

odyࠖࡢコ࣮ࠊࡣ࡛࣮ࢼ創作活動取ࡾ組ࡼࡿࡵう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

＜音楽文化ࡘい࡚ࡢ理解を深ࡢࡵࡓࡿࡵ工ኵ＞ 

○筝୕ࠊ味線ࠊኴ鼓ࠊ篠笛ࠊ尺八ࡢ特徴や奏法ࡘい࡚ࠕ音を聴い࡚確ࡼࡵうࠖࠕ和楽

器ࡇぼࢀ話ࠖࡢ࡞コࣛࠊ࣒楽器ࡢ特性や奏法まࡎࡽ姿勢や礼儀関ࡿࡍ内容ࡶ

示さ࡚ࢀいࠋࡿ 

資 

料 

○巻頭ࠊࡣ演奏家ࡢ写真࣓ッセ࣮ࣜࠊࢪコ࣮ࡀ࣮ࢱࢠ࣮ࢲ活躍ࡿࡍ曲ࠊ尺八篠笛

 ࠋࡿい࡚ࢀ掲載さࡀ写真ࡢ

表記

表現 

○和楽器࠾い࡚ࠊࡣ五線譜和楽器固有ࡢ奏法譜ࡀ示さ࡚ࢀいࠋࡿ 

○楽器ࡢ基ᮏ的࡞奏法ࡀ写真やイࣛࢺࢫを使࡚ࡗ説明さ࡚ࢀいࠋࡿ 

総 括 ○ࠕ名曲ࢫケッࠊࡣ࡛ࠖࢳ名曲ࡢ解説ࣜコ࣮࡛࣮ࢲ演奏ࡿࡍ編曲ࡀ掲載さ࡚ࢀいࠋࡿ 

○ࣜコ࣮ࠊ࣮ࢱࢠࠊ࣮ࢲ筝୕ࠊ味線ࠊኴ鼓ࠊ尺八ࠊ篠笛ࡢ音色を聴くࡵࡓ関連ࡓࡋ鑑賞

教材ࡀ掲載さࠊࡾ࠾࡚ࢀ表現鑑賞を領域を横断ࡿࡍ教材ࡀ示さ࡚ࢀいࠋࡿまࣜࠊࡓコ

 ࠋࡿい࡚ࡋ充実ࡀ楽譜ࡓࡋンブࣝを中心ࢧアンࡢ࣮ࢲ࣮
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美術科調査の観点Ტ開隆堂・ᲳᲣ 

 目 観     点 

教育ᇶᮏ法ࠊ学校

教育法ࡢୗࡢ中学

校学習指ᑟ要領ࡢ

教科ࡢ目標ࡢ

 ࡾわ

࣭発㐩段階応࡚ࡌ題材内容ࢆ系統的構築ࠊࡶࡿࡍ授業ࡢ目標ࠊ内容や方法ࠊᇵ

いたい資質や能力ࡀ具体的示ࠊࢀࡉ教科ࡢ目標ࢆ㐩ᡂࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

࣭㸯学ᖺࡣᇶ礎的技法や知識ࢆ学ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡪ題材ࠊ㸰ࠊ㸱学ᖺࡣ応用的࡞技法や知識

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ構ᡂࡀ内容系統的ࠊ題材ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡪ学ࢆ

࣭造形作品や造形活動ࢆ通࡚ࡋᡃࡀ国ࡢ文化や郷土ࠊࡉࡼࡢアࢪアࢆ含ࡴ諸外国ࡢ文化࡞

 ࠋࡿい࡚ࢀ触ࡶ࡞ࡾࡀ繋ࡢ国ࡀᡃࠊࡶࡿ伝えࢆ

 

 

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

 

 

 

 

 

 

内 容 

 ࠒ工夫ࡿࡍ習得ࢆ知識࣭技能࡞ᇶ礎的࣭ᇶᮏ的ࠑ

࣭制作手㡰や技法ࢆ写真やᅗ版࡛示ࠊࡶࡍᇶ礎的࡞技法や知識ࠕࡀᅖࠖࡳやࠕ掲示

板形式ࡢ表示 ࡢ巻ᮎ資料࡛用具や材料ࠋࡿい࡚ࡗ࡞くࡍやࡾศ࡚ࢀࡉ示࡛ࠖࢡ࣮࣐ࠕࠖ

扱い方ࠊ色彩関ࡿࡍ資料ࢆ࡞掲載࡚ࡋいࠋࡿ 

 ࠒ工夫ࡿࡍ育ᡂࢆ表現力等ࠊ断力ุࠊ思考力ࠑ

࣭作者ࡢ言葉ࠊ生徒や作家ࡢ制作過程や作品解ㄝࡢᅗ版入ࡾ掲載等ࠊ表現ࢆ支えࡿ情報ࢆ

示ࠊࡋ発想や構想ࡢ場面࡛思考力やุ断力ࠊ表現力ࡀ身付く工夫࡚ࡋࢆいࠋࡿ 

 ࠒ養う工夫ࢆ態度ࡴ組ࡾྲྀ学習主体的ࠑ

関連ࡢ資料࡞豊富ࠊ掲載ࡢࠖࡾえࡾࡩࠕࡢࡵたࡢ内容ࠖや自己評価目標ࡢ学習ࠕ࣭

 ࠋࡿい࡚ࡋう工夫ࡼࡿࡵ組ࡾྲྀ学習主体的ࡀ生徒ࠊ࡞ࡍ示࡛ࢡ࣮࣐ࢆ

 ࠒ工夫ࡿࡵ高ࢆ力や想像力ࡿྲྀࡌ感ࡵࡘ見ࢆ対象ࠑ

࣭表現題材全般ࠊ࡚ࡋ࠾ࢆ発想࣭構想ࡢヒンࡿ࡞ࢺ考え方ࡀ具体的示࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

࣭目的や必要応ࡌた写真やᅗ版ࠊ࡚ࡗࡼ表現ࡢ特ᚩࡼࢆく捉えࠊࡁ࡛ࡀࡇࡿ感ྲྀࡌ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉう工夫ࡼࡿࢀࡽࡵ高ࢆ力や想像力ࡿ

 ࠒ工夫ࡿࡵ高ࢆ技能ࡿࡍく表現ࡋ美ࡋ創意工夫ࠑ

࣭制作過程ࡢ写真やᅗࠊ材料࣭用具ࡢ扱い方ࠊࡀ࡞生徒ࡢ視点立࡚ࡗㄝ明ࠊࢀࡉᅗ解

出ࡁ吹ࠊたࡲࠋࡿい࡚ࢀࡉ配置系統的ࡀたᅗࡌ応学ᖺࠊࡵたࡿࡍ᫆くࡾྲྀࡳㄞࢆ

 ࠋࡿい࡚ࡋう工夫ࡼࡿࡁ࡛ࡀ表現活動࡚ࡋ創意工夫ࡀ生徒ࠊࢀࡉ掲載ࡀ等や写真資料ࡋ

 ࠒ工夫ࡿࡏ味わわࢆ࡞ࡉࡋや美ࡉࡼࠑ

࣭大ุࡢᅗ版やࠕ原寸࡛ࠖࡢ作品掲載等ࠊ作品ࡢ細部࡛ࡲ鑑賞࡛ࡿࡁペ࣮ࢪやࠊ鑑賞活動

ᖹ面や立体ࠋࡿあࡀ工夫ࡿࡵ高ࢆ能力ࡢ鑑賞ࡢ生徒ࠊࡾあࡀࡅ問いࡿ࡞ࡅࡗࡁࡢ

 ࠋࡿい࡚ࡆୖࡾྲྀࢆ幅広く作品࡛ࡲ現代ࡽࡢࡶ࡞歴史的ࠊࡎ問わࢆ

  資 料 ࣭ࠕ原寸ࢠャ࣮ࣛࣜࠖࠊ࡚ࡋᮏ物近い形࡛観࡚感ࡿࡌ資料ࢆ掲載࡚ࡋいࠋࡿ 

࣭巻ᮎࠕ色彩理論ࠖやࠕ表現技法ࠖࠕᖺ表ࠖࠕ鑑賞ࠖ等ࢆ資料࡚ࡋ掲載࡚ࡋいࠋࡿ 

࣭題材ࡢ表現や制作意ᅗࠕࢆ作者ࡢ言葉࡚ࠖࡋ掲載࡚ࡋいࠋࡿ発想ࢆ促ࡍたࡢࡵヒンࢺ

や題材ࡢ中࡛使わࡿࢀ技法ࠊ制作過程ࢆ写真や言葉ࠊ吹ࡁ出࡛ࡋ示࡚ࡋいࠋࡿ 

  表記࣭表現 ࣭題材ྡࡢୗࡽࡡࠕいࠖࢆ掲載ࠊࡋ学習ࠕࡢ振ࡾ返ࢆࠖࡾ観点ู示࡚ࡋいࠋࡿ 

࣭ᇶ礎的࡞技法ࠊ習得ࡏࡉたい知識や情報ࢆᅖࡳ記事࡛示࡚ࡋいࠋࡿ 

࣭鑑賞ࡿ࡞ࡅࡗࡗࡁࡢ問いࡅや安全注意関ࡿࡍ内容ࢆ色ศ表示࡚ࡋいࠋࡿ 

࣭題材関連ࡋた資料ࡢペ࣮ࢆࢪୗ段ࡶࢡ࣮࣐ࠊ表示࡚ࡋいࠋࡿ色彩ࡀ優ࡋいࠋ 

  総 括 ࣭教科書ࡣ㸰冊ࡢ編集࡛ࠊ美術㸯美術㸰࣭㸱㸦㸰ࠊ㸱ᖺ生用㸧࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

࣭発㐩段階沿ࡗたࠊ系統的࡞題材࡛構ᡂ࡚ࡋいࡲࠋࡿたࠊ実際ࡢ授業ࢆ想定ࠊࡋ表現

鑑賞ࢆ明確区ศࠊࡎࡏ題材ࡢ中࡛表現鑑賞ࢆ関連࡚ࡏࡉ働ࡿࡏ構ᡂ࡚ࡋいࠋࡿ 

࣭生徒ࡢ内面㔜点ࢆ置ࠊࡁ学習ࡽࡡࡢいࢆ設定ࡶࡿࡍ生徒作品ࡣ作者ࡢ言葉ࢆ

添え࡚いࠋࡿ全題材ࠊᑠ学校共通ࠕࡢ学習ࡢ振ࡾ返ࢆࠖࡾ掲載࡚ࡋいࠋࡿ 



美術科調査の観点Ტ光村・３ᲲᲣ 

㡯 目 観     点 

教育ᇶᮏ法ࠊ学校

教育法ࡢୗࡢ中学

校学習指ᑟ要領ࡢ

教科ࡢ目標ࡢ

 ࡾわ

࣭多数ࡢ作品࡛多様࡞表現方法ࡀ学べࠊ身近ࡢࡶ࡞や職業ࡢ繋ࡀࡾࡀ写真等࡛示ࠊࢀࡉ

美術生活ࡢわࢆࡾ通࡚ࡋ美術ࢆ愛好ࡿࡍ心情ࡀ育ᡂ࡛ࡼࡿࡁう工夫࡚ࡋいࠋࡿ 

࣭作品ࡶ詩や作者ࡢ言葉ࠊ発想ࡢヒンࠊࢺ㐨ᚨࡢ学習等ࡢ関連ࢡ࣮࣐ࢆや言葉࡛

補足ࠊࡋ美術ࡢᇶ礎的࡞能力や豊࡞感性ࢆ伸長ࡿࡍたࡢࡵ工夫ࠋࡿࢀࡽࡳࡀ 

࣭日ᮏ西洋ࠊアࢪア諸国等࡞ࡲࡊࡲࡉ国や地域ࡢ作品ࠊࡆୖࡾྲྀࢆ自国及び国ࡢ文化

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉう配慮ࡼࡿ養えࢆ態度ࡿࡍ大ษࠊࡋ愛ࢆ美術文化ࡢ郷土ࠊ尊㔜やࡢ

 

 

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

 

 

 

 

 

 

内 容 

 ࠒ工夫ࡿࡍ習得ࢆ知識࣭技能࡞ᇶ礎的࣭ᇶᮏ的ࠑ

࣭用具ࡢ使い方や表現技法ࢆ写真やᅗ版資料࡛提示ࠊࡋ各巻ᮎࠊᇶ礎的࡞技法や資料ࢆ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉう構ᡂࡼࡿࡁ࡛参考࡚ࡋ資料ࠖࡿ支えࢆ学習ࠕࠊࡵࡲ

 ࠒ工夫ࡿࡍ育ᡂࢆ表現力等ࠊ断力ุࠊ思考力ࠑ

࣭生徒や作家ࡢ発想ࡢ方等ࢆ写真等࡛掲載ࠊࡶࡿࡍ発想ࠊ構想ࡢヒンࢡ࣮࣐ࢆࢺ

࡛示ࠊ࡛ࡇࡍ思考力ุࠊ断力ࠊ表現力等ࢆ育ᡂࡿࡍ工夫࡚ࡋࢆいࠋࡿ 

 ࠒ養う工夫ࢆ態度ࡴ組ࡾྲྀ学習主体的ࠑ

࣭題材毎目標チェッࢡ欄ࡀあࠊࡾ学習ࡢ振ࡾ返ࡇࡿࡁ࡛ࡀࡾやࠊ生徒ࡢ発㐩段階合

わࡏた問いࢆࡅ掲載ࠊ࡛ࡇࡿࡍ主体的学習ࡾྲྀ組ࡴ態度ࢆ養う工夫ࡀあࠋࡿ 

 ࠒ工夫ࡿࡵ高ࢆ力や想像力ࡿྲྀࡌ感ࡵࡘ見ࢆ対象ࠑ

ࡇࡍ示ࢆ工夫ࠖࡢ࡞ࢇࡳࠕࠊࡶࡿࡍ掲載ࢆ活動例ࠊた作品やᅗ版ࡗ沿࣐࣮ࢸ࣭

 ࠋࡿい࡚ࡋࢆ工夫ࡿࡏ働ࢆ能力ࡢ考え࡚発想や構想ࢆ目的や意ᅗࠊ࡛

࣭表現ࡢ題材ࠕ発想࣭構想ࡢヒン࡛ࢡ࣮࣐ࢆࠖࢺ示ࠊࡋ発想ࢆ広ࡆたࡾ構想ࢆ練ࡗたࡾ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉう工夫ࡼࡿ࡞参考ࡢ際ࡿࡍ

 ࠒ工夫ࡿࡵ高ࢆ技能ࡿࡍく表現ࡋ美ࡋ創意工夫ࠑ

࣭多様࡞表現方法ࡀ掲載ࠊࢀࡉ主題や自ศࡢイメ࣮ࢪ合ࡗた表現方法ࢆ選択ࡀࡇࡿࡍ

写真ࡀ使用法や表現技法ࡢ用具ࠊ資料࡛ࠖࡿ支えࢆ学習ࠕࠋࡿい࡚ࢀࡉう配慮ࡼࡿࡁ࡛

やᅗ版࡛示ࠊࢀࡉ表現意ᅗ応ࡌた表現方法ࢆ選択࡛ࡼࡿࡁう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

 ࠒ工夫ࡿࡏ味わわࢆ࡞ࡉࡋや美ࡉࡼࠑ

࣭作品ࡶ詩ࠊࢀࡽࡆୖࡾྲྀࡀ言語活動ࡀ意識࡚ࢀࡉいࠋࡿ作品ࡢ時代背景や作品

関連ࡿࡍ表現活動ࡢ࡞掲載やࠊ作者ࡢ言葉ࡀあࡲࠋࡿたࠊ各題材ࡣ作品ࡘい࡚考

えࡿたࡢࡵ問いࡀࡅあࠊ࡞ࡿ作品ࢆ見ࢆࡇࡿ楽ࠊࡳࡋ感ࡗྲྀࡌたࢆࡇ自由話

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ࡞ࡀ工夫ࡿ合えࡋ

 

  資 料 

うࡼࡿ࡞ࡢࡶたࡋ充実ࡀ鑑賞活動ࠊࡅ設ࢆうࠖࡼࡋ原寸大࡛鑑賞ࠕ特ู展示室ࠖやࠕ࣭

工夫࡚ࡋいࠋࡿ 

࣭各巻ᮎࠕࡢ学習ࢆ支えࡿ資料ࠖࢺࠕࡣピッࢫࢡ美術史ࠖࠕ美術史ᖺ表ࠖࡀ設ࡽࡅ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉう配慮ࡼࡿࡲ深ࡀ知識࣭理解ࡿࡍ関美術文化ࠊࢀ

  

 表記࣭表現 

 ࠋࡿい࡚ࡋ表示࡚ࡋศ類࡛ࢡ࣮࣐ࡢ㸯㸮ࠊࢆ࡞内容ࡿࡵ深ࢆいࠖや学習ࡽࡡࡢ学習ࠕ࣭

࣭目標ࡢୗࠕ共通事㡯ࠖࢆ意識ࡋた問いࡀࡅあࠋࡿ 

࣭ペ࣮ࡢࢪ横ࠊ巻ᮎࠕࡢ学習ࢆ支えࡿ資料ࠖࡢ関連࡛ࢡ࣮࣐ࡀ表示࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

  総 括 ࣭教科書ࡣ美術㸯㸦㸯ᖺ㸧美術㸰࣭㸱㸦㸰ࠊ㸱ᖺ㸧ࡢ㸰冊࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

࣭生徒ࡢ発㐩段階ࢆ踏ࡲえࠊ㸱ᖺ間ࢆ見通ࡋた内容構ᡂ࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

࣭題材ࠕࡣ表現ࠖࠕ鑑賞ࠖศ࡚ࢀ編集ࠊࢀࡉ関連ࡿࡍ美術文化ࡢᅗ版等ࡾྲྀࡀ入ࢀ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ掲載ࡀᅗ版ࡿ関わ自然ࠊ社会や伝統ࡶ巻ᮎ資料ࠋࡿい࡚ࢀࡽ

࣭学習࣏ࡢインࡀࢺ㸯㸮ࢆࢡ࣮࣐ࡢ使用࡚ࡋ示࡚ࢀࡉいࠋࡿ 



美術科調査の観点Ტ日文・１１６Უ 

㡯 目 観     点 

教育ᇶᮏ法ࠊ学校

教育法ࡢୗࡢ中学

校学習指ᑟ要領ࡢ

教科ࡢ目標ࡢ

 ࡾわ

࣭生徒ࡀ創造活動ࡢ喜びࢆ味わいࠊ美術ࢆ愛好ࡿࡍ心情ࡀ育ࡘたࠊࡵ魅力あࡿ題材ࡢ

設定や作品ࡀ掲載࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

࣭文ࡢ内容ࠊࡀ共通事㡯ࡢ形࣭色࣭イメ࣮ࡢࢪ視点࡛組ࡳ立࡚ࠊࢀࡽ創造活動ࡢ中࡛生

徒ࡀ意識ࠊ࡛ࡇࡿࡍ感性や美術ࡢᇶ礎的能力ࡢ伸長ࡀᅗࡿࢀ工夫࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

࣭᫇ࡅཷࡽ継ࡁ࡚ࢀࡀた美術作品やࠊ生活ࡢ中࡞ࡲࡊࡲࡉࡢ用具や造形ࠊࡽ࡞そ

 ࠋࡿい࡚ࡋ工夫うࡼࡿࡁい࡚理解࡛ࡘ美意識や創造性ࡢ人々ࡢ国や時代ࡢ

 

 

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

 

 

 

 

 

 

内 容 

 ࠒ工夫ࡿࡍ習得ࢆ知識࣭技能࡞ᇶ礎的࣭ᇶᮏ的ࠑ

࣭各題材ࡿࡅ࠾ᇶ礎的࡞技法や知識関連ࡋた作品解ㄝやᅗ版ࠊアイࢹアࢫケッチ࡞

 ࠋࡿい࡚ࡋくࡍやࡾศࢆ࡞制作過程ࠊࡋ掲載ࢆ

 ࠒ工夫ࡿࡍ育ᡂࢆ表現力等ࠊ断力ุࠊ思考力ࠑ

࣭各題材࡛生徒や作家ࡢ言葉ࢆ掲載ࠊࡶࡿࡍ何注目࡚ࡋ創造活動生ࡍ

いう問いࡀࡅ提示ࠊࢀࡉ生徒ࡢ思考ุ࣭断࣭表現力ࢆ育ᡂࡿࡍ工夫࡚ࡋࢆいࠋࡿ 

 ࠒ養う工夫ࢆ態度ࡴ組ࡾྲྀ学習主体的ࠑ

࣭学習ࡢ目標ࢆ䛂学び䛾䛽䜙い䛃䛸し䛶明示し䚸学習䛾手立䛶䛸䛺䜛内容を䛂Ｐ䡋ｉ䡊ｔ䛃䛾マークを用

い䛶示すこ䛸䛷䚸生徒䛜主体的䛛つ効果的䛻学習䛻取䜚組め䜛䜘う䛻工夫し䛶い䜛䚹 

 ࠒ工夫ࡿࡵ高ࢆ力や想像力ࡿྲྀࡌ感ࡵࡘ見ࢆ対象ࠑ

࣭アイࢹアࢫケッチや作者ࡢ言葉ࠊ写真等ࠊࡽ生徒自ࡀࡽ感ࡗྲྀࡌたࡇや考えたࡇ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉう工夫ࡼࡿࡁ表現࡛ࡋ出ࡳ生ࢆたい主題ࡋ表ࠊᇶࢆ

 ࠒ工夫ࡿࡵ高ࢆ技能ࡿࡍく表現ࡋ美ࡋ創意工夫ࠑ

࣭表現方法ࢆ創意工夫࡛ࡼࡿࡁうࠊ制作プロセࢆࢫ豊富示ࠊࡋ参考ࡿࡁ࡛資料ペ

表現ࠊࢀࡉ写真やᅗ版࡛ㄝ明ࡀ使用法や表現技法ࡢ用具ࠋࡿい࡚ࡋ設定巻ᮎࢆࢪ࣮

意ᅗ応ࡌた表現方法ࢆ選択࡛ࡼࡿࡁう工夫࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

 ࠒ工夫ࡿࡏ味わわࢆ࡞ࡉࡋや美ࡉࡼࠑ

࣭ᅗ版ࡢ選択や大ࡢࡉࡁ工夫ࠊ紙質㸦和紙ࡢ活用㸧ࢆ変えた折ࡾ込ࡳペ࣮ࢪや作者ࡢ言

葉ࡀ掲載ࠊࢀࡉ作者ࡢ制作意ᅗࡀ理解࡛ࠊࡁ作品ࡉࡼࡢや美ࡼࡾࡼࢆࡉࡋく鑑賞࡛ࡁ

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉࡀ工夫ࡿ

  資 料 ࣭発想ࡽ形ࡢ࡛ࡲࡿࡍ制作プロセࢆࢫ掲載࡚ࡋいࠋࡿ 

࣭教科書美術館࡛ࡣ見開ࡁ㸲ペ࣮ࢆࢪ使用ࡋた作品や原寸大ࡢ作品ࢆ掲載࡚ࡋいࠋࡿ 

࣭巻ᮎ学習役立ࡘ資料ࠊ࡚ࡋ材料や用具ࡢ扱い方ࠊᖺ表や世界遺産等ࢆ掲載࡚ࡋ

いࠋࡿ 

  表記࣭表現 ࣭題材ྡࡢୗ副題ࢆ示ࠊࡋ学びࡽࡡࡢいࢆ観点ู載࡚ࡏいࠋࡿ学習ࡢ手立࡚ࢆＰ㹭

ｉ㹬ｔ࡛ࢡ࣮࣐示࡚ࡋいࠋࡿ生活美術ࡢ関わࡾや作家ࡢ活動等ࠊ学習ࢆ深ࡿࡵ内

容や教科関連ࡿࡍ部ศࢆ掲載࡚ࡋいࠋࡿ 

࣭参照ࢆࢡ࣮࣐用い࡚題材関連ࡋた資料ࡢペ࣮ࢆࢪ示ࠊࡾ࠾࡚ࡋ必要応࡚ࡌ参考

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

  総 括 ࣭教科書ࡣ美術㸯㸦㸯ᖺ生㸧美術㸰࣭㸱ୖࠊ美術㸰．㸱ୗࡢ㸱冊࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

࣭生徒ࡢ発㐩段階応ࡌた多様࡞学びࡀ選択࡛ࡿࡁ構ᡂ࡚ࡗ࡞いࡲࠋࡿたࠊ絵画彫

刻ࢹࠊザイン࣭工芸ࡢศ㔝ࡈ表現鑑賞ࡢペ࣮ࢆࢪ独立࡚ࡋ設定ࡋた構ᡂࡗ࡞

࡚いࠋࡿ生徒ࡀ自己ࡢ㸱ᖺ間ࡢᡂ長ࢆ見ࡵࡘ実感࡛ࡼࡿࡁう自ศ࣭者࣭社会࣭自然

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞題材構ᡂࡿあࡢࡾࡀ広ࡾࡀた繋ࡗい

࣭生徒目線࡛ࡢ発想ࡢ方制作手㡰や技法ࢆ適宜示࡚ࡋいࠋࡿ 



美術科調査資料 

 
○分量について 
 開隆堂 日 文 光 村 
 㸯 総ペ࣮ࢪ数  㸯ᖺ 58 60 68 

  㸰࣭㸱ᖺୖ 108 58 106 
 㸰࣭㸱ᖺୗ  58  

 㸰 絵や彫刻࡞表現ࡿࡍ活動ࡢ 
   ペ࣮ࢪ数 

 㸯ᖺ 20 
 

23 23 
 㸰࣭㸱ᖺୖ 36 25 37 
 㸰࣭㸱ᖺୗ  23  

 㸱 ࢹザインや工芸࡞表現ࡿࡍ 
   活動ࡢペ࣮ࢪ数 

 㸯ᖺ 18 17 22 
 㸰࣭㸱ᖺୖ 36 13 33 
 㸰࣭㸱ᖺୗ  15  

 㸲 鑑賞ࡢ内容ࡢペ࣮ࢪ数  㸯ᖺ 12 13 20 
 㸰࣭㸱ᖺୖ 33 2 27 
 㸰࣭㸱ᖺୗ  8  

 㸳 文化࣭歴史関ࡿࡍ内容ࡢペ࣮ 
 数ࢪ   

 㸯ᖺ 8 2 3 
 㸰࣭㸱ᖺୖ 37 8 9 
 㸰࣭㸱ᖺୗ  2  

 
○領域別教材数等について 
 開隆堂 

 
日 文 

 
光 村 

 㸯 題材数  㸯ᖺ 21 19 27 
 㸰࣭㸱ᖺୖ 31 17 38 
 㸰࣭㸱ᖺୗ  17  

 㸰 㸯題材ࡢ教材数  㸯ᖺ 30 8 36 
  㸰࣭㸱ᖺୖ 90 9 55 

 㸰࣭㸱ᖺୗ  8  

㸱 
 
領 

 
域 

 
ู 

 
教 

 
材 

 
数 

ձ 絵画表現ࡢ内容 
 㸯ᖺ 8 3 10 
 㸰࣭㸱ᖺୖ 16 4 13 
 㸰࣭㸱ᖺୗ  5  

ղ 彫刻表現ࡢ内容 
 㸯ᖺ 5 2 5 
 㸰࣭㸱ᖺୖ 9 2 8 
 㸰࣭㸱ᖺୗ  1  

ճ ࢹザイン表現ࡢ内容 
 㸯ᖺ 9 3 6 
 㸰࣭㸱ᖺୖ 26 3 8 
 㸰࣭㸱ᖺୗ  2  

մ 工芸表現ࡢ内容 
 㸯ᖺ 3 2 6 
 㸰࣭㸱ᖺୖ 9 2 7 
 㸰࣭㸱ᖺୗ  2  

յ 鑑賞ࡢ内容 
 㸯ᖺ 5 5 9 
 㸰࣭㸱ᖺୖ 30 3 19 
 㸰࣭㸱ᖺୗ  5  

 
○分種別教材数について 
  開隆堂 

 
 日 文 
 

光 村 

 㸯 生徒ࡢ作品数 
 㸯ᖺ 123 108 88 
 㸰࣭㸱ᖺୖ 187 55 112 
 㸰࣭㸱ᖺୗ  54  

 㸰 日ᮏ人ࡢ作家ࡢ作品数 
 㸯ᖺ 15 23 48 
 㸰࣭㸱ᖺୖ 101 64 118 
 㸰࣭㸱ᖺୗ  22  

 㸱 外国人ࡢ作家ࡢ作品数 
 㸯ᖺ 11 17 16 
 㸰࣭㸱ᖺୖ 78 21 65 
 㸰࣭㸱ᖺୗ  17  

 㸲 そࡢࡢ作品数 
 㸯ᖺ 17  15 
 㸰࣭㸱ᖺୖ 61  75 
 㸰࣭㸱ᖺୗ    

 
○その他 
 開隆堂 日 文 

 
光 村 

 㸯 ࢫケッチࡢ作品数 
 㸯ᖺ 23 19 21 
 㸰࣭㸱ᖺୖ 29 6 35 
 㸰࣭㸱ᖺୗ  11  

 㸰 共ྠ࡛行う創造活動ࡢ題材数 
 㸯ᖺ 9 1 2 
 㸰࣭㸱ᖺୖ 10 2 4 
 㸰࣭㸱ᖺୗ  2  

 㸱 資料ࡢ写真やᅗ版ࡢ࡞数 
 㸯ᖺ 158 136 295 
 㸰࣭㸱ᖺୖ 185 101 348 
 㸰࣭㸱ᖺୗ  101  

 

 



研究調査報告書  

教科名㸦保健体育㸧  

項 目 新編 新ࡋい保健体育㸦 東京書籍 ࣭ 㸰 㸧 

教育基ᮏ法ࠊ学

校教育法ࡢୗࡢ

中学校学習指ᑟ

要領ࡢ教科ࡢ目

標ࡢわࡾ  

○心体ࢆ一体ࡽ࡚ࡋえࠊ運動や健康࣭Ᏻ全ࡘい࡚ࡢ理解運動ࡢ合理的࡞実践ࢆ

欄࡛自ศࡢうࠖࡼࡳ࡚ࡗやࠕࠊࡋ明確ࢆ目標ࡢ欄࡛学習ࡢ学習ࠖࡢ日ࠕࠊࡵࡓࡿࡍ

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡴ組ࡾ取課題ࡶࢆ࡞ࡇࡓࡋ日常経験やᑠ学校࡛学習ࡢ

○生涯わ࡚ࡗࡓ運動ࢆ親ࡴࡋ資質や能力ࢆ育࡚ࠊࡵࡓࡿ習得ࡓࡋ知識ࢆ活用ࡿࡍ学習

活動ࠕ考え࡚ࡼࡳうࠖࡢ欄࡛ࠊ課題取ࡾ組ࡼࡴう࡞ᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

○健康ࡢ保持増進ࡢࡵࡓࡢ実践力ࡢ育成体力ࡢ向ୖࢆᅗࠊࡾ明ࡿく豊࡞生活ࢆ営ࡴ態

度ࢆ育࡚ࠕࠊࡵࡓࡿ生そうࠖࡢ欄࡛学習ࢆࡇࡓࡋ生活生ࡍᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

 

 

 

 

 

 

 

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

<基礎的・基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫> 

○見開1ࢆࢪ࣮࣌」ࡁ単位時間࡛学習ࡿࡍ紙面構成࡛ࠊ学習ࡢ流ࡀࢀ見えࡼࡿう࡞ᕤ夫や

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿࡁ習得࡛ࡀ基礎的࣭基ᮏ的知識࡞ࡿࡅ設章ᮎࢆ問題ࠖࡢ確認ࠕ

<思考力、判断力、表現力等を育成すࡿ工夫> 

活動ࡴ組ࡾ取࡚ࡋ記述ࠊࡾࡓࡋ発表ࢆ意見ࠊ࡚ࡋ活用ࢆ欄࡛知識ࡢうࠖࡼࡳ考え࡚ࠕ○

ࢆ課題ࡿࡍࡾࡓ調べࡽࡉࠊࡾࡓࡋ生生活ࢆࡇࡓࡋ欄࡛学習ࡢそうࠖ生ࠕࠊࢆ

提示ࠊ࡞ࡿࡍ思考力ุ࣭断力ࡢ࡞資質や能力ࡀ育成ࡼࡿࢀࡉう࡞ᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

<主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫> 

ࡢ類ࢡ࣮࣐ࠊࢀ流ࡢ要素や学習ࡿࡍ構成ࢆ扉࡛ࠖ章ࡢ章ࠕ使い方ࠖ及びࡢ教科書ࡢࡇࠕ○

開設ࢆ示࡚ࡋ主体的学習取ࡾ組ࡼࡿࡵう࡞ᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

○ᮏ文ࡢ資料やそࡢ他ࠕࢡ࣮࣐ࡢキ࣮ワ࣮ࣜࠕࠖࢻンࠕࠖࢡ発展ࠖࢆ開設ࢡࠕࠊࡋイࠖࢬ

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿ出来ࡀࡇࡿࡍ学習࡛ࢇ進ࠊࡅ設ࢆうࠖࡼࡳ࡚ࡗやࠕ

<生涯わたって運動親しࡴ資質や能力を育成すࡿ工夫> 

○巻頭ࠕࡢ口絵ࠖやࠕ章ࡢ扉ࠖࢆ参考ࠕࠊ࡚ࡋ生そうࠖࡢ欄࡛学習ࢆࡇࡓࡋ自ศࡢ

生活生ࠊࡾࡓࡋ調べࡿࡍࡾࡓ活動例ࢆ示ࡍᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

<健康の保持増進のたࡵの実践力を育成すࡿ工夫> 

○各章ࠕࡵࡌࡣࡢ章ࡢ扉ࠖࢆ設ࠊࡅᑠ学校࡛学習ࠊࡇࡓࡋ中学校࡛学習ࠊࡇࡿࡍ高

等学校࡛学習ࡀࡇࡿࡍ明記ࠊࢀࡉ学習内容ࡢ系統性ࡀわࡼࡿう࡞ᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

 

 

資 料 

情報やＨＰࡿあࡢ関連学習ࠊࡋ構成ࢆ内容ࡓࡋ࣐࣮ࢸࢆ日的課題巻頭口絵ࠖࠕ○

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿࡵ高ࢆ興味࣭関心࡛ࢺイアウࣞ࡞ࢡࢵ࣑ࢼイࢲࠊࡋ紹ࢆ

○学習内容関連ࠕࡓࡋㄞ物ࠖ資料ࢆ掲示ࡋ学習内容ࢆ深ࡼࡿࢀࡽࡵう࡞ᕤ夫ࡀ見ࡿࢀࡽ 

○ᮏ文ࢆ補うㄝ明資料࣭ࣇࣛࢢ資料ࡀᕥ右配置ࠕࠊࢀࡉ章ᮎ資料࡚ࠖࡋ章ࡢ学習関

連ࡓࡋ資料ࡀ各章ᮎ取࡞ࡿࡍࡾࡓࢀࡽࡆୖࡾᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

 

 

表記࣭表

現 

○学習ࠕࡢキ࣮ワ࣮ࢆࠖࢻ欄外示ࠊࡋ巻ᮎそࡢ解ㄝࢆ入ࡢ࡞ࡿࢀᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡍ示ࢆ観点ࡿ取ࡳㄞࢆ資料ࠊࡋ体࡛示ࢡࢵࢩࢦࢆࠖࢻキ࣮ワ࣮ࠕ○

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡢ࡞ࡍ記端的ࢆ補足ㄝ明ࠊ࡞資料ࠖࠕ○

○見開1ࢆࢪ࣮࣌2ࡁ単位時間ࡢ学習内容ࠕ࡚ࡋ日ࡢ学習ࠖࠕやࡼࡳ࡚ࡗうࠖࠕᮏ文࣭

資料ࠖࠕ考え࡚ࡼࡳうࠖࠕ生そうࠖࡢ流࡛ࢀ学習ࡀ進ࡴ構成ࡿࡍᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

 

総  括 

○章ࡢ扉࡛ࠊᑠ࣭中࣭高ࡢ学習内容ࢆ示ࠊࡋ系統性ࡀわࡼࡿう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ学習ࡢ流

ࠊࡓࡲࠋࡿい࡚ࢀࡉ配置効果的ࡀ等ࢺࢫ写真やイࣛࠊ資料ᮏ文ࠊ構成࡛ࡿ見えࡀࢀ

保健編体育編ࡀ学年ࡈ構成࡚ࢀࡉいࠋࡿ各章ᮎ資料や確認問題࣭活用ࡢ問題ࡀ

あࠋࡿ学習࡚ࡋࡵࡲࡢ章ᮎ自己評価ࠋࡿࡁ࡛ࡀ 
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研究調査報告書  

教科名㸦保健体育㸧  

項 目 新版 中学校保健体育㸦 大日ᮏᅗ書 ࣭ 㸲 㸧 

教育基ᮏ法ࠊ学

校教育法ࡢୗࡢ

中学校学習指ᑟ

要領ࡢ教科ࡢ目

標ࡢわࡾ  

○心体ࢆ一体ࡽ࡚ࡋえࠊ運動や健康࣭Ᏻ全ࡘい࡚ࡢ理解運動ࡢ合理的࡞実践ࢆ

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿࡵ進ࢆ学習ࠊࡋ明確ࢆ学習課題࡛ࠖ学習内容ࡢ日ࠕࡵࡓࡿࡍ

○生涯わ࡚ࡗࡓ運動ࢆ親ࡴࡋ資質や能力ࢆ育࡚ࠕࡵࡓࡿ学習ࢆ活࡚ࡋ 学習ࠊࡅ設ࠖࢆ

内容ࡽ実生活࠾い࡚活用ࡢࡵࡓࡿࡍ具体的࡞課題ࢆ示ࡍᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

○健康ࡢ保持増進ࡢࡵࡓࡢ実践力ࡢ育成体力ࡢ向ୖࢆᅗࠊࡾ明ࡿく豊࡞生活ࢆ営ࡴ態

度ࢆ育࡚ࠕࡵࡓࡿ考えࡼう࡛ࠖ実践化発展ࡉせ࡚いくᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

  

 

 

 

 

 

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

 

 

 

 

 

 

内 容 

<基礎的・基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫> 

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿࡍ学習࡚ࡗ沿うࠖࡼ考えࠕ学習課題ࠖࡢ日ࠕ○

○豊富࡞資料ࠊキ࣮ワ࣮ࡾࡼࢻ基礎的࣭基ᮏ的࡞知識ࡀ習得࡛ࡼࡿࡁう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

<思考力、判断力、表現力等を育成すࡿ工夫> 

○各項目ࠕ考えࡼうࠖࠕ学習ࢆ活ࢆ࡚ࠖࡋ設ࠊࡅ書ࡁ込ࡳ欄ࢆ設ࡼࠊࡾࡼࡇࡿࡅ

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫࡞うࡼࡍಁࢆࡇࡿࡍ発表ࠊࡾࡓࡋ表ࡁ書ࠊࡾࡓ深く考えࡾ

<主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫> 

○章ᮎࠕ学習ࢆࠖࡵࡲࡢ設ࠊࡅ重要࡞語句や要点ࢆ示࡚ࡋいࠋࡿ欄外ࢽ࣑ࠕ知識ࠖ

やࢆࠖࢫࢡࢵࣆࢺࠕ掲載ࠊࡋ主体的࡞学習ࡼࡿࡁ࡛ࡀう࡞ᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

○興味関心ࢆ高ࡿࡵ話題ࠕࠖࢫࢡࢵࣆࢺࠕࢆ資料࡚ࠖࡋ開設ࠊࡋ学習内容ࡢ理解定着

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫࡞うࡼ養うࢆ態度ࡴ組ࡾ取学習主体的ࠊࡾᅗࢆ

<生涯わたって運動親しࡴ資質や能力を育成すࡿ工夫> 

○運動やࡢࢶ࣮࣏ࢫ学び方࡛ࠊࡣ技術࣭作戦࣭戦術ࡘい࡚イࣛࢺࢫや写真࡛ㄝ明ࠊࡋ視

覚的ࡽえࡉせࡾࡼࠊ࡛ࡇࡿ理解ࢆ深ࡿࡵᕤ夫࡚ࢀࡉࡀいࠋࡿ 

○口絵や資料ࣜ࢜ンࢡࢵࣆやࣜࣛࣃンࢆࢶ࣮࣏ࢫࡢ࡞ࢡࢵࣆ通ࡓࡌ世界ࡢ交流࡞

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿࡍ強調ࢆ多様性ࡢࡾ関わࡢ運動ࠊࡆୖࡾく取ࡁ大ࢆ

<健康の保持増進のたࡵの実践力を育成すࡿ工夫> 

○一単位時間ࡢ学習ࠕࡈ学習ࢆ活ࢆ࡚ࠖࡋ設ࠊࡅ習得ࡓࡋ知識ࢆ定着ࡉせࠊ自ศࡢ

生活生ࠊࡋ実践力ࢆ育成ࡿࡍᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

 
 

 

資 料 

○ワイ࡞ࢻ見開ࡁ構成࡛ࠊ興味や関心ࢆ高ࠊࠖࢫࢡࢵࣆࢺࠕ࣮ࢼ࣮ࢥࡿࡵ理解ࢆ深ࡿࡵ

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿࡲ深ࡀ理解ࡢ学習内容ࠊࡅ設ࢆ知識ࠖࢽ࣑ࠕ

○生徒ࡢ行動照࡚ࡋࡽ考えࡿࢀࡽ例示ࠊࢱ࣮ࢹࠊᅗ࡞理解ࢆ深ࡿࡵᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

○ᕥ右両ࢧイࢻୗ段ᮏ文ࢆ補うㄝ明資料やࡀࣇࣛࢢ配置ࢀࡉᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

 
 

 

表記࣭表

現 

○一単位時間ࡢ内容ࡀ見開ࡁ㸰頁࡛ࣞイアウࠊࢀࡉࢺᮏ文ࡢ両面豊富࡞資料ࡀ配置ࡉ

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿࡁ集中࡛く学習ࡍ見やࡵࡲ簡潔ࠊࢀ

○一単位時間ࡢ内容ࠕࢆ日ࡢ学習課題ࠖࠕ考え࡚ࡼࡳうࠖࠕᮏ文࣭資料ࠖࠕ学習ࢆ活

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫࡞うࡼࡿࡍ展開ࡀ授業࡛ࢀいう流࡚ࠖࡋ

○章ᮎࠕ学習ࠕࠊ࡚ࡋࠖࡵࡲࡢ重要࡞語句ࠖࠕ学習ࡢ要点ࠖࡀ示࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

 

総  括 

○各章ࡢࡇࠕࡵࡌࡣࡢ章࡛学習ࢆࠖࡇࡿࡍ設ࠊࡅ課題学習ࡢ流ࡀࢀ示࡚ࢀࡉいࠋࡿ

生徒ࡢ興味࣭関心ࢆ高ࢆࠖࢫࢡࢵࣆࢺࠕࡿࡵ設ࠊࡅ各章ᮎ学習ࠊ࡚ࡋࡵࡲࡢ重要

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞構成࡞ࢻ広くワイࡀ幅ࡢᮏࠋࡿい࡚ࢀࡽࡵࡲࡀ要点ࡢ学習語句࡞

 体育編ࠊ保健編ࡶ関連ࢆࢪ࣮࣌ࡿࡍ示ࠊࡋ横断的࡞学習ࡼࡿࡍࢆう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

第㸰㸯᥇択地区教科用ᅗ書᥇択協議会  



研究調査報告書  

教科名㸦保健体育㸧  

項 目 保健体育㸦 大修館 ࣭ 㸳㸮 㸧 

教育基ᮏ法ࠊ学

校教育法ࡢୗࡢ

中学校学習指ᑟ

要領ࡢ教科ࡢ目

標ࡢわࡾ  

○心体ࢆ一体ࡽ࡚ࡋえࠊ運動や健康࣭Ᏻ全ࡘい࡚ࡢ理解運動ࡢ合理的࡞実践ࢆ

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿせࡉ資料࡛深化࣭発展࡞豊富ࠊࡋ明確化࣭細ศ化ࢆ要点ࠊࡵࡓࡿࡍ

○生涯わ࡚ࡗࡓ運動ࢆ親ࡴࡋ資質や能力ࢆ育࡚ࠊࡵࡓࡿ効果的࡞運動ࡢ行い方や࣏ࢫ

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿࡍ喚起ࢆ学習意欲࡞や事例࣒ࣛࢥࠊい࡚ࡘ文化交流ࡿࡼࢶ࣮

○健康ࡢ保持増進ࡢࡵࡓࡢ実践力ࡢ育成体力ࡢ向ୖࢆᅗࠊࡾ明ࡿく豊࡞生活ࢆ営ࡴ態

度ࢆ育࡚ࠊࡵࡓࡿ学習ࡓࡋ知識ࢆ活用ࡋ思考力ࢆ高ࡿࡵ学習ࡢ場ࡀᕤ夫࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

 

 

 

 

 

 

内 容 

<基礎的・基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫> 

○各項目ࡢ冒頭࡛ࠊ学習課題や動機࡙ࢳࢫ࢚ࢡࠕࡿ࡞ࡅョンࠖࡀ開設ࠊࢀࡉ各章ᮎࡣ

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿࡁ࡛ࡀ学習ࡾ返ࡾう࡛ࠖ振ࡼࡳ࡚ࡗ返ࡾ振ࠕࠖࡵࡲࡢ学習ࠕ

<思考力、判断力、表現力等を育成すࡿ工夫> 

○各項目ࣛࢺࠕイࠖࣞࣕࢳࠕンࢆࠖࢪ設ࠊࡅ話ࡋ合ࠊࡾࡓࡗ書ࡁ表࡛ࡇࡿࡍࡾࡓࡋ学

びࢆ深ࢩࢵ࢝ࢫࢹࠊࡵョンࡾࡼ深く考えࡉせ実践化ࡉせࡼうࡿࡍᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

<主体的学習取ࡾ組ࡴ態度を養う工夫> 

○詳細࡞ᅗ解加えࠕ࣭࣒ࠖࣛࢥࠕ事例࡛ࠖࡣ日的課題ࢆ取ࠊࡆୖࡾ関心ࢆ高ࡉࡵせࠊ

㝶所ࠕＵＲＬࠖࢆ記載ࡋ主体的࡞学習ࡍಁࢆᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

<生涯わたって運動親しࡴ資質や能力を育成すࡿ工夫> 

○口絵ࣜ࢜ンࢡࢵࣆやࣜࣛࣃンࢡࢵࣆ関ࢆࢪ࣮࣌ࡿࡍ設ࡢࢶ࣮࣏ࢫࠊࡅ多様性や自ศ

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿせ気࡙いう可能性ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ関わ運動うࡼࡢࡀ

○運動やࡢࢶ࣮࣏ࢫ中࡛ࡾࡼࠊ良い人間関ಀࢆ築くࡢࡇ大ษࡀࡉ示ࠊࢀࡉ生涯わࡗࡓ

࡚運動やࢶ࣮࣏ࢫ親ࡴࡋ資質や能力育成ࡿࡍᕤ夫࡚ࢀࡉࡀいࠋࡿ 

<健康の保持増進のたࡵの実践力を育成すࡿ工夫> 

○日的࡞話題ࢆ最新ࡢ写真やイ࡛ࣛࢺࢫ提示ࠊࡋ自ศࡢ課題ࡽ࡚ࡋえࡉせࡿᕤ夫ࡀ

見ࠕࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡽ活用ࠖࠕ実習ࠖ࠾い࡚ࠊ実際ࡢ場面࡛役立ࡘ資料ࡀ豊富࡛あࠋࡿ 

  

 

資 料 

○資料ࡢ࡚ࡋᅗ解や写真ࡀ精細࡛ࠊ表示࡚ࢀࡉいࡶࢱ࣮ࢹࡿ詳細࡞うえࠊ吹ࡁ出ࡋ

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿせࡉࡵ深ࢆ理解ࡢ生徒㝶所ࠊ࡞ࡿࡍ強調ࢆࢺイン࣏࡛

超ࢆ内容ࡢ学習指ᑟ要領ࠊࡾ迫問題࡞身近ࡾあ࡛ࡢࡶいࡋ新ࡶ事例ࠖࠕや࣒ࠖࣛࢥࠕ○

えࡓ事項ࠕࢆ発展࡚ࠖࡋ設ࠊࡅ学ࡽࡉࢆࡇࡔࢇ深ࡵ発展ࡉせࡿᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

○欄外学習関連ࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡓࡋ紹࡚ࡋいࠋࡿ 

 
 

 

表記࣭表

現 

○ᮏ文ࡀ黄色ࡢୗ地ࢆ敷ࠊࡁ周ᅖࡢ豊富࡞資料ࡢ識ูࡉࢆせࡿᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

ࠊࣇࣛࢢやࢺࢫイࣛ࡞多彩ࠊࡾࡓࡋ体࡛示ࢡࢵࢩࢦࢆ語句࡞重要࡚ࡋࠖࢻキ࣮ワ࣮ࠕ○

写真ࡀ࡞最新࡛ࠊ学習内容応࡚ࡌ使いศࡢ࡞ࡿࡍࡾࡓࡅᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

○ᅗ表や資料࡞吹ࡁ出ࢆࡋ加え࡚わࡾやࡍくㄝ明࡚ࡋࢆいࠊࡓࡲࠋࡿ関連࣮࣌ࡿࡍ

 ࠋࡿい࡚ࡋ紹࡚ࡋ参照ࠖࠕࢆࢪ

 

総  括 

○各章ࡵࡌࡣࡢ単元ࡢ目標࡚ࡗࡀ࡞ࡘいくイ࣓࣮ࢪᅗࢆ示ࠊࡋ学習ࡢ見通ࡿ࡚ࡶࢆࡋ

ࡶ喚起ࡢ学習意欲ࠊࢀࡉ掲載豊富ࡀ資料࡞詳細ࢪ࣮࣌各ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼ

理解ࢆ助ࠊࡅ章ᮎࡣ学習ࡀࡇࡓࡋ身ࡘい࡚いࢆࡿ振ࡾ返ࡀࡵࡲࡿあࠊࡾ発展

的࡞学習࡛学ࢆࡇࡔࢇ生ࠊࡋ深ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵう࡞構成࡚ࡗ࡞いࡿ 

第㸰㸯᥇択地区教科用ᅗ書᥇択協議会 

 



研究調査報告書  

教科名㸦保健体育㸧  

項 目 新 中学保健体育㸦 学研 ࣭ 㸰㸰㸲 㸧 

教育基ᮏ法ࠊ学

校教育法ࡢୗࡢ

中学校学習指ᑟ

要領ࡢ教科ࡢ目

標ࡢわࡾ  

○心体ࢆ一体ࡽ࡚ࡋえࠊ運動や健康࣭Ᏻ全ࡘい࡚ࡢ理解運動ࡢ合理的࡞実践ࢆ

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿࡁ理解࡛科学的࡛ࡇࡘࡶࢆࡋや見通ࢀ流ࡢ学習ࠊࡵࡓࡿࡍ

○生涯わ࡚ࡗࡓ運動ࢆ親ࡴࡋ資質や能力ࢆ育࡚ࠊࡵࡓࡿ運動ࡢ意義や原理ࢆ࡞理解

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿࡍ重視ࢆ系統性ᑠ࣭中࣭高等学校ࠊࡾ࡞くࡍやࡋ

○健康ࡢ保持増進ࡢࡵࡓࡢ実践力ࡢ育成体力ࡢ向ୖࢆᅗࠊࡾ明ࡿく豊࡞生活ࢆ営ࡴ態

度ࢆ育࡚ࠊࡵࡓࡿ学習ࡓࡋ知識ࢆ活用ࠊࡋ思考力ุ࣭断力ࡀ高ࡿࡲᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

  

 

 

 

 

 

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

 

 

 

 

 

 

内 容 

<基礎的・基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫> 

○各項目ࡢ冒頭࡛ࠕ学習ࡢ目標ࠖや動機࡙ࠕࡿ࡞ࡅウ࣒࣮࢛アࢵプ࡛ࠖ内容ࢆ示࡚ࡋい

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿࡁ࡛ࡀや確認ࡾ返ࡾ振ࡢ学習࡛ࠖࡵࡲࡢ章ࠕࡣ章ᮎ࡛ࠋࡿ

<思考力、判断力、表現力等を育成すࡿ工夫> 

表ࠊ断力ุࠊ思考力ࠊ࡚ࡋ生ࢆ知識ࠊࡣ項目࡛ࡢうࠖࡼࡋ活用ࠕやࠖࢬイࢧࢧࢡ࢚ࠕ○

現力等ࡢ実践力ࡼࡿ࡞う࡞ᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

<主体的学習取ࡾ組ࡴ工夫> 

○学習ࡢ流ࢀ見通ࡕࡶࢆࡋやࡍくࠊ章ᮎࠕ᥈究ࡼࡋうࠊࡣ࡛ࠖ！ࡼ生徒ࡢ理解ࡢ程度

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿࡍ提示ࢆ方法ࡢ課題解決ࠊࢀࡽࡵ深ࢆ学習ࡌ応

○ᮏ文関連ࡓࡋ事柄࣒ࠖࣛࢥࠕࢆやࠕ情報ࢧプࣜࠖࣜࠕࠊン࡚ࡋࠖࢡ設ࠊࡅ生徒ࡀ進

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡴ組ࡾ取学習࡛ࢇ

<生涯わたって運動親しࡴ資質や能力を育成すࡿ工夫> 

○日的࡞話題ࢆ口絵や資料࡛࣒ࠖࣛࢥࠕࠊ中学生ࠊ࡚ࡗ身近࡞事例ࢆ多く掲載ࠊࡋ

多彩࡞イ࡛ࣛࢺࢫ自ศࡢ問題ࡽ࡚ࡋえやࡍいᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

○運動やࢆࢶ࣮࣏ࢫ行う࣮࡛ࣝࣝࡇやࢆ࣮ࢼ࣐Ᏺࡇࡿや他者ࢆ尊重ࡢࡇࡿࡍ大ษࡉ 

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉࡀᕤ夫ࡿࡍ育成ࢆ資質や能力ࡴࡋ親ࢶ࣮࣏ࢫ運動やࠊࢀࡉい࡚示ࡘ

<健康の保持増進のたࡵの実践力を育成すࡿ工夫> 

○思春期ࡢ発育࣭発達やࡢࡀࡅ防止や生活習慣病ࠊ࡞実生活即࡚ࡋ思考ุ断ࠊࡋ理解

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿࡍ育成ࢆ実践力࡚ࡋ通ࢆ実習ࠊࡓࡲࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁ࡛ࡀ

 

 

資 料 

○教科書ࡢ冒頭࡛ࠕ学びࣄࡢンࢆࠖࢺ示ࠕࠊࡾࡓࡋ課題࡛ࠖࡴࡘࢆ学習目標ࡲࡘࢆせ

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿせࡉ喚起ࢆ学習意欲࡞ࡿࡍࡾࡓ

○写真やイࣛࢆࢺࢫ効果的使いࠊ見やࡍくࠊ学ぶ内容ࡀわࡾやࡍい資料ࢆ提示ࠊࡋ視

覚的ࡶ理解ࢆ助ࡿࡅᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

○最新࡛信頼性ࡢあࡿ資料ࢆᮏ文ࡢ近く配置ࠊࡋ見やࡍくࡼࡿࡍう࡞ᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

 

 

表記࣭表

現 

○重要語句ࢡࢵࢩࢦࢆ体࡛示ࠊࡋ解ㄝࠊ࡚ࡋ理解ࡋやࡍくࡿࡍᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

ࡍくࡍやࡳࡘࢆࢀ流ࡢ学習ࠊいう構成࡛活用ࠖࠕᮏ文࣭資料ࠖࠕࠖࡴࡘࢆ課題ࠕ○

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿ

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿࡍ使用ࢆࢡ࣮࣐いࡍやࡾわࡢ等ࠖࡿ調べࠕ࣓ࠖࣔࠕ○

○基礎的࣭基ᮏ的࡞知識ࡢ習得そࡢ活用ࠊ᥈究重点ࢆ置ࠊࡁ学習活動ࡀ段㝵的深ࡲ

 ࠋࡿࢀࡽ見ࡀᕤ夫ࡿࡍ統一ࢆ構成ࡈ単元うࡼࡿ

 

総  括 

○一単位時間ศࢆ見開࡛ࢪ࣮࣌2ࡁ構成ࠊࢀࡉ学習ࡢ見通ࡀࡋ立࡚やࡍいࠋ学習ࡢ流ࡶࢀ

やࡳࡘࢆࢀ流ࡢ授業ࡾ構成࡛あࡓࡋ一貫活用ࠖࠕᮏ文࣭資料ࠖࠕࠖࡴࡘࢆ課題ࠕ

思考ࠊࡁ置ࢆ重点活用࣭᥈究ࡢそ習得ࡢ知識࡞基礎的࣭基ᮏ的ࠊࡣ全体的ࠋいࡍ

力ุ࣭断力ࢆ育成ࡿࡍᕤ夫ࡀ見ࠋࡿࢀࡽ 

第㸰㸯᥇択地区教科用ᅗ書᥇択協議会 



研究調査報告書  

教科名㸦技術࣭家庭科㸦技術ศ㔝㸧㸧  

㡯 目 新編 新ࡋい技術࣭家庭 技術ศ㔝ᮍ来ࢆ創ࡿ T探げしそぞせぞgと 㸦東書࣭㸰㸧 

教育基ᮏ法ࠊ学

校教育法ࡢୗ

中学校学習ࡢ

指導要領ࡢ教 

科ࡢ目標ࡢ

ࡾわ  

○基礎的࣭基ᮏ的࡞知識࣭技術ࢆ確実習得ࠊࡵࡓࡿࡏࡉ学習ࡢ目的他教科や道

徳ࡢ関連ࢆ示ࠊࡋᗙ学実習ࡢバࣛンࢆࢫ考慮ࡓࡋ構成࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

○生活技術ࡢわࡘࡾい࡚理解ࢆ深ࠊࡵࡓࡿࡏࡉࡵ実践的࡞学習課題ࢆ示

うࡼࡿࡵ組ࡾ取課題解決ࠊࡋ配慮うࡼࡿࢀ養わࡀ勤労観ࠊ職業観ࠊ倫理観ࠊࡋ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞

○進࡛ࢇ生活ࢆ工ኵࡋ創造ࡿࡍ能力実践的࡞態ᗘࢆ育࡚ࠊࡵࡓࡿ環境や伝統࣭文

化ࠊ日ᮏ㸦匠㸧ࡢ技術ࢆ࡞取ࡾあࠊࡆ工ኵࡋ創造ࡢࡇࡿࡍ大ษࢆࡉ伝えࡿ学習

課題や実習例ࡀ示࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

 

 

 

容 

＜基礎的・基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞  

○学習ࠕࡈࡾࡲࡲࡢ目標ࠖࠕ始ࡢࡵ活動ࠖࡢࡵࡲࠕ活動ࠖࢆ設ࠊ࡚ࡅ学習状

況ࢆ確認ࡽࡀ࡞ࡋ学ࡼࡿう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ工具ࡢ使用方法や作業手㡰࡞基礎的

ࡇࡿ返ࡾ振ࡁ࡞必要ࠊࡋ掲載࡚ࡵࡲ࡚ࡋࠖࢪペ࣮ࡢ基礎技能ࠕࢆ技能࡞

 ࠋࡿい࡚ࡋうࡼࡿࡁ࡛ࡀ

＜思考力、判断力、表現力等を育成すࡿ工夫＞  

○実習例や実験例ࡀ示ࠊࢀࡉ生徒ࡀ見通ࢆࡋ立࡚࡚問題解決的࡞学習ࢆ進ࡼࡿࢀࡽࡵ

う࡚ࡗ࡞い࡙ࡢࡶࠕࠋࡿくࡢࡾ手㡰ࠖいう欄ࢆ設ࠊࡅ学習ࡢ進ࡵ方や留意事㡯

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ説明ࡀ

＜主体的学習取ࡾ組む態度を養う工夫＞  

○生徒ࡀ主体的学習ࢆ進ࡼࡿࢀࡽࡵうࠕ調ࡼࡳ࡚うࠖࠕ考え࡚ࡼࡳうࠖいう

欄ࢆ設࡚ࡅいࠊࡓࡲࠋࡿ学習ࢆ深ࠕࡵࡓࡿࡵ技術ࠕࠖࡽࡧࡢ発展࡛ࠖいう欄ࢆ

設࡚ࡅいࠋࡿ 

＜実践的・体験的࡞学習活動を行う工夫 ＞ 

○実験や体験等ࡢ活動ࢆ通ࠊ࡚ࡋ学習ࢆ進ࡼࡿࢀࡽࡵうࠕ実験ࠖࠕ観察ࠖࡢ࡞マ

࣮クࢆ設࡚ࡅいࠋࡿ基礎ࡽ発展࡛ࡲ様々࡞実習例ࢆ難易ᗘࢆ示ࡋ紹介࡚ࡋいࠋࡿ 

○実習中ࡢ安全࡞作業ࡢ方法や事故防止ࡢ注意事㡯ࡘい࡚ࠕࠊ安全ࠖࠕ衛生ࠖマ࣮

クࢆ示࡚ࡋ留意事㡯気付ࡼࡿࡏう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

○技術関わࡿ倫理観ࡢ配慮ࡢ㡯目ࡘい࡚ࠕࠊ情報ࣔࣛࣝࠖࠕ技術ࡢኳࠖࢇࡧマ

࣮ク࡛示࡚ࡋいࠋࡿ 

＜技術を適切評価し活用すࡿ能力と態度を育成すࡿ工夫＞  

○写真やイࣛࢆࢺࢫ使いࠊ持続可能࡞社会ࡢイ࣓࣮ࢪや実現向ࡢ࡚ࡅ取組例ࢆ࡞

示࡚ࡋいࠋࡿ環境保全関わࡿ記述部ศࠕࠊࡣ環境ࠖマ࣮ク࡛示࡚ࡋいࠋࡿ 

○各編評価࣭活用ࡢ章ワ࣮クࢺ࣮ࢩ例ࢆ設ࠊࡅ技術ࢆ評価ࡋ活用ࡢࡵࡓࡿࡍ学習

活動取ࡾ組ࡼࡴう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ評価࣭活用関わࡿ記述部ศࠕࠊࡣ技術ࡢኳࡧ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࢀࡽࡵ高ࢆ意欲ࠊࢀࡉマ࣮ク࡛示ࠖࢇ

資 

 

料 

○多様࡞指導計画対応࡛ࡼࡿࡁうࠊ写真や図ࠊイࣛࡢ࡞ࢺࢫ資料ࢆ掲載࡚ࡋいࠋࡿ 

○様々࡞マ࣮クࢆ用い࡚ࠊ学習ࢆ深ࠊࡾࡓࡵ関連ࢆ調ࠊࡾࡓ振ࡾ返ࠊࡾࡓࡗ新࡞ࡓ

課題ࢆ考えࡿࡍࡾࡓ際参考࡚ࡋ使えࡼࡿう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

○各ペ࣮ࢪୗࡦࠕくちQ＆Aࠖࢆ設ࠊࡅ興味ࢆ持࡚ࡗ学習ࢆ深ࠊࡾࡓࡵ課題ࢆ考

えࡼࡿࡁ࡛ࡾࡓう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

表  

記 

࣭  

表  

現 

○各内容ࠊࡶ共通ࡢ構成࡛࡛ࢀࡒࢀࡑࠊࡾ࠾࡚ࡁ爪見出࡛ࡋ各章ࡢ場所ࡀわࠊࡾ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿわࡀ内容ࡢࡑ

○書体ࠊࡣユニバ࣮ࢨࢹࣝࢧインフォン࡛ࢺ統୍ࠊࢀࡉ色覚ࡢ特性わࠊࡎࡽ見

やࡍい紙面࡚ࡗ࡞いࠋࡿ㔜要語句ࡣኴ文字࡛表記࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

総 括 

○学習内容ࠕࠊࡈ目標ࠖࡼࡵࡲࠕࡽう࡚ࠖࡋࡾࡲࡲࡦࡀ࡛ࡲ構成ࠊࢀࡉ

将来わ࡚ࡗࡓ技術ࢆ評価ࡋ活用ࡿࡍ能力ࡀ育ࡼࡿࢀࡲう配慮࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

○指導内容ࡢ最後ࠕ学習ࢆ振ࡾ返ࢁうࠖࠕ学習ࢆࡇࡓࡋ確ࡼࡵうࠖࠕ生活生

 ࠋࡿい࡚ࡋ示࡚ࡋࠖࡵࡲࡢ学習ࠕࢆ࡞うࠖࡑ

○学習ࡢ流ࢆࢀ示ࠊࡋ生徒ࡀ見通ࢆࡋ立࡚ࠊ振ࡾ返ࡿ学習活動ࢆ㔜視࡚ࡋいࠋࡿ 

○安全࡞作業関わࡿ内容ࠊࡀ作業場面関連付࡚ࡅ示࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

第㸰㸯᥇択地区教科用図書᥇択協議会  

 



研究調査報告書  

教科名㸦技術࣭家庭科㸦技術ศ㔝㸧㸧  

㡯 目 新技術࣭家庭 技術ศ㔝 㸦教図࣭６㸧 

教育基ᮏ法ࠊ学

校教育法ࡢୗ

中学校学習ࡢ

指導要領ࡢ教 

科ࡢ目標ࡢ

ࡾわ  

○基礎的࣭基ᮏ的࡞知識࣭技術ࢆ確実習得ࠊࡵࡓࡿࡏࡉ生徒ࡢ興味࣭関心応ࡌ

学習ࠊࡋく示ࡍやࡾわ寧ࢆ製作工程ࠊࡆୖࡾ数多く取ࢆ実習題材や実習例ࡓ

活動ࡋࡀやࡍい構成࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

○生活技術ࡢわࡘࡾい࡚理解ࢆ深ࠊࡵࡓࡿࡏࡉࡵ実験や実習ࢆ多く掲載

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ配慮うࡼࡿࡵ組ࡾ取学習ࡽࡀ࡞ࡋࡾࡓ考えࠊࡾࡓࡗ合ࡋ話ࠊࡋ

○進࡛ࢇ生活ࢆ工ኵࡋ創造ࡿࡍ能力実践的࡞態ᗘࢆ育࡚ࠊࡵࡓࡿ環境ࡢ配慮や

伝統ࡢ尊㔜ࡢ࡞視点࡛技術ࢆ取ࠊࡆୖࡾ興味࣭関心ࢆ高ࡿࡵ学習課題や実習例ࢆ

紹介࡚ࡋいࠋࡿ 

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

 

 

 

容 

＜基礎的・基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞  

○多くࡢ実習題材ࢆ取ࠊࡆୖࡾ学習ࠕࡈࡾࡲࡲࡢ学習ࡢ目標ࠖࠕࠖࡵࡲࠕ章

ᮎ問題 基ࠕ写真や࡞ࡁ大ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿ学࡚ࡋ通ࢆ活動࡞実践的࡚ࡅ設ࠖࢆ

礎技能ࠖマ࣮クࢆ用い࡚ࠊ基ᮏࡿ࡞技術ࡢ習得や機器ࡢ安全࡞利用方法ࢆ学࡞ࡧ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࢀࡽࡵ進ࢆ学習ࡽࡀ

＜思考力、判断力、表現力等を育成すࡿ工夫＞  

○実習例手㡰ࡀ示ࠊࢀࡉ生徒ࡀ見通ࢆࡋ立࡚࡚問題解決的࡞学習取ࡾ組ࡼࡿࡵう

学ࡽࡀ࡞ࡋ判断ࠊ思考ࡀ生徒ࠊࢀࡉ示ࡀ例や改善例ࡢ問題点ࠊࡓࡲࠋࡿい࡚ࡗ࡞

習ࢆ進ࡼࡿࢀࡽࡵう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

＜主体的学習取ࡾ組む態度を養う工夫＞  

○生徒ࡀ主体的学習ࢆ進ࡼࡿࢀࡽࡵうࠕ調ࡼうࠖࠕやࡼࡳ࡚ࡗうࠖいう欄ࢆ

設࡚ࡅいࡢࡑࠊࡓࡲࠋࡿヒンࡼࡿ࡞ࢺうࠕ࡞コツࠖマ࣮クࢆ設࡚ࡅいࠋࡿ 

＜実践的・体験的࡞学習活動を行う工夫 ＞ 

○実験や体験等ࡢ活動ࢆ通ࠊ࡚ࡋ学習ࢆ進ࡼࡿࢀࡽࡵうࠕ実験ࠖࠕ実習ࠖࠕ調ࡼ

うࠖࠕ考えࡼうࠖࠕやࡼࡳ࡚ࡗうࠖࡢ࡞マ࣮クࢆ設ࠊࡅ生徒ࡀ関心࡚ࡗࡶࢆ取ࡾ

組ࡿࡵ実験や実習例ࢆ紹介࡚ࡋいࠋࡿ 

○実習中ࡢ安全࡞作業ࡢ方法や事故防止ࡢࡵࡓࡢ注意事㡯ࡘい࡚ࠕࠊ安全 注意ࠖࠕࠖ

マ࣮クࢆ示࡚ࡋ注意ࢆ促࡚ࡋいࠋࡿ 

○技術関わࡿ倫理観ࡘい࡚ࠊ配慮事㡯ࢆ示࡚ࡋいࠋࡿ 

＜技術を適切評価し活用すࡿ能力と態度を育成すࡿ工夫＞  

○写真やイࣛࢆࢺࢫ使いࠊ持続可能࡞社会ࡢ取組ࠊ資源ࡢ再利用ࡀ࡞示࡚ࢀࡉい

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ示࡛ࢱ࣮ࢹࠊ写真や図ࡀ内容ࡿ関わ環境技術ࠋࡿ

○評価࣭活用関わࡿ記述部ศࠕࡣ調ࡼうࠖࠕ考えࡼうࠖマ࣮ク࡛示ࠊࢀࡉ意欲ࢆ

高ࡼࡿࡵう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

資 

 

料 

○多様࡞指導計画対応࡛ࡼࡿࡁうࠊ多くࡢ写真や図ࠊイࣛࡢ࡞ࢺࢫ資料ࢆ掲載ࡉ

 ࠋࡿい࡚ࢀ

掲載ࢆ内容࡞発展的ࡿࡵ組ࡾ取࡚ࡏ合興味ࡢࢀࡒࢀࡑࠊ用い࡚ࢆ発展ࠖマ࣮クࠕ○

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁ対応࡛興味࣭関心ࡢ生徒ࠊࡋ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ深ࢆ学習࡚ࡗ持ࢆ興味ࠊࡅ設ࢆ資料ࠖ欄ࠕ○

表  

記 

࣭  

表  

現 

○内容ࡈ色ศࠊࡋࡅ爪見出࡛ࡋ各章ࡢ場所ࡀศࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡾ内容関ࡿࡍ写

真やイࣛࢆࢺࢫ配置ࠊ࡚ࡋ学習ࡢ流ࡀࢀศࡼࡿう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

○書体ࠊࡣユニバ࣮ࢨࢹࣝࢧインフォン࡛ࢺ統୍࣮ࣛ࢝ࠊࢀࡉバࣜアフ࣮ࣜࡢ観点࡛

配色࡚ࢀࡉいࠋࡿ㔜要語句ࡣኴ文字࡛表記࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

総 括 

○学習内容ࠊࡈ実習題材ࢆ多く取ࠊࡆୖࡾ生徒ࡀ主体的実践的࣭体験的࡞学習

活動ࡼࡿࡁ࡛ࡀう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

○指導内容ࡢ最後ࠕ各学習内容ࡢ身付ࡓࡅい内容ࠖやࠕ章ᮎ問題ࠖࠖࡵࡲࠕ࡞

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ示࡚ࡋ

○学習ࡢ流ࢆࢀ示ࠊࡋ生徒ࡀ見通ࢆࡋ立࡚ࠊ振ࡾ返ࡿ学習活動ࢆ㔜視࡚ࡋいࠋࡿ 

○安全࡞作業関わࡿ内容ࠊࡀ作業場面関連付࡚ࡅ示࡚ࢀࡉいࠋࡿ 
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研究調査報告書  

教科名㸦技術࣭家庭科㸦技術ศ㔝㸧㸧  

㡯 目 技術࣭家庭 㸦開隆堂࣭９㸧 

教育基ᮏ法ࠊ学

校教育法ࡢୗ

中学校学習ࡢ

指導要領ࡢ教 

科ࡢ目標ࡢ

ࡾわ  

○基礎的࣭基ᮏ的࡞知識࣭技術ࢆ確実習得ࠊࡵࡓࡿࡏࡉ学習ࡢ目標ࢆ明確示ࠊࡋ

学習ࢆ振ࡾ返ࡿ場面ࢆ設ࠊ࡚ࡅ生徒ࡀ主体的学習取ࡾ組ࡼࡿࡵう࡞構成ࡗ࡞

࡚いࠋࡿ 

○生活技術ࡢわࡘࡾい࡚理解ࢆ深ࠊࡵࡓࡿࡏࡉࡵ具体的࡞課題ࢆ示ࠊࡋ

実践的࣭体験的࡞学習活動や実践例ࢆ掲載ࠊࡋ生徒ࡢ実状応ࡓࡌ学習活動ࡁ࡛ࡀ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿ

○進࡛ࢇ生活ࢆ工ኵࡋ創造ࡿࡍ能力実践的࡞態ᗘࢆ育࡚ࠊࡵࡓࡿ環境や伝統文

化ࠊ日ᮏࡢ技術ࢆ࡞取ࠊࡆୖࡾ創造࣭工ኵࡿࡍ力ࠊ他者や自然共生ࡿࡍ態ᗘࢆ

養えࡿ学習課題࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

特 

 

 

 

 

 

 

 

色 

内 

 

 

 

容 

＜基礎的・基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞  

○学習ࠕࡈࡾࡲࡲࡢ学習ࡢ目標ࠖࠕ学習ࡢ振ࡾ返ࢆࠖࡾ設ࠊ࡚ࡅ学習ࡢ目標ࢆ

明確ࠊࡋ学習ࢆࡇࡓࡋ振ࡾ返ࡽࡀ࡞ࡾ学ࡼࡿう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ実習ࡢ流ࢀや

手㡰ࢆ࡞写真やイࣛࠊࢺࢫマ࣮クࢆ用い࡚掲載ࠊࡋ知識࣭技能ࢆศࡾやࡍく習

得࡛ࡼࡿࡁう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

＜思考力、判断力、表現力等を育成すࡿ工夫＞  

○実習例ࡀ示ࠊࢀࡉ生徒ࡀ見通ࢆࡋ立࡚࡚問題解決的࡞学習ࢆ進ࡼࡿࢀࡽࡵうࡗ࡞

࡚いࠕࠋࡿ豆知識ࠖࠕ᥈求ࠖいう欄ࢆ設ࠊࡅ思考力や判断力ࢆ養うࡿࡁ࡛ࡀࡇ

学習内容࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

＜主体的学習取ࡾ組む態度を養う工夫＞  

○生徒ࡀ主体的学習ࢆ進ࡼࡿࢀࡽࡵうࠕ調ࡼࡳ࡚うࠖࠕ考え࡚ࡼࡳうࠖいう

欄ࢆ設࡚ࡅいࠋࡿ学習ࢆ深ࠕࡢࡵࡓࡿࡵ発展ࠖいう欄ࢆ設࡚ࡅいࠋࡿ 

＜実践的・体験的࡞学習活動を行う工夫 ＞ 

○実験や体験等ࡢ活動ࢆ通ࠊ࡚ࡋ学習ࢆ進ࡼࡿࢀࡽࡵうࠕ実験ࠖࠕ考え࡚ࡼࡳうࠖ

発展ࡽ基礎ࠋࡿい࡚ࡅ設ࢆマ࣮クࡢ࡞うࠖࡼࡳ࡚ࡗ合ࡋ話ࠕうࠖࡼࡳ࡚調ࠕ

 ࠋࡿい࡚ࡋ紹介ࢆ実習例࡞様々࡛ࡲ

○実習中ࡢ安全࡞作業ࡢ方法や事故防止ࡢ注意事㡯ࡘい࡚࢞ࠊイࢲンࡢࢫペ࣮ࢪや

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡏ気付留意事㡯ࠊ࡚ࡋ示ࢆ安全ࠖマ࣮クࠕ

○技術関わࡿ倫理観ࡢ配慮ࡢ㡯目ࡘい࡚ࠕࠊ安全 マ࣮ࠖク࡛࡞示࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

＜技術を適切評価し活用すࡿ能力と態度を育成すࡿ工夫＞  

○写真やイࣛࢆࢺࢫ使いࠊ循環型社会や持続可能࡞社会ࡢ実現向ࡢ࡚ࡅ取組例࡞

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ環境ࠖマ࣮ク࡛示ࠕࡣ記述部ศࡿ関わ環境保全ࠋࡿい࡚ࡋ示ࢆ

○各内容ࠊ巻ᮎ評価࣭活用ࡢペ࣮ࢆࢪ設ࠊࡅ技術ࢆ評価ࡋ活用ࡢࡵࡓࡿࡍ学習活動

環境ࠕࠊࡣ記述部ศࡿ関わ評価࣭活用ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡵ組ࡾ取 ᥈求ࠖࠕࠖ

マ࣮ク࡛示ࠊࢀࡉ意欲的高ࡼࡿࢀࡽࡵう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

資 

 

料 

○多様࡞指導計画対応࡛ࡼࡿࡁうࠊ写真や図ࠊイࣛࡢ࡞ࢺࢫ資料ࢆ掲載࡚ࡋいࠋࡿ 

○様々࡞マ࣮クࢆ用い࡚ࠊ学習ࢆ深ࡾࡓࡵ関連ࢆ調ࠊࡿ振ࡾ返ࡾࡓࡗ新࡞ࡓ課題ࢆ

考えࡿࡍࡾࡓ際参考࡚ࡋ使えࡼࡿう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

○各ペ࣮ࢪୗࠕࡢ豆知識ࠖࢆ用い࡚ࠊ興味ࢆ持࡚ࡗ学習ࢆ深ࠊࡾࡓࡵ課題ࢆ考えࡾࡓ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁ࡛

表  

記 

࣭  

表  

現 

○内容ࡈ色ศࠊୖࡋࡅ 部ࡢ爪見出ࡢࡑ࡛ࡋ場所ࡀわࡼࡿう࡚ࡗ࡞いࠊࡓࡲࠋࡿ

࡞うࡼࡿศࡀや違いࢀ流ࡢ学習࡚ࡋ配置ࢆࢺࢫ写真やイࣛࡿࡍ関内容ࡢࡑ

 ࠋࡿい࡚ࡗ

○書体ࠊࡣユニバ࣮ࢨࢹࣝࢧインフォン࡛ࢺ統୍࡚ࢀࡉいࠋࡿ㔜要語句ࡣኴ文字࡛表

記࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

総 括 

○学習内容ࠕࠊࡈ学習ࡢ目標ࠖࠕࡽふࡾ返࡚ࡋࡾࡲࡲࡦࡀ࡛ࡲࠖࡾ構成

 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ

○指導内容ࡢ最後ࠕ学習ࢆふࡾ返ࢁうࠖࠕ生活生ࡑうࠖࠕ᥈究活動ࠖࠕ࡞学

習࡚ࡋࠖࡵࡲࡢ示࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

○学習ࡢ流ࢆࢀ示ࠊࡋ生徒ࡀ見通ࢆࡋ立࡚ࠊ振ࡾ返ࡿ学習活動ࢆ㔜視࡚ࡋいࠋࡿ 

○安全࡞作業関わࡿ内容ࠊࡀ作業場面関連付࡚ࡅ示࡚ࢀࡉいࠋࡿ 
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研究調査報告書  
 技術・家庭科㸦家庭分野㸧 

 

    㡯 目 

 

 

    新編    新ࡋい技術࣭家庭 

  家庭ศ㔝  自立共生ࢆ目指࡚ࡋ     㸦東 書࣭㸰㸧 

 
教育基ᮏ法ࠊ
学校教育法ࡢ
ୗࠊ中学校学
習指ᑟ要領ࡢ
教科ࡢ目標
 ࡾわࡢ

 
○基礎的࣭基ᮏ的࡞知識࣭技術ࡢ習得ࢆ図ࡵࡓࡿ学習ࡢ目標ࡀ明確ࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞学

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁ確認࡛ࡀࡇࡔࢇ
○学ࡔࢇ知識や技術ࢆ生活生ࠊࡵࡓࡍ巻ᮎࠕ生活ࡢ課題実践ࠖࡀ掲載࡚ࢀࡉ

い࡚ࠊ実践ࡵࡲࡢ発表ࡢ方ࡀ丁寧ࠊࢀࡽࡵࡲᕤኵ࡚ࢀࡉいࠋࡿ 
○衣食住ࡢ࡞伝統文化ࡘい࡚ࠊ全部ࡢ編わࠕࠊ࡚ࡗࡓ伝統࣭文化ࠖࡘࢆࢡ࣮࣐ࡢ

 ࠋࡿい࡚ࡋ示ࢆ視点ࡿࡍ学習ࠊࡅ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特 
 
 
 
 
 
 
 
色 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内  容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜基礎的・基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞ 
○各編ࡢ初ࠕࡵ学ࡀࠖࡇࡪあࡢࡑࠊࡾ中ࡢ節ࠕࡈ目標ࠖࡀ記載ࠊࢀࡉ編ᮎࡣ

時ࡢ実習ࠊࡓࡲࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁ࡛ࡀや自己評価ࡾ返ࡾ振࡛ࠖࡵࡲࡢ学習ࠕ
 ࠋࡿい࡚ࡋ示࡚ࡋ基礎技能ࠖࠕࢆい技能ࡓࡵ確
＜思考力、判断力、表現力等を育成すࡿ工夫＞ 
○家庭ศ㔝ࡢ学習関わࡿ独特࡞言い回ࡋや名称ࢆ㺀言葉ࡢペ࣮ࢪ㺁࡛解説࡚ࡋいࠋࡿ 
○学習ࡼࡵࡲࠕࡢ࡚ࡋࡵࡲࡢうࠖや㺀生活生ࡑう㺁࠾い࡚ࠊ学習内容ࡲࡢ

 ࠋࡿい࡚ࡋう設定ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ表現ࢆ考えࡢや自ศࡵ
＜主体的学習取ࡾ組む態度を養う工夫＞ 
○各節ࡢ始ࠕࠊࡣࡵ始ࡢࡵ活動ࠖ。考え࡚ࡼࡳうࠊやࡼࡳ࡚ࡗうࠊ話ࡋ合ࡼࡳ࡚ࡗうࠊ
 調ࡼࡳ࡚う)ࢆ設ࠊࡅ学習ࡢ関心࣭意欲ࢆ高ࠊࡵ課題意識ࢆ持࡚ࡗ主体的学習
 取ࡾ組ࡼࡿࡵう࡚ࡋいࠋࡿ 
○ࡢペ࣮ࢪや技術ศ㔝ࠊ教科関連ࡉせࡽࡀ࡞学習ࢆ深ࡵ広ࡼࡿࡾࡁ࡛ࡀࡇࡿࡆ

う㺀ࣜンࠖࢡ㺀教科ࠖࡀ設定࡚ࢀࡉいࠋࡿ 
＜実践的・体験的࡞学習活動を行う工夫＞ 
○各編わ࡚ࡗࡓ実習例ࡀ豊富載せ࡚あࠊࡾ連続写真࡛࡞手㡰ࡀわࡾやࡍくࡗ࡞

合わせ࡚㸯食ศࡳ組ࡣ調理実習࡛特ࠋࡿい࡚ࢀࡉᕤኵうࡼいࡍやࡋ実践ࠊࡾ࠾࡚
 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࢀࡽ考え࡚ࡋ献立ࡢ
＜課題をもって生活をよࡾよくしようとすࡿ能力と態度を育成すࡿ工夫＞ 
○全࡚ࡢ学習後ࠕ生活ࡢ課題実践ࠖࡢペ࣮ࢆࢪ設ࠊࡾ࠾࡚ࡅ実践ࡢ流ࢆࢀ㺀㸯課題ࡢ

発見 㸰計画 㸱実践 㸲振ࡾ返ࠊࡾ見直ࡋ 㸳改善 㸴次ࡢ課題ࠖ共通ࡓࡋ流ࢀ
࡛示࡚ࡋいࡢࢀࡒࢀࡑࠋࡿ実践例࡛ࡵࡲࠊࡣ方や発表ࡢ方ࡀ明記ࠊࢀࡉ実践࠾
い࡚ࡢ見通ࢆࡋ持ࡓせࡼࡿう࡚ࡋいࠋࡿ                        

 
 
資  料 
 

実物大ࢆ靴や箸ࡢ幼児ࠊࡾࡓࡆୖࡾ写真࡛取ࡢ実物大ࢆࠖࡾࡤ目ࠕࠊࠖࡾࡤ手ࠕ○
 ࡛取ࠊ࡚ࡋࡾࡓࡆୖࡾ視覚ࡽศࡽせࡼࡿう࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 
○巻頭ࠕ実習ࡢ安全࡚ࠖࡋ写真やイ࡛ࣛࢺࢫわࡾやࡍく提示࡚ࡋあࡇࠊࡓࡲࠋࡿ

ࡗ࡞い構成ࡍやࡋ確認ࠊい࡚࡚ࢀࡉ明記ࡀࢪ関連ペ࣮ࠊ࡛ࢡ࣮࣐ࢡンࣜࢪペ࣮ࡢ
࡚いࡓࡲࠋࡿ防災や食物ア࣮ࣞࣝࢠ関ࡿࡍ資料ࡶ掲載࡚ࡋいࠋࡿ 

 
 
表記･表現 
 
 

○㸯～㸲編ࡀ㸲色ู࡚ࡗ࡞い࡚ࢶメ見出ࢆ設ࠊࡅ編࡛学ࢆࡇࡪᑠ学校ࡢ学習内容
関連ࡉせ࡚表記࡚ࡋいࠋࡿ 

○題材名や資料部ศࢡࢵࢩࢦࡣ体ࠊ内容文ࡣ明朝体ࠊ㔜要語句ࡣኴ字ࢆ用い࡚表記࡚ࡋ
いࠋࡿ 

○ペ࣮ࡢࢪ右ୗࢡイࢆࢬ示ࠊࡋ次ࡢペ࣮ࡢࢪᕥୗ答えࢆ掲載࡚ࡋいࠋࡿ 

 
 
総   括 

 
 

最初࢞イࢲンࠋࢫ続い࡚ࠊ㹀ࠕ食生活ࠖ㹁ࠕ衣生活࣭住生活ࠖ㸿ࠕ家族ࠖ㹂ࠕ消費
࣭環境ࠖࡢ㡰ࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞学習内容ࡶᑟ入ࠊ基礎ࠊ実習ࠊ発展的࡞学習流࡚ࢀい
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ掲載巻ᮎࡣ実践ࠖ課題ࡢ生活ࠕࠊࡓࡲࠋࡿ
࡛ࡀ課題解決学習ࡽ自ࠊࡾ࠾࡚ࡗ渡ࡁ行全体ࡀいう目標ࡍ目指ࢆ共生ࠖ自立ࠕ 
 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞ࡾくࡘࡓࢀࡉ配慮うࡼࡿࡁ
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研究調査報告書  

 技術・家庭科㸦家庭分野㸧 

   㡯 目 新技術࣭家庭 家庭ศ㔝 㸦教 図࣭㸴㸧  

 
教育基ᮏ法ࠊ
学校教育法ࡢ
ୗࠊ中学校学
習指ᑟ要領ࡢ
教科ࡢ目標
 ࡾわࡢ

 
○基礎的࣭基ᮏ的࡞知識࣭技術ࡢ習得ࢆ図ࠊࡵࡓࡿ写真やイࣛࡓࢆࢺࢫくࢇࡉ掲載ࡋ

࡚わࡾやࡍくࡢࡵࡓࡿࡍᕤኵ࡚ࡋࢆいࠋࡿ 
○学ࡔࢇ知識や技術ࢆ生活生ࠊࡵࡓࡍ内容ࠕࡈ生活ࡢ課題実践ࠖࢆ設定 

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡁプ࡛実践࡛࣮ࣝࢢ個人やࡋ用い࡚示ࢆ写真等ࢆ具体例ࠊࡋ
○衣食住ࡢ࡞伝統文化ࡘい࡚年中行事ࠊ全国各地ࡢ郷土料理や和服ࢆ写真やイࣛ 

 ࠋࡿい࡚ࡆୖࡾ取ࡋ示࡛ࢺࢫ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特 
 
 
 
 
 
 
 
色 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内  容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜基礎的・基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞ 
○各㡯目࣮࢟ࡈワ࣮ࢳࢻェࢡࢵ欄ࡀあࠊࡾ㔜要࡞語句ࡢ理解ࢆ確認࡛ࡼࡿࡁう࡞

確ࢆ定着ࡢ内容࡞基ᮏ的ࠊࡾあࡀࠖࡾ返ࡾࡩࡢ学習ࠕࡣࡾ終わࡢ各内容ࠋࡿい࡚ࡗ
 ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ
＜思考力、判断力、表現力等を育成すࡿ工夫＞ 
○生徒身ࡉࡅࡘせࡓい表現力や࣑ࢥュࢩ࣮ࢣࢽョン能力ࢆ高࣮ࣝࢢࠊࡵࡓࡿࡵプ

 ࠋࡿあ࡛ࢇ込ࡾ盛ࡀ実習ࡢ࡞体験学習ࠊࢢ合いや࣮ࣟࣝプࣞインࡋ話ࡢ࡛
 ࠋࡿい࡚ࡋ設定各所ࢆ学習活動ࡢうࠖ等࠾合ࡋ話ࠕうࠖࡼ考えࠕうࠖࡼࡵࡲࠕ○
＜主体的学習取ࡾ組む態度を養う工夫＞ 
○章や節ࡢᑟ入࡛ࠕ自立度ࢳェࠖࢡࢵやࢡࠕイࢆࠖࢬ取ࡾ入ࠊࢀ生徒ࡢ視覚訴えࡿ

い࡚ࡋうࡼࡿࡵ組ࡾ取学習࡚ࡗ持ࢆ興味࣭関心ࠊせ気付課題ࡢ自ศࠊࡶ
 ࠋࡿ

ᕤࡿࡍ学習࡚ࡗ持ࢆ関心ࡾࡼࡀ生徒ࠊࡅ設効果的ࢆうࠖࡼࡳ࡚ࡗやࠕうࠖࡼ調ࠕ○
ኵ࡚ࢀࡉࡀいࠋࡿ 
＜実践的・体験的࡞学習活動を行う工夫＞ 
○調理ࡼ࠾び被服ࡢ実習例ࢆ数多く掲載ࠊࡋ実習過程ࡶ写真やイ࡛ࣛࢺࢫ示ࡋわࡾや

くࡍやࡋ理解ࡀ生徒ࠊࡋ赤い枠࡛示ࢆࠖࢺイン࣏ࠕࡢ調理ࠊࡽࡉࠋࡿい࡚ࡗ࡞くࡍ
 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞
＜課題をもって生活をよࡾよくしようとすࡿ能力と態度を育成すࡿ工夫＞ 
○各内容ࡢ学習後ࠕ生活ࡢ課題実践ࠖࡢペ࣮ࢆࢪ設ࠊࡾ࠾࡚ࡅ見開࡛ࡁ紙面ࢆ構成

ࡿࡵࡲ㸲 ࡿࡍ㸱実践 ࡿ立࡚ࢆ㸰計画 ࡿࡅࡘ見ࢆプ㸯課題ࢵテࢫࠕࠋࡿい࡚ࡋ
࣭発表ࡿࡍ 㸳ࡾࡩ返ࡿ 㸴次ࡢ実践ࡢࠖࡿࡆ࡞ࡘ共通ࡓࡋ流࡛ࢀ例示࡚ࡋいࠋࡿ
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉᕤኵうࡼいࡍやࡳ組ࡾ取ࠊࡅ設ࢆࡋ出ࡁ吹中ࡢࢀ流ࡢࡑ

 
 
資  料 
 
 
 

○食品ࡢษࡾ方や幼児ࡢ手形ࠊ࡞わࡾやࡍく実物大ࡢ写真ࢆ掲載࡚ࡋいࠋࡿ 
○実習わࡿ安全ࡘい࡚ࠕࠊࡣ安全ࢆࠖࢡ࣮࣐付ࠊࡾࡓࡋᮏ文ࢆኴ字ࡋࡾࡓࡋ

 ࠋࡿい࡚ࡋ掲載ࡶ資料ࡿࡍ関防災ࠊࡓࡲࠋࡿい࡚ࡋ促ࢆ注意ࠊ࡚
○口絵ࠕࡢ年中行事わࡢࡕࡓࡋࡓ暮ࠖࡋࡽやࠕ全国各地࡞ࡶ࠾ࡢ郷土料理ࠖ࡞伝統

文化ࡘい࡚ࡢ資料ࢆ掲載࡚ࡋいࠋࡿ 

 
 
表記･表現 
 
 
 

○爪見出ࢆࡋ各内容章ู色ศࠊࡶࡿࡍࡅ学習内容ࢆ短い言葉࡛示࡚ࡋいࠋࡿ 
○題材名や資料部ศࢡࢵࢩࢦࠊࡣ体ࠊᮏ文ࡣ明朝体ࠊ㔜要࡞語句ࠊࡣኴ字࡛強調࡚ࢀࡉ

いࠋࡿ 
○調理実習ࡢ材料ࢆ㸴ࡢࡘ基礎食品群ศ類ࠊࡋศ類ࡓࡋ食品群ࢧࢆイࡢࣟࢥ目࡛表ࡋ

࡚いࠋࡿ 

 
 
総   括 

 
 
 
 

 最初࢞イࢲンࠋࢫ続い࡚ࠊ㸿ࠕ家族ࠖ㹀ࠕ食生活ࠖ㹁ࠕ衣生活࣭住生活ࠖ㹂ࠕ消費
࣭環境ࠖࡢ㡰ࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞学習内容ࡶᑟ入ࠊ基礎ࠊ実習ࠊ発展的࡞学習流࡚ࢀい
ࢵェࢳࢻワ࣮࣮࢟ࠕࡿい࡚ࢀࡉ掲載最後ࡢ内容毎ࡣ実践ࠖ課題ࡢ生活ࠕࠊࡓࡲࠋࡿ
興味ࡀ生徒ࠋࡿい࡚ࢀࡉ構成うࡼࡿࡁ自ศ࡛学習࡛ࡾࡼࠖࡾ返ࡾࡩࡢ学習ࠕやࠖࢡ
関心ࢆ持࡚ࡼࡿうࠊイࣛࢆࢺࢫ多く用いࡓ内容࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 
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研究調査報告書  

 技術・家庭科㸦家庭分野㸧 

    㡯 目   技術࣭家庭 家庭ศ㔝㸦 開隆堂࣭９㸧 

教育基ᮏ法ࠊ学
校教育法ࡢୗࠊ
中学校学習指
ᑟ要領ࡢ教科
ࡢ目標ࡢ
 ࡾわ

○基礎的࣭基ᮏ的࡞知識࣭技術ࡢ習得ࢆ図ࠕࠊࡵࡓࡿやࡼࡳ࡚ࡗうࠖࠕ話ࡋ合࡚ࡗ
 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞うࡼࡿࡍࡾࡓせࡉ調ࠊࡾࡓせࡉ考えࡵࡌࡽあࠊうࠖ等࡛ࡼࡳ 
○学ࡔࢇ知識や技術ࢆ生活生ࠊࡵࡓࡍ巻ᮎࠕ生活ࡢ課題実践ࠖࡲ࡚ࡋ 
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉうᕤኵࡼࡿࡁ選択࡛ࡀ合わせ࡚課題例興味࣭関心ࠊࡵ
○衣食住ࡢ࡞伝統文化ࡘい࡚ࠕࠊ伝統文化࡛ࠖࢡ࣮࣐ࡢ示ࠊ࡚ࡋ家庭や地域࠾
 い࡚ࠊ具体的実践࡛ࡿࡁ内容࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特 
 
 
 
 
 
 
 
色 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内  容 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜基礎的・基本的࡞知識・技能を習得すࡿ工夫＞ 
ࡇࡿࡍࢆ自己評価࡛ࠖࡵࡲࡢ学習ࠕࡣࡓࡲࠖࡾ返ࡾࡩࠕࠊࡋ対目標ࠖࡢ学習ࠕ○
ࡾษࡢ食材࡞基ᮏ的ࠊࡓࡲࠋࡿい࡚ࢀࡉうᕤኵࡼࡿࢀ図ࡀ定着ࡢ基礎࣭基ᮏࠊ࡛ 
 方や縫い方ࢆ写真࡛示ࠊࡋ技能ࡢ定着ࡀ図ࡼࡿࢀうᕤኵ࡚ࢀࡉいࠋࡿ 
＜思考力、判断力、表現力等を育成すࡿ工夫＞ 
いࢢ部ศや࣮ࣟࣝプࣞインࡢいうᑟ入うࠖࡼࡳ考え࡚ࠕうࠖࡼࡳ࡚ࡗ合ࡋ話ࠕ○
 う手法ࢆ設ࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿࡅ思いや考えࢆ述あう場面ࢆ設定ࠊࡋ内容ࢆ深ࡿࡵ
 ᕤኵ࡚ࢀࡉ࡞ࡀいࠋࡿ 
＜主体的学習取ࡾ組む態度を養う工夫＞ 
ࢀࡉ数多く配置最初ࡢ題材ࡀ࣮ࢼ࣮ࢥࡢ࡞うࠖࡼࡳ࡚ࡗやࠕうࠖࡼࡳ࡚調ࠕ○
 自ࡽ学習取ࡾ組ࡴᑟ入࡚ࡋ設定࡚ࢀࡉいࠋࡿ 
○巻ᮎࠕࡢ生活ࡢ課題実践࡛ࠖࠊࡣ多くࡢ課題例ࢆ設定࡚ࡋいࠊࡓࡲࠋࡿࡢ内容

やࠊ技術ࠊ教科等関連ࣜࢁࡇࡿࡍンࢆࢡ࣮࣐ࢡ設࡚ࡅ主体的࡞学びࡀ出来
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ紹介うࡼࡿ
＜実践的・体験的࡞学習活動を行う工夫＞ 
○興味࡚ࡗࡶࢆ学習取ࡾ組ࡼࡿࡵうࠊ活動例ࡀ具体的示࡚ࢀࡉいࠋࡿ衣服ࡢ実習

例࡛ࠊࡣ事例ࢆ数多く取ࠊࡆୖࡾ易ࡋいࡽࡢࡶ難ࡋいࠊࡢࡶ基ᮏ的࡞内容ࡽ
応用無理࡞く学習ࡀ進ࡼࡿࢀࡽࡵう配慮ࡓࡋ配列ᕤኵࠋࡿࢀࡽࡳࡀ 
＜課題をもって生活をよࡾよくしようとすࡿ能力と態度を育成すࡿ工夫＞ 
○全࡚ࡢ学習後ࠕ生活ࡢ課題実践ࠖࡢペ࣮ࢆࢪ設ࠊࡾ࠾࡚ࡅ実践ࡢ流ࢫࠕࢆࢀテ

 ࠋࡿい࡚ࡋ示࡛ࢀ流ࡓࡋ共通プ㸯課題 㸰計画 㸱実践 㸲結果 㸳評価ࠖࢵ
思考ุ࣭断࣭表現ࠊࡶࡿせࡉ返ࡾ振ࢆ内容ࡢ既習࡚ࡋ付ࢆࠖࢡ࣮࣐ࢡンࣜࠕ
 ࠋࡿい࡚ࡋ明記具体的ࢆ手立࡚ࡢࡵࡓࡿせࡉ

 
     
資  料 
 
 
 

 
○食材や幼児ࡢ手形ࢆ࡞実物大࡛わࡾやࡍく示ࠊࡾࡓࡋ中学生ࡢ実習場面ࢆ多 

く掲載࡚ࡋࡾࡓࡋいࠋࡿ 
○実習わࡿ安全࣭衛生ࡘい࡚ࠕࠊࡣ安全ࠖࠕ衛生ࠖࠊࡾࡼࢡ࣮࣐注意事㡯
 ࠋࡿい࡚ࡋ示具体的ࠊい࡚ࡘࡇࡿ関わ各題材࡛安全ࠋࡿい࡚ࢀࡉ記述ࡀ 
 ࠋࡿい࡚ࡋ掲載ࡶ資料ࡿࡍ関࣮ࢠ防災や食物アࣞࣝࡓࡲ 

 
表記࣭表現 
 
 
 
 

 
○内容㸿㹀㹁㹂ࢆ色ศࠊࡋࡅ爪見出࡛ࡋศࡾやࡍく示࡚ࡋいࠋࡿ爪見出ࡣࡋ関連

 ࠋࡿい࡚ࡋ示ࢆ࡞ࢡ࣮࣐写真やࡢ内容ࡿࡍ
○題材名や資料部ศࢡࢵࢩࢦࡣ体ࠊ内容文ࡣ明朝体࡛書ࠊࢀ㔜要語句ࡣኴ字ࢆ用い

࡚表記࡚ࡋいࠋࡿ 
○各ペ࣮ࡢࢪୗ部ศ豆知識ࢆ掲載࡚ࡋいࠋࡿ 

 
 
総   括 

 
 
 
 

 
 最初࢞イࢲンࠋࢫ続い࡚ࠊ㸿ࠕ家族ࠖ㹀ࠕ食生活ࠖ㹁ࠕ衣生活࣭住生活ࠖ㹂ࠕ消
費࣭環境ࠖࡢ㡰ࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞学習内容ࡶᑟ入ࠊ基礎ࠊ実習ࠊ発展的࡞学習流ࢀ
࡚いࠕࠊࡓࡲࠋࡿ生活ࡢ課題実践ࠖࡣ巻ᮎ掲載࡚ࢀࡉいࠋࡿ 
 生活ࡢ自立共生いう視点࡛各内容ࡀ構成ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ自立ࢆࡇࡍࡊࡵࢆ大ࡁ
 ࠋࡿい࡚ࢀࡉ出ࡕ打ࡀࡇいういく࡚ࡵ進ࢆ学習࡚ࡆ掲目標࡞
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研究調査報告書  

教 科名（ 英 語 ）  

項 目  NEW HORIZON （東書・２）  

教育基本

法、学校教

育法の下

の中学校

学習指導

要領の教

科の目標

とのかか

わり 

○Unit（課）の各 Partは、左ページに「本文」「新出語句」「聞く」、右ページに「基本文（補

助説明あり）」「基本練習」「話す・読む・書く活動」で構成されており、４技能を総合的に育

成する活動が設定されている。 

○１・２学年には小学校で学んだ内容が掲載されており、円滑な接続ができるよう工夫されて

いる。また、各学年の最初のページには、学年及び３年間の学習内容と到達目標が明記され、

見通しを持って学習することができるようになっている。 

○学年ごとに「国際理解」「環境」「人権」「福祉」「自然科学」「伝統文化」など、発達の段階を

考慮した題材を取り上げ、さらにリスニングとしてニュースや天気予報等を取り上げ、海外

の生きた文化に触れる機会を設けている。 

特  

 

 

 

 

 

 

 

色  

内 

 

 

容  

＜基礎的・基本的な知識・技能を習得する工夫＞ 

○各セクションに「基本練習」「Listen」「Speak」「Write」の言語活動があり、他に辞書の使

い方や発音記号などを学ぶ「学び方コーナー」や、文法事項確認のためのリスニング活動

「Listening Activity」も用意され、基礎の定着と確認ができる構成になっている。 

＜思考力、判断力、表現力等を育成する工夫＞ 

○各学年に３回ある Presentation では、スモールステップを踏みながら、既習事項を使って３

文以上で１日の生活を発表するなど、町紹介や将来の夢等のテーマ別の自己表現活動が設定

されており、思考力・判断力・表現力の育成を図るよう工夫されている。 

＜主体的に学習に取り組む態度を養う工夫＞ 

○各課の最初には、その課の学習目標が示されている。学年に数回「学び方コーナー」があり、

英語の音の変化、辞書の使い方、文の構造などが示されている。同様に「まとめと練習」が

あり、自主的に文法事項を復習できるよう設定されている。 

＜聞くこと、話すこと、読むこと、書くことなどのコミュニケーション能力を育成する工夫＞ 

○Daily Scene（場面別コミュニケーション）、Presentation（テーマ自己表現活動）、Let’s Read

（長めの読み物）、Listening Activity（文法事項確認リスニング）等を通して、コミュニケ

ーション能力を育成する工夫がされている。 

資  

料  

○巻末にはBonus Word Boxがあり、各学年の表現活動で使用する単語が挿絵と共に紹介され

ている。 

○各学年の学習段階に合わせ、1年には「手紙の書き方」、2年には「不規則動詞変化表」、3

年には「１～３年基本文一覧」「Further Reading」等が用意されている。 

表記

・  

表現

○１学年ではブロック体、２・３年生では活字体を使用している。新出単語は１学年ではアク

セント記号が、２・３学年では発音記号が併記されている。 

○１学年５課以降文字が小さくなり、行間も狭くなる。２学年以降さらに文字が小さくなり、

３学年の名作鑑賞では行間も一層狭くなり、情報量が増えている。 

総 括  

○変型A４判。 

○Unit（課）、Daily Scene（場面におけるコミュニケーション活動）、Presentation（自己表

現活動）の３部構成となっている。 

○各学年の最初にUnit０があり、前年度の復習から学べるようになっている。 

第 ２ １ 採 択 地 区 教 科 用 図 書 採 択 協 議 会  



研究調査報告書  

教 科名（ 英 語 ）  

項 目  SUNSHINE  ENGLISH  COURSE （開隆堂・９）  

教育基本

法、学校教

育法の下

の中学校

学習指導

要領の教

科の目標

とのかか

わり  

○Program（課）の各セクションは、左ページに「基本文（説明あり）」「新出語句①」「聞く・

話す活動」「聞く・話すを活用した活動」「ワード・ボックス」、右ページに「本文」「新出語

句②」「ＱＡ」「書く活動」で構成されるとともに、通常課以外にも 4技能ごとの Power Up

セクションが用意されており、４技能を段階的・総合的に育成する活動が設定されている。

○３年間を見通した CAN-DO LIST があり、定期的に自分の成長と到達目標を確認しながら

学習を進めることで、学習への意欲を高めることができるよう工夫されている。 

○日本の伝統文化に関する題材や英米圏に偏ることなく広く世界各地の題材を取り上げると

ともに、「環境」「平和」「人権」「自然科学」など、現代社会の事象や課題についても扱い、

生徒に理解と課題意識をもたせる工夫をしている。 

特  

 

 

 

 

 

 

 

色  

内 

 

 

容  

＜基礎的・基本的な知識・技能を習得する工夫＞ 

○各セクションの「基本文」は対話形式となっており、実用的である。また、「Listen」「Speak」

「Try」の言語活動や、新出文法事項の練習問題などが設定されている。本文は右側に掲載

されており、基本事項を十分に学んだ上で本文をじっくり学習できるよう工夫されている。

＜思考力、判断力、表現力等を育成する工夫＞ 

○各学年に３回ある My Projectでは、スピーチやスキット、インタビューなどの自己表現活

動が設定されており、３年間を見通した到達目標をもとに思考力・判断力・表現力の育成を

図る工夫がされている 

＜主体的に学習に取り組む態度を養う工夫＞ 

○各セクション最初には、学習目標が示されている。巻末にある「Can-Do List」は３年間を

見通した自己評価を、また「英語のしくみ」では練習問題を通じて文法事項を確認すること

ができるよう工夫されている。My Project では学び合う「協働学習」が設定されている。 

＜聞くこと、話すこと、読むこと、書くことなどのコミュニケーション能力を育成する工夫＞

○各課の終わりに Power-Upが用意されており、コミュニケーション活動を通して、４つの技

能をさらに伸ばせるようになっている。また、各セクションにある Tryは耳と口で覚えた表

現を使って友達とコミュニケーションを図る能力が育成されるよう工夫されている。 

資  

料  

○全学年に、「Basic Dialogのまとめ」「英語のつづり字と発音」「単語と熟語」等が集録さ

れている。２・３学年では基礎・基本の受け答えを練習するクイックQ&Aがある。

○１学年の巻末に切り離し可能なアクションカードがあり、様々なコミュニケーシ

ョ ン活動で活用できるよう工夫されている。  

表記

・  

表現

○１学年の前半ではブロック体、９課から活字体が用いられている。1学年では各新出単語に

アクセント記号が付記され、２・３年では発音記号が茶色で併記されている。 

○１学年５課以降やや文字が小さくなり、２学年以降さらに小さくなり行間も狭くなることに

より情報量が増えている。 

総 括  

○変型 A4判。  ○左ページに言語活動、右ページに本文が掲載されている。 

○PROGRAM（課）、POWER-UP（コミュニケーション活動）、My Project（自己表現活動）

の 3部構成となっている。 ○CAN-DO LISTがあり、生徒が３年間の見通しを持って主体

的に学習できるよう工夫されている。 ○基本文が対話形式で示され、実用的である。 

第 ２ １ 採 択 地 区 教 科 用 図 書 採 択 協 議 会  



研究調査報告書  

教 科名（ 英 語 ）  

項 目  TOTAL ENGLISH  （学校図書・１１）  

教育基本

法、学校教

育法の下

の中学校

学習指導

要領の教

科の目標

とのかか

わり  

○Lesson（課）の各セクションは、左ページに「本文」「新出語句」「コミュニケーションで

活用できる情報」、右ページに「基本文」「聞く・話す・書く活動」「英語のリズム等」で構

成され、また各 Chapter（章）の終わりにはそれらを総合的に用いた Chapter Projectが用

意されており、４技能をスモールステップかつ総合的に育成する活動が設定されている。 

○1学年の Lesson１は一般動詞でスタートし、Lesson３で be 動詞を導入する構成となってお

り、小学校外国語活動との円滑な接続が図れるよう工夫している。 

○題材のテーマを「人」「ことば」「地球」とし、「生徒にとって身近な話題」「日本・世界の多

様な文化」「自然科学」「環境問題」等、様々な題材を扱い、国際性や多様性について理解を

深め、生徒自身に考えさせるよう工夫されている。 

特  

 

 

 

 

 

 

色  

内  

 

 

容  

＜基礎的・基本的な知識・技能を習得する工夫＞ 

○各学年に、前年度の復習をする「Pre-Lesson」がある。各セクションには「基本文」「Listen」

「Speak」「Write」の言語活動が用意され、また各課の終わりにある Review で復習するこ

とにより、基礎的・基本的な知識・技能を習得できるよう工夫されている。 

＜思考力、判断力、表現力等を育成する工夫＞ 

○４つの Chapter（章）の終わりに設定されている Projectにおいて、ステップを踏みながら

既習事項を用いて「Listening」「Writing」「Speaking」の面からスピーチや討論などの自

己表現活」動を行い、思考力・判断力・表現力の育成を図るよう工夫されている。 

＜主体的に学習に取り組む態度を養う工夫＞ 

○Chapter（章）ごとに、学習目標が示されている。Chapter（章）末の Check It Outで文法

事項を体系的に振り返ることができるよう工夫されている。 

 

＜聞くこと、話すこと、読むこと、書くことなどのコミュニケーション能力を育成する工夫＞ 

○各セクションの基礎的な言語活動と、Talking Time、Chapter Projectなど応用的な言語活

動によって、実践的な運用能力を養うよう工夫されている。また、Tips というコーナーで

“Let’s see.”などコミュニケーションに必要な表現を学べるようになっている。 

資  

料  

○巻末の More Wordsに種類別の語彙集があり、表現活動の際に使う語彙がイラスト付きでわ

かりやすくまとめられている。 

○巻末にある「基本単語のまとめ」「目標文の一覧」で、基礎基本を繰り返し学習することが

できるよう工夫されている。 

表記 

・ 

表現

○１学年ではブロック体が、２学年以降活字体が用いられている。単語には、１学年はアクセ

ントの記号、２，３学年は発音記号が併記されている。綴りと発音の関係を学ぶ記述がある。 

○１学年３課以降文字が小さくなり、５課以降さらに小さくなる。２学年以降は行間も狭くな

り、情報量が増えている。 

総 括  

○B５判。  ○各学年とも Chapter（章）、Lesson（課）、Review（復習）、Project（自己表

現）から構成されている。 

○１学年は Pre-lesson で小学校の復習をし、Lesson１は一般動詞から学習が始まるなど、小

学校外国語活動との接続を考慮している。 

第 ２ １ 採 択 地 区 教 科 用 図 書 採 択 協 議 会  



研究調査報告書  

教 科名（ 英 語 ）  

項 目  NEW  CROWN （三省堂・１５）  

教育基本

法、学校教

育法の下

の中学校

学習指導

要領の教 

科 の 目 標

と の か か

わり  

○Lesson（課）は GET（２セクション）と USE（１～２セクション）から成り立っている。

GET（基礎）は左ページに「本文」「新出語句」「基本文」「ドリル」、右ページに「聞く・話

す・書く活動」「Word Bank」から構成され、USE（活用）は「読む・話す・書く活動」の

多様な言語活動が掲載されており、４技能をバランス良く学べるように設定されている。 

○GETで学んだ基礎的・基本的な知識・技能をもとに、USEで繰り返し活用することで積極

的にコミュニケーションを図ろうとする力を段階的に育成するよう工夫されている。 

○「学び」「ことば」「伝統文化」「異文化」「自然理解」「社会理解」「人間理解」の７領域の話

題を通して言語や文化に対する理解を深め、他を受け入れ尊重する心と態度を育成するよう

工夫されている。 

特  

 

 

 

 

 

 

 

色  

内  

 

 

容  

＜基礎的・基本的な知識・技能を習得する工夫＞ 

○各 GETには、「POINT」「Drill（基本的な練習）」「Practice（Listen, Speak, Write）」が用

意され、Lesson の終わりには「文法のまとめ」がある。また、本文は短く音読しやすくな

っており、内容理解とともに新出文法や語句の習得を図る工夫がされている。 

＜思考力、判断力、表現力等を育成する工夫＞ 

○各学年に Projectが３回用意され、レッスンで学んだことを生かして、マッピング手法や協

働学習などを取り入れながら、「友達へのインタビュー」「大切なものを紹介」などの自己表

現活動が設定されており、思考力・判断力・表現力の育成を図るよう工夫されている。 

＜主体的に学習に取り組む態度を養う工夫＞ 

○各課の最初には、その課の学習目標が示されている。各課の後ろ「文法のまとめ」で文法事

項を体系的に振り返ることができるよう工夫されている。また、各学年２回ある「For 

Self-study」のコーナーでは、辞書が自主的に引くことができるよう工夫されている。 

＜聞くこと、話すこと、読むこと、書くことなどのコミュニケーション能力を育成する工夫＞ 

○各課にあるUSEで、基礎的な力を活用して４技能を用いた活動を行うとともに、各課の終わ

りにあるLet’s Listen、Let’s Talk、Let’s Readで各技能を生かした活動を通してコミュニケ

ーション能力を育成する工夫がされている。 

資  

料  

○巻末には「絵でわかる英語のしくみ」があり、文法事項を視覚的にわかりやすく説明してい

る。また、発音の仕方を発音記号と絵を用いてわかりやすく説明している。 

○Further Readingとして長文の読み物が掲載されており、「読む」力の育成に配慮している

ことがわかる。 

表記 

・ 

表現  

○３年間を通してブロック体を使用し、部分的に手書き書体や活字体が使われている。新出単

語は１学年ではアクセント記号、２，３学年では発音記号が紫色で併記されている。 

○３年間を通じて文字の大きさ・行間は同じであり、必要事項を記入するのに十分な行間がと

られている。ただし、Let’s Readは小さい文字で書かれ、情報量が増えている。 

総 括  

○変形A判。 ○本文は３年間ブロック体で、行間も広いままである。 

○Lesson（課）は、「GET（基礎・基本）」「USE（基礎的な力を活用して読む・話す・書

く活動）」「まとめ」から成り立ち、Project（自己表現）も用意されている。 

○１学年の最初には、小学校外国語活動をふり返るGet Readyがあり、接続を考慮している。 

第 ２ １ 採 択 地 区 教 科 用 図 書 採 択 協 議 会  



研究調査報告書  

教 科名（ 英 語 ）  

項 目  ONE  WORLD （教出・１７）  

教育基本

法、学校

教育法の

下の中学

校学習指

導要領の

教科の目

標とのか

かわり  

○Lesson（課）は Hop（２セクション）と Step（２セクション）から成り立っている。Hopは

左ページに「本文」「新出語句」「基本文（説明あり）」、右ページに「聞く・話す・書く活動」

「活動用の単語」から構成されており、Step は本文が両ページに渡っている。また、別冊

Essentialsがあり、学習した内容を活用して「聞く・話す・書く」の言語活動が掲載されてお

り、本冊の学習をさらに深めながら４技能を総合的に育成するよう工夫されている。 

○各 Lesson を振り返る活動（task）と、学習した様々な表現を使った発展的な活動（Project）

があり、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するよう工夫している。 

○「国際理解」「環境」「風俗習慣・地理歴史」「福祉」「自然科学」「伝統と文化」など様々な題

材を取り上げ、身の回りのことから未来のことへと話題が広がるよう工夫されている。 

特  

 

 

 

 

 

 

 

色  

内  

 

 

容  

＜基礎的・基本的な知識・技能を習得する工夫＞ 

○「聞く」「話す」「書く」を中心としたHopと、「読む」を中心としたStepで構成され、各セ

クションに「Listen」「Speak」「Write」の言語活動が用意され、基礎の定着と確認ができる

よう工夫されている 

＜思考力、判断力、表現力等を育成する工夫＞ 

○各学年に３回あるProjectでは、既習事項を活用して４技能の面から「将来の夢」「卒業スピ

ーチ」などの自己表現活動が設定されており、思考力・判断力・表現力の育成を図るよう工夫

されている。 

＜主体的に学習に取り組む態度を養う工夫＞ 

○各セクションには、学習目標が示されている。「辞書についていっしょに学ぼう！」では、各

学年の学習段階に合った辞書の使い方を詳しく説明している。また、別冊の『Essentials』を

用いて、学習した語句、連語、文法事項について自主学習できるよう工夫されている。 

＜聞くこと、話すこと、読むこと、書くことなどのコミュニケーション能力を育成する工夫＞ 

○各課の終わりにはJUMPがあり、４技能のコミュニケーション能力を育成する工夫がなされて

いる。また、４技能のTipsが数回設けられており、相づちの打ち方などが学習できるようにな

っている。 

資  

料  

○巻末には、オプションの読み物や歌、重要構文復習リスト、自己チェックリストなどが用意さ

れている。また課の間に「Time for Words」として場面別の語彙が挿絵と共に載っている。 

○別冊のEssentialsで、教科書で学習した語句・文法事項などを様々な活動を通して活用できる

ようになっている。 

表記  

・  

表現  

○１学年の６課までブロック体、それ以降は活字体が使用されている。新出単語は１学年ではア

クセント記号が、２・３学年では発音記号が併記されている。 

〇１学年８課以降文字が小さくなり、２学年以降はより小さくなる。対話文では、話し手が替わ

る部分の行間がやや広く取られている。学年が上がるにつれて行間が狭くなる。 

総 括  

○B５判。 

○Lesson（課）は、「Hop（「聞く」「話す」「書く」活動を中心に）」「Step（「読む活動を

中心に）」「Jump（振り返り）」から成り立ち、Project（表現活動）も用意されている。 

○教科書で学習した語句・文法事項等を自主的に学習できる別冊「Essentials」がある。 

第 ２ １ 採 択 地 区 教 科 用 図 書 採 択 協 議 会  



研究調査報告書  

教 科名（ 英 語 ）  

項 目  COLUMBUS ２ １  （ 光 村 ・ ３ ８ ）  

教育基本

法、学校教

育法の下

の中学校

学習指導

要領の教

科の目標

とのかか

わり  

○Unitの各セクションは、左ページに「本文」「新出語句」「コミュニケーション表現」「強弱

や区切り」、右ページに「基本文」「聞く（ドリル）・話す・書く活動」で構成されており、

４技能を総合的に育成する活動が設定されている。 

○活用をねらいとした You Can Do It!、自己表現をねらいとした Go For It!等を設けるととも

に、買い物や道案内などを行う Skit Time などを設定し、積極的にコミュニケーションを図

ろうとする態度を育成する工夫がされている。 

○中学校生活を舞台とした一貫したストーリーで、物語の展開を期待しながら学習を進めるこ

とができる。また、様々な国の文化や、環境、歴史、科学、偉人など多様な題材を取り上げ

た読み物資料により、多様なものの見方・考え方に触れることができるよう工夫されている。

特  

 

 

 

 

 

 

 

色  

内  

 

 

容  

＜基礎的・基本的な知識・技能を習得する工夫＞ 

○各セクションに「基本文」「Listen」「Speak」「Write」の言語活動があり、基礎・基本の定

着を図ることができる。また、各学年 7回程掲載されている Language Focusでは学習した

文法事項を整理し、確認できるよう工夫されている。 

＜思考力、判断力、表現力等を育成する工夫＞ 

○各学年に３回ある Go for it! では、既習事項を使って友達紹介や町紹介などテーマ別の自己

表現活動が設定されている。また、各学年１回ある「英語で学び、考えよう（CLIL）」では、

「食品と栄養素」など他教科の学習内容と重ねて学ぶことができるよう工夫されている。 

＜主体的に学習に取り組む態度を養う工夫＞ 

○各課の最初には、その課の学習目標が示されている。Your Coach では、「辞書を使おう」「英

語の音読を楽しもう」など、主体的に学習に取り組む工夫がされている。 

 

＜聞くこと、話すこと、読むこと、書くことなどのコミュニケーション能力を育成する工夫＞

○各課の最後にYou Can Do It!があり、実際によくある場面で学習した英語を使うことができ

るかを確認できる。また、章の終わりにはGo For It!、Let’s Readを設けており、コミュニ

ケーション活動を通して学習したことを定着させる工夫がされている。 

資  

料  

○言語活動で使用頻度の高い Word Square が教科書の中ほどにまとまって配置され、表とイ

ラストを用いて生徒が使いやすい構成になっている。 

○Unit, Task, 資料など、それぞれのページの端が色分けされている。また、図や写真、漫画

形式のイラストなどによって場面や内容を理解しやすいようになっている。 

表記

・  

表現

○１学年ではブロック体が使用され、２学年以降ブロック体が使用されている。新出単語は１

学年はアクセント記号が、２学年以降は発音記号が紫色で付記されている。 

○２学年以降、文字が小さくなり行間も狭くなって、情報量が増えている。３学年巻末読み物

資料はさらに行間が狭くなっている。 

総 括  

○変型 A４判。 

○Unit（課）、You Can Do It!（振り返り）、Go for It!（自己表現）から構成されている。 

○本文は、登場人物の３年間を追った一貫したストーリーとなっている。 

○「日本の歴史」等、他教科と言語を合わせて学ぶ学習方法（CLIL）が掲載されている。 
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